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南庭園から本館を望む

正面玄関

大階段下中央ホール



だいがくのたから

清
泉
女
子
大
学
本
館
（
旧
島
津
公
爵
家
袖
ヶ
崎
本
邸
洋
館
）

　

２
０
１
８
年
３
月
15
日
の
学
位
授
与
式
当
日
、
式
服
の
ガ
ウ
ン
に
身
を
包
ん
だ
卒
業
生
た
ち
が
、
学
内

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
記
念
撮
影
を
行
っ
て
い
た
。
最
も
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
の
が
本
学
の
誇
る
本
館
、

２
０
１
７
年
に
竣
工
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
旧
島
津
公
爵
家
袖
ヶ
崎
本
邸
洋
館
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
深

紅
の
絨
毯
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
通
し
て
美
し
い
光
が
差
し
込
む
大
階
段
周
辺
で
は
、

途
切
れ
る
こ
と
な
く
学
生
の
歓
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

　

本
学
は
東
京
都
品
川
区
、
通
称
島
津
山
と
呼
ば
れ
る
住
宅
街
の
一
角
に
あ
る
。
正
門
か
ら
続
く
、
カ
ー

ブ
し
た
坂
道
を
登
り
切
っ
た
と
こ
ろ
で
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
洋
館
は
、
鹿
児
島
島
津
家
30
代
当
主
島
津

忠
重
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
。
設
計
施
工
は
英
国
人
建
築
家
ジ
ョ
サ
イ
ア･

コ
ン
ド
ル
。
明
治
初
期
に
お

雇
い
外
国
人
と
し
て
来
日
し
、
設
計･

建
築
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
日
本
人
建
築
家
を
育
成
し
、
日
本
近

代
建
築
の
父
と
称
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
古
典
様
式
を
基
調
と
し
、
東
側
正
面
玄
関
の
車
寄
せ
、
南
芝

庭
に
張
り
出
し
た
バ
ル
コ
ニ
ー
、
美
し
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
印
象
的
な
こ
の
洋
館
は
、
本
学
が
横
須
賀

か
ら
こ
の
地
に
移
転
し
た
１
９
６
２
年
以
来
、
本
館
と
し
て
大
切
に
使
用
さ
れ
て
き
た
。

　

２
０
１
２
年
、
本
館
は
コ
ン
ド
ル
の
晩
年
の
優
れ
た
住
宅
建
築
と
し
て
、
東
京
都
指
定
有
形
文
化
財
と

な
っ
た
。
そ
の
際
特
に
評
価
さ
れ
た
の
は
、
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
役
の

校
舎
と
し
て
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
教
室
、
会
議
室
、
研
究
室
、
そ
れ
に
学
長
室
や

建
学
の
精
神
を
支
え
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
堂
も
こ
こ
に
あ
る
。
外
部
の
方
と
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
に
利
用

さ
れ
る
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
か
つ
て
島
津
家
で
最
も
格
式
の
高
い
応
接
場
所
で
あ
っ
た
。

学
生
た
ち
は
文
化
財
の
も
つ
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
学
び
、
卒
業
後
も
そ
の
時
間
を
懐
か
し
く
思
い

出
す
と
い
う
。

　

歴
史
と
伝
統
は
た
や
す
く
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
々
の
学
び
の
場
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
溶
け
込

ん
で
い
る
本
館
は
、
か
け
が
え
の
な
い
本
学
の
た
か
ら
で
あ
る
。

清泉女子大学
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　つな Girl は、2014年から学生会の委員会の一つと
して「つながって、まきこんで、楽しんで、笑顔が
うまれて、またつながって」をコンセプトに活動し
ています。園田学園女子大学が立地する尼崎のご当
地野菜「尼いも」の取材をきっかけに、「尼いも応援
団」と称し、尼芋奉納祭（於：貴布禰神社）に参加
することになりました。
　尼芋奉納祭では、来場者からゆるきゃらのイラス
トや名前を募集し、「尼のいも子」を完成させるな
ど、さまざまな取り組みを行っています。

＊１�　尼崎のご当地野菜である「尼いも」は、昭和の大型台
風による水害のために、絶滅したサツマイモです。2003
年に市民団体「尼いもクラブ」によって復活し、農家や
市民ボランティアによって焼酎や茎のつくだ煮などを開
発しています。

〈表紙写真〉
学生地域連携推進委員会（通称：つなGirl）
尼崎ご当地野菜「尼いも」ゆるきゃらイラスト
選手権の表彰式にて（園田学園女子大学）



　けやきアベニュー　

大学前の道路の正門から学舎へと続く道に「けやきアベニュー」があります。

本学第５代理事長・一谷定之焏は、格調高く四季折々に美しい姿をみせる 

けやきを、園田学園女子大学のシンボルとして選びました。

そして、舗道に小さな石を敷き詰めて、大きな円がいくつもつながるように 

（どこまでも続くように）描き、その両側にけやきのトンネルをつくりました。

「けやきアベニュー」はこれまでも、これからも学生を迎え続けています。

大 学 点 描



ペサウ号

そのだクライストチャーチキャンパス（SCC）

「ペサウ」とは、現地語で「外洋へでる水
路」を意味しており、いつの日か内海から
太平洋へという願いを込めて名付けたとい
います。
その名のとおり、1986年に星座と風、潮
流を頼りとする伝統的な航法でミクロネシ
ア連邦ヤップ州から小笠原諸島まで航海し
ました。
現在は、本学から未来へ船出する学生に、
その歴史とオセアニアの伝統文化を伝える
貴重な学術資料として保管されています。

本学の国際交流はオセアニア諸国から始まりました。オセアニアの広大な大地に
立った一谷定之焏が、ぜひ学生に日本と異なる風土を体感し、国際的な視野で物
事を捉えられるように成長してほしいとの願いを込めて始めたものです。

オセアニア諸国から始まった国際交流は、
現在アジア、オセアニア地域の7大学と学
術提携をするまでに至っています。
1993年にニュージーランド・クライスト
チャーチ教育大学の協力を得て、同大学内
に開設されたそのだクライストチャーチキャ
ンパスは、本学に限らず全国の留学生に海
外での充実した学びの場を提供しています。

公立小学校を見学しているようす ボランティア作業のようす

国 際 交 流



地域での学び

経験値教育

本学の建学の精神は「捨我精進」です。「捨我」とは、人を愛し自分の為すべきこ
とに全力を尽くすことです。「精進」とは、幸福な世の中をつくるため勇気を持っ
て挑戦することです。
現代に置き換えると、相手の身になって考え、誠実に行動し、仲間と協力して幸
せな社会をつくるために努力することと解釈できます。そこには、自己と他者の
存在を意識し、互いを認め合える成熟した人間関係が生まれます。

本学が位置する尼崎市や尼崎商工会議所な
どと連携しながら、地域と共に地域課題の
解決に取り組む教育、研究活動を実践して
います。
学生は地域の方々の協力を得ながら、さま
ざまな経験を積み重ねています。

本学は、「経験値教育」を掲げています。
経験値教育とは、自己の経験を客観化し、他
者との比較により相対化したうえで、その蓄
積を成長の糧とする教育です。
経験値は「知識」と「知恵」、そして「知識を
知恵に変える力」の三つで構成される値です。

尼崎市立衛生研究所主催
「まちの自然みぃつけた！庄下川観察会」

食育フェア2016
「尼崎市学校給食展」

尼崎市市制100周年記念
「あまがすきハーフマラソン」

建学の精神「捨我精進」



NPO法人あまがさき環境オープンカレッジ主催
「エコあまフェスタ」

尼っ子のスポーツ振興プロジェクト

みんなのサマーセミナー実行委員会

園田学園女子大学大岡山グリーンキャンパス
　「自分たちで作った掃除道具で、
� 掃除の楽しさを知ろう！」　

親子で！楽しく！リラックス！
「ママカフェクリスマス」

まちづくり解剖学
「尼いも」と園田学園女子大学

人間健康学部	 総合健康学科	 人間看護学科	 食物栄養学科
人間教育学部	 児童教育学科
短 期 大 学 部	 生活文化学科	 幼児教育学科



　

園
田
学
園
女
子
大
学
は
、
大
学
名
が
設
立
地
の
「
園
田
村
」

に
由
来
し
て
お
り
、
一
貫
し
て
、「
地
域
と
と
も
に
歩
む
大

学
」
と
し
て
地
域
社
会
と
つ
な
が
り
、
学
び
、
活
躍
す
る
女

性
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
在
、
学
生
の
価
値
観
は
多
様
化
し
、
社
会
に

お
い
て
は
、
大
き
な
変
化
の
時
代
を
生
き
抜
く
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
学
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
欅
は
、
し
っ
か
り
と
直
立
し
た

幹
か
ら
ほ
う
き
状
に
枝
を
広
げ
、
葉
は
四
季
折
々
に
色
を
変

え
て
い
く
。

　

こ
の
欅
の
よ
う
に
、
失
敗
が
許
さ
れ
る
場
で
あ
る
大
学
の

学
び
の
中
で
、
学
生
は
経
験
を
積
み
重
ね
、
生
涯
で
多
く
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
課
題
を
乗
り
越
え
る
知
力
を
身
に

付
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
も
備
え
、
自
立
し
た
女
性
と
し

て
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
誠
実
に
力
を
注
い
で

い
き
た
い
。

大
き
く
変
化
す
る
社
会
で

花
開
く
た
め
に

川
島 

明
子
●
園
田
学
園
女
子
大
学
学
長
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は
じ
め
に

　

２
０
１
０
年
に
米
国
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ｍ
Ｇ
（Educational Com

-
m

ission for Foreign M
edical Graduates

）
が
、国
外
の

医
科
大
学
に
つ
い
て
は
米
国
の
医
科
大
学
認
証
評
価
機
構
も

し
く
は
世
界
医
学
教
育
連
盟（W
FM

E
：W

orld Federation 
for M

edical Education

）
の
基
準
に
準
拠
し
た
分
野
別
認

証
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
卒
業
生
に
対
し
て
２
０
２
３
年

以
降
米
国
の
医
師
国
家
試
験
受
験
資
格
を
与
え
な
い
と
宣
言

し
た
。
こ
の
宣
言
の
背
景
に
は
、
米
国
で
は
医
師
の
約
30
％

が
国
外
の
大
学
の
医
学
部
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
医
師
の
質
担
保
が
米
国
に
お
い
て
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
米
国
の
動
き

に
対
し
、日
本
か
ら
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ｍ
Ｇ
を
介
し
て
米
国
医
師
国
家

試
験
を
受
験
す
る
受
験
生
の
数
は
毎
年
50
〜
60
名
程
度
で
あ

る
こ
と
か
ら
し
て
、
仮
に
わ
が
国
の
医
学
部・

医
科
大
学
が

こ
の
認
証
を
受
け
な
く
と
も
実
質
的
な
問
題
に
は
な
ら
な
い

と
い
っ
た
意
見
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
社
会
全
体
が
急
速
に
国
際
化
の
波
に
さ
ら
さ
れ

る
な
か
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ｍ
Ｇ
の
宣
言
を
無
視
す
れ
ば
日
本
の
医

学
界
が
世
界
の
な
か
で
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
す
る
こ
と
へ
の
危
機

感
が
、
医
学
教
育
に
携
わ
る
多
く
の
人
々
に
共
有
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
然
る
に
、
わ
が
国
に
は
医
学
部・

医
科
大
学

に
対
す
る
分
野
別
認
証
制
度
は
そ
も
そ
も
存
在
し
て
お
ら
ず
、

し
た
が
っ
て
、
認
証
を
行
う
第
三
者
機
関
の
設
置
も
含
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
全
国
の
医
学
部・

医
科
大
学
は
、
２
０
１
０
年
以
降
、

こ
の
国
際
認
証
に
対
応
す
べ
く
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
た
。

新
井 

一
●
順
天
堂
大
学
学
長
、
全
国
医
学
部
長
病
院
長
会
議
会
長

わ
が
国
に
お
け
る
医
学
教
育
の
現
状
と
課
題
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１　
わ
が
国
の
医
学
教
育 

　
　

―
２
０
０
１
年
以
降
の
改
革

　

従
来
、
医
学
教
育
は
そ
れ
を
担
当
す
る
大
学
に
大
き
な
裁

量
権
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
性
を
も
っ
て
学
生
の
教
育

を
実
践
し
て
き
た
。
し
か
し
、
１
９
９
０
年
代
に
な
る
と
社

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
請
が
あ
り
、
全
て
の
医
学
部・

医
科
大

学
に
お
け
る
医
学
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
、
こ
れ
を
一
定
水

準
以
上
に
保
つ
こ
と
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
従
来
の
教
育
内
容
を
再
編
成
し
、
根
幹
部

分
（
コ
ア
）
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
画
一
化
す
る
と
同
時
に
、

多
様
化
に
も
対
応
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
が
急
務
と

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
全
て
の
医
学
生
が
履
修
す
べ
き
コ
ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
す
る
と
同
時
に
、
医
療・
医
学
の
多

様
化
に
対
応
す
る
選
択
性
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し
、
そ
の

上
で
各
医
学
部・

医
科
大
学
が
そ
の
教
育
理
念
に
基
づ
い
た

医
学
教
育
を
実
践
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
２
０
０
１
年
に
医
学
教
育

の
抜
本
的
な
改
革
を
目
指
し
て
、「
医
学
教
育
モ
デ
ル・

コ

ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

―
教
育
内
容
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
文

部
科
学
省
か
ら
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
モ
デ
ル・

コ
ア・

カ
リ

図表１　医学教育モデル・コア・カリキュラム（2016年度改訂版）
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キ
ュ
ラ
ム
は
、
そ
の
後
２
０
０
７
年
、
２
０
１
０
年
、
２
０

１
６
年
に
改
訂
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
モ
デ
ル・

コ
ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、
２
０
０
１
年
が
「
医
の
原
則
」、「
問
題
解
決
能
力
」、

「
症
候・
病
態
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」、「
診
療
参
加
型
臨
床
実

習
」、「
共
用
試
験
」、
２
０
０
７
年
は
「
地
域
医
療
」、「
腫
瘍

学
教
育
」、「
研
究
の
視
点
」、
２
０
１
０
年
は
「
基
本
的
診
療

能
力
」、「
地
域
医
療
」、「
研
究
マ
イ
ン
ド
」
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
６
年
の
最
新
版
（
図
表
１
）
で
は
、「
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
医
師
の
養
成　

社
会
の
変
遷
へ
の
対
応
」
が

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、「
縦
の
つ
な
が
り
」、

「
横
の
つ
な
が
り
」、「
医
師
と
し
て
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
資

質
と
能
力
」、「
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
」、「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」、「
腫
瘍
」、「
教
養
教
育
と
準
備
教
育
の
整
理
」、

「
世
界
へ
の
発
信
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
１
年
の
モ
デ
ル・

コ
ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
あ
る

「
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
医
学
教
育
で
は

患
者
に
直
接
か
か
わ
る
こ
と
の
な
い
見
学
型
あ
る
い
は
模
擬

参
加
型
の
実
習
が
主
体
で
あ
っ
た
た
め
に
、
学
生
が
診
療
チ
ー

ム
に
参
加
し
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
診
療
業
務
に
従
事
し
な

が
ら
、
医
師
と
し
て
求
め
ら
れ
る
知
識・

思
考
法・

技
能・

態
度
な
ど
の
基
本
的
能
力
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
」

は
、
冒
頭
で
述
べ
た
医
学
教
育
の
国
際
認
証
を
わ
が
国
に
適

応
さ
せ
る
際
に
依
然
と
し
て
課
題
が
残
る
と
さ
れ
、
２
０
０

１
年
時
点
に
お
け
る
問
題
意
識
が
そ
の
後
の
15
年
間
に
十
分

に
克
服
さ
れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。

　

２
０
０
１
年
の
モ
デ
ル・

コ
ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
も
う

一
つ
の
特
徴
は
、「
共
用
試
験
」
へ
の
言
及
で
あ
る
。
２
０
０

１
年
か
ら
４
年
後
の
２
０
０
５
年
に
は
、
医
学
生
が
臨
床
実

習
を
行
う
に
足
る
能
力
が
あ
る
か
否
か
を
厳
格
に
評
価
す
べ

く
、
臨
床
実
習
開
始
前
に
コ
ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
到
達
目

標
に
準
拠
す
る
形
で
共
用
試
験
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
共
用
試
験
は
、
知
識
の
総
合
的
理
解
度
を
評
価
す
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た
客
観
試
験
（CBT

：Com
puter 

Based T
esting

）
と
、
態
度・

基
本
的
臨
床
技
能
を
評
価
す

る
客
観
的
臨
床
能
力
試
験（O

SCE

：Objective Structured 
Clinical Exam

ination

）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
現
在
で
は

全
国
の
医
学
部・

医
科
大
学
の
全
て
に
お
い
て
臨
床
実
習
開

始
前
の
進
級
判
定
の
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
わ
が
国
の
医
学
教
育
が
こ
こ
15
年
間
で
大
き
く
改
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変
さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
呼
応
す
る
よ

う
に
、
医
師
国
家
試
験
も
年
々
変
革
を
遂
げ
、
知
識
偏
重
の

出
題
傾
向
が
変
化
し
、
臨
床
実
習
を
正
し
く
履
修
し
な
い
と

解
答
で
き
な
い
問
題
が
多
く
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
前
述
し
た
よ
う
に
２
０
０
１
年
の
モ
デ
ル・

コ
ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
の
際
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
診

療
参
加
型
臨
床
実
習
」
が
完
全
な
形
で
定
着
し
て
い
な
い
な

ど
課
題
は
残
っ
て
お
り
、
今
回
の
医
学
教
育
の
国
際
認
証
を

契
機
に
さ
ら
な
る
改
善
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２　
医
学
教
育
の
国
際
認
証

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
あ
る
意
味
で
外
圧
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
わ
が
国
も
医
学
教
育
の
国
際
認
証
へ
の
道
を
進
ま

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
外
圧
に

よ
っ
て
仕
方
な
く
行
う
と
す
る
の
は
必
ず
し
も
適
当
で
は
な

く
、
モ
デ
ル・

コ
ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
の
っ
と
っ
て
改
革

が
進
め
ら
れ
て
き
た
わ
が
国
の
医
学
教
育
を
、
分
野
別
質
保

証
と
い
う
視
点
か
ら
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
好
機
と
捉
え
る
べ

き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
道
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
く
、

特
に
わ
が
国
に
お
い
て
医
学
教
育
の
分
野
別
質
保
証
を
実
施

す
る
た
め
に
は
、
二
つ
の
事
柄
、
す
な
わ
ち
国
際
基
準
に
の
っ

と
っ
た
医
学
教
育
基
準
の
策
定
と
認
定
審
査
を
実
施
す
る
第

三
者
機
関
を
含
め
た
認
定
評
価
制
度
の
整
備
と
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
た
。

　

医
学
教
育
に
関
わ
る
国
際
的
組
織
と
し
て
は
、
１
９
７
２

年
に
設
立
さ
れ
た
Ｗ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
が
あ
る
。
Ｗ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
設
立
の
趣

旨
は
、
世
界
の
医
学
教
育
の
向
上
を
通
し
て
医
療
の
向
上
を

目
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｗ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
は
、
欧
州
、
ア
フ
リ
カ
、

中
近
東
、
東
南
ア
ジ
ア
、
西
太
平
洋
、
米
国
の
地
域
部
会
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
本
部
は
欧
州
に
あ
る
。
２
０
０
３
年
、

Ｗ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
は
医
学
教
育
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
を
公
表
し
、
そ
の
後
２
０
１
２
年
に
改
訂
が
加
え
ら
れ
た

が
、
現
在
は
こ
れ
が
唯
一
の
世
界
共
通
の
医
学
教
育
基
準
で

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
あ
る
い
は
地
域
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
生
涯
を
通
じ
た
医

師
の
教
育
の
質
保
証
と
い
う
観
点
か
ら
、
学
部
に
お
け
る
卒

前
教
育
（
Ｗ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
で
は
基
本
医
学
教
育
と
呼
ぶ
）
に
と
ど

ま
ら
ず
、
卒
後
研
修
、
生
涯
教
育
ま
で
包
含
す
る
も
の
で
あ

る
。
冒
頭
で
述
べ
た
、
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ｍ
Ｇ
の
い
う
「
世
界
医
学
教

育
連
盟
の
基
準
に
準
拠
し
た
分
野
別
認
証
」
と
は
、
ま
さ
に

こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
準
拠
し
て
実
施
さ
れ
る

認
証
を
意
味
し
て
い
る
た
め
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
グ
ロ
ー
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バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
準
じ
た
医
学
教
育
基
準
、
特
に
Ｗ
Ｆ

Ｍ
Ｅ
の
い
う
基
本
医
学
教
育
に
関
す
る
基
準
の
策
定
が
必
須

の
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
日
本
医
学
教
育
学
会
は
、
２
０

１
３
年
、
２
０
１
４
年
、
２
０
１
５
年
と
改
訂
を
加
え
つ
つ
、

医
学
教
育
分
野
別
評
価
基
準
日
本
版
を
公
開
し
て
き
た
（
図

表
２
）。
医
学
教
育
分
野
別
評
価
基
準
日
本
版
に
は
九
つ
の
領

域
と
36
の
下
位
領
域
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
全
て
の

医
学
教
育
機
関
が
達
成
す
べ
き
「
基
本
的
水
準
」
と
、
よ
り

質
の
高
い
教
育
を
目
指
す
医
学
教
育
機
関
が
達
成
す
べ
き
「
質

的
向
上
の
た
め
の
水
準
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
基
準

で
は
、
医
学
の
専
門
性
に
基
づ
く
目
標
の
設
定
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
内
容
、
教
育
評
価
法
な
ど
に
は
具
体
性
が
あ
る
一
方

で
、
数
値
目
標
の
よ
う
な
も
の
は
あ
ま
り
定
め
ら
れ
て
い
な

い
。
む
し
ろ
重
要
な
の
は
、
医
学
部・

医
科
大
学
を
卒
業
し

た
時
点
で
、
卒
業
生
が
医
師
と
し
て
患
者
を
診
療
す
る
た
め

の
知
識・
技
能・

態
度
を
含
む
基
本
的
な
実
践
力
を
有
し
て

い
る
か
否
か
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

１．使命と教育成果
　　1.1　使命
　　1.2　使命の策定への参画
　　1.3　大学の自律性および学部の自由度
　　1.4　教育成果

２．教育プログラム
　　2.1　カリキュラムモデルと教育方法
　　2.2　科学的方法
　　2.3　基礎医学
　　2.4　行動科学と社会医学および医療倫理学
　　2.5　臨床医学と技能
　　2.6　カリキュラム構造、構成と教育期間
　　2.7　プログラム管理
　　2.8　臨床実践と医療制度の連携

３．学生評価
　　3.1　評価方法
　　3.2　評価と学習との関連

４．学生
　　4.1　入学方針と入学選抜
　　4.2　学生の受け入れ
　　4.3　学生のカウンセリングと支援
　　4.4　学生の教育への参画

５．教員
　　5.1　募集と選抜方法
　　5.2　教員の活動と能力開発に関する方針

６．教育資源
　　6.1　施設・設備
　　6.2　臨床トレーニングの資源
　　6.3　情報通信技術
　　6.4　医学研究と学識
　　6.5　教育の専門的立場
　　6.6　教育の交流

７．プログラム評価
　　7.1　プログラムのモニタと評価
　　7.2　教員と学生からのフィードバック
　　7.3　学生と卒業生の実績・成績
　　7.4　教育の協働者の関与

８．統轄および管理運営
　　8.1　統轄
　　8.2　教学のリーダーシップ
　　8.3　教育予算と資源配分
　　8.4　事務職と運営
　　8.5　保健医療部門との交流

９．継続的改良

図表２　医学教育分野別評価基準日本版
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こ
の
専
門
的
実
践
力
は
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（com

petency

）

と
表
現
さ
れ
る
が
、
卒
業
時
に
獲
得
さ
れ
る
べ
き
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
か
ら
逆
算
し
て
、
１
年
次
か
ら
６
年
次
ま
で
の
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
現

在
、全
国
の
医
学
部・

医
科
大
学
で
は
、医
学
教
育
の
国
際
認

証
を
念
頭
に
お
い
て
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
基
づ
い
た
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

学
習
の
具
体
的
な
方
法
に
関
し
て
は
、
紙
面
の
関
係
上
多

く
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
人
数
グ
ル
ー
プ
教
育
、

問
題
基
盤
型・

症
例
基
盤
型
学
習
、
相
互
学
習
、
診
療
参
加

型
臨
床
実
習
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
、
地
域
実
地
経
験
、

ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
た
学
習
な
ど
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
。
単

な
る
知
識・

技
術
の
教
授
で
は
な
く
、
将
来
、
学
生
が
医
師

と
し
て
一
生
涯
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
自
己
学
習
の
十
分

な
準
備
を
提
供
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

医
学
教
育
の
国
際
認
証
に
関
わ
る
も
う
一
つ
の
課
題
は
、

認
証
評
価
制
度
の
構
築
で
あ
る
。
２
０
１
０
年
の
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ｍ

Ｇ
の
宣
言
を
受
け
て
、
全
国
医
学
部
長
病
院
長
会
議
（
全
国

の
医
学
部・

医
科
大
学
が
参
画
す
る
一
般
社
団
法
人
）
は
２

０
１
１
年
に
「
医
学
教
育
の
質
保
証
検
討
委
員
会
」
を
発
足

さ
せ
て
認
証
評
価
制
度
構
築
に
関
す
る
検
討
を
開
始
し
、
２

０
１
５
年
秋
に
は
日
本
医
学
教
育
評
価
機
構
（JA

CM
E

：

Japan A
ccreditation Council for M

edical Educa-
tion

）
が
設
立
さ
れ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
は
一
般
社
団
法
人
と

し
て
運
営
さ
れ
、
全
国
の
医
学
部・

医
科
大
学
の
ほ
か
、
日

本
医
学
会
、
日
本
医
師
会
、
医
学
教
育
振
興
財
団
、
臨
床
研

修
推
進
財
団
、
医
療
系
大
学
間
共
用
試
験
実
施
評
価
機
構
な

ど
が
社
員
と
し
て
加
わ
り
、
独
立
し
た
第
三
者
機
関
と
し
て

機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
は
、
国
内
に
お
い

て
医
学
教
育
の
認
証
評
価
を
実
施
し
て
い
く
上
で
、
医
学
教

育
分
野
別
評
価
機
関
と
し
て
国
際
的
に
認
証
さ
れ
る
必
要
が

あ
っ
た
が
、
２
０
１
７
年
３
月
に
医
学
教
育
の
分
野
別
評
価

を
国
際
基
準
に
則
し
て
実
施
可
能
な
組
織
と
し
て
Ｗ
Ｆ
Ｍ
Ｅ

の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
２
０
１
７
年
３
月
の
Ｗ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
の
認
定
前
に
、
18
大

学
に
対
し
て
ト
ラ
イ
ア
ル
認
証
評
価
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
含
め
る
と
２
０
１
８
年
３
月
時
点
で
30
大
学
が
分
野

別
認
証
評
価
を
受
審
し
た
こ
と
に
な
る
。
今
後
、
全
国
82
の

医
学
部
全
て
が
こ
の
受
審
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
当
面
の
目
標

に
な
る
が
、
国
際
的
に
は
卒
前
教
育
（
基
本
教
育
）・

卒
後
研

修・
生
涯
学
習
教
育
を
合
わ
せ
て
医
学
教
育
と
捉
え
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
た
め
、
将
来
的
に
は
卒
前
の
学
部
教
育
だ
け
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で
な
く
卒
後
研
修・

生
涯
学
習
教
育
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り

評
価
を
行
い
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く
こ
と
が

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

３　
医
学
教
育
の
課
題

　

２
０
０
１
年
の
医
学
教
育
モ
デ
ル・

コ
ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
導
入
に
始
ま
っ
た
わ
が
国
の
医
学
教
育
改
革
で
あ
る
が
、

２
０
１
５
年
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て

国
際
基
準
に
準
拠
し
た
分
野
別
認
証
評
価
が
開
始
さ
れ
る
な

ど
、
こ
こ
に
き
て
さ
ら
な
る
進
展
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
未
解
決
の
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
前
述
の
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
の
実
質
化

で
あ
る
。
全
国
医
学
部
長
病
院
長
会
議
が
発
行
し
た
「
２
０

１
５
年
度
医
学
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
現
状
」
に
よ
る
と
、

調
査
を
実
施
し
た
時
点
で
は
、
全
国
の
医
学
部
に
お
け
る
臨

床
実
習
は
平
均
56・

７
週
と
世
界
基
準
を
下
回
る
結
果
で
あ
っ

た
が
、
こ
こ
数
年
の
各
大
学
の
努
力
に
よ
り
、
近
々
に
平
均

68・

６
週
と
12
週
ほ
ど
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
週
数
の
み
で
質
が
担
保
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
学
生

が
診
療
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
い
か
に
主
体
性
を
も
っ
て
臨

床
実
習
に
参
加
す
る
か
、
す
な
わ
ち
学
生
が
ど
の
よ
う
な
形

で
診
療
業
務
に
従
事
す
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
現

時
点
で
も
、
学
生
は
指
導
医
の
下
で
一
定
の
医
行
為
を
行
う

こ
と
は
許
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
準
は
１
９
９
１
年
に
策

定
さ
れ
た
厚
生
省
（
当
時
）
臨
床
実
習
検
討
委
員
会
の
答
申

（
い
わ
ゆ
る
前
川
リ
ポ
ー
ト
）
に
拠
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
現

状
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。

　

ま
た
、
学
生
の
行
う
医
行
為
に
対
す
る
法
的
な
担
保
が
明

確
で
な
い
と
い
っ
た
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
な
か
、
臨
床
実
習
開
始
前
の
進
級
判
定
の
材
料
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
共
用
試
験
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
な
ど
）
を
公
的
な
も

の
に
し
、
さ
ら
に
共
用
試
験
に
合
格
し
た
学
生
（Student 

D
octor

）
が
一
定
の
条
件
下
で
行
う
医
行
為
に
関
す
る
新
た

な
基
準
を
設
け
（
前
述
の
前
川
リ
ポ
ー
ト
の
見
直
し
）、
こ
れ

を
法
的
に
担
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
検
討
が
、
文
部
科
学

省
、
厚
生
労
働
省
を
含
む
関
係
者
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
医
師
国
家
試
験
の
あ
り
方
で
あ
る
。

多
く
の
大
学
で
は
医
学
部
６
年
次
の
９
月
以
降
に
卒
業
試
験

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
終
わ
る
と
、
学
生
は
年
明
け

２
月
に
行
わ
れ
る
医
師
国
家
試
験
に
向
け
た
受
験
勉
強
に
突

入
す
る
。
す
な
わ
ち
、
６
年
次
の
後
半
は
卒
業
試
験
と
国
家
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試
験
対
策
の
た
め
に
多
く
の
時
間
が
費
や
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
本
来
で
あ
れ
ば
卒
後
研
修
と
連
続
性
を
も
つ
べ
き
卒
前

教
育
が
国
家
試
験
の
た
め
に
寸
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
医
師
国
家
試

験
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
国
家
試
験
の
出
題
は
診
療
参
加
型

臨
床
実
習
に
則
し
た
も
の
に
限
定
し
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
と
の
差
別
化

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
２
０
１
８

年
２
月
に
施
行
さ
れ
た
第
１
１
２
回
医
師
国
家
試
験
で
は
一

般
問
題
１
５
０
題
と
臨
床
実
地
問
題
２
５
０
題
が
出
題
さ
れ
、

２
０
１
７
年
の
第
１
１
１
回
と
比
較
す
る
と
一
般
問
題
が
１

０
０
題
減
じ
ら
れ
た
。
よ
り
実
際
の
臨
床
に
軸
足
を
置
く
べ

く
、
国
家
試
験
改
革
は
始
ま
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら

に
図
表
１
に
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
国
家
試
験
直
前
に
技
能・

態
度
を
改
め
て
評
価
す
るPost CC O

SCE

（Post-Clinical 
Clerkship O

SCE

）
を
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
全
医
学
部
に

お
い
て
導
入
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
は
私
見
で
は
あ
る
が
、
最
終
的
に

は
学
生
は
６
年
次
の
12
月
末
ま
で
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
に

従
事
し
、Post CC O

SCE

を
受
審
し
た
上
で
年
明
け
２
月

の
国
家
試
験
に
臨
む
の
が
理
想
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
課
題
が
確
実
に
解
決
さ
れ
れ
ば
、
必
然
的
に
卒
後

臨
床
研
修
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
革
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、

卒
前
教
育・

専
門
医
研
修
と
臨
床
研
修
を
有
機
的
に
連
動
さ

せ
る
べ
く
、
そ
の
内
容
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
ま
さ
に
、

卒
前
と
卒
後
の
医
師
養
成
の
シ
ス
テ
ム
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
指
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

お
わ
り
に

　

わ
が
国
の
医
学
教
育
は
、
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
世
界
的

に
も
高
い
質
を
維
持
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
本
邦
に
お
け
る

医
療
水
準
、
さ
ら
に
は
医
学
関
連
の
研
究
実
績
を
み
れ
ば
自

明
で
あ
る
。
一
方
、
２
０
１
０
年
の
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ｍ
Ｇ
の
宣
言
を

機
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

準
拠
し
た
医
学
教
育
の
必
然
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
医
学
的
知
識
の
み
な
ら
ず

医
師
と
し
て
の
使
命
感
、
倫
理
観
、
診
療
技
術
、
患
者
へ
の

適
切
な
対
応
な
ど
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
教
育
の
成
果
と
し

て
定
め
る
こ
と
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
確
実
に
修
得

す
る
た
め
に
教
育
の
ア
ウ
ト
カ
ム
を
示
し
、
ア
ウ
ト
カ
ム
を

達
成
す
る
た
め
の
教
育
法
と
、
達
成
の
度
合
い
を
評
価
す
る

評
価
法
を
備
え
た
教
育
体
制
の
構
築
が
必
須
と
な
っ
て
く
る
。
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女
性
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、 

意
欲
に
応
じ
て
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
備

兼
高　
女
子
の
大
学
進
学
率
は
１
９
９
０
年
前
後

か
ら
急
激
な
上
昇
を
続
け
、
こ
の
20
年
間
で
ほ
ぼ

倍
増
し
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
の
社
会
進
出
を
受

け
て
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
や
女
性
活
躍
推
進

法
な
ど
が
成
立
し
、
主
に
女
性
の
就
労
環
境
を
改

善
す
る
法
律
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

に
よ
る
「
ガ
ラ
ス
の
天
井
指
数
（
働
く
女
性
の
た

め
の
環
境
）
ラ
ン
キ
ン
グ
（
２
０
１
７
年
度
版
）」

で
は
、
日
本
は
加
盟
29
カ
国
中
28
位
で
あ
り
、
男

女
平
等
参
画
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
い
が
た
い
状

況
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
特
に
私
立
大
学
で
は
女
性
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
わ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
設
や

私
立
大
学
に
お
け
る
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

座
談
会

塘
とも
 利
り
枝
え
子
こ

同志社女子大学女性
アクティベーション
センター長

石
いし
川
かわ
 康
やす
宏
ひろ

神戸女学院大学文学
部教授 武

たけ
石
いし
 恵
え
美
み
子
こ

法政大学キャリアデ
ザイン学部学部長
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専
門
部
署
を
設
置
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
お
り
、
女
性
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
意
欲
に

応
じ
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で
き
る
環
境
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
そ
の
具
体
的
な
事
例
や
課
題
を
ご
紹

介
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
私
立
大
学
に
お
け
る
女

性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
意
義
や
今
後
の
展
望
な
ど

に
つ
い
て
再
考
す
る
機
会
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

男
性
基
準
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
か
ら 

女
性
の
現
実
に
適
応
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ

石
川　
神
戸
女
学
院
大
学
で
は
、
２
０
０
７
年
に

副
専
攻
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
設
置
し
ま
し
た
。
当
時
、
就
職
率
は
高
か
っ
た

も
の
の
、
卒
業
生
と
話
し
て
い
る
と
、
パ
ー
ト
ナ
ー

の
転
勤
に
伴
っ
て
自
分
が
職
を
失
っ
た
と
か
、
子

ど
も
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
働
け
な
く
な
っ
た
と
か
、

も
う
少
し
年
齢
が
高
く
な
る
と
、
家
族
の
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
仕
事
を
辞
め
た
と
い
う
よ
う
な
話

が
よ
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
そ
れ
ま
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い

え
ば
卒
業
す
る
学
生
を
無
事
、
社
会
に
送
り
出
す

こ
と
が
メ
イ
ン
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
こ

れ
は
男
子
学
生
を
基
準
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
で

肥
ひ
塚
づか
 直
なお
美
み

東京女子医科大学女
性医療人キャリア形
成センターセンター長

司会

兼
かね
高
たか
 聖
まさ
雄
お

日本大学芸術学部教
授、総合政策センター
広報 ・情報部門会議
（大学時報）委員

2018年4月15日　日本私立大学連盟会議室にて
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あ
っ
て
、
女
性
の
生
涯
に
十
分
適
応
し
た
キ
ャ
リ

ア
教
育
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い

う
議
論
を
し
た
の
で
す
。

　

男
性
は
、
大
人
に
な
れ
ば
社
会
に
出
て
働
く
の

が
当
た
り
前
だ
と
子
ど
も
の
頃
か
ら
刷
り
込
ま
れ
、

実
際
に
、
仕
事
だ
け
の
単
線
的
な
人
生
を
送
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
女
性
は
、
結

婚
や
出
産
を
機
に
仕
事
を
辞
め
る
か
続
け
る
か
、

ま
た
い
っ
た
ん
辞
め
て
も
子
育
て
が
一
段
落
し
た

と
こ
ろ
で
復
職
す
る
か
し
な
い
の
か
と
い
う
よ
う

に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
対

応
、
判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
善
し
悪
し
と
い
う
問
題
は
も

ち
ろ
ん
あ
る
わ
け
で
す
が
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
と
い
う
以
上
、
こ
の
現
実
か
ら
目
を
そ
ら
さ
ず

に
、
そ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対

応
可
能
な
汎
用
性
の
高
い
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
問
題
意

識
の
下
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

若
い
人
た
ち
の
意
識
に 

確
か
な
変
化
が
起
き
て
い
る

兼
高　
い
ま
の
お
話
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
女
性
の

場
合
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
変
わ
っ
て
い

く
、
あ
る
い
は
長
い
ス
パ
ン
で
考
え
な
く
て
は
い

け
な
い
と
い
う
状
況
は
、
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な

い
と
考
え
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

武
石　
法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
で
は
、

特
に
女
性
に
特
化
し
て
何
か
を
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
女
子
学
生
向
け
の
キ
ャ
リ
ア
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
学
部
と
し
て
性
別
を
意
識
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
開
設
し
て
お
ら
ず
、
基
本
的
に
キ
ャ
リ

ア
支
援
は
男
女
共
通
で
す
。

　

私
の
専
門
分
野
で
い
い
ま
す
と
、
日
本
の
女
性

は
活
躍
の
場
が
制
約
さ
れ
、
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
な
ど
の
法
律
が
で
き
て
も
、
基
本
的
な
社
会
構

造
は
長
い
間
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

２
０
１
０
年
頃
か
ら
少
し
様
子
が
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
出
産
を
機
に
退
職
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン

が
か
な
り
変
化
し
、
第
一
子
を
出
産
し
て
も
就
業

を
継
続
す
る
女
性
が
増
え
て
き
た
の
で
す
。

　

一
方
で
、
男
性
も
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
か
な
り

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
育
児
に
関
わ
り

た
い
、
共
働
き
な
の
だ
か
ら
妻
と
一
緒
に
キ
ャ
リ

ア
を
考
え
て
い
き
た
い
と
い
う
よ
う
に
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な

ど
に
み
ら
れ
る
社
会
構
造
の
変
化
が
あ
り
、
ま
た

賃
金
が
順
調
に
上
が
る
わ
け
で
は
な
い
中
で
共
働

き
を
前
提
に
す
る
と
い
う
、
若
い
人
た
ち
に
意
識

の
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

企
業
側
も
、
旧
態
依
然
と
し
た
組
織
構
造
が
残
っ

て
い
る
一
方
で
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
と
い

う
こ
と
で
、
女
性
や
外
国
人
な
ど
多
様
な
人
材
が

活
躍
す
る
場
を
広
げ
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
り
ま

す
。
両
方
の
価
値
観
が
混
在
す
る
時
代
に
社
会
に

出
て
行
く
学
生
に
対
し
て
は
、
従
来
と
は
相
当
異

な
る
社
会
変
革
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
変
化

の
面
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
私
は
そ
こ
は

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
ま
す
。

塘　
現
在
、
女
子
大
学
新
卒
の
就
職
率
は
１
０
０ 

％
に
近
い
の
で
す
が
、
キ
ャ
リ
ア
を
い
か
に
継
続

し
て
い
く
か
と
い
う
点
が
、
先
ほ
ど
お
話
に
出
た

よ
う
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

女
子
学
生
が
社
会
に
出
て
キ
ャ
リ
ア
を
継
続
し
て

い
く
条
件
は
、「
気
付
き
」「
知
識
」「
ス
キ
ル
」

「
環
境
」
の
四
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
の
「
気
付
き
」
と
は
、
自
分
の
キ
ャ
リ

ア
に
つ
い
て
の
価
値
観
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ

て
き
た
か
を
相
対
的
に
考
え
、
気
付
く
こ
と
が
で

き
る
能
力
で
す
。
例
え
ば
、「
男
性
は
理
系
、
女
性

は
文
系
」
と
か
「
女
性
の
ほ
う
が
子
育
て
が
上
手
」
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と
い
っ
た
価
値
観
は
教
育
に
よ
っ
て
刷
り
込
ま
れ

た
産
物
で
あ
る
こ
と
に
、
ま
ず
気
付
く
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
。

　

私
は
発
達
心
理
学
が
専
門
で
す
が
、
欧
州
と
ア

ジ
ア
の
小
学
校
の
教
科
書
に
描
か
れ
た
家
族
像
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
比
較
し
て
き
ま
し
た
。
母

親
が
エ
プ
ロ
ン
を
し
て
家
事
や
子
育
て
を
し
て
い

る
と
い
っ
た
設
定
が
一
番
多
く
出
て
く
る
の
が
日

本
の
教
科
書
で
す
。
東
ア
ジ
ア
の
国
と
比
べ
て
も
、

日
本
は
多
い
。
こ
の
よ
う
な
教
育
を
小
さ
い
と
き

か
ら
受
け
て
き
た
結
果
、
い
ま
の
自
分
の
価
値
観

が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
気
付
き
が
出
発
点

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
気
付
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
法

律
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
っ
た
知
識
が
必
要
で
あ

り
、
知
識
を
実
際
に
役
立
て
る
ス
キ
ル
も
必
須
で

す
。
同
志
社
女
子
大
学
で
は
女
性
起
業
家
セ
ミ
ナ
ー

を
始
め
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
り
な

が
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
能
力
や
、
議
論
す

る
能
力
、
意
見
の
違
い
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う

な
ス
キ
ル
を
、
実
践
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
必
要

で
し
ょ
う
。

　

そ
の
上
で
、
女
性
が
働
く
社
会
環
境
を
ど
う
整

え
る
か
。
法
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
育
休

や
時
短
を
活
用
で
き
る
社
会
の
支
え
、
環
境
づ
く

り
が
必
要
で
す
。
育
休
を
実
際
に
取
れ
る
か
ど
う

か
は
周
囲
の
人
々
の
意
識
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
の
で
、
価
値
観
を
変
え
て
い
く
た
め
に
女
子
大

学
か
ら
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る 

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
意
識

肥
塚　
東
京
女
子
医
科
大
学
は
、
女
性
が
医
学
教

育
施
設
へ
の
入
学
が
拒
絶
さ
れ
た
時
代
に
、
29
歳

の
吉
岡
彌
生
先
生
が
１
９
０
０
年
に
創
立
し
た
東

京
女
医
学
校
が
前
身
で
す
。
建
学
の
精
神
は
、
女

性
の
精
神
的・

経
済
的
な
自
立
で
あ
り
、
社
会
に

貢
献
す
る
女
性
医
療
人
の
育
成
で
あ
り
、
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
に
あ
っ
て
も
女
性
が
勤
務
を
続
け
る
と

い
う
こ
と
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
学
の
場
合
は
、
医
師
あ
る
い
は
看
護
師
に
な

る
と
い
う
職
業
意
識
を
持
っ
て
入
学
し
て
く
る
の

が
文
系
の
大
学
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
医
学
部

で
は
卒
前・

卒
後
を
通
じ
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
か

か
わ
る
講
義
や
事
業
を
行
い
、
看
護
学
部
で
は 

キ
ャ
リ
ア
発
達
論
と
い
っ
た
授
業
を
開
講
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
は
ま
だ
ま
だ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

が
低
く
、
本
学
で
も
、
女
性
教
授
の
割
合
が
低
い

の
が
現
状
で
す
。
公
益
財
団
法
人
21
世
紀
職
業
財

団
の
岩
田
喜
美
枝
会
長
が
「
女
性
の
活
躍
＝
勤
務

継
続
×
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
本
学
で
は
男
女
共
同
参
画
推
進
局
を

女
性
医
療
人
キ
ャ
リ
ア
形
成
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名

称
に
変
え
て
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
ろ
う

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

兼
高　
女
性
が
医
療
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

肥
塚　
大
学
に
残
る
人
や
地
域
で
働
く
人
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
働
き
方
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
ど
う

い
う
形
で
あ
れ
、
継
続
し
て
働
き
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
で
す
。
本

学
の
卒
業
生
は
離
職
率
が
非
常
に
低
く
、
そ
の
多

く
が
、
生
涯
、
医
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
女
性
医
療
人
キ
ャ
リ
ア
形
成
セ
ン
タ
ー

に
は
他
大
学
卒
の
女
性
医
師
か
ら
の
相
談
も
多
く

あ
り
ま
す
。

兼
高　
な
る
ほ
ど
。
女
性
医
師
に
関
し
て
も
、
離

職
率
が
問
題
な
の
で
し
ょ
う
か
。

肥
塚　
他
大
学
卒
の
女
性
医
師
に
は
、
医
師
の
仕

事
を
辞
め
て
家
庭
に
入
る
方
も
あ
り
、
要
す
る
に

も
っ
た
い
な
い
。

座
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会
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石
川　
本
学
で
は
、
仕
事
に
対
す
る
学
生
の
意
識

は
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
で
か
な
り
大
き
く
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
専
業
主
婦
志
向
が
強
い
の
は
１

年
生
で
、
比
較
的
裕
福
な
家
庭
が
多
く
、
専
業
主

婦
の
母
親
が
多
い
こ
と
の
影
響
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
い
ま
の
日
本
社
会
で
は
、
働
く
こ
と

は
相
当
に
大
変
そ
う
だ
と
い
う
情
報
も
断
片
的
に

入
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
で
き
れ
ば
年
収
の
高
い
男

性
と
結
婚
し
て
、
３
年
く
ら
い
た
っ
た
ら
家
庭
に

入
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
な
タ
イ
プ
で
す
ね
。

　

そ
れ
が
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し

て
き
た
り
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
女
性
が
目
に

留
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
自
分
の
パ
ー

ト
ナ
ー
に
な
る
人
が
実
は
あ
ま
り
稼
げ
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
も
気
が
付
い
て
、
自
分

が
働
く
し
か
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

と
は
い
え
、
考
え
が
及
ぶ
の
は
卒
業
し
て
就
職
す

る
と
こ
ろ
く
ら
い
ま
で
で
、
そ
の
先
の
長
い
人
生

を
見
通
す
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

　

本
学
で
は
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

導
入
す
る
と
き
に
、
就
職
を
ゴ
ー
ル
に
す
る
よ
う

な
話
で
は
だ
め
だ
と
い
う
議
論
を
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
教
職
員
の
意
識
を
か
な
り
変
え
る
も
の
に

も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ゼ
ミ
な
ど
、
学
生
と
の

さ
ま
ざ
ま
な
接
点
で
、
従
来
よ
り
も
踏
み
込
ん
だ

話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

卒
業
生
の
話
を
聞
い
て 

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
始
め
る

塘　
同
志
社
女
子
大
学
も
同
様
で
す
。
専
業
主
婦

の
母
親
に
育
て
ら
れ
た
学
生
が
多
い
の
で
す
が
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
の
授
業
で
、

「
あ
な
た
方
の
時
代
は
も
う
母
親
の
時
代
と
は
違

う
」
と
強
調
し
て
い
ま
す
。
母
親
の
時
代
と
は
異

な
り
、
夫
の
給
料
だ
け
で
家
庭
が
維
持
で
き
る
な

ど
と
考
え
る
な
と
。
離
婚
率
は
上
が
っ
て
い
る
し
、

Ｄ
Ｖ
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
子
育
て
に
も
お
金
が

か
か
る
。
離
婚
し
た
と
し
て
も
自
分
が
２
人
や
３

人
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
け
る
よ
う
な
経
済
力
を

持
ち
な
さ
い
と
話
し
ま
す
。

　

卒
業
し
て
就
職
す
る
時
点
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
10
年
後
20
年
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
と
い

う
生
涯
発
達
の
視
点
で
教
育
を
し
て
い
こ
う
と
い

う
よ
う
に
、
教
員
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

卒
業
し
て
10
年
も
た
て
ば
、
結
婚
し
た
り
夫
の
転

勤
に
伴
っ
て
働
き
方
を
変
え
た
卒
業
生
も
い
ま
す

が
、
そ
う
い
っ
た
人
を
大
学
に
呼
ん
で
、
ど
の
よ

う
に
人
生
を
乗
り
越
え
た
か
を
話
し
て
も
ら
う
。

そ
れ
を
聞
い
た
学
生
は
、
考
え
始
め
ま
す
。
夫
の

転
勤
に
伴
っ
て
辞
め
な
い
で
す
む
よ
う
な
働
き
方

武
石 

恵
美
子
氏

塘 

利
枝
子
氏
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を
結
婚
す
る
と
き
か
ら
考
え
る
と
か
、
夫
の
転
勤

に
伴
っ
て
自
ら
も
転
勤
で
き
る
よ
う
に
キ
ャ
リ
ア

を
積
ん
で
お
く
と
い
う
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
い

ろ
い
ろ
な
リ
ス
ク
に
備
え
て
お
く
。
特
に
、
卒
業

し
て
２
～
３
年
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
重
要
な

時
期
に
自
分
が
何
を
す
べ
き
か
、
大
学
に
い
る
間

に
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

肥
塚　
本
学
で
も
、
３
年
次
の
夏
休
み
に
卒
業
生

な
ど
女
性
医
師
の
診
療
現
場
に
行
き
、
そ
の
働
き

方
を
見
学
し
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
か
ら
学
ぶ
実
習
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会
に
学
生
も
参
加
し

て
話
を
聞
い
た
り
、
も
ち
ろ
ん
学
内
に
は
先
輩
の

医
師
も
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
学
生
が
い
ろ
い
ろ

な
話
を
聞
く
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
す
。

兼
高　
医
大
で
は
、
病
院
選
び
や
医
局
の
選
択
と

い
っ
た
こ
と
が
大
き
い
よ
う
な
気
も
し
ま
す
が
。

肥
塚　
医
学
部
で
は
卒
業
後
に
２
年
間
の
初
期
研

修
が
あ
り
ま
す
が
、
学
生
は
教
員
や
先
輩
方
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
収
集
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

特
に
４
～
６
年
次
の
学
生
に
は
本
学
卒
業
生
の
臨

床
系
の
教
授
が
学
年
担
当
と
し
て
、
相
談
に
乗
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

兼
高　
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

し
た
い
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
な
さ
っ
て
い

ま
す
か
。

肥
塚　
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
に
、
セ
ン
タ
ー
に

創
立
者
の
名
前
を
冠
し
た
「
彌
生
塾
」
を
創
設
し
、

そ
こ
で
、
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
、
ピ
ア
ラ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
学
だ
け
で
な
く
他

大
学
の
卒
業
生
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
卒
後
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
は
セ
ン
タ
ー
が
担
っ
て
い
ま
す
。

男
女
共
に
、キ
ャ
リ
ア
を 

多
角
的
に
考
え
る
機
会
が
多
い

兼
高　
法
政
大
学
は
、
男
子
学
生
が
非
常
に
多
い

中
で
の
女
子
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
指
導
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

武
石　
例
え
ば
総
合
職
と
一
般
職
と
ど
ち
ら
が
よ

い
か
、
と
い
っ
た
女
子
学
生
特
有
の
悩
み
に
対
応

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
女
子
大
学
の
よ
う
に

特
に
女
子
学
生
の
た
め
に
何
か
を
す
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
男
女
同
じ
よ
う
な
キ
ャ

石
川 

康
宏
氏

肥
塚 
直
美
氏

兼
高 

聖
雄
氏

座
談
会
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リ
ア
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
に
関
し
て
い
え
ば
、

将
来
の
生
活
を
含
め
た
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
こ
と
、

学
び
直
し
や
家
庭
生
活
な
ど
も
全
て
キ
ャ
リ
ア
設

計
に
含
ま
れ
る
と
い
う
前
提
で
、
キ
ャ
リ
ア
を
広

く
と
ら
え
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
学
生
は
、

男
女
共
に
、
仕
事
だ
け
で
は
な
く
キ
ャ
リ
ア
を
多

角
的
に
考
え
る
機
会
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
授
業
で
は
、
例
え
ば
育
メ
ン
支
援
を
推
進

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
代
表
の
方
を
お
呼
び
し
て
、

育
メ
ン
と
結
婚
す
る
と
女
性
は
ど
ん
な
に
幸
せ
か

と
か
、
男
性
が
子
育
て
に
関
わ
る
と
生
活
が
ど
う

変
わ
る
か
と
い
っ
た
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
男
子
も
女
子
も
、
育
児
は
男
女
が

す
べ
き
と
い
う
意
識
に
変
化
し
ま
す
。

　

大
学
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
の
中
で
、
女
性
も
仕
事
を
続
け
た
ほ
う
が

い
い
と
か
育
児
は
男
女
が
分
担
す
る
の
が
普
通
の

時
代
に
な
っ
て
き
た
と
い
っ
た
こ
と
を
学
生
は
理

解
し
て
、
卒
業
す
る
頃
に
は
、
女
子
学
生
も
仕
事

は
ず
っ
と
続
け
た
い
と
い
う
よ
う
に
意
識
が
変

わ
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

す
で
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る 

学
生
の
母
親
の「
専
業
主
婦
モ
デ
ル
」

武
石　
学
生
に
と
っ
て
、
母
親
の
専
業
主
婦
モ
デ

ル
は
非
常
に
根
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近

は
そ
れ
が
や
や
変
わ
っ
て
き
た
と
感
じ
る
場
面
が

あ
り
ま
す
。
少
し
前
ま
で
は
、
専
業
主
婦
の
母
親

が
幸
せ
そ
う
だ
っ
た
か
ら
自
分
も
専
業
主
婦
志
望

と
い
う
女
子
学
生
が
非
常
に
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

最
近
は
母
親
が
、
私
の
人
生
は
こ
れ
で
よ
か
っ
た

の
か
と
悩
ん
で
い
る
よ
う
な
の
で
す
。

　

あ
る
学
生
の
事
例
で
、
母
親
は
教
員
だ
っ
た
の

で
す
が
、
か
つ
て
の
友
人
が
企
業
で
部
長
に
な
っ

て
バ
リ
バ
リ
や
っ
て
い
る
の
に
、
自
分
は
夫
の
転

勤
で
仕
事
を
辞
め
て
、
そ
れ
を
い
ま
に
な
っ
て
後

悔
し
て
い
る
。
だ
か
ら
あ
な
た
は
そ
う
な
ら
な
い

よ
う
、
仕
事
は
続
け
る
よ
う
に
と
母
親
か
ら
言
わ

れ
た
と
。
専
業
主
婦
と
い
う
モ
デ
ル
自
体
を
母
親

世
代
が
懐
疑
的
に
見
る
事
例
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

兼
高　
あ
る
大
学
の
先
生
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ

で
は
、
も
う
す
ぐ
定
年
を
迎
え
る
父
親
に
対
し
て

専
業
主
婦
の
母
親
が
い
つ
も
文
句
を
言
っ
て
お
り
、

夫
婦
関
係
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
見

て
い
る
娘
が
、
自
分
が
結
婚
し
て
も
幸
せ
に
な
れ

る
の
か
ど
う
か
疑
問
に
思
う
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が

多
い
そ
う
で
す
。

武
石　
そ
う
で
す
ね
。
母
親
が
自
己
実
現
し
き
れ

な
い
と
、
あ
の
と
き
こ
う
す
れ
ば
私
の
人
生
は
い

ま
ご
ろ
…
、
と
い
う
悔
い
が
残
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
そ
れ
を
娘
に
話
し
て
、
反
面
教
師
と
い

う
か
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
モ
デ
ル
に
な
り
つ
つ
あ
る

面
も
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
母
親
モ
デ
ル
」

は
、
変
わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

兼
高　
そ
う
し
た
変
化
が
あ
る
一
方
で
、
例
え
ば

政
府
が
女
性
の
役
員
や
管
理
職
を
増
や
す
よ
う
に
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い
っ
て
い
る
割
に
は
そ
れ
ほ
ど
増
え
て
い
な
い
現

状
が
あ
り
ま
す
。
肥
塚
先
生
、
そ
の
辺
は
ど
の
よ

う
に
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
女
性
医
師
を

取
り
巻
く
状
況
に
、
何
か
変
化
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

肥
塚　
本
学
は
他
の
医
学
部
に
比
べ
て
女
性
教
員

が
多
い
の
で
す
が
、
助
教
、
講
師
、
准
教
授
、
教

授
と
な
る
に
し
た
が
っ
て
女
性
の
比
率
が
低
下
し

て
い
き
ま
す
。
い
ま
、
彌
生
塾
が
中
心
と
な
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
行
っ
て
、
教
授
の
女
性
比
率

を
２
０
２
０
年
に
30
％
に
す
る
目
標
を
立
て
て
努

力
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
の
鍵
と
な
る
の
は
、

や
は
り
所
属
長
の
意
識
改
革
だ
と
思
い
ま
す
。
ア

ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
（
無
意
識
の
思
い
込
み
、

偏
見
）
と
い
う
か
、
そ
う
し
た
こ
と
も
含
め
て
教

授
会
で
Ｆ
Ｄ
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

女
性
自
身
が
頑
張
っ
て
こ
そ 

支
援
が
提
供
さ
れ
る
も
の

兼
高　
皆
様
の
お
話
を
伺
っ
て
、
価
値
観
を
変
え

て
い
く
こ
と
が
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
で
は
、
大
学
と
し
て
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

武
石
先
生
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
学
部
は

私
立
大
学
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
専

門
の
学
部
学
科
と
し
て
学
生
を
育
て
た
り
研
究
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
の
意
識
を
変
え
る
と
い
う

側
面
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

武
石　
そ
う
で
す
ね
。
現
状
の
デ
ー
タ
を
見
る
と

社
会
全
体
の
変
化
は
大
き
い
と
は
い
え
ず
、
女
性

の
管
理
職
比
率
の
低
さ
に
象
徴
さ
れ
る
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
変
化
の
角
度
が
少
し
上
向
い
て

き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
育
児
と
仕
事
の

両
立
の
難
し
さ
、
保
育
所
の
待
機
児
童
の
問
題
な

ど
、
働
く
母
親
た
ち
は
い
ま
大
変
な
苦
労
を
し
て

い
ま
す
が
、
社
会
は
こ
れ
か
ら
相
当
変
わ
っ
て
い

く
の
で
、
変
化
の
方
向
を
し
っ
か
り
認
識
す
る
よ

う
に
と
学
生
に
は
話
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
自
分
た
ち
は
何
も
し
な
く
て
も
、
待
っ

て
い
れ
ば
誰
か
が
環
境
を
整
え
て
く
れ
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
組
織
の
中
で
能
力
を
身
に

付
け
て
活
躍
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
女
性
が
頑
張

る
か
ら
こ
そ
い
ろ
い
ろ
な
支
援
が
提
供
さ
れ
る
の

で
あ
り
、
こ
う
し
た
こ
と
を
主
体
的
に
考
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
す
。

　

男
女
が
平
等
に
働
く
と
か
女
性
活
躍
と
い
う
よ

う
に
、
社
会
の
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
れ
が
今
後
ど
う
な
る
か
は
若
い
世
代

に
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
意
味
で
当
事
者
と

し
て
責
任
あ
る
対
応
が
必
要
だ
と
学
生
に
伝
え
て

い
ま
す
が
、
大
学
と
し
て
も
き
ち
ん
と
教
育
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

兼
高　
男
子
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
お
話
を

な
さ
っ
て
い
ま
す
か
。

武
石　
基
本
は
同
じ
で
す
。
女
性
の
育
児
よ
り
も

男
性
の
育
児
に
対
し
て
、
世
の
中
の
視
線
は
ま
だ

冷
た
く
、「
男
が
育
休
を
取
る
な
ん
て
」
と
言
わ
れ

た
り
し
ま
す
。
た
だ
、
育
休
を
取
っ
て
の
ん
び
り

し
た
い
、
育
児
を
理
由
に
仕
事
の
責
任
を
果
た
さ

な
い
と
い
う
姿
勢
で
は
理
解
が
得
ら
れ
な
い
の
は

当
然
で
、
そ
れ
は
男
性
も
女
性
も
同
様
で
す
。

　

権
利
を
要
求
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
対
す

る
責
任
を
果
た
す
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
一
体

と
な
っ
て
世
の
中
が
変
わ
っ
て
い
く
。「
社
会
に
働

き
か
け
る
力
」
を
学
生
は
持
っ
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
は
、
認
識
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
は
し
っ
か
り
と
情
報
を
与
え 

学
生
は
そ
れ
を
基
に
選
び
取
る

兼
高　
神
戸
女
学
院
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
社
会
を
変
え
て
い
く
と
い
う

方
向
の
取
り
組
み
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

石
川　
男
女
と
も
に
労
働
時
間
を
短
く
す
る
こ
と

座
談
会
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や
、
保
育・

介
護
の
充
実
な
ど
、
社
会
を
変
え
て

い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
。
た
だ
、
そ
こ

は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
は
な
く
、
各
種
の
専

門
科
目
や
キ
ャ
リ
ア
関
連
の
別
の
科
目
で
論
じ
て

い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
副

専
攻
で
、
受
講
者
は
１
学
年
約
６
３
０
名
の
う
ち

60
名
程
度
に
限
ら
れ
て
お
り
、
女
性
を
取
り
巻
く

社
会
的
な
状
況
を
考
え
る
と
か
、
そ
の
状
況
を
踏

ま
え
た
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方

な
ど
は
、
よ
り
多
く
の
学
生
を
対
象
と
す
る
通
常

の
授
業
で
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
す
る
と
き
に
は
、
男
性
と

女
性
の
生
き
方
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
異
な
っ
て
い

る
現
実
を
、
た
だ
受
け
入
れ
る
だ
け
で
い
い
の
か

と
い
う
議
論
が
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
し
た
。
先
ほ
ど

塘
先
生
が
四
つ
に
ま
と
め
ら
れ
た
４
番
目
の
「
環

境
」
の
問
題
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
学
生
に
は

社
会
に
適
応
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
良
い
社
会

づ
く
り
に
向
か
う
自
覚
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
意
欲
と
力
を
持
っ
た
人
材

を
育
成
す
る
教
育
が
大
学
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

兼
高　
大
学
と
し
て
、
そ
う
し
た
ポ
リ
シ
ー
を
発

信
な
さ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
に

関
し
て
、
御
校
の
広
告
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

石
川　
大
き
な
文
字
で
「
女
は
大
学
に
行
く
な
」

と
書
い
て
あ
る
も
の
で
す
ね
。
実
は
、
そ
の
あ
と

に
「
と
い
う
時
代
が
あ
っ
た
。
専
業
主
婦
が
当
然

だ
っ
た
り
…
」
と
小
さ
な
文
字
が
続
き
ま
す
。

兼
高　
そ
う
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
社
会
に
投
げ

か
け
る
こ
と
は
、
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

石
川　
そ
う
で
す
ね
。
本
学
に
は
、
そ
う
い
う
思

い
を
も
っ
て
「
女
子
教
育
」
を
１
４
０
年
以
上
も

続
け
て
き
た
と
い
う
自
負
が
あ
り
ま
す
。

兼
高　
塘
先
生
の
女
性
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
は
、
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
学
外
に
向
け

て
発
信
す
る
機
能
も
ご
ざ
い
ま
す
か
。

塘　
セ
ン
タ
ー
の
講
座
に
は
、
少
数
で
す
が
一
般

の
方
も
参
加
さ
れ
ま
す
。
特
に
共
学
の
大
学
で
学

ん
だ
方
は
、
女
子
大
学
の
良
さ
を
感
じ
た
と
お
っ

し
ゃ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
女
性
が
自
由
に
発

言
で
き
る
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
言
っ
て
も
男

性
か
ら
責
め
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
安
心
で
き
る
雰

囲
気
が
女
子
大
学
の
良
さ
の
一
つ
だ
と
い
う
こ
と

が
お
分
か
り
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

女
性
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
限
ら

ず
、
女
子
大
学
で
は
全
部
自
分
た
ち
で
や
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
企
画
か
ら

力
仕
事
ま
で
全
部
や
る
。
そ
こ
で
必
要
な
の
は
、

誰
か
の
サ
ブ
で
は
な
い
自
分
を
つ
く
る
こ
と
。
自

ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
何
か
を
や
り
遂
げ

た
経
験
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
必
ず
役
立
ち
ま
す
。

　

就
職
す
る
際
に
、「
私
は
事
務
職
で
い
い
、
サ
ブ

の
仕
事
で
い
い
」
な
ど
と
い
う
学
生
も
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
サ
ブ
の
仕
事
な
ん
て
ど
ん
ど
ん
Ａ
Ｉ

や
ロ
ボ
ッ
ト
に
置
き
換
わ
っ
て
い
く
の
だ
か
ら
、

自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
な
い
と
だ
め

だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
大
学
時
代
に
自
分
が
経
験

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
社
会
や
自
分
の
将

来
に
ど
の
よ
う
に
結
び
付
く
か
を
自
分
の
中
で
再

構
築
す
る
こ
と
が
、
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

兼
高　
学
生
の
意
識
は
、
先
生
方
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
来
て
い
る
と
お
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

塘　
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
卒
業
後
す
ぐ
に

は
分
か
ら
な
く
て
も
、
数
年
後
に
は
「
こ
う
い
う

こ
と
だ
っ
た
の
か
」
と
理
解
し
て
く
れ
る
よ
う
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
本
の
情
報
だ
け
で
は
な

く
、
例
え
ば
海
外
で
は
ど
の
よ
う
に
子
育
て
を
し

て
い
る
の
か
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
与
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

私
は
「
世
界
の
こ
ど
も
政
策
」
と
い
う
授
業
を
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担
当
し
て
い
ま
す
が
、
北
欧
で
は
パ
パ・

ク
オ
ー

タ
制
と
い
っ
て
、
父
親
も
育
児
休
暇
を
取
ら
な
け

れ
ば
父
親
分
の
育
休
の
権
利
が
消
滅
す
る
仕
組
み

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
国
や
台
湾
で
は
自
宅
で

子
ど
も
を
預
か
る
保
育
マ
マ
や
24
時
間
保
育
施
設

が
充
実
し
て
お
り
、
働
く
女
性
が
出
張
す
る
際
に

利
用
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
制
度
や
施
設
が
女
性

の
キ
ャ
リ
ア
を
支
え
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
よ
う
、

学
生
に
情
報
を
与
え
て
い
く
。
以
前
い
わ
れ
て
い

た
よ
う
に
「
３
歳
ま
で
は
母
の
手
で
」
育
て
な
け

れ
ば
子
ど
も
は
き
ち
ん
と
育
た
な
い
の
で
は
な
く
、

誰
か
が
き
ち
ん
と
見
て
く
れ
れ
ば
子
ど
も
は
育
ち

ま
す
。
最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
子
育
て
を
す
る
か

を
判
断
す
る
の
は
自
分
自
身
だ
け
れ
ど
も
、
子
育

て
の
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　

私
も
台
湾
へ
行
っ
て
24
時
間
保
育
と
聞
い
て
最

初
は
驚
き
、
子
ど
も
に
対
す
る
愛
情
は
大
丈
夫
か
、

子
ど
も
は
自
分
の
お
母
さ
ん
が
分
か
ら
な
く
な
ら

な
い
の
か
な
ど
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
逆
に
、
な
ぜ

そ
ん
な
こ
と
を
聞
く
の
か
と
驚
か
れ
ま
し
た
。

　

女
性
が
キ
ャ
リ
ア
を
継
続
す
る
上
で
子
育
て
が

足
か
せ
に
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
別
の
形
で
誰
か

が
き
ち
ん
と
子
育
て
を
す
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
で

あ
り
、
最
終
的
に
選
択
す
る
の
は
女
性
な
の
で
、

覚
悟
を
持
っ
て
選
ぶ
よ
う
学
生
に
は
伝
え
て
い
ま

す
。
大
学
は
し
っ
か
り
と
情
報
を
与
え
、
学
生
は

そ
れ
を
基
に
し
て
自
分
で
選
び
取
る
力
が
必
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

兼
高　
女
性
医
師
に
と
っ
て
の
キ
ャ
リ
ア
も
、
同

じ
よ
う
な
状
況
で
し
ょ
う
か
。

肥
塚　
働
き
方
改
革
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
医

師
は
当
直
が
あ
る
な
ど
、
勤
務
が
非
常
に
ハ
ー
ド

で
す
。
本
学
で
は
、
主
に
医
師
に
な
っ
て
か
ら
で

す
が
、
当
直
の
時
だ
け
子
ど
も
を
預
け
た
り
、
保

育
園
の
お
迎
え
な
ど
を
頼
め
る
と
い
っ
た
サ
ポ
ー

ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
施
設
型
の
保
育
で
は
な

く
、
東
京
医
科
大
学
と
一
緒
に
「
女
子
医
大・

東

京
医
大
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

兼
高　
育
メ
ン
と
結
婚
し
た
女
性
医
師
と
か
。

肥
塚　
以
前
は
忙
し
い
医
師
同
士
で
結
婚
す
る
パ

タ
ー
ン
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
い
ま
は
い
ろ
い

ろ
な
形
が
あ
り
、
子
ど
も
が
い
る
女
性
医
師
自
体

が
増
え
て
い
ま
す
。
学
生
は
、
そ
う
い
う
先
輩
た

ち
を
見
て
い
ま
す
ね
。

　

家
庭
を
持
っ
て
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
こ
と

が
、
昔
に
比
べ
る
と
制
度
も
整
え
ら
れ
て
き
て
、

育
休
を
取
っ
て
１
年
後
に
は
常
勤
と
し
て
復
帰
す

る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
条
件
が
整
っ
た
と

は
い
え
ま
せ
ん
が
、
増
え
て
い
る
こ
と
は
事
実
で

す
。
少
な
い
な
が
ら
も
、
学
生
の
う
ち
に
結
婚
し

て
子
ど
も
が
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

結
婚
や
出
産
ま
で
含
め
た 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
全
体
の
問
題

武
石　
お
話
を
伺
っ
て
い
て
思
っ
た
の
で
す
が
、

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
際
に
、
仕
事
だ
け
で

は
な
く
、
結
婚
し
て
家
庭
を
築
く
こ
と
も
非
常
に

大
事
で
す
。
私
も
、
女
子
学
生
に
対
し
て
、
自
分

の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
た
ら
、
ど
ん
な
相
手
と
結
婚

す
る
か
は
戦
略
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
話
を
し
ま
す
。
外
見
が
よ
く
て
も
み
ん
な

い
ず
れ
は
老
化
す
る
し
（
笑
）、
収
入
は
多
い
け
れ

ど
育
児
や
家
事
を
全
然
手
伝
わ
な
い
男
性
と
、
収

入
は
ほ
ど
ほ
ど
で
も
一
緒
に
子
育
て
を
す
る
男
性

と
で
、
究
極
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
全
て
が
そ
ろ
っ
た
完
璧
な
人
は
め
っ
た

に
い
ま
せ
ん
か
ら
。

　

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
主
体
的
に
考
え
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
女
性
は
結
婚
相
手
に
よ
っ
て
、
ど
う

な
る
か
分
か
ら
な
い
と
か
、
10
年
後
を
考
え
て
も

し
ょ
う
が
な
い
な
ど
と
言
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
他

座
談
会
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人
任
せ
の
人
生
で
は
い
け
な
い
。
自
分
が
ど
う
生

き
た
い
か
に
よ
っ
て
結
婚
相
手
が
変
わ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
自
分
の
人
生
を
し
っ
か
り
考
え
る
よ

う
に
言
わ
な
い
と
、
思
考
停
止
に
陥
っ
て
し
ま
う

女
子
学
生
も
い
る
の
で
す
。

兼
高　
結
婚
や
出
産
ま
で
含
め
た
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
全
体
を
考
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

武
石　
女
子
学
生
は
仕
事
選
び
は
と
て
も
慎
重
で

す
が
、
恋
人
選
び
と
な
る
と
け
っ
こ
う
流
さ
れ
て

し
ま
う
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。
自
分
の
キ
ャ
リ

ア
に
と
っ
て
、
ど
ん
な
相
手
と
結
婚
す
る
か
は
非

常
に
重
要
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
は
、仕
事
だ
け
で
は
な
く 

人
生
の
道
そ
の
も
の
で
あ
る

石
川　
「
キ
ャ
リ
ア
」
と
い
う
と
職
業
上
の
経
歴
と

い
う
狭
い
意
味
で
と
ら
え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、

私
の
大
学
で
は
「
キ
ャ
リ
ア
と
は
人
生
の
道
そ
の

も
の
だ
」
と
い
う
と
ら
え
方
を
対
置
し
て
い
ま
す
。

　

１
年
生
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
機

会
で
は
、
大
学
生
活
で
大
事
な
こ
と
は
何
よ
り
も

「
大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
」
と
強
調
す
る
の
で

す
。
高
校
ま
で
は
親
に
育
て
ら
れ
て
い
る
子
ど
も

の
立
場
だ
っ
た
も
の
が
、
大
学
を
卒
業
す
る
時
に

は
、
新
米
で
は
あ
っ
て
も
一
人
の
大
人
と
し
て
社

会
に
出
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
ど
も
か

ら
大
人
へ
、
そ
の
飛
躍
を
達
成
す
る
と
い
う
課
題

を
、
ま
ず
自
覚
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
次
に
は
「
大
人
と
は
何
か
」
と

い
う
こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
伝
え
て

い
る
の
は
、
一
つ
に
は
自
分
で
生
き
て
い
く
力
を

も
っ
た
人
。「
自
立
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
中
身

は
主
に
経
済
力
と
判
断
力
で
す
。
親
の
言
い
な
り

で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
自
分
の
意
見
を
持
て
る
人

間
に
な
ろ
う
と
話
し
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
大
人
は
、
仕
事
で
あ
れ
家
庭
で
あ

れ
地
域
で
あ
れ
、
社
会
の
ど
こ
か
を
支
え
て
い
る

人
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
生
は
ま
だ
何
も
支

え
て
い
な
い
準
備
期
間
に
い
る
わ
け
で
す
が
、
ど

ん
な
職
業
を
選
ぶ
か
、
ど
こ
の
会
社
に
就
職
し
た

い
か
と
い
う
以
前
に
、
社
会
の
ど
う
い
う
領
域
を

支
え
た
い
か
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
人
の
健

康
や
福
祉
か
、
新
し
い
も
の
づ
く
り
か
、
サ
ー
ビ

ス
か
、
よ
り
公
正
な
社
会
づ
く
り
か
。
そ
こ
を
よ

く
考
え
た
上
で
自
分
の
道
を
選
ぼ
う
。
そ
の
た
め

に
も
、
社
会
に
つ
い
て
よ
く
学
ば
な
け
れ
ば
と
。

　

三
つ
目
に
、
大
人
と
い
う
の
は
自
分
で
自
分
を

育
て
ら
れ
る
人
、
必
要
な
能
力
を
自
分
で
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
人
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
に
は
宿
題
や
単
位
取
得
と
い
っ
た
強
制
力
が

課
せ
ら
れ
ま
す
が
、
大
人
に
な
れ
ば
誰
も
そ
ん
な

指
図
は
し
て
く
れ
な
い
。
22
歳
で
卒
業
し
た
ま
ま

の
能
力
で
生
き
て
い
く
の
は
こ
わ
い
で
し
ょ
。
30

歳
や
40
歳
に
な
っ
た
時
、
相
応
の
力
を
も
っ
た
素

敵
な
大
人
に
な
っ
て
い
た
い
と
思
う
な
ら
、
自
分

で
自
分
を
育
て
る
力
を
持
っ
て
お
か
ね
ば
。
だ
か

ら
「
先
生
が
も
っ
と
強
く
言
っ
て
く
れ
た
ら
や
っ

た
の
に
」
と
は
決
し
て
口
に
し
な
い
よ
う
に
。
そ

れ
は
、
自
分
は
言
わ
れ
な
い
と
で
き
な
い
人
間
で

す
と
認
め
て
い
る
こ
と
で
し
か
な
い
か
ら
、
と
い
っ

た
話
で
す
。

　

１
２
８
単
位
を
取
得
し
て
、
専
門
分
野
に
詳
し

く
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
大
人
に
な
れ
る
わ

け
で
は
な
い
、
そ
こ
に
は
と
て
も
大
切
な
別
の
問

題
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
伝
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
は
ど
う
い
う
大

人
に
な
り
た
い
か
、
そ
れ
を
考
え
る
た
め
に
一
人

に
な
る
時
間
を
作
り
な
さ
い
と
。

　

自
分
の
成
長
を
考
え
る
際
の
「
課
題
の
広
が
り
」

に
気
付
か
せ
な
い
と
、
単
位
を
取
り
な
さ
い
と
い

う
話
ば
か
り
で
は
、
人
を
育
て
る
教
育
機
関
と
し

て
十
分
で
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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夫
の
サ
ブ
と
し
て
の
存
在
で
は
な
く 

自
分
が
主
体
と
な
っ
て
生
き
る

兼
高　
石
川
先
生
の
お
話
を
伺
っ
て
い
て
、
自
立

さ
せ
る
、
責
任
を
持
た
せ
る
、
大
人
に
な
る
と
い

う
教
育
は
女
子
大
学
の
ほ
う
が
力
を
入
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
ず
っ
と
し
て
い
ま
し
た
。
以
前
、
女

子
大
学
の
先
生
方
に
よ
る
座
談
会
の
時
も
、
女
子

教
育
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を

意
識
す
る
が
ゆ
え
に
、
人
で
あ
る
こ
と
、
大
人
で

あ
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
意
識
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

や
は
り
、
女
子
大
学
だ
か
ら
と
い
う
面
は
あ
り
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

塘　
あ
る
程
度
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
と
し
て

ど
う
生
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
大
学
時
代
に
き
ち

ん
と
意
識
さ
せ
て
お
か
な
い
と
、
社
会
に
出
て
か

ら
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、
い
ま
石
川
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

視
点
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
を
学
ば
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
は
子
ど
も
で
あ
り
、
消
費
者
の
視
点

だ
っ
た
わ
け
で
す
。
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
と
い

う
受
け
身
の
姿
勢
で
す
が
、
卒
業
後
は
違
う
。
自

分
が
動
か
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
教
職

を
志
望
す
る
学
生
に
も
言
う
の
で
す
が
、
朝
一
番

に
先
生
で
あ
る
あ
な
た
が
第
一
声
を
発
し
な
か
っ

た
ら
、
教
室
に
い
る
子
ど
も
た
ち
は
何
も
動
い
て

く
れ
ま
せ
ん
よ
と
。
視
点
を
変
え
な
い
と
社
会
に

出
る
覚
悟
が
で
き
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
意
識
づ

く
り
を
１
年
次
か
ら
積
み
上
げ
て
い
る
と
い
う
強

み
が
女
子
大
学
に
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

兼
高　
キ
ャ
リ
ア
と
は
人
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の

生
き
方
全
体
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て

い
く
し
か
な
い
と
お
考
え
で
す
か
。

塘　
え
え
、
自
己
実
現
の
問
題
で
す
。
自
分
が
主

体
と
し
て
生
き
て
い
く
、
自
分
の
生
き
方
を
中
心

に
し
て
相
手
選
び
も
し
て
い
く
。
夫
の
サ
ブ
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

兼
高　
肥
塚
先
生
、
女
性
が
医
学
部
入
学
を
許
さ

れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
大
学
と
し
て
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

肥
塚　
「
精
神
的・

経
済
的
に
自
立
し
社
会
に
貢
献

す
る
女
性
の
輩
出
」
と
い
う
こ
と
が
建
学
の
精
神

に
う
た
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
教
育
の
面
で

も
相
当
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
本
学
は
ほ

か
の
女
子
大
学
と
違
っ
て
医
師・

看
護
師
と
い
う

職
業
を
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
専
門
分
野

だ
け
で
は
な
く
、
社
会
常
識
や
幅
広
い
知
識
も
身

に
付
け
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
医
学
部

で
は
態
度
教
育
と
し
て
人
間
関
係
教
育
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
人
間
関
係
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
本
年
度
、
大
学
の
理
念
「
至
誠
と
愛
」
に

沿
っ
た
『「
至
誠
と
愛
」
の
実
践
学
修
』
と
い
う
科

目
名
に
変
更
し
ま
し
た
。
本
学
の
卒
業
生
は
他
の

医
学
部
と
は
違
う
と
い
う
く
ら
い
の
気
概
を
持
っ

て
や
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
医
学
部
長
も

卒
業
生
が
就
任
し
ま
し
た
。

兼
高　
学
長
は
、
創
立
時
は
吉
岡
彌
生
先
生
だ
っ

た
わ
け
で
す
ね
。

座
談
会
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肥
塚　
学
長
は
、
女
性
は
吉
岡
彌
生
先
生
だ
け
で
、

あ
と
は
ず
っ
と
男
性
で
す
。
医
学
部
長
は
、
卒
業

生
は
今
回
が
２
人
目
と
な
り
、
看
護
学
部
長
は
ず
っ

と
女
性
が
務
め
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
医
学
部

と
看
護
学
部
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
長
お
よ
び
学
生
部

長
が
全
員
女
性
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
問
題
は 

全
て
男
性
に
も
関
わ
っ
て
く
る

兼
高　
先
ほ
ど
の
女
子
大
学
の
先
生
方
の
座
談
会

で
、「
男
子
大
学
」
が
必
要
だ
と
い
う
意
見
が
出
ま

し
た
。
男
子
学
生
の
教
育
を
変
え
な
い
限
り
、
男

性
の
考
え
方
は
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
。

肥
塚　
そ
う
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た

よ
う
に
、
や
は
り
男
性
で
あ
る
所
属
長
の
意
識
を

変
え
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
女
性
医
療

人
キ
ャ
リ
ア
形
成
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
そ
の
た

め
の
Ｆ
Ｄ
を
教
授
会
で
お
願
い
し
て
お
り
、
部
下

の
女
性
を
ど
れ
だ
け
引
き
上
げ
て
く
れ
た
か
と
い

う
項
目
を
教
員
評
価
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

兼
高　
武
石
先
生
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
は

そ
う
い
っ
た
男
子
学
生
の
教
育
と
い
う
目
的
も
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

武
石　
学
部
の
開
設
時
点
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的

な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
し
、
本
学

部
で
は
「
働
く
、
学
ぶ
、
生
活
す
る
」
と
い
う
三

つ
が
キ
ャ
リ
ア
を
作
る
と
考
え
て
お
り
、
女
子
学

生
に
対
し
て
は
働
く
ほ
う
の
意
識
付
け
に
力
を
入

れ
、
男
子
学
生
に
は
生
活
す
る
と
い
う
面
の
意
識

付
け
に
重
点
を
置
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
各

教
員
が
や
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
っ
て
も
、
キ
ャ
リ

ア
は
あ
ら
か
じ
め
デ
ザ
イ
ン
し
た
と
お
り
に
は
な

ら
な
い
こ
と
も
多
い
た
め
、
最
近
で
は
「
変
化
に

強
く
な
る
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
社
会
の
変
化
を
的
確
に
理
解
し
、
そ

れ
を
先
取
り
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
改
革
が
で
き

る
人
材
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
思
い
ど
お

り
に
な
ら
な
い
と
き
に
、
ど
う
修
正
で
き
る
か
。

そ
の
と
き
に
、
自
分
ら
し
さ
と
か
自
分
の
軸
っ
て

何
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
一
生
懸
命
に
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

基
本
的
に
は
、
男
女
に
か
か
わ
ら
ず
「
自
律
的
」

に
生
き
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
自
律
と
い
う
と
、

女
性
は
男
性
に
比
べ
て
自
律
的
で
な
い
よ
う
に
思

い
が
ち
で
す
。
私
は
企
業
の
人
事
管
理
が
専
門
な

の
で
、
企
業
の
研
修
に
行
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
自
分
の
５
年
後
、
10
年
後
を
考
え
て
も
ら

う
と
、
意
外
に
男
性
の
ほ
う
が
考
え
ら
れ
な
い
。

女
性
は
結
婚
や
出
産
と
い
っ
た
節
目
節
目
で
自
分

の
キ
ャ
リ
ア
を
見
つ
め
直
す
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、

男
性
は
い
っ
た
ん
会
社
に
入
っ
た
ら
、
こ
の
ま
ま

ず
っ
と
仕
事
を
続
け
て
課
長
に
な
り
、
部
長
に
な
っ

て
と
い
う
一
本
の
道
し
か
想
像
で
き
な
い
。
キ
ャ

リ
ア
を
組
織
任
せ
に
し
て
、
自
分
で
は
考
え
た
こ

と
も
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
終
身
雇
用
制
も
随
分
変
質
し
て
い
ま

す
し
、
男
性
も
含
め
て
誰
も
が
自
分
の
キ
ャ
リ
ア

を
し
っ
か
り
考
え
る
こ
と
が
重
要
な
時
代
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
キ
ャ
リ
ア
自
律
と
い
う
こ
と
は
男

女
共
通
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

兼
高　
ど
う
い
う
形
で
働
い
て
も
自
分
ら
し
く
生

き
る
た
め
に
、
よ
っ
て
立
つ
も
の
を
教
え
、
考
え

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

武
石　
一
つ
に
は
、
思
い
ど
お
り
に
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
た
上
で
、
大
学
４
年
の
間

に
自
分
が
得
意
な
こ
と
や
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ

と
を
経
験
を
通
し
て
理
解
し
て
い
く
。
そ
う
い
っ

た
個
々
の
こ
と
が
、
将
来
、
例
え
ば
急
に
海
外
赴

任
を
命
じ
ら
れ
る
と
か
会
社
が
倒
産
し
た
と
い
っ

た
と
き
に
、
自
分
ら
し
い
行
動
を
取
る
こ
と
が
で
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き
る
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

兼
高　
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
い
う
テ
ー
マ
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

男
も
女
も
関
係
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

武
石　
女
性
な
ら
で
は
の
問
題
は
、
ま
だ
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
男
性
も
い
ろ
い
ろ
な
変
化
の
時

期
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

兼
高　
男
性
も
同
じ
構
造
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
む
し
ろ
、
い
ま
は
女
性
に

関
す
る
問
題
が
社
会
に
多
く
顕
在
化
し
て
い
る
の

で
、
女
性
の
話
題
が
よ
り
大
き
く
出
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

石
川　
あ
る
種
、
コ
イ
ン
の
う
ら
お
も
て
の
よ
う

な
関
係
で
す
ね
。
仕
事
以
外
の
課
題
を
女
性
に
押

し
つ
け
る
し
く
み
が
あ
っ
て
、
そ
の
一
方
で
、
男

性
は
定
年
ま
で
た
だ
た
だ
働
く
人
に
な
っ
て
い
く
。

そ
こ
は
一
つ
の
関
係
の
二
つ
の
顔
の
よ
う
な
。

兼
高　
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
問
題
を
論
じ
る

と
、
そ
れ
が
全
て
男
性
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

石
川　
育
メ
ン
を
紹
介
す
る
と
、
女
子
学
生
だ
け

で
な
く
、
男
子
学
生
も
楽
し
そ
う
に
聞
く
と
い
う

の
は
、
と
て
も
示
唆
的
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

男
性
を
見
て
い
る
と
、
社
会
の
圧
力
に
よ
っ
て
、

自
分
は
働
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
考
え
方

の
檻
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

も
っ
と
楽
し
く
、
自
分
の
人
生
を
謳
歌
し
て
い
い

の
だ
と
周
り
か
ら
言
っ
て
も
ら
え
る
と
、
ホ
ッ
と

す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

兼
高　
女
性
は
自
分
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
気
付
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
り
し
ま
す
が
、
男
性

は
言
わ
れ
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
確
か

に
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
逆
に
、
女
性
に
問
題

を
し
っ
か
り
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
男
性
の
問
題
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

卒
業
後
の
結
婚
や
子
育
て
ま
で 

大
学
教
育
が
カ
バ
ー
す
べ
き
か

兼
高　
そ
う
考
え
る
と
、
結
婚
や
子
育
て
ま
で
大

学
教
育
が
カ
バ
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と

い
う
気
が
し
て
き
ま
し
た
。

塘　
介
護
も
で
す
。
い
ま
、
男
性
の
介
護
者
が
非

常
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
男
性
は
そ
こ
で
壁
に
ぶ

つ
か
る
よ
う
で
す
。
女
性
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン

講
座
で
介
護
を
テ
ー
マ
に
し
た
と
こ
ろ
、
卒
業
生

が
ご
夫
婦
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
で
は
、

男
性
で
も
介
護
が
必
要
だ
と
認
識
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。

　

女
性
は
い
ろ
い
ろ
と
細
々
し
た
こ
と
や
あ
る
程

度
の
ケ
ア
は
や
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
介
護
に
つ

い
て
多
少
は
予
測
が
で
き
る
の
で
す
が
、
男
性
は

予
測
す
ら
し
て
い
な
か
っ
た
。
子
ど
も
の
お
む
つ

も
替
え
た
こ
と
が
な
い
男
性
が
多
く
、
そ
れ
が
親

の
お
む
つ
を
替
え
な
く
て
は
い
け
な
く
な
る
わ
け

で
す
。
そ
う
な
る
前
に
、
男
女
と
も
に
親
の
介
護

が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
お
く
。
将

来
を
見
す
え
て
予
測
を
立
て
る
と
い
う
心
構
え
が
、

男
女
と
も
に
必
要
で
す
ね
。

兼
高　
男
性
は
、
ち
ょ
う
ど
定
年
と
同
じ
よ
う
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
親
の
介
護
と
い
う
話
が
飛
び
込
ん

で
き
て
、
妻
に
押
し
つ
け
て
い
る
と
い
う
の
が
お

お
か
た
の
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

肥
塚　
そ
う
い
う
状
況
が
多
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
子
育
て
と
比
べ
て
、
ま
ず
は
、
介
護
は
男

性
と
女
性
の
分
担
は
50・

50
で
分
担
す
る
方
向
で

進
む
と
良
い
で
す
が
。

　

女
性
医
療
人
キ
ャ
リ
ア
形
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
人
事
課

と
一
緒
に
介
護
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
相
談

窓
口
を
置
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

兼
高　
大
学
で
そ
こ
ま
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
で

す
か
。
実
際
の
介
護
だ
け
で
は
な
く
、
介
護
保
険

座
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な
ど
の
制
度
や
施
設
の
こ
と
な
ど
非
常
に
複
雑
な

の
で
、
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
で
は
対
応
で

き
ず
、
家
族
で
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
ま
で
、
学
生
の
う
ち
か
ら
気
付

か
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

武
石　
介
護
の
基
本
は
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
仕
事
は
辞
め
な
い
こ
と
。
そ
の
た
め

に
は
、
社
会
に
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
る
の
か

知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
育
児
も
、
自
分

が
育
児
を
し
た
い
の
か
夫
と
一
緒
に
や
り
た
い
の

か
と
い
う
こ
と
を
話
し
合
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
大
事
。
会
社
に
何
か
し
て
ほ
し

い
の
で
あ
れ
ば
、
職
場
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
自
分
の
軸
が
あ

れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
解
決
策
を
話
し
合
う
こ
と
が

で
き
、
ノ
ウ
ハ
ウ
と
い
う
よ
り
は
基
礎
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
周
り
を
巻
き
込
ん
で
い
く

力
、
こ
の
世
界
で
生
き
て
い
く
能
力
で
す
。
み
ん

な
に
共
通
す
る
能
力
で
あ
り
、
そ
れ
が
キ
ャ
リ
ア

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

兼
高　
な
る
ほ
ど
、
分
か
り
ま
し
た
。

人
生
に
は
変
化
が
あ
る
こ
と
を 

分
か
っ
た
上
で
、生
き
方
を
考
え
る

兼
高　
女
性
に
は
、
ま
だ
厳
し
い
状
況
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

石
川　
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
有
効

性
を
点
検
す
る
た
め
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
１
～
３

期
の
受
講
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
み
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
新
卒
で
就
職
し
た
先
で
仕
事
を

続
け
て
い
る
人
は
回
答
者
の
約
３
分
の
１
、
転
職

し
た
人
が
約
３
分
の
１
、
退
職
し
た
人
あ
る
い
は

専
業
主
婦
に
な
っ
た
人
が
約
３
分
の
１
で
し
た
。

卒
業
し
て
10
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
こ
れ
だ
け

大
き
な
変
化
を
体
験
せ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
こ
れ

は
男
性
と
は
か
な
り
違
っ
た
環
境
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
そ
う
し
た
違
い
を
意
識
し
て
、
そ
の
上

で
女
性
を
励
ま
す
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
必
要

で
し
ょ
う
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
必
要
だ
と

い
う
答
え
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
な
り
ま
し
た
。

実
際
に
役
に
立
っ
た
か
と
い
う
問
い
に
は
、「
は

い
」
の
回
答
は
３
分
の
２
程
度
で
し
た
か
ら
、
ま

だ
ま
だ
改
善
の
余
地
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
。

兼
高　
理
念
と
い
う
も
の
は
、
人
生
の
基
盤
と
な
っ

て
残
り
ま
す
。
節
目
ご
と
に
、
そ
う
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
受
講
し
た
こ
と
が
支
え
に
な
る
場
合
が
あ

る
の
で
、
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

塘　
変
化
が
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
や
っ
て
い
く

こ
と
は
重
要
で
し
ょ
う
。
最
初
か
ら
変
化
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
上
で
、
自
分
の
生
き
方

を
折
々
に
考
え
て
い
く
こ
と
を
大
学
教
育
の
中
で

教
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

兼
高　
結
婚
や
出
産
に
よ
っ
て
働
く
状
況
を
変
え

ざ
る
を
得
な
い
状
況
は
、
ま
だ
し
ば
ら
く
は
変
わ

ら
な
い
と
い
う
前
提
で
し
ょ
う
か
。

塘　
価
値
観
が
変
わ
る
ま
で
に
は
、
時
間
が
か
か

り
ま
す
。

兼
高　
そ
れ
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
も
現
状
を
知

る
必
要
が
あ
り
、
よ
く
考
え
る
よ
う
に
と
学
生
に

言
う
こ
と
が
必
要
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

塘　
価
値
観
が
変
わ
る
ま
で
は
時
間
が
か
か
る
一

方
で
、
あ
と
10
年
た
っ
た
ら
、
世
の
中
は
相
当
変

わ
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
た
ち
が
子
ど
も

を
産
む
頃
に
は
随
分
変
化
し
て
い
る
は
ず
だ
と
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
伝
え
て
い
ま
す
。
社
会
を
リ
ー
ド

し
て
い
る
企
業
は
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
る

の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
女
性
が
力
を
発

揮
す
る
よ
う
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

兼
高　
男
女
に
能
力
的
な
違
い
は
な
い
も
の
の
、

女
性
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
休
む
と
き
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

塘　
そ
の
休
む
部
分
も
、
男
性
も
介
護
が
あ
っ
た
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り
す
る
と
、
み
ん
な
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
少

し
ず
つ
休
ん
だ
り
、
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
し
た
り
し
な

が
ら
生
き
て
い
く
。
人
生
１
０
０
年
時
代
な
の
で
、

働
い
て
い
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
て
当
た

り
前
と
い
う
社
会
状
況
に
な
る
ま
で
の
一
定
期
間

は
、
男
女
の
格
差
は
残
る
で
し
ょ
う
。

肥
塚　
男
女
の
違
い
は
あ
る
に
し
て
も
、
例
え
ば

医
師
の
世
界
に
は
男
性
の
ス
ー
パ
ー
ド
ク
タ
ー
も

い
れ
ば
普
通
の
医
師
も
い
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
女

性
が
そ
こ
に
入
っ
て
い
く
際
に
、
女
性
の
ス
ー
パ
ー

ド
ク
タ
ー
だ
け
が
活
躍
す
る
の
で
は
な
く
、
男
性

同
様
に
多
様
な
ス
キ
ル
の
医
師
が
い
る
よ
う
に
な

る
と
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

兼
高　
そ
れ
が
、
本
当
の
意
味
で
男
女
の
区
別
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
女
性
だ
か
ら
頑
張
っ

て
た
く
さ
ん
の
能
力
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

塘　
や
は
り
、
多
様
性
が
大
事
で
す
。
同
じ
よ
う

な
キ
ャ
リ
ア
モ
デ
ル
し
か
な
い
の
で
は
な
く
、
自

分
は
こ
ん
な
生
き
方
が
し
た
い
か
ら
こ
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
就
き
た
い
と
か
、
い
ま
は
子
育
て
に
専

念
す
る
と
い
っ
た
多
様
性
が
男
性
に
も
女
性
に
も

認
め
ら
れ
る
社
会
。
い
ろ
い
ろ
な
生
き
方
が
あ
っ

て
い
い
の
だ
と
い
う
状
態
を
目
指
さ
な
い
と
、
男

も
女
も
生
き
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
立
大
学
だ
か
ら
こ
そ 

新
し
い
実
験
的
な
こ
と
も
で
き
る

兼
高　
私
立
大
学
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
は
、

何
か
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
武
石
先
生
の
大
学
の
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
私
立
大
学
の
強
み
で
あ
り
、

国
公
立
大
学
で
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
。
塘
先

生
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

塘　
本
学
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
柱
の
一
つ
に
し

て
い
ま
す
が
、
国
立
大
学
は
専
門
特
化
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
多
い
の
で
、
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る
上

で
人
間
と
し
て
大
切
な
一
般
教
養
は
私
立
大
学
の

特
色
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

肥
塚　
私
立
大
学
と
し
て
は
、
建
学
の
精
神
や
理

念
と
い
っ
た
自
校
教
育
を
卒
業
生
も
巻
き
込
ん
で

行
い
、
深
く
浸
透
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
国
立

大
学
に
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
良
さ
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

武
石　
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
、
経
営
学
や

社
会
学
や
心
理
学
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
教
員
が

い
る
学
際
的
な
学
部
で
あ
り
、
そ
れ
が
建
学
の
精

神
に
の
っ
と
っ
て
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
を
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
実
験
的
な
新
し
い
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
私
立
大
学
な
ら
で
は
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

石
川　
神
戸
女
学
院
大
学
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の

大
学
で
、
学
院
標
語
に
「
愛
神
愛
隣
」
つ
ま
り
神

を
愛
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
隣
人
を
愛
し
な
さ
い

と
い
う
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
精
神
を
生

か
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
学
校
も
小
規
模
な
の
で

小
回
り
が
利
き
、
新
し
い
こ
と
に
は
挑
戦
し
や
す

い
大
学
だ
と
思
い
ま
す
。

兼
高　
武
石
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
い
ま

本
当
の
変
化
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
小

回
り
が
利
く
と
い
う
の
は
大
事
で
す
ね
。

　

本
日
は
、
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
の
は
実
は
人
生
な

の
だ
と
い
う
お
話
が
あ
り
、
女
性
が
人
生
を
考
え

る
の
は
難
し
い
部
分
が
ま
だ
あ
る
も
の
の
、
大
き

く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
い
ま
こ
そ
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

座
談
会
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文
部
科
学
省
で
は
、
科
学
技
術・

学
術
審
議
会
に
学
術
情
報
委
員
会
を
設
け
、
大
学
図
書
館
や
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
学
術
情
報
流
通
な
ど
、
学
術
基
盤
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
同
委
員
会
で
は
、
２
０
１
３
年
８
月
に
「
学
修
環
境
充
実
の
た
め
の
学
術
情
報
基
盤
の
整
備
に

つ
い
て
（
審
議
ま
と
め
）」
を
取
り
ま
と
め
、
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
資
す
る
環
境
整
備
な

ど
、
大
学
図
書
館
と
し
て
も
取
り
組
む
べ
き
新
た
な
課
題
に
言
及
し
て
い
る
。

　

各
大
学
図
書
館
に
お
け
る
取
り
組
み
に
関
し
て
は
、
２
０
１
１
年
12
月
に
「
大
学
図
書
館
に
お
け

る
先
進
的
な
取
り
組
み
の
実
践
例
」
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
新
た
な
課
題
を
踏
ま
え
、

意
欲
的
な
取
り
組
み
事
例
の
情
報
共
有
に
対
す
る
要
望
が
強
い
た
め
、
新
た
に
「
大
学
図
書
館
に
お

け
る
先
進
的
な
取
組
の
実
践
例
（
Ｗ
ｅ
ｂ
版
）」
を
取
り
ま
と
め
、
２
０
１
３
年
度
か
ら
文
部
科
学
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
。

　

各
大
学
の
図
書
館
で
は
、
専
門
書
を
ひ
も
と
く
だ
け
で
な
く
、
知
的
活
用
能
力
や
生
涯
学
び
続
け

る
基
礎
的
な
能
力
の
育
成
を
目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、「
知
識
の
発

特 集

大
学
図
書
館
最
新
事
情
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掘
」、「
黙
考
」、「
対
話
」、

「
研
究・

発
信
」
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
応
え

る
べ
く
、
日
々
進
化
し
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
本
特
集
で
は
、
大
学

図
書
館
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
や
活
用
方

法
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
、
各
大
学
図
書
館
は
、

よ
り
一
層
の
機
能
充
実
に

向
け
て
整
備
を
進
め
る
際

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

ビ
ー
コ
ン
ア
プ
リ
に
よ
る
施
設
利
用
促
進

村
居 

昌
俊

●
共
立
女
子
大
学
図
書
課
担
当
課
長

知
の
劇
場
を
目
指
し
て

―
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
を
利
用
し
た
新
し
い
学
習
環
境
づ
く
り

岡 

友
美
子

●�

近
畿
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
事
務
室
室
長�

兼 

中
央
図
書
館
事
務
部
次
長

図
書
館
建
築
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

竹
内 

康
弘

●
学
校
法
人
京
都
女
子
学
園 

法
人
本
部
長

「
学
び
が
見
え
る
、学
び
に
触
れ
る
、学
び
あ
え
る
」を
目
指
し
て

板
木 

雅
彦

●
立
命
館
大
学
図
書
館
長

利
用
を
疑
似
体
験
す
る
Ｒ
Ｐ
Ｇ
型
ガ
イ
ダ
ン
ス

―
図
書
館
利
用
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｌ
ｉ
ｂ
ａ
ｒ
ｄ
ｒ
ｙ
」

寺
島 
哲
平

●�

常
磐
大
学
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
代
表
、�

人
間
科
学
部
専
任
講
師

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
を
超
え
て

―
千
葉
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

竹
内 

比
呂
也

●
千
葉
大
学
人
文
科
学
研
究
院
教
授
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は
じ
め
に

　

２
０
１
６
年
９
月
、
共
立
女
子
学
園
創
立
１
３
０
周
年
記
念
事

業
の
一
つ
と
し
て
「
新
２
号
館
」
が
完
成
し
た
。
コ
ン
セ
プ
ト 

を
共
立
女
子
学
園
の
「
新
た
な
知
の
創
造
拠
点
」
と
し
、
神
田
一

ツ
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ハ
ブ
的
施
設
の
位
置
付
け
と
し
た
、
地
下
１

階
地
上
８
階
の
新
教
育
施
設
で
あ
る
。
建
物
の
２
階
か
ら
５
階 

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
、
図
書
館
、
ラ
ー
ニ
ン
グ・
コ

モ
ン
ズ
を
有
す
る
共
立
女
子
大
学
図
書
館
（K

W
U

 Library  
Com

m
ons

）
～LibCom

m
o

～
（
以
下
、
リ
ブ
コ
モ
）
が
移
転

開
設
。
リ
ブ
コ
モ
の
利
用
促
進
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ビ
ー
コ
ン
と
連

携
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
開
発
し
た
。
本
稿
で
は
ア
プ

リ
の
導
入
目
的
、
機
能
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

１　
ス
マ
ホ
ア
プ
リ「
リ
ブ
コ
モ
！
」

　

移
転
前
の
図
書
館
は
、
利
用
者
数
が
少
な
い
こ
と
と
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
が
認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
改
善
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
移
転
後
の
大
学
図
書
館
リ
ブ
コ
モ
の
利
用
促
進
を

目
的
と
し
て
、
株
式
会
社
エ
ム・

ソ
フ
ト
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

ア
プ
リ
「
リ
ブ
コ
モ
！
」
を
共
同
開
発
し
た
。

２　
「
リ
ブ
コ
モ
！
」機
能
紹
介

　
「
リ
ブ
コ
モ
！
」
は
ビ
ー
コ
ン
と
の
連
携
に
よ
り
、
学
生
の
居
場

所
に
応
じ
た
情
報
を
発
信
で
き
る
、
学
生
の
興
味
関
心
の
促
進
や

利
便
性
の
向
上
を
目
指
す
デ
ジ
タ
ル
な
仕
掛
け
で
あ
る
。

　

ビ
ー
コ
ン
と
は
、
位
置
を
知
ら
せ
る
た
め
にBluetooth

を
使
っ

て
電
波
を
発
信
す
る
装
置
で
あ
る
。
学
生
に
最
も
身
近
な
情
報
端

特
集

大
学
図
書
館
最
新
事
情

ビ
ー
コ
ン
ア
プ
リ
に
よ
る
施
設
利
用
促
進村

居 

昌
俊
●
共
立
女
子
大
学
図
書
課
担
当
課
長
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末
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
リ
ブ

コ
モ
各
所
に
設
置
し
た
ビ
ー
コ
ン
と
連
動
し
た
情
報
配
信
を
行
っ

て
い
る
。

⑴　

ビ
ー
コ
ン
エ
リ
ア
内
プ
ッ
シ
ュ
通
知

　

本
学
で
は
、
学
生
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
学
生
に
お

知
ら
せ
を
通
知
し
て
い
る
。
し

か
し
、
学
生
に
と
っ
て
不
要
な

お
知
ら
せ
ま
で
通
知
さ
れ
る
結

果
、
重
要
な
お
知
ら
せ
が
「
ス

ル
ー
」
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

増
え
て
い
る
。
教
職
員
か
ら
の

お
知
ら
せ
が
迷
惑
メ
ー
ル
化
し

つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
ビ
ー
コ

ン
エ
リ
ア
内
プ
ッ
シ
ュ
通
知
機

能
で
は
、
ビ
ー
コ
ン
電
波
が
届

く
範
囲
内
に
い
る
学
生
に
限
定

し
て
お
知
ら
せ
を
通
知
し
て
い

る
。
ラ
ー
ニ
ン
グ・

コ
モ
ン
ズ

で
は
セ
ミ
ナ
ー
案
内
、
図
書
館

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
新
着
図
書
案
内
と
い
っ
た
よ
う
に
、
対
象
エ

リ
ア
に
関
連
す
る
お
知
ら
せ
を
通
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
に

気
付
き
を
与
え
、
行
動
を
促
し
て
い
る
。
そ
の
エ
リ
ア
に
限
定
し

た
お
知
ら
せ
を
プ
ッ
シ
ュ
通
知
し
て
、
視
認
率
を
上
げ
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。

⑵　

混
雑
状
況
の
可
視
化

　

ビ
ー
コ
ン
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
連
携
に
よ
り
、
エ
リ
ア
内
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
数
を
把
握
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
機
能

を
利
用
し
、
ビ
ー
コ
ン
エ
リ
ア
内

の
学
生
数
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把

握
し
て
い
る
。
ア
プ
リ
で
混
雑
状

況
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
生
は
実
際
に
来
館
す
る
こ
と
な

く
混
雑
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
生
の

利
便
性
は
大
き
く
向
上
し
、
施
設

利
用
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
こ
と

が
利
用
促
進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

図表１　ビーコンイメージ図

図表２　混雑状況把握イメージ図
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⑶　

イ
ン
ス
ト
ー
ル
率
向
上
の
仕
掛
け

　

前
記
の
プ
ッ
シ
ュ
通
知
も
混
雑
状
況
の
可
視
化
も
、
学
生
が
ア

プ
リ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
る
こ
と
（
さ

ら
に
ア
プ
リ
を
起
動
し
て
い
る
こ
と
）
が
前
提
で
あ
る
。
特
に
混

雑
状
況
の
可
視
化
機
能
は
、
ア
プ
リ
保
有
者
が
エ
リ
ア
内
に
存
在

し
な
い
状
況
で
は
正
確
な
状
況
が
表
示
さ
れ
ず
、
機
能
と
し
て
意

味
を
持
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
学
生
が
ア
プ
リ
を
利

用
し
た
く
な
る
機
能
を
い
く
つ
か
設
定
し
た
。

入
館
証
：
図
書
館
の
入・

退
館
ゲ
ー
ト
を
通
過
す
る
に
は
、
入
館

証
と
し
て
学
生
証
が
必
要
で
あ
る
が
、
学
生
証
を
携
帯
し
て
い
な

い
学
生
が
い
る
。
し
か
し
、
ア
プ
リ
の
入
館
証
機
能
を
利
用
す
れ

ば
学
生
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
入
館
証
と
な
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
入・

退
館
ゲ
ー
ト
を
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
混
雑
時
に

入
館
証
忘
れ
対
応
を
行
う
こ
と
に
よ
る
業
務
の
滞
り
も
同
時
に
解

消
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｃ
利
用
状
況
確
認
：
リ
ブ
コ
モ
内
に
は
１
０
０
台
超
の
パ
ソ
コ

ン
が
配
備
さ
れ
て
い
る
が
、
混
雑
時
に
は
全
て
の
パ
ソ
コ
ン
が
利

用
中
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
Ｐ
Ｃ
利
用
状
況
確
認
機
能
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
来
館
し
な
く
て
も
リ
ブ
コ
モ
内
の
Ｐ
Ｃ
空
き
状

況
を
一
目
で
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
前
述
の
混
雑
状
況

の
可
視
化
と
同
様
に
、
学
生
の
利
便
性
は
大
き
く
向
上
し
て
い
る
。

リ
ブ
コ
モ
ポ
イ
ン
ト
：
図
書
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
ラ
ー
ニ
ン
グ・

コ
モ
ン
ズ
各
所
、
セ
ミ
ナ
ー
会
場
な
ど
に
ポ
イ
ン
ト
取
得
用
の
ビ
ー

コ
ン
を
設
置
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
タ
ッ
チ
す
れ
ば
ポ
イ
ン
ト

が
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
学
修
に
役
立
つ
各
種

リ
ブ
コ
モ
グ
ッ
ズ
と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ゲ
ー
ム
感
覚
で

楽
し
み
な
が
ら
、
図
書
館
や
ラ
ー
ニ
ン
グ・

コ
モ
ン
ズ
へ
の
意
欲

を
向
上
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
率
向

上
や
、
来
館
前
に
ア
プ
リ
を

起
動
さ
せ
る
と
い
っ
た
役
割

も
担
っ
て
い
る
。

学
内
シ
ン
グ
ル
サ
イ
ン
オ
ン

シ
ス
テ
ム
に
対
応
：
学
内
の

シ
ン
グ
ル
サ
イ
ン
オ
ン
シ
ス

テ
ム
に
対
応
し
て
お
り
、

ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
や
メ
ー

ル
シ
ス
テ
ム
、
図
書
館
シ
ス

テ
ム
な
ど
に
改
め
て
ロ
グ
イ

ン
す
る
こ
と
な
く
、
ワ
ン
ク

リ
ッ
ク
で
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
２
０
１
７
年
度
に

実
施
し
た
「
リ
ブ
コ
モ
！
」

図表３　来館ポイントイメージ図
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の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
ポ
ー
タ
ル
シ
ス

テ
ム
を
利
用
で
き
る
の
で
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
い
る

と
い
う
回
答
が
予
想
以
上
に
多
か
っ
た
。

３　
今
後
の
展
望

　
「
リ
ブ
コ
モ
！
」
か
ら
学
内
の
各
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
ニ
ー
ズ

が
高
い
の
で
、
将
来
的
に
は
大
学
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
と
し
て
の
成

長
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ア
プ
リ
の
ロ
グ
（
利
用

記
録
）
か
ら
学
生
の
行
動
分
析
が
可
能
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
こ
れ

ら
の
ロ
グ
情
報
を
使
い
切
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
今
後
、

大
学
全
体
の
ア
プ
リ
と
し
て
、
機
能
拡
張
を
検
討
し
て
い
く
と
と

も
に
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
こ
れ
を
生
か

し
て
い
き
た
い
。�

●
参
考

１　

共
立
女
子
大
学・

短
期
大
学
図
書
館

	

　

http://w
w

w
.kyoritsu-w

u.ac.jp/lib/

２　

株
式
会
社
エ
ム・

ソ
フ
ト　

学
内
施
設
利
用
促
進
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
「
ビ
ー
コ
モ
ン
ズ
」

	

　

http://biz-ar.jp/ar-service/becom
ons/

図表４　「リブコモ！」学生配布パンフレット
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は
じ
め
に

　

近
畿
大
学
は
14
学
部
48
学
科・

短
期
大
学
部
を
有
し
、「
医
学
か

ら
芸
術
ま
で
」
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
網
羅
す
る
西
日
本
最
大
級
の
総

合
大
学
で
あ
る
。
東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
、
大
阪
狭
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、

奈
良
キ
ャ
ン
パ
ス
、和
歌
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
、福

岡
キ
ャ
ン
パ
ス
の
６
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
学
生
数
約
３
万
３
０
０
０

名
を
擁
し
、
２
０
２
５
年
に
は
大
学
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。

　

東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
「
超
近
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

よ
り
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
実
学
教
育
」
と
「
人
格
の
陶
冶
」

を
礎
に
、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
好
奇
心
を
揺
り
動
か
す
〝
知
の
実
験

劇
場
〟
と
し
て
２
０
１
７
年
４
月
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
が

開
館
し
た
。
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
文
理
の
垣
根
を
超
え
て
、
社

会
の
諸
問
題
を
解
決
に
導
く
た
め
の
学
術
拠
点
」
で
あ
り
、「
従
来

の
大
学
図
書
館
に

な
い
、
ま
っ
た
く

新
し
い
考
え
方
を

も
っ
た
図
書
館
の

創
出
」
で
あ
る
。

こ
こ
で
学
生
一
人

一
人
が
生
き
生
き

と
脚
本
を
書
き
、

世
界
中
の
仲
間
と

集
い
、演
じ
、知
の

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
引
き
起
こ
す

た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て

特
集

大
学
図
書
館
最
新
事
情

知
の
劇
場
を
目
指
し
て

―
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
を
利
用
し
た
新
し
い
学
習
環
境
づ
く
り

岡 

友
美
子
●
近
畿
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
事
務
室
室
長 

兼 

中
央
図
書
館
事
務
部
次
長アカデミックシアター全景
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の
役
割
を
担
う
場
を
目
指
し
て
い
る
。

１　
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
の
概
要

　

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
は
、
１
号
館
か
ら
５
号
館
ま
で
五
つ

の
建
物
が
融
合
し
た
施
設
で
あ
る
。
１
号
館
に
は
事
務
フ
ロ
ア
と

語
学
関
連
の
エ
リ
ア
が
あ
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
語
学
試
験
対

策
の
資
料
や
多
読
本
を
約
１
万
４
０
０
０
冊
、
語
学
学
習
を
目
的

と
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
約
２
０
０
０
点
配
架
し
て
い
る
。
ま
た
、
留
学

生
と
の
交
流
が
可
能
な
ラ
ウ
ン
ジ
も
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

２
号
館
は
３
５
０
名
収
容
可
能
で
あ
り
、
研
究
会
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
利
用
で
き
る
３
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
情
報
発
信
型
オ
ー
プ
ン

ホ
ー
ル
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
や
社
会
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
が
連
携

活
動
す
る
オ
ー
プ
ン・

キ
ャ
リ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
を
設
置
し
て
い
る
。

　

３
号
館
は
専
用
ア
プ
リ
か
ら
座
席
予
約
が
可
能
な
24
時
間
自
習

室
や
講
義
室
を
備
え
て
お
り
、
学
生
が
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
自

習
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

　

４
号
館
に
は
国
内
の
大
学
で
は
初
出
店
と
な
るCN

N
 Café

が

あ
り
、
店
内
で
は
米
国
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
が
常
時
放
送
さ
れ
て
い

る
。
英
語
に
自
然
に
触
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学

生
は
国
際
情
勢
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
中
央
に
位
置
す
る
５
号
館
は
ビ
ブ
リ
オ
シ
ア
タ
ー
と

称
し
て
い
る
。
ビ
ブ
リ
オ
シ
ア
タ
ー
に
は
約
７
万
冊
の
図
書
を
配

架
す
る
図
書
ス
ペ
ー
ス
と
、
42
室
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
Ａ
Ｃ
Ｔ
（
ア

ク
ト
）
と
呼
ば
れ
る
小
部
屋
が
あ
る
。
役
割
の
異
な
る
四
つ
の
建

物
が
、
図
書
施
設
で
あ
る
ビ
ブ
リ
オ
シ
ア
タ
ー
を
中
心
と
し
て
交

わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
出
合
い
が
生
ま
れ
、
多
様
な
気
付

き
を
可
能
に
す
る
学
習
空
間
が
創
出
さ
れ
て
い
る
。

２　
ビ
ブ
リ
オ
シ
ア
タ
ー
の
特
色

⑴　

図
書
の
活
用

　

こ
れ
ま
で
文
部
科
学
省
は
、
大
学
図
書
館
を
大
学
の
教
育
研
究

学
習
支
援
の
た
め
、
学
術
情
報
の
体
系
的
な
収
集
、
保
存
、
提
供

を
行
う
学
術
情
報
基
盤
と
し
て
位
置
付
け
て
き
た
。
し
か
し
、
近

年
で
は
、
ラ
ー
ニ
ン
グ・

コ
モ
ン
ズ
な
ど
の
学
習
環
境
の
整
備
、

充
実
に
も
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
学
に
お
い
て
は
、

主
と
し
て
前
者
を
中
央
図
書
館
、
後
者
を
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

が
担
っ
て
い
る
。

　

中
央
図
書
館
は
約
１
５
０
万
冊
の
資
料
を
所
蔵
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
の
約
７
万
冊
の
図
書
が
ビ
ブ
リ
オ
シ
ア
タ
ー
に
配
架
さ
れ

て
い
る
。
ビ
ブ
リ
オ
シ
ア
タ
ー
は
２
階
建
て
で
、
１
階
は
Ｎ
Ｏ
Ａ

Ｈ
33
（
ノ
ア
33
）
と
名
付
け
ら
れ
、
約
３
万
冊
の
教
養
書
を
配
架

し
て
い
る
。
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｈ
と
はN

ew
 O

rder of A
cadem

ic H
om

e
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の
略
で
あ
り
、
超
近
大
の
明
日
の
た
め
に
多
様
な
世
代
が
乗
り
合

わ
せ
る
知
の
方
舟
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｈ
33
は
、
編
集
工
学
研
究
所
長・

松
岡
正
剛
氏
の
監
修

に
よ
る
近
大
独
自
の
分
類
「
近
大
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
」
で
構
成
さ
れ
た

空
間
で
あ
り
、
本
学
に
深
く
関
わ
る
33
の
テ
ー
マ
を
選
出
し
て
い

る
。
本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
実
学
」
や
、
総
合
大
学
な
ら

で
は
の
「
文
理
の
融
合
」
を
踏
ま
え
て
お
り
、
加
え
て
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
を
ベ
ー
ス
と
す
る
分
類
に
よ
っ
て
、
学
生
が
新
た
な
切
り

口
で
本
と
出
合
う
場
を
目
指
し
て
い
る
。

　

図
書
は
33
の
テ
ー
マ
ご
と
に
書
架
に
配
置
さ
れ
、
各
テ
ー
マ
ご

と
に
テ
ー
マ
を
代
表
す
る
図
書
（
キ
ー
ブ
ッ
ク
：K

EY
 Book

）

が
選
書
さ
れ
て
い
る
。「
文
脈
」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
キ
ー

ブ
ッ
ク
の
周
り
に
は
関
連
す
る
図
書
が
理
系
文
系
を
問
わ
ず
に
並

び
、
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
。
分
類
ご
と
に
本

が
並
ぶ
従
来
の
大
学
図
書
館
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
り
、
大

き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
学
生
の
驚
き
や
関
心
を
生
む
本
棚
づ
く

り
に
よ
っ
て
、
新
た
な
本
と
出
合
う
場
を
演
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ビ
ブ
リ
オ
シ
ア
タ
ー
の
図
書
に
は
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

専
用
ラ
ベ
ル
と
、
中
央
図
書
館
で
使
用
し
て
い
る
十
進
分
類
法
の

分
類
か
ら
な
る
請
求
記
号
ラ
ベ
ル
を
貼
付
し
て
い
る
。
ラ
ベ
ル
を

２
種
類
貼
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ビ
ブ
リ
オ
シ
ア
タ
ー
と

中
央
図
書
館
の
連
携
を
図
っ

て
い
て
、
気
付
き
の
場
で
あ

る
ビ
ブ
リ
オ
シ
ア
タ
ー
か
ら
、

よ
り
深
い
学
習
の
場
で
あ
る

中
央
図
書
館
へ
と
誘
う
効
果

を
企
図
し
て
い
る
。

　

２
階
の
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｎ

（
ド
ン
デ
ン
）
は
、
マ
ン
ガ
、

新
書
、
文
庫
か
ら
な
る
約
４

NOAH33の書架

ビブリオシアター２階のDONDEN

NOAH33の分類構造（例）

■ ３３の分類構造（例）

1

■ とは
約 万冊の一般図書を中心に分類したインデックス。 のテーマで構成され、
各テーマごとに複数の小見出しと を設定し、知のつながりを表現。

■ の分類構造（例）

｜光と物質のドラマ ｜光の正体

｜力学と電磁気学

｜集まる・ゆれる・流れる

テーマ（大見出し） 小見出し

・・・
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万
冊
の
図
書
を
32
の
テ
ー
マ
に
区
分
し
て
配
架
し
て
い
る
。
マ
ン

ガ
を
き
っ
か
け
に
学
生
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
し
、
知
の
奥
へ
向

か
う
た
め
の
「
知
の
ど
ん
で
ん
返
し
」
が
起
こ
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
る
。

　

マ
ン
ガ
に
は
、
歴
史
や
文
学
、
科
学
や
医
学
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
の
優
れ
た
作
品
が
数
多
く
あ
る
。
マ
ン
ガ
と
い
う
広
い

間
口
か
ら
興
味
を
広
げ
さ
せ
、
関
連
す
る
新
書
や
文
庫
を
マ
ン
ガ

の
隣
に
置
き
、
手
に
取
っ
て
も
ら
う
。
こ
の
よ
う
な
仕
掛
け
に
よ
っ

て
、
学
生
が
新
た
な
読
書
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
棚
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
付
け
る
、
オ
ブ
ジ
ェ
を
置
く
、
自
由

に
書
け
る
黒
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
書
架
を
魅
力
的
に
見
せ
る
工

夫
を
行
い
、
本
棚
に
近
づ
く
学
生
と
本
と
の
偶
発
的
な
出
合
い
を

演
出
し
て
い
る
。本
を
読
ま
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
学
生
に
、い

か
に
読
む
き
っ
か
け
を
提
示
す
る
か
を
追
求
し
た
仕
組
み
で
あ
る
。

⑵　

Ａ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

　

ビ
ブ
リ
オ
シ
ア
タ
ー
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
書
架
の
間
に
設

置
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
張
り
の
部
屋
Ａ
Ｃ
Ｔ
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
小
二

つ
の
大
き
さ
が
あ
り
、
25
名
収
容
（
10
室
）
と
15
名
収
容
（
32
室
）

の
計
42
の
部
屋
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
張
り
の
空
間
で
あ

る
た
め
、「
見
る・

見
ら
れ
る
」
と
い
う
「
学
習
の
相
乗
効
果
」
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、
可
動
式
の
机・

椅
子
が
配
置
さ
れ
、
学
習
の

汎
用
性
の
高
い
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｔ
で
は
、
社
会
の
諸
問
題
を
解
決
に
導
く
た
め
の
少
人
数

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
学
部
の
専
門
性
を
超
え
た
学
生
主
体
の
総
合

的
教
育
、
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。
多
様
な
学
部
の
学
生
が
交
錯
す
る

総
合
大
学
で
あ
る
近
大
な
ら
で
は
の
「
実
学
教
育
」
が
実
現
す
る

学
習
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｔ
で
行
わ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
自
由
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
専
攻
分
野
と

は
全
く
異
な
る
事
柄
に
興
味

を
持
っ
た
り
、
積
極
的
に
プ

レ
ゼ
ン
に
参
加
す
る
学
生
が

増
え
て
い
る
。
ま
た
、
各
学

部
棟
で
行
わ
れ
て
い
た
学
修

が
Ａ
Ｃ
Ｔ
内
で
行
わ
れ
、
可

視
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
他

学
部
間
の
教
職
員
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
化
し
、

新
し
い
取
り
組
み
も
生
ま
れ

書架の間に設置されたACT

特集 大学図書館最新事情
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て
い
る
。
加
え
て
、
ス
タ
ー
ト
時
に
は
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
活
動
を
教
員
が

誘
導
し
て
い
た
が
、
開
館
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
現
在
で
は
学
生

が
自
発
的
に
行
う
活
動
が
増
加
し
て
き
た
。

⑶　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

　

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
で
は
、
リ
ア
ル
な
図
書
空
間
だ
け
で

な
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
偶
発
的
な
本
と
の
出
合
い
も
演
出
し
て
い
る
。

２
０
１
７
年
６
月
に
、
本
学
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
Ａ
Ｉ
に

よ
る
本
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
た
。T

w
itter

や

Facebook

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
と
連
携
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
Ａ
Ｉ
が
「
外
向
性
」「
誠
実
性
」
な
ど
五
つ
の
角
度
か
ら

投
稿
内
容
を
分
析
し
、
個
々
の
潜
在
意
識
に
最
も
合
致
す
る
本
を

推
薦
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
新
た
な

切
り
口
に
よ
る
本
と
の
出
合
い
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
２
０
１
８
年
４
月
に
は
専
用
ア
プ
リ
に
拡
大
し
公
開
し
た
。

「
自
分
と
似
た
性
格
の
本
と
の
出
合
い
」
は
、
学
生
だ
け
で
な
く
一

般
の
方
々
の
間
で
も
話
題
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
約
８
万
人
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
の
来
館
者
は
、
２
０
１
７
年
度
に
１

３
０
万
人
（
延
べ
人
数
）
を
超
え
、
常
に
多
く
の
利
用
者
が
訪
れ

て
い
る
。
マ
ン
ガ
の
貸
し
出
し
が
多
い
の
は
当
初
の
想
定
ど
お
り

で
あ
る
が
、
マ
ン
ガ
を
除
く
図
書
の
貸
し
出
し
冊
数
が
、
前
年
度

に
比
べ
て
約
１・

９
％
増
加
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
も
、
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
が
学
生
が
本
に
触
れ
る
機
会
や
興
味
を
持
つ
き
っ

か
け
を
創
出
で
き
た
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
だ
１
年
を
経
過
し
た

ば
か
り
で
あ
る
が
、
開
設
以
来
、
新
し
い
図
書
空
間
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
型
学
修
、
文
理
の
垣
根
を
取
り
払
っ
た
学
部
横
断
型
の
教
育

な
ど
、
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に
よ
り
、
学

生
に
対
す
る
教
育
的
効
果
が
徐
々
に
現
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

・
�

学
部
を
串
刺
し
に
す
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
の
「
総
合
大
学
の
力
の
結
集
」

専用アプリの画面
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・
�

本
を
読
む
仕
掛
け
、
近
大
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
の
導
入
に
よ
る
「
学
生

の
本
離
れ
対
策
」

・
�

自
習
環
境
の
整
備
に
よ
る
「
多
様
な
自
習
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
」

・
�

ガ
ラ
ス
張
り
の
オ
ー
プ
ン
型
ホ
ー
ル
を
活
用
し
た
「
実
学
成
果

の
情
報
発
信
」

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
利
用
状
況
や
学
生
の

声
を
把
握
し
た
上
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
に
今
後
、
さ
ら

な
る
機
能
追
加
を
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
当
初
か
ら
の
目
的
で
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

の
三
つ
の
機
能
、
す
な
わ
ち
近
大
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
を
利
用
し
た
図
書

と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
空
間
、
Ａ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
活
動
を
核
と
し
た
協
働
を

よ
り
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
本
学
の
建
学
の

精
神
で
あ
る
「
実
学
教
育
」「
人
格
の
陶
冶
」
が
育
ま
れ
、
地
域
社

会
か
ら
関
西
、
日
本
そ
し
て
世
界
に
つ
な
が
る
、
新
し
い
価
値
を

創
造
す
る
人
材
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
〝
知
の
劇
場
〟

づ
く
り
を
続
け
て
い
き
た
い
。�
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は
じ
め
に

　

京
都
女
子
大
学
（
愛
称
「
京

き
ょ
う

女じ
ょ

」）
は
、
国
際
的
な
観
光
都
市

で
あ
る
京
都
の
中
で
も
、
清
水
寺
や
三
十
三
間
堂
、
妙
法
院
、
京

都
国
立
博
物
館
な
ど
の
寺
社
仏
閣
、
文
化
施
設
が
散
在
す
る
東
山

に
位
置
し
、
東
山
三
十
六
峰
の
一
つ
、
か
つ
て
清
少
納
言
が
そ
の

姿
を
讃
え
た
阿
弥
陀
ケ
峰
の
山
麓
に
位
置
し
て
い
る
。
東
山
七
条

の
交
差
点
か
ら
東
に
太
閤
秀
吉
の
廟
所
に
伸
び
る
坂
道
（
豊
國
廟

参
道
）
は
、
１
０
０
年
に
わ
た
っ
て
本
学
園
の
学
生・

生
徒
が�

通
っ
て
き
た
道
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
つ
か
し
ら
京
都
の
市
民
か

ら
は
女

お
ん
な

坂ざ
か

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
京
女
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は

女
坂
を
挟
ん
で
北
側
に
３
０
０
メ
ー
ト
ル
、
南
側
に
３
０
０
メ
ー

ト
ル
の
長
さ
で
広
が
っ
て
お
り
、
新
図
書
館
は
女
坂
を
登
り
き
っ

た
北
側
に
面
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心
に
あ
っ
て
学
生
の
往
来
が

最
も
集
中
す
る
場
所
に

あ
る
。

　

本
学
は
、
文
学
部・

発
達
教
育
学
部・

家
政

学
部・

現
代
社
会
学

部・

法
学
部
の
５
学
部

を
擁
し
、
旧
図
書
館
に

は
幅
広
い
分
野
の
80
万

冊
を
超
え
る
図
書
資
料

が
所
蔵
さ
れ
、
内
容
的

に
は
充
実
し
た
図
書
館

で
あ
っ
た
が
、
２
棟
の

校
舎
の
中
に
分
散
し
て

設
け
ら
れ
て
い
た
た

特
集

大
学
図
書
館
最
新
事
情

図
書
館
建
築
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

竹
内 

康
弘
●
学
校
法
人
京
都
女
子
学
園 

法
人
本
部
長
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め
、
大
学
ら
し
い
図
書
館
棟
の
趣
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

全
学
部
の
学
生
が
利
用
す
る
大
規
模
な
図
書
館
棟
を
キ
ャ
ン
パ
ス

の
中
心
に
設
け
る
こ
と
は
、
京
女
人
の
夢
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

　

新
図
書
館
は
、
２
０
１
５
年
１
月
に
着
工
し
、
約
２
年
の
工
期

で
工
事
が
進
め
ら
れ
、
２
０
１
７
年
２
月
に
竣
工
。
そ
の
後
、
図

書
の
移
転
作
業
や
入
退
館
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
の
準
備
期

間
を
経
て
、
同
年
９
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

新
図
書
館
は
１
棟
の

建
物
で
あ
る
が
、
外
観

上
は
２
棟
に
分
か
れ
、

そ
の
間
を
通
り
抜
け
る

新
た
な
坂
道
が
つ
な
ぐ

構
造
と
な
っ
て
い
る
。

南
側
建
物
は
風
致
地
区

に
位
置
し
、
建
物
高
さ

を
12
メ
ー
ト
ル
に
抑
え

る
必
要
が
あ
っ
た
た

め
、
地
上
は
鉄
骨
造
二

階
建
て
の
軽
快
な
建
物

と
し
て
設
計
さ
れ
、
地
下
部
分
に
１
０
０
万
冊
規
模
の
自
動
化
書

庫
空
間
が
設
け
ら
れ
た
。
同
建
物
に
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
ス
タ
デ
ィ
ス

ペ
ー
ス
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
、
メ
デ
ィ
ア
コ
モ

ン
ズ
な
ど
、
学
生
が
能
動
的
に
活
動
で
き
る
空
間
が
整
備
さ
れ
、

「
交
流
の
床
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
一
方
、
北
側
は
、
外
壁
を
レ
ン

ガ
タ
イ
ル
で
覆
っ
た
地
上
４
階・

地
下
２
階
建
て
の
重
厚
な
建
物

で
あ
り
、
５
層
分
吹
抜
け
の
内
部
空
間
は
、
周
囲
の
壁
面
を
全
て

書
棚
が
埋
め
尽
く
し
、
30
万
冊
の
図
書
に
囲
ま
れ
た
圧
倒
的
な
空

間
の
中
に
静
的
に
学
習
す
る
環
境
が
設
け
ら
れ
、「
知
恵
の
蔵
」
と

名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

１　
図
書
館
建
築
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
創
設

　

本
学
は
、
２
０
１
０
年
度
か
ら
中
長
期
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備

計
画
を
推
進
し
て
い
る
。
耐
震
化
や
改
組
計
画
へ
の
対
応
を
目
的

に
急
ピ
ッ
チ
で
新
築
工
事
や
改
修
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
学
生

に
と
っ
て
は
４
年
間
の
学
生
時
代
の
全
期
間
に
わ
た
り
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
ど
こ
か
で
大
規
模
な
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
が
続
い

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
全
学
生
を
対
象
に
２
年
に
一
度
実
施
し
て

い
る
学
生
生
活
満
足
度
調
査
で
は
、「
自
分
た
ち
に
は
メ
リ
ッ
ト
が

無
い
の
に
、
４
年
間
工
事
ば
か
り
で
残
念
な
思
い
を
し
た
」
と
コ

メ
ン
ト
す
る
卒
業
生
も
少
な
か
ら
ず
い
た
。
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本
学
に
お
い
て
建
築
計
画
の
推
進
業
務
を
担
当
す
る
法
人
本
部

経
営
企
画・

広
報
室
は
、
新
築
工
事
計
画
の
立
案
や
工
事
監
理
を

担
う
ほ
か
に
、
大
学
の
広
報
計
画
の
策
定・

実
行
も
所
掌
し
て
い

る
。
広
報
計
画
の
中
で
は
、
企
業
な
ど
と
連
携・

協
力
し
て
学
生

が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
会
を
生
み
出
し
、
そ

こ
で
の
活
発
な
姿
勢
や
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー

ス
に
よ
っ
て
発
信
し
て
い
く
ア
ク
テ
ィ
ブ
広
報
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
図
書
館
建
築
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
そ
の
一
環

と
し
て
発
案
し
た
も
の
で
あ
り
、
施
工
業
者
と
の
連
携
を
前
提
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
企
画・

推
進
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
学
内
に
存
在
す
る
建
築
現
場
そ
の

も
の
を
最
も
身
近
な
社
会
学
習
の
場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
単
な
る
迷
惑
な
現
場
」
か
ら
「
学
び
の
現
場
」
に
学
生
の
意

識
を
変
え
て
い
く
こ
と
や
、
建
築
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家

の
発
想
や
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
、
あ
る
い
は
工
事
に
携
わ
る
女

性
の
働
き
方
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
が
自
ら
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
専

門
家
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
企
画
し
、
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
学
生
に
成
功
体
験
を
与
え
、
そ

の
学
生
を
核
と
し
て
新
図
書
館
の
竣
工
を
待
ち
わ
び
る
学
生
の
気

持
ち
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
の
４
点
に
あ
っ
た
。

　

本
学
の
家
政
学
部
に
は
建
築
士
資
格
取
得
課
程
の
あ
る
生
活
造

形
学
科
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
学
科
の
要
望
で
建
築

現
場
を
見
学
す
る
機
会
を
設
け
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
は
、
特
定
の
学
科・

専
攻
や
学
年
に
限
ら
ず
、
全

学
生
を
対
象
に
参
加
者
を
募
り
、
２
年
間
に
わ
た
る
活
動
の
中
で

全
学
部
か
ら
合
計
１
１
６
名
の
学
生
が
参
加
し
た
。
そ
の
目
的
も

さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
「
建
築
設
計
や
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
興
味

が
あ
る
」「
建
築
現
場
を
見
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
建
築
に
関
す
る

目
的
以
外
に
、「
図
書
館
機
能
や
運
営
に
関
す
る
興
味
」「
カ
フ
ェ

の
立
ち
上
げ
に
携
わ
り
た
い
」、
あ
る
い
は
「
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
や

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
い
」
な
ど
、
多
彩
で

積
極
的
な
学
生
が
集
ま
っ
た
。

２　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
施
工
業
者
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
の
提
案
を
基
に
法
人
本
部
担
当
者
と
協
議
し
て
策
定
し
、

大
き
く
分
け
て
三
つ
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
一
つ
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活
躍
す
る
方
々

を
講
師
に
迎
え
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
講
義
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

二
つ
目
は
、
建
築
現
場
や
製
造
工
場
、
他
大
学
な
ど
を
視
察
し
て

実
地
で
学
ぶ
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
学
び
を
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生
か
し
て
学
生
自
身
が
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
、

積
極
的
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
提
案
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

三
つ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
２
年
間
に
わ
た
る
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
全
学
部
の

学
生
の
時
間
割
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
講
義
型
お
よ
び
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
各

回
完
結
型
で
参
加
で
き
る
内
容
と
し
、
提
案
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
各

年
度
で
テ
ー
マ
を
区
切
り
、
年
度
ご
と
に
継
続
し
て
参
加
で
き
る

学
生
を
中
心
に
活
動
す
る
よ
う
工
夫
し
た
。

　

講
義
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
新
図
書
館
の
設
計
や
イ
ン
テ
リ
ア・

家
具
デ
ザ
イ
ン
、
サ
イ
ン
計
画
、
カ
フ
ェ
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
新
図
書
館
建
築
に
携
わ
っ
た
専
門
家
な
ど
か
ら
直
接
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
そ
の
後
に
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
定
め
て
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
発
表
す
る
と
い
う

流
れ
で
実
施
し
た
。

　

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
工
事
現
場
や
他
大
学
の
図
書
館
、
レ

ン
ガ
製
造
工
場
の
視
察
機
会
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
現
場
従
事
者
か

ら
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
塗
装
や
タ
イ
ル
貼
り
付
け
体
験
、

刻
印
体
験
な
ど
、
実
際
に
手
を
動
か
し
て
体
験
す
る
機
会
も
設
け

た
。
工
事
現
場
視
察
は
工
事
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
複
数
回
開
催

し
た
が
、
施
工
業
者
側
が
日
本
建
設
業
連
合
会
が
推
進
す
る
「
け

ん
せ
つ
小
町
（
女
性
活

躍
推
進
）」
現
場
に
位
置

付
け
て
く
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
参
加
し
た
学

生
が
複
数
の
女
性
従
業

員
と
建
築
現
場
で
働
く

こ
と
に
つ
い
て
直
接
意

見
交
換
す
る
機
会
が
設

け
ら
れ
る
と
い
う
、
他

で
は
経
験
で
き
な
い
大

き
な
特
色
を
出
す
こ
と

が
で
き
た
。

　

提
案
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
は
、
交
流
の

床
２
階
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
ス
タ
デ
ィ
ス
ペ
ー
ス
に
カ
フ
ェ
を
設
け
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
た
が
、
設
計
段
階
で
は
具
体
的
な
計
画
が
な

か
っ
た
た
め
に
、
当
該
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
自
由
な

発
想
で
提
案
し
て
も
ら
う
こ
と
を
初
年
度
の
活
動
目
標
と
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
メ

ン
バ
ー
の
中
か
ら
有
志
を
募
っ
て
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
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ン
用
の
資
料
を
作
成
し

た
。
最
終
的
に
５
チ
ー

ム
か
ら
提
案
が
あ
り
、

学
長
や
設
計
者
、
施
工

者
が
審
査
員
と
な
っ
て

ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
を
開

催
し
、
優
秀
者
に
は
学

長
か
ら
表
彰
が
あ
っ
た
。

　

内
容
的
に
は
、
学
生

が
日
常
的
に
集
い
、
さ

ま
ざ
ま
に
活
用
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
を
作
り
た
い

と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
り
、「
学
生
の
居

場
所
」
を
求
め
る
声
の

大
き
さ
を
感
じ
る
結
果

と
な
っ
た
。

　

２
年
目
は
、
講
義

型・

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
並
行
し
て
、
よ
り
具
体
的
に
カ
フ
ェ

の
設
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
専
門
チ
ー
ム
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
、

新
た
に
店
舗
設
計
や
企
業
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
の
専
門
家
、
カ

フ
ェ
運
営
に
か
か
る
協
力
予
定
者
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
い
、
一
つ

の
チ
ー
ム
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
検
討
を
重
ね
た
。

　

最
終
的
に
、
カ
フ
ェ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
な
Ｃ
Ａ
Ｆ

Ｅ
」
に
決
定
し
、
幅
広
い
交
流
が
生
ま
れ
る
場
と
し
て
活
用
し
て

い
く
た
め
に
定
期
的
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
提
案
が
ま

と
め
ら
れ
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
た
家
具
の
配
置
や
活
用
方
法

と
合
わ
せ
て
学
内
関
係
者
へ
の
発
表
会
を
開
催
し
、
２
年
間
に
わ

た
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
締
め
く
く
っ
た
。

３　
学
生
が
企
画
し
、運
営
す
る
カ
フ
ェ
の
設
置

　

図
書
館
建
築
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
新
図
書
館
の
竣
工

を
も
っ
て
区
切
り
と
し
た
が
、
学
生
の
提
案
に
よ
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

カ
フ
ェ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
カ
フ
ェ
チ
ー
ム
と
し
て
の
活
動
は

そ
の
後
も
継
続
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
新
た
に
募
集
し
た
メ
ン

バ
ー
も
含
め
て
30
数
名
の
学
生
が
参
加
し
、
専
門
家
の
力
を
借
り

な
が
ら
店
名
の
策
定
や
広
報
用
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
制
作
に
取
り
組
ん

だ
。
そ
の
後
は
３
年
生
を
中
心
に
学
生
店
長
、
副
店
長
、
運
営
班

班
長
、
デ
ザ
イ
ン
班
班
長
な
ど
の
役
割
を
決
め
、
カ
フ
ェ
用
什
器

や
厨
房
設
備
の
整
備
、
メ
ニ
ュ
ー
の
検
討・

開
発
、
食
器
類
や
衣

装
の
選
定
、
仕
入
先
の
調
査
、
値
段
設
定
な
ど
、
開
店
ま
で
に
必

要
と
な
る
検
討・
準
備
作
業
を
推
進
し
た
。
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仕
入
れ
先
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
京
都
に
ゆ
か
り
の
あ
る
企

業
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
提
供
商
品
に
こ
だ
わ
り
や
誇
り
を
も
っ

た
経
営
者
に
依
頼
す
る
こ
と
を
心
掛
け
、
そ
う
し
た
経
営
者
と
の

出
会
い
も
学
生
の
学
び
の
場
と
し
た
。
特
に
コ
ー
ヒ
ー
は
ス
ペ
シ
ャ

ル
テ
ィ
コ
ー
ヒ
ー
と
い
わ
れ
る
豆
を
使
用
し
、
世
界
的
な
大
会
で

上
位
に
入
賞
し
た
実
績
を
持
つ
女
性
バ
リ
ス
タ
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
受
け
て
、
２
０
１
７
年
９
月
に
本
格
的
な
カ
フ
ェ
と
し
て

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　

学
生
は
営
業
時
間
中
に
厨
房
に
入
る
場
合
の
み
ア
ル
バ
イ
ト
扱

い
と
し
、
企
画・

運
営
に
関
わ
る
時
間
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
経
営
面
も
全
て
学
生
と
共

有
し
、
約
半
年
間
の
営
業
成
績
は
人
件
費
も
含
め
て
収
支
ギ
リ
ギ

リ
の
運
営
と
な
っ
た
が
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
メ
ニ
ュ
ー
や
価

格
の
設
定
、
販
売
目
標
な
ど
を
再
検
討
し
、
２
０
１
８
年
度
の
営

業
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
新
３
年
生
の
店
長・
副

店
長
の
も
と
、
学
内
の
学
長
採
択
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ら
し
つ
よ
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
に
応
募
し
採
択
さ
れ
、
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た

学
生
同
士
や
地
域
住
民
と
の
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る

予
定
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

図
書
館
建
築
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
年
間
の
活
動
を

終
え
た
が
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
と
し
て
の
活
動
は
、

新
た
な
世
代
に
よ
っ
て
当
初
設
定
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て

発
展
を
続
け
て
い
る
。
図
書
館
と
い
う
完
成
さ
れ
た
建
物
の
中
の

唯
一
未
完
成
な
空
間
と
し
て
、
そ
の
時
点
で
参
加
し
て
い
る
学
生

の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
自
身
の
成
長
と
と
も
に
発
展
す
る
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、学
生
が
運
営
す
る
学
内
カ
フ
ェ
は
、Ｕ
―
Ｃ
Ａ
Ｆ

Ｅ
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
他
大
学
に
も
広
が
り
を
見
せ
つ

つ
あ
り
、
大
学
間
の
交
流
に
も
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。�
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２
０
１
６
年
４
月
１
日
、
満
開
の
桜
が
咲
き
誇
る
京
都・

衣
笠

キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
立
命
館
大
学
図
書
館
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
と
な

る
「
平
井
嘉
一
郎
記
念
図
書
館
」
が
開
館
し
た
。
和
書・

洋
書
の

合
計
約
１
０
０
万
冊
、
和・

洋
雑
誌
約
１
万
７
０
０
０
タ
イ
ト
ル
、

閲
覧
席
約
２
０
０
０
席
の
充
実
し
た
施
設
で
あ
る
。
開
館
セ
レ
モ

ニ
ー
に
続
い
て
、
当
日
だ
け
で
２
６
４
４
人
が
入
館
し
、
学
生
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
館
内
外
の
様
子
を
撮
影
す
る
姿
が
見
ら

れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
も
大
い
に
話
題
を
呼
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

　

大
学
と
し
て
も
長
く
待
ち
望
ん
だ
新
図
書
館
の
開
館
ま
で
の
歩

み
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

１　
経 

緯

⑴
　
新
図
書
館
開
設
の
決
断

　

立
命
館
大
学
図
書
館
は
、
現
在
四
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
七
つ
の

図
書
館
を
展
開
し
て
お
り
、
資
料・

施
設・

ス
タ
ッ
フ・

サ
ー
ビ

ス
の
四
つ
の
学
術
情
報
基
盤
を
整
備
し
、
本
学
の
教
育・

研
究
を

支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
の
旧
図
書
館

は
１
９
６
７
年
に
開
設
さ
れ
、
閲
覧
席
約
１
７
０
０
、
閲
覧
室
は

３
階
建
、
書
庫
は
地
下
１
階
地
上
５
階
建
の
当
時
と
し
て
は
大
規

模
な
施
設
で
あ
っ
た
。

　

１
９
９
０
年
代
以
降
、
学
術
情
報
資
源
の
電
子
リ
ソ
ー
ス
化
は

流
通・

管
理
の
あ
り
方
の
変
化
お
よ
び
学
習・

教
育・

研
究
ス
タ

イ
ル
の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
ア
ク

テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
教
え
方・

学
び
方
の
変
化
な
ど
、
大
学
教
育
の
あ
り
方
が
問
い
直
さ
れ
る
な

か
で
、
大
学
図
書
館
の
役
割・

機
能
は
、
単
に
静
か
に
本
を
読
ん

だ
り
、
勉
強
を
す
る
場
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
集
団
で
学
ん
だ�

り
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
「
ア
ウ

特
集

大
学
図
書
館
最
新
事
情

「
学
び
が
見
え
る
、学
び
に
触
れ
る
、学
び
あ
え
る
」を
目
指
し
て

板
木 

雅
彦
●
立
命
館
大
学
図
書
館
長
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ト
プ
ッ
ト
」
の
力
を
涵
養
す
る
〝
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
空
間
〟
と
い
う

よ
う
に
、
教
育
に
対
す
る
よ
り
積
極
的
な
関
与
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
立
命
館
大
学
で
は
、
長
く
「
学
び
の
主
体
形
成
」
と
い

う
教
学
上
の
課
題
に
学
生・

教
職
員
を
交
え
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
学
内
の
全
て
の
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

　

そ
う
し
た
う
ね
り
の
中
で
、
２
０
０
８
年
度
に
「
人
文・

社
系

（
衣
笠
）
新
展
開
調
査
検
討
委
員
会
」
の
中
に
「
学
習
図
書
館
分
科

会
」
を
設
置
し
、
新
図
書
館
の
開
設
に
向
け
た
検
討
を
、
吉
田
図

書
館
長
（
当
時
、
現・

立
命
館
総
長
）
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下

で
本
格
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⑵
　
コ
ン
セ
プ
ト
の
決
定

　
「
分
科
会
」
で
は
、
新
図
書
館
構
想
に
か
か
わ
る
教
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
、
国
内
外
の
図
書
館
の
先
進
事
例
を
調
査・

視
察
す
る

な
ど
し
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
館
内
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
設

備
な
ど
に
先
進
的
な
試
み
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
ラ
ー
ニ
ン

グ・
コ
モ
ン
ズ
の
検
討
を
は
じ
め
と
す
る
〝
学
習
図
書
館
〟
構
想

に
つ
い
て
多
角
的
な
視
点
か
ら
検
討
を
重
ね
、「
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
け
る
『
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
形
成
に
向
け
て
」
答
申
（
２

０
１
０
／
３
／
17
）
を
と
り
ま
と
め
、
教
授
会
を
は
じ
め
、
全
学

平井嘉一郎記念図書館全景
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教
職
員
の
議
論
に
付
し
た
。

　

こ
こ
で
得
ら
れ
た
意
見
を
反
映
す
る
形
で
、「
学
び
が
見
え
る
、

学
び
に
触
れ
る
、
学
び
あ
え
る
」
を
、
新
図
書
館
の
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
、「
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
拠
点
」「
長
時
間
滞
在
し
た

く
な
る
空
間
や
快
適
さ
を
備
え
る
こ
と
」「
将
来
に
わ
た
っ
て
利
用

者
に
愛
さ
れ
る
長
寿
命
型
の
図
書
館
」
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。

⑶
　
平
井
嘉
一
郎
氏
と
の
ご
縁

　

こ
こ
で
、
新
図
書
館
に
お
名
前
を
冠
し
て
い
る
平
井
嘉
一
郎
氏

に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

平
井
嘉
一
郎
氏
は
１
９
０
７
年
に
京
都
府
に
お
生
ま
れ
に
な�

り
、
１
９
４
０
年
に
立
命
館
大
学
法
学
部
を
ご
卒
業
に
な
っ
た
本

学
校
友
で
あ
る
。
卒
業
後
は
、
ニ
チ
コ
ン
株
式
会
社
の
実
質
的
な

創
業
者
と
し
て
社
の
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ
、
社
長
、
会
長
を
歴
任

な
さ
っ
た
。

　

実
業
家
と
し
て
活
躍
す
る
か
た
わ
ら
、
教
育
に
対
す
る
造
詣
は

深
く
、
１
９
７
８
年
秋
の
叙
勲
で
勲
三
等
瑞
宝
章
な
ど
も
受
章
し

て
お
ら
れ
る
。
嘉
一
郎
氏
は
惜
し
く
も
２
０
０
１
年
に
亡
く
な
ら

れ
た
が
、
そ
の
遺
志
を
つ
い
だ
ご
令
室
の
平
井
信
子
氏
に
、
吉
田

館
長
が
「
新
図
書
館
」
の
構
想
へ
の
ご
協
力
を
打
診
し
た
と
こ�

ろ
、
信
子
氏
は
新
し
い
図
書
館
建
設
の
計
画
と
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
深
い
理
解
を
示
さ
れ
、
嘉
一
郎
氏
の
ご
功
績
と
生
前
の
ご
遺
志

を
形
に
残
す
学
術
研
究
の
拠
点
と
し
て
図
書
館
の
ご
寄
贈
を
決
定

さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、
２
０
１
３
年
に
着
工
、
２
０
１
５
年
12
月
に
竣
工
、

２
０
１
６
年
４
月
開
館
の
運
び
と
な
っ
た
。

　

図
書
館
の
３
階
に
は
、
平
井
嘉
一
郎
氏
を
永
く
顕
彰
す
る
目
的

で
「
メ
モ
リ
ア
ル
ル
ー
ム
」
が
設
置
さ
れ
、
嘉
一
郎
氏
の
愛
用
品

や
ゆ
か
り
の
資
料
、
功
績
な
ど
、
貴
重
な
資
料
を
展
示
し
て
い
る
。

資
料
の
中
に
は
、
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
（
西
欧
で
作
ら
れ
た
最
初
期

の
活
字
印
刷
物
、
１
４
０
０
年
代
刊
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
来
館

の
折
に
は
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

２　
平
井
嘉
一
郎
記
念
図
書
館
の
特
徴

⑴
　
大
学
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ン
ボ
ル

　

図
書
館
は
、
人
類
が
築
き
上
げ
て
き
た
学
問
が
集
積
さ
れ
た
場

で
あ
り
、
ど
の
大
学
で
も
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て

キ
ャ
ン
パ
ス
の
重
要
な
場
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
本
図
書
館
は
、

施
設
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
は
「
モ
ダ
ン
＆
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
、
重
厚
な
た
た
ず
ま
い
の
中
に
あ
っ
て
、
な
お
か
つ

モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
を
取
り
入
れ
た
。
ま
た
、
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
は

京
都
の
風
致
地
区
に
あ
る
た
め
景
観
上
の
制
約
も
あ
っ
た
が
、
そ

れ
に
見
事
に
マ
ッ
チ
し
た
格
調
高
い
施
設
が
出
来
上
が
っ
た
と
自
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負
し
て
い
る
。

　

入
館
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
３
階
ま
で
の
吹
き
抜

け
の
空
間
が
あ
り
、
こ
こ
を
ガ
ラ
ス
張
り
と
し
て
左
右
に
書
架
を

配
置
し
、「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
バ
レ
ー
」（
本
の
谷
）
と
し
た
。
旧
図

書
館
で
は
閉
架
書
庫
に
排
架
し
て
い
た
、
本
学
名
誉
総
長
の
蔵
書

「
末
川
文
庫
」
な
ど
の
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
、
利
用
者
が
直

接
手
に
と
っ
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
図
書
そ
の
も
の
の
圧

倒
的
な
存
在
感
が
際
立
つ
空
間
を
演
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
図
書

館
で
学
ぶ
気
持
ち
に
自
然
と
切
り
替
わ
っ
て
い
く
効
果
を
狙
っ
て

い
る
。

⑵
　「
主
体
的
な
学
び
」
の
形
成
を
促
す
環
境

　

平
井
嘉
一
郎
記
念
図
書
館
で
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
「
学
び

が
見
え
る
、
学
び
に
触
れ
る
、
学
び
あ
え
る
」
を
施
設
面
に
反
映

す
る
た
め
、「
個
人
学
習
環
境
」
と
「
共
同
学
習
環
境
」
の
両
面
か

ら
整
理
を
し
て
具
体
化
を
行
っ
た
。

　
「
個
人
学
習
環
境
」
と
し
て
は
、
平
机
、
キ
ャ
レ
ル
デ
ス
ク
、
個

人
研
究
ブ
ー
ス
な
ど
、
多
様
な
閲
覧
席
環
境
を
用
意
し
た
。
全
閲

覧
席
の
約
６
割
に
は
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
を
設
置
し
て
い
る
。

　

一
方
、「
共
同
学
習
環
境
」
と
し
て
は
、
１
階
の
入
館
ゲ
ー
ト
右

手
に
ラ
ー
ニ
ン
グ・

コ
モ
ン
ズ
「
ぴ
あ
ら
」（
約
２
０
０
席
）
を
配

置
し
、
毎
日
、
約
１
２
０
０
人
が
出
入
り
す
る
、
大
変
人
気
の
あ

る
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。「
ぴ
あ
ら
」
で
は
、
エ
リ
ア
を
七
つ

に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
の
学
び
に
適
し
た
図
書
を
排
架

し
て
い
る
。
サ
ポ
ー
ト
エ
リ
ア
で
は
、
ク
イ
ッ
ク
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

を
は
じ
め
、
学
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
テ
ィ
ー
チ
ン
グ・

ア
シ
ス
タ

ン
ト
が
、
レ
ポ
ー
ト
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
指
導
を
行
う
な
ど
し
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
エ
リ
ア
で
は
、
学
生
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
の

発
案
に
よ
る
「
ぴ
あ
ら
講
演
会
」
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
参
加

し
た
学
生
に
好
評
を
博
し
て
い
る
。

　

グ
ル
ー
プ
学
習
を
行
う
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
２
階
に
は
「
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
」
を
３
室
設
置
し
た
。
授
業
の
利
用
も
想
定
し
、
可
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動
式
の
机・

椅
子・

大
型
モ

ニ
タ
ー
を
導
入
し
て
い
る
。

　
「
ぴ
あ
ら
」
と
「
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
」
は
、
い
ず
れ
も
ガ

ラ
ス
ス
ク
リ
ー
ン
で
囲
ま
れ

て
お
り
、
こ
こ
で
学
ぶ
姿
に

刺
激
さ
れ
て
、
他
の
学
生
も

自
然
に
活
発
な
学
び
を
行
う

よ
う
な
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ

て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
、
個
人
研
究
ブ
ー
ス
は
、
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
で
学
生
が
予
約
利
用
で
き
る
。

⑶
　
長
時
間
滞
在
し
た
く
な
る
ゆ
と
り
と
快
適
性

　

館
内
を
進
ん
で
い
く
と
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
う
が
、
書

架
や
カ
ー
ペ
ー
ッ
ト
、
照
明
の
色
調
を
、
フ
ロ
ア
に
よ
っ
て
微
妙

に
変
化
さ
せ
て
い
る
。
上
階
に
進
む
ほ
ど
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
、
よ
り
静
謐
な
環
境
を
求
め
る
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
「
音
量
ゾ
ー

ニ
ン
グ
」
と
い
う
が
、
さ
ら
に
フ
ロ
ア
の
奥
に
行
く
に
従
っ
て
、

キ
ャ
レ
ル
デ
ス
ク
の
形
状
も
個
室
感
覚
の
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
な
ど
、

施
設・

設
備
の
両
面
か
ら
工
夫
し
て
い
る
。「
長
時
間
滞
在
型
図
書

館
」
を
目
指
す
な
か
で
、
館
内
に
併
設
し
た
カ
フ
ェ
の
ド
リ
ン
ク

類
は
「
ぴ
あ
ら
」
に
持
ち
込
め
る
よ
う
に
し
た
。

⑷
　
学
術
情
報
拠
点
と
し
て
の
環
境
の
先
進
性

　

こ
の
間
の
図
書
館
を
め
ぐ
っ
て
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
電
子
リ
ソ
ー

ス
の
拡
大
と
い
っ
た
環
境
変
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

一
方
、
約
１
０
０
万
冊
を
数
え
る
従
来
の
「
紙
」
資
料
の
活
用

を
ど
の
よ
う
に
活
性
化
す
る
か
と
い
っ
た
課
題
に
つ
い
て
、
本
学

図
書
館
で
は
新
た
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
２
０
１
５
年
に

開
設
し
た
大
阪
い
ば
ら
き
キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
阪
府
茨
木
市
）
の
図

書
館
の
資
料
管
理
に
は
Ｕ
Ｈ
Ｆ
帯
Ｉ
Ｃ
タ
グ
（
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
）
を
採

用
し
、
資
料
管
理
の
効
率
化
や
、
貸
し
出
し・

返
却
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
と
い
っ
た
改
善
が
図
ら
れ
た
。
そ
の
経
験
を
平
井
嘉
一
郎

記
念
図
書
館
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
さ
ら
に
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
「
カ
シ
ダ
ス
ゲ
ー
ト
」（
日
本
初
の
図
書
自
動
貸
出
機
能
を

備
え
た
退
館
ゲ
ー
ト
）
や
Ｐ
Ｃ
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
を
導
入
。
こ
の
ほ

か
、
１
０
０
万
冊
規
模
の
自
動
化
書
庫
を
設
置
し
た
。

⑸
　「
白
川
静
文
庫
」「
加
藤
周
一
文
庫
」

　

２
階
に
は
白
川
静
文
庫
、
加
藤
周
一
文
庫
を
配
置
し
て
い
る
。

　

白
川
静
氏
は
日
本
の
漢
字
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
。
本
学

で
長
く
教
員
を
務
め
、
後
に
名
誉
教
授
と
な
り
、
２
０
０
３
年
に

文
化
勲
章
を
受
章
さ
れ
た
。
逝
去
後
に
そ
の
蔵
書
や
資
料
が
寄
贈

ラーニング・コモンズ「ぴあら」
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さ
れ
、「
白
川
静
文
庫
」
と
な
っ
た
。

　

加
藤
周
一
氏
は
戦
後
日
本
を
代
表
す
る
国
際
的
知
識
人
で
あ
り
、

本
学
客
員
教
授
、
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
初
代
館

長
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
た
。
逝
去
後
に
寄
贈
さ
れ
た
膨
大
な
蔵
書

と
貴
重
な
遺
稿
、
ノ
ー
ト
類
が
「
加
藤
周
一
文
庫
」
を
形
成
し
て

い
る
（
加
藤
氏
の
遺
稿
の
一
部
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
さ
れ
、

順
次
公
開
中
）。

３　
開
館
後
の
状
況

　

２
０
１
６
年
度
の
平
井
嘉
一
郎
記
念
図
書
館
開
館
以
降
、
入
館

者
数
、
貸
出
冊
数
と
も
順
調
に
伸
び
て
い
る
。
一
般
市
民
の
利
用

も
、
新
図
書
館
と
な
っ
て
倍
増
し
た
。
加
え
て
、
夏
期・

春
期
の

休
暇
中
に
は
、
高
校
生
の
図
書
館
利
用
に
も
新
た
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
学
生・

教
職
員
の
み
な
ら
ず
、
市
民
に
も

親
し
ま
れ
る
施
設
と
し
て
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

　

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
は
、
開
館
以
降
、
回
答
者
の
９

割
を
超
え
る
方
か
ら
「
満
足
」
と
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
新
図
書
館
の
開
館
を
機
に
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
で

も
満
足
度
が
９
割
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
図
書

館
に
と
っ
て
も
大
変
励
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

施
設
見
学
も
、
開
館
以
降
の
２
年
間
で
約
４
０
０
件
を
数
え
る

こ
と
と
な
っ
た
。
先
進
的
な
施
設・

設
備
だ
け
で
な
く
、
図
書
の

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
と
い
っ
た
障
害
者
支
援
な
ど
、
そ
こ
で
行
わ

れ
て
い
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
も
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

　
「
学
習
図
書
館
」
と
し
て
の
図
書
館
の
あ
り
よ
う
と
の
関
わ
り
で

は
、
学
部
の
教
学
内
容
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
上
で
、
図
書
館
利
用

を
念
頭
に
置
い
た
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
、
積
極
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
。

４　
今
後
の
課
題

　

高
品
位
な
施
設・

設
備
が
充
実
し
た
平
井
嘉
一
郎
記
念
図
書
館

で
あ
る
が
、
今
後
は
さ
ら
に
体
系
的
に
収
集・

組
織
さ
れ
た
資
料

の
提
供
と
、
専
門
的
力
量
を
備
え
た
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
に
よ
り
、

図
書
館
利
用
の
高
度
化
を
目
指
し
た
い
。

　

現
在
、
２
０
３
０
年
を
視
野
に
入
れ
た
図
書
館
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
議
論
し
て
い
る
。
学
園
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
先
頭
に
図
書
館

が
立
つ
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
資
料
や
情
報
の
収
集
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
活
用
す
る
能
力
を
涵
養
す
る
こ
と
な
ど
を
目
指
し
、「
世
界
中
の

叡
智
を
あ
な
た
へ
。」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
全
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ア
ン
が
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の
壮
大
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。�
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は
じ
め
に�

―
活
用
さ
れ
な
い
学
習
支
援
環
境
と
学
生
満
足
度
の
低
下

　

２
０
０
０
年
代
後
半
以
降
、
大
学
全
入
時
代
に
お
け
る
学
生
の

多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
各
大
学
は
急
速
に
学
習
支
援
環
境
の

整
備
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
大
学
側
の
努
力
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
学
習
を
支
援
す
る
取
り
組
み
に
対
す
る
学
生
の

認
知
度
や
利
用
頻
度
は
低
い
。
ベ
ネ
ッ
セ
総
合
教
育
研
究
所
（
２

０
１
３
）
に
よ
る
と
、
大
学
側
が
整
備
す
る
学
習
支
援
環
境
に
つ

い
て
「
ほ
と
ん
ど
利
用
し
な
い
」
と
い
う
回
答
が
平
均
で
５
割
前

後
を
占
め
た
。
こ
の
よ
う
に
学
習
支
援
環
境
が
利
用
さ
れ
て
い
な

い
現
状
が
あ
る
一
方
、
学
生
の
大
学
資
源
に
対
す
る
満
足
度
は
低

下
傾
向
に
あ
る
。

　

ベ
ネ
ッ
セ
総
合
教
育
研
究
所
「
大
学
生
の
学
習・

生
活
実
態
調

査
」
で
は
、
２
０
０
８
年
、
２
０
１
２
年
、
２
０
１
６
年
に
、
大

学
教
育
や
学
生
支
援
な
ど
に
関
す
る
満
足
度
の
調
査
も
行
っ
て
い

る
が
、
そ
の
結
果
を
見
る
と
、「
施
設・

設
備
（
図
書
館
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
な
ど
）」
に
対
す
る
肯
定
的
な
回
答
（「
と
て

も
満
足
し
て
い
る
」
＋
「
満
足
し
て
い
る
」）
は
、
２
０
０
８
年
調

査
か
ら
２
０
１
６
年
調
査
に
か
け
て
約
15
ポ
イ
ン
ト
（
76・

０
％

→
67・

８
％
→
61・

４
％
）
も
低
下
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
学
生
が
大
学
に
お
け
る
学
習
支
援
環
境
を
有
効

に
利
用
し
な
い
（
利
用
で
き
な
い
）
た
め
に
、
本
来
達
成
で
き
た

は
ず
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
、
そ
れ
ら
に

対
す
る
満
足
度
が
低
く
な
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

特
集

大
学
図
書
館
最
新
事
情

利
用
を
疑
似
体
験
す
る
Ｒ
Ｐ
Ｇ
型
ガ
イ
ダ
ン
ス

―
図
書
館
利
用
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｌ
ｉ
ｂ
ａ
ｒ
ｄ
ｒ
ｙ
」

寺
島 

哲
平
●
常
磐
大
学
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
代
表
、
人
間
科
学
部
専
任
講
師
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１�　
活
用
さ
れ
な
い
学
習
支
援
環
境
と
し
て
の�

大
学
図
書
館

　

大
学
図
書
館
は
、
学
生
が
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
れ
ゆ
え
に
満
足
度
が
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
学
習
支
援
環
境
の

一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
現
在
の
学
生
の
多
く
は
、

図
書
館
に
お
け
る
閲
覧・
借
用
を
軸
と
す
る
出
版
物
の
流
通
形
態

よ
り
も
、
書
店
に
お
け
る
購
買
（
消
費
）
を
軸
と
す
る
流
通
形
態

に
触
れ
る
機
会
が
多
く
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
自
ら
の
楽
し
み
の
た

め
に
本
を
借
用
す
る
機
会
に
比
し
て
、
学
習
の
た
め
に
本
を
借
用

す
る
機
会
が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
「
生
徒
の

学
習
到
達
度
調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）」
２
０
０
９
年
度
の
調
査
結
果

は
、
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
本
調
査
に
よ
れ
ば
、「
学
校
の
学
習

の
た
め
に
本
を
借
り
る
」
経
験
に
つ
い
て
、
日
本
の
生
徒
の
半
数

以
上
（
55・

８
％
）
が
、「
ま
っ
た
く
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。

　

常
磐
大
学
に
お
い
て
は
、
２
０
１
４
年
５
月
に
、
大
学
図
書
館

を
管
轄
す
る
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
２
０
１
３
年
度
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
が
示
さ

れ
、
そ
の
行
動
計
画
の
中
に
「
図
書
館
利
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
利
用

促
進
と
充
実
」
が
位
置
付
け
ら
れ
た
。
本
計
画
で
は
、
学
生
へ
の

図
書
館
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ

る
と
と
も
に
、
学
生
自
身
か
ら
も
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
利
用
方
法
や
図
書

館
利
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
徹
底
を
求
め
る
声
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
同
計
画
に
従
っ
て
、
常
磐
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
学
内
限
定
で
「
情
報
収
集
検
索
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
と
題
さ
れ
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
用
の
動
画
が
公
開
さ
れ
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
動
画
の
公
開
は
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
の
一
つ
の
重
要
な
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
Ｐ
Ｉ

Ｓ
Ａ
調
査
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
大
学
図
書
館
を
利
用
し

た
経
験
の
な
い
新
入
生
、
さ
ら
に
は
公
立
図
書
館
も
含
め
、
そ
も

そ
も
図
書
館
を
利
用
し
た
経
験
が
少
な
い
学
生
に
と
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
対
応
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
学
生
自
身
が
大
学
図
書
館
で
何
が
達
成
で
き
る
か
分
か
ら

な
い
状
況
で
は
、
そ
の
設
備
の
利
用
方
法
を
解
説
す
る
ガ
イ
ダ
ン

ス
動
画
を
視
聴
し
て
も
無
用
の
も
の
と
映
る
可
能
性
が
高
い
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
図
書
館
利
用
の
た
め
の
学
習

資
源
の
提
供
と
併
せ
て
、
学
生
が
そ
れ
ら
の
有
用
性
を
実
感
し
う

る
仕
組
み
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。「
Ｌ
ｉ
ｂ
ａ
ｒ
ｄ
ｒ
ｙ

（
リ
バ
ー
ド
リ
ィ
）」
は
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
常
磐

大
学
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
（
寺
島
哲
平・

名
城
邦
孝・

関
敦
央・
宮
﨑
雅
幸・

石
田
喜
美
）
が
開
発
し
た
図
書
館
ガ
イ
ダ

ン
ス・

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
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２　
「
Ｌ
ｉ
ｂ
ａ
ｒ
ｄ
ｒ
ｙ
」の
プ
ロ
グ
ラ
ム・

デ
ザ
イ
ン

　
「
Ｌ
ｉ
ｂ
ａ
ｒ
ｄ
ｒ
ｙ
」
に
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

ク
リ
ア
型
ロ
ー

ル・

プ
レ
イ
ン
グ・

ゲ
ー
ム
の
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ー
ル・

プ
レ
イ
ン
グ・

ゲ
ー
ム
（
以
下
、
Ｒ
Ｐ
Ｇ
）
と
は
、「
複

数
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
役
割
を
演
じ
る

（
ロ
ー
ル・

プ
レ
イ
ン
グ
）
こ
と
に
よ
っ
て
進
行
す
る
新
し
い
タ
イ

プ
の
ゲ
ー
ム
」（「
ロ
ー
ル・
プ
レ
イ
ン
グ・

ゲ
ー
ム
」『
日
本
大
百

科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）』）
で
あ
る
。
ゲ
ー
ム
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
る
が
、
な
か
で
も
Ｒ
Ｐ
Ｇ
が
「
新
し
い
タ
イ

プ
の
ゲ
ー
ム
」
と
さ
れ
る
理
由
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
行
う
こ
と
の

で
き
る
行
動
の
選
択
肢
の
広
さ
、
お
よ
び
プ
レ
ー
ヤ
ー
同
士
が
チ
ー

ム
と
な
っ
て
協
働
し
、
チ
ー
ム
を
ゴ
ー
ル
達
成
に
導
く
「
プ
ラ
ス

サ
ム
ゲ
ー
ム
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
（
同
上
）。

　
「
Ｌ
ｉ
ｂ
ａ
ｒ
ｄ
ｒ
ｙ
」
で
は
、
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
中
で
も
、
特
に
ゲ
ー

ム
中
に
出
さ
れ
る
依
頼
や
指
令
に
従
っ
て
小
さ
な
任
務
や
仕
事
を

複
数
こ
な
し
て
い
く
タ
イ
プ
（「
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

ク
リ
ア
型
」）
の

ゲ
ー
ム・

デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

ク
リ
ア
型
Ｒ

Ｐ
Ｇ
で
は
、
依
頼
や
指
令
と
い
っ
た
形
で
、
何
度
も
繰
り
返
し
て

小
さ
な
ゴ
ー
ル
が
示
さ
れ
、
そ
の
都
度
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち
が
協
働

し
て
小
さ
な
ゴ
ー
ル
の
達
成
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

な
協
働
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仲
間

同
士
の
支
え
合
い
が
よ
り
促
進
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
重
要
な
点
と

し
て
、
ゲ
ー
ム
終
了
後
、「
Ｌ
ｉ
ｂ
ａ
ｒ
ｄ
ｒ
ｙ
」
に
参
加
し
た
学

生
と
と
も
に
ゲ
ー
ム・

デ
ザ
イ
ン
を
改
善
し
て
い
く
た
め
の
グ
ル
ー

プ・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
常
磐
大
学
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
、「Libardry D

EM
O

版
」（
２
０
１
４
年
９
月
７
日
実
施
）

（
石
田
ら
、
２
０
１
５
）、「Libardry Stage-0

」（
２
０
１
５
年

４
月
７
日
、
６
月
26
日
実
施
）（
名
城
ら
、
２
０
１
７
）、「Libardry 

Stage-1

」（
２
０
１
６
年
９
月
14
日
）（
寺
島
ら
、
２
０
１
７
）
を

実
施
し
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
全
て
に
お
い
て
、
ゲ
ー
ム
体
験
後
に
グ
ル
ー
プ・

デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
場
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
学
生
を
受
動
的

な
消
費
者
と
す
る
の
で
は
な
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
の
も
の
を
改
善

す
る
主
体
的
な
生
産
者
に
位
置
付
け
る
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

参
加
し
た
学
生
に
は
、
毎
回
、「
Ｌ
ｉ
ｂ
ａ
ｒ
ｄ
ｒ
ｙ
」
の
制
作
と

改
善
に
対
す
る
生
産
的
な
貢
献
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
詳
細

は
、
石
田
、
２
０
１
６
を
参
照
）。
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３　
「
Ｌ
ｉ
ｂ
ａ
ｒ
ｄ
ｒ
ｙ
」の
成
果

　
「
Ｌ
ｉ
ｂ
ａ
ｒ
ｄ
ｒ
ｙ
」
の
成
果
と
し
て
、
雑
誌
架
や
集
密
書
庫
、

製
本
雑
誌
な
ど
、
参
加
し
た
学
生
自
身
が
こ
れ
ま
で
に
利
用
経
験

の
な
か
っ
た
情
報
資
源
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
学
生
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

ク
リ
ア
型
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
ゲ
ー

ム・

デ
ザ
イ
ン

が
施
さ
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中

で
、
架
空
の
登

場
人
物
に
与
え

ら
れ
た
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
解
決

し
て
い
く
。
学

生
自
身
は
集
密

書
庫
や
雑
誌
架

な
ど
を
利
用
す

る
動
機
を
持
た

な
く
て
も
、
そ

れ
を
活
用
し
た

い
と
願
う
登
場

人
物
を
演
じ
、
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遊
ぶ
こ
と
は
で
き
る
。
学
生

は
「
自
分
で
は
な
い
人
物
」
を
演
じ
な
が
ら
、
彼
ら
が
達
成
し
た

い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
共
有
し
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
行
動

を
実
現
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

一
方
、「
自
分
で
な
い
人
物
」
が
持
っ
て
い
た
願
い
は
、
架
空
の

ま
ま
で
終
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。ホ
ル
ツ
マ
ン
（
２
０
１
４
）
が
述

べ
る
よ
う
に
、「
自
分
で
な
い
人
物
」
を
演
じ
る
こ
と
は
、
自
分
自

身
を
創
造
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。事
実
、「
Ｌ
ｉ
ｂ
ａ
ｒ
ｄ
ｒ
ｙ
」

に
お
い
て
は
登
場
人
物
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
架
空
に
過
ぎ
な
い
が
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
求
め
る
活
動
そ
の
も
の

―
製
本
雑
誌
か
ら
目
当

て
の
記
事
を
探
し
出
す
こ
と
や
、
大
学
紀
要
を
探
し
に
集
密
書
庫

に
入
る
こ
と

―
は
、
学
生
が
将
来
的
に
、
自
分
自
身
の
活
動
と

し
て
行
う
可
能
性
が
高
い
も
の
で
あ
る
。
自
分
が
演
じ
て
い
た
「
自

分
で
な
い
人
物
」
は
、
未
来
の
自
分
自
身
か
も
し
れ
な
い
の
で 

あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム・

デ
ザ
イ
ン
に
導
か
れ
て
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
取
り
組
ん
だ
結
果
と
し
て
、
大
学
図
書
館
内
の
ア
ク
セ
ス
の

問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、「
Ｌ
ｉ
ｂ
ａ
ｒ
ｄ
ｒ

ｙ
」
の
大
き
な
成
果
と
い
え
る
。
前
述
し
た
ゲ
ー
ム
終
了
後
の
グ

ル
ー
プ・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
Ｌ
ｉ
ｂ
ａ
ｒ
ｄ
ｒ
ｙ
」
を

改
善
す
る
た
め
の
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
大
学
図
書
館
の
ア
ク
セ
ス

「Libardry Stage-0」の実施風景
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の
問
題
が
語
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
。

例
え
ば
、
あ
る
学

生
は
集
密
書
庫
に

つ
い
て
「
単
純
に

こ
の
マ
ッ
プ
を
見

て
行
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
こ
れ
見
た

感
じ
だ
と
、
普
通

に
ブ
ー
ス
と
し
て

置
い
て
あ
る
み
た

い
な
感
じ
に
見
え

る
ん
で
す
よ
。
だ

か
ら
あ
の
辺
を
探

し
た
ん
で
す
け
ど
、
中
に
入
る
っ
て
い
う
発
想
に
な
り
ま
せ
ん
よ

ね
、
こ
れ
見
て
て
（
笑
）」（
２
０
１
６
年
９
月
14
日
グ
ル
ー
プ・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
発
言
）
と
語
っ
た
。
利
用
者
向
け
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
館
内
マ
ッ
プ
で
は
、
集
密
書
庫
に
入
れ
る

こ
と
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
学
生
は
自
分
自
身
の
ゲ
ー
ム
体
験
に
基
づ
い

て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
す
る
際
の
障
害
と
そ
の
乗
り
越
え
方

を
報
告
す
る
。
集
密
書
庫
や
雑
誌
架
、
製
本
雑
誌
な
ど
へ
の
ア
ク

セ
ス
の
問
題
が
議
論
さ
れ
た
「Libardry Stage-1

」
を
実
施
後
、

本
学
図
書
館
内
に
「
雑
誌
架
の
ご
案
内
」
が
掲
示
さ
れ
た
。
学
生

の
ゲ
ー
ム
体
験
に
基
づ
く
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な

形
で
、
大
学
図
書
館
内
に
お
け
る
ア
ク
セ
ス
の
問
題
の
可
視
化
と

そ
の
解
決
を
促

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
重
要

な
の
は
、「
Ｌ
ｉ

ｂ
ａ
ｒ
ｄ
ｒ

ｙ
」
に
参
加
し

た
学
生
の
う

ち
、「
図
書
館
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と

し
て
活
躍
す
る

学
生
が
中
心
と

な
っ
て
複
数
の

ゲ
ー
ム
型
図
書

館
ガ
イ
ダ
ン

ス・

プ
ロ
グ
ラ

ム
を
企
画・
実

「雑誌架のご案内」

「Libardry O.C. 版」の実施風景
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施
し
た
こ
と
で
あ
る
。
２
０
１
５
年
７
月
に
「
謎
解
き
ゲ
ー
ム
」

型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
図
書
館
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
」（
２
０
１
５
年

７
月
13
日・
14
日
）
が
、
２
０
１
７
年
８
月
に
は
大
学
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
内
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
高
校
生
向
け
の
「Libardry 

O
.C.

版
」
が
企
画・
実
施
さ
れ
た
。

　

学
生
が
主
体
と
な
っ
て
大
学
図
書
館
を
ゲ
ー
ム
化
す
る
こ
と
は
、

大
学
図
書
館
に
お
け
る
ア
ク
セ
ス
の
問
題
に
異
な
る
視
点
か
ら
焦

点
を
当
て
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
自
身
が
大
学
図
書
館
内
の
情
報

資
源
に
対
し
て
新
た
な
活
用
の
可
能
性
を
見
い
だ
す
契
機
に
も
な

る
だ
ろ
う
。
大
学
図
書
館
へ
の
ゲ
ー
ム
の
導
入
は
、
こ
の
よ
う
な

形
で
、
多
様
な
利
用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ク
セ
ス
の
仕
方
を
発
見

す
る
と
と
も
に
、
対
話
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
創
出

す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。�

●
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献
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「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク
」
は
、
千
葉
大
学
に
お
い
て
教
育
改

革
に
向
け
た
大
学
図
書
館
機
能
の
革
新
を
主
導
し
て
き
た
概
念
枠

組
み
で
あ
る
。
２
０
１
１
年
４
月
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク・

セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
お
よ
び
２
０
１
２
年
３
月
の
増
築
さ
れ
た
附

属
図
書
館
Ｎ
棟
の
供
用
開
始
に
よ
っ
て
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン

ク
の
概
念
は
具
体
化
し
た
。
設
置
以
来
７
年
を
経
て
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
と
今
後
の
展
開
の
方
向
性
に
つ
い
て
述
べ
る
。

１　
背 

景

　

大
学
に
お
い
て
誰
も
大
学
図
書
館
が
不
要
だ
と
は
言
わ
な
か
っ

た
が
、
か
と
い
っ
て
大
学
教
育
と
大
学
図
書
館
機
能
を
密
に
連
携

さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
個
々
の
教
員
は
と
も
か
く
、
組
織
的
に

関
心
が
払
わ
れ
た
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し

か
し
、
文
部
科
学
省
の
大
学
Ｇ
Ｐ
（Good Practice

）
事
業
に
お

い
て
大
学
図
書
館
を
活
用
し
た
学
習
支
援
環
境
に
つ
い
て
の
国
内

先
駆
的
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
、
２
０
０
８
年
12
月
の
中
央

教
育
審
議
会
答
申
「
学
士
課
程
教
育
の
構
築
に
向
け
て
」（
い
わ
ゆ

る
「
学
士
力
答
申
」）
に
よ
っ
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の

推
進
や
単
位
の
実
質
化
の
た
め
の
具
体
的
方
策
が
活
発
に
議
論
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
関
心
が
高
ま
っ
て
き

た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
新
た
な
未
来
を

築
く
た
め
の
大
学
教
育
の
質
的
転
換
に
向
け
て

─
生
涯
学
び
続

け
、
主
体
的
に
考
え
る
力
を
育
成
す
る
大
学
へ
」（
２
０
１
２
年
８

月
28
日
）
な
ど
の
政
策
的
文
書
で
大
学
図
書
館
機
能
強
化
の
必
要

性
に
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
関
心
は
定
着
し

た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
過
程
で
、
教
育・

学
習
の
実
践
と
大
学

図
書
館
機
能
と
を
捉
え
直
し
、
大
学
図
書
館
の
教
育・

学
習
に
お

特
集

大
学
図
書
館
最
新
事
情

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
を
超
え
て

―
千
葉
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

竹
内 

比
呂
也
●
千
葉
大
学
人
文
科
学
研
究
院
教
授
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け
る
役
割
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
千
葉
大
学
で
は
２
０
１
１
年
度
か

ら
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
生
涯
学
び
続

け
、
知
識
基
盤
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
持
つ
「
考
え
る
学
生
の
創

造
」
を
そ
の
目
的
と
し
て
掲
げ
、「
コ
ン
テ
ン
ツ
と
学
習
の
近
接
に

よ
る
能
動
的
学
習
の
促
進
」
を
実
現
す
べ
き
行
動
と
し
て
き
た
。

　

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク
の
特
徴
の
一
つ
は
、
自
由
に
学
習
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
快
適
な
空
間
と
、
そ
こ
で
利
用
す
る
コ
ン
テ

ン
ツ
、
そ
し
て
そ
こ
で
の
学
び
を
支
え
る
人
的
支
援
と
い
う
三
要

素
か
ら
な
り
、
か
つ
そ
れ
ら
が
有
機
的
に
結
合
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
三
要
素
に
よ
る
図
書
館
機
能
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

科
学
技
術・

学
術
審
議
会
学
術
分
科
会
学
術
情
報
委
員
会
の
『
学

修
環
境
充
実
の
た
め
の
学
術
情
報
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
』（
審
議

の
ま
と
め
、
２
０
１
３
年
８
月
）
で
も
同
様
の
考
え
が
示
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
三
つ
は
今
日
の
大
学
図
書
館
の
教
育・

学
習
に
か

か
る
機
能
を
考
え
る
上
で
不
可
欠
の
基
本
要
素
と
い
え
る
。
以
下
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク
概
念
の
下
で
三
要
素
が
ど
の
よ
う
に
具

現
化
さ
れ
た
か
を
簡
単
に
記
す
。

２　
空 

間

　

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
の
設
置
は
今
日
の
大
学
図
書
館
の
ト
レ

ン
ド
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
一
般
化
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
単
に
グ

ル
ー
プ
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
あ
れ
ば
い
い
と
い
う
風
潮

が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
是
非
論
を
論
じ
る
の
が

本
稿
の
目
的
で
は
な
い
の
で
こ
れ
以
上
は
触
れ
な
い
が
、
こ
れ
か

ら
の
学
習
空
間
は
単
に
空
間
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
能
動
的
な

学
び
に
導
く
知
的
刺
激
に
あ
ふ
れ
、
ま
た
多
様
な
機
能
を
備
え
た

環
境
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク
に
お
け

る
空
間
の
設
計
に
お
い
て
は
、
そ
の
空
間
の
中
で
展
開
さ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
の
「
見
る
」（see

）「
見
ら
れ
る
」（be seen

）
化
の

実
現
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
キ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
英

国
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
（Joint Inform

ation System
s Com

m
ittee

）

の
「
図
書
館
の
未
来
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
ビ

デ
オ
の
中
で
、
サ
ラ・

ト
ー
マ
ス
氏
（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

図
書
館
長
（
当
時
））
が
、「
人
々
が
語
り
合
っ
て
い
る
姿
な
ど
を

見
る
こ
と
、
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
刺
激
を
受
け
る
」
と
い
う

趣
旨
を
語
っ
て
い
る
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ク

テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ・

ス
ペ
ー
ス
で
は
、「
見
る
」「
見
ら
れ
る
」

環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
仕
切
り
の
な
い
大
き
な
空
間
を
作
る
と

と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
学
習
室
や
研
究
個
室
は
透
明
ガ
ラ
ス
で
仕
切
っ

た
。
ま
た
学
習
ス
タ
イ
ル
の
自
由
度
を
高
め
る
た
め
に
、
窓
に
面

し
た
席
を
除
き
、
配
置
さ
れ
る
机
や
椅
子
は
す
べ
て
キ
ャ
ス
タ
ー
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付
き
と
し
、
学
生
が
自
由
に
動
か
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　

ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ・

ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
建
物
の
１
階

に
は
、
学
習
や
研
究
の
成
果
を
発
信
す
る
た
め
の
開
放
空
間
と
し

て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン・

ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
授

業
期
間
中
の
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
の
昼
休
み
に
は
、「
１
２
１
０

あ
か
り
ん
ア
ワ
ー
」
と
い
う
シ
ョ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
２
０
１
２
年

４
月
か
ら
年
間
約
60
回
開
催
し
て
き
た
。
セ
ミ
ナ
ー
開
催
時
は
外

と
の
仕
切
り
を
開
き
、
広
場
と
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、

外
部
に
い
る
学
生
を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
以
外
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
セ
ミ
ナ
ー
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
講

演
が
こ
の
空
間
で
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
全
て
「
見
ら
れ
る
」

状
況
に
お
か
れ
、
そ
れ
を
目
に
す
る
学
生
た
ち
が
多
様
な
知
的
刺

激
を
受
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
個
人
学
習
席
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。
ア
ク
テ
ィ

ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
グ
ル
ー
プ
学
習
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
い
い

わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
一
人
で
行
う
能
動
的
学
習
を
支
え
る

と
い
う
伝
統
的
な
図
書
館
の
空
間
機
能
を
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
幅
広
い
学
習
ス
タ
イ
ル
に
対
応
で
き
る
柔
軟
性
の
あ
る
空

間
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
学
習
空
間
の
嗜
好

に
関
す
る
学
生
調
査
の
結
果
に
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
（
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク・

セ
ン
タ
ー
『
千
葉
大
学
学
習
状
況・

情
報
利

用
環
境
調
査
２
０
１
６
集
計
報
告
書
』）。

３　
コ
ン
テ
ン
ツ

　

大
学
図
書
館
は
伝
統
的
に
図
書
、
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
蓄

積
、
提
供
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
を
能
動
的
学
習
の
た
め
の
リ
ソ
ー

ス
と
し
て
学
生
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
形
で
提
供
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク
で
は
、
見
せ
る
書
棚

を
設
置
し
、
十
進
分
類
法
に
基
づ
く
主
題
分
類
と
は
異
な
る
観
点

か
ら
図
書
の
提
示
を
行
う
な
ど
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
見
せ
る
化
に
向

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
た
だ
し
、
コ
ン
テ

ン
ツ
提
供
に
お
い
て
当
初
想
定
し
て
い
た
よ
う
な
劇
的
な
変
化
が

生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
国
内
出

版
物
の
電
子
化
が
予
想
以
上
に
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
例
え
ば
米
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
大
学
図
書
館
に
お
い
て
み

ら
れ
る
よ
う
な
、
電
子
的
情
報
資
源
の
提
供
を
前
提
と
し
た
空
間

設
計
も
含
め
た
大
学
図
書
館
の
抜
本
的
な
機
能
の
見
直
し
事
例
と

比
較
す
る
と
、
日
本
の
状
況
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供
に
影
響

を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
Ｌ
Ｍ
Ｓ
（Learning M

anagem
ent 

System
）
の
利
用
の
増
加
と
反
転
授
業
の
よ
う
な
電
子
的
な
教
材

提
供
を
前
提
と
し
た
新
た
な
教
育
方
法
が
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
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と
が
あ
る
。「
学
生
が
利
用
し
た
い
と
き
に
、
電
子
媒
体
で
も
印
刷

媒
体
で
も
、
学
習
の
た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
迅
速
に
入
手
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
」
と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク・

リ
ン
ク
の
基
本
的
な
考
え
方
の
下
で
わ
れ
わ
れ
が
進
め
て
き

た
、
著
作
物
の
一
部
（
あ
る
い
は
全
部
）
を
再
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し

た
教
材
（
コ
ー
ス
パ
ッ
ク
）、
授
業
録
画
、
教
員
が
独
自
に
作
成
し

た
教
材
な
ど
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
は
、
Ｌ
Ｍ
Ｓ
の
利

用
や
反
転
授
業
の
た
め
の
教
材
提
供
に
適
し
た
も
の
で
あ
り
、
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
す
る
取
り
組
み
は
時

機
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
現
在
国
会
で
審
議

さ
れ
て
い
る
著
作
権
法
改
正
案
は
、
こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
が
直
面

し
て
き
た
、
電
子
情
報
環
境
下
に
お
け
る
著
作
物
の
教
材
使
用
に

関
す
る
権
利
処
理
の
課
題
に
対
し
て
一
定
の
解
決
を
も
た
ら
す
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
が
制
定
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
各
教
員
が
教
材
と
し
て
著
作
物
を
利
用
す
る
場
合

に
ど
の
よ
う
な
形
あ
る
い
は
程
度
の
利
用
な
ら
許
容
さ
れ
る
の
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
、
不
安
を
感
じ
る
こ
と
な
く
Ｌ
Ｍ
Ｓ
な
ど
で

著
作
物
を
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ
る
。

４　
人
的
支
援

　

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク
で
は
、
例
え
ば
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
能

力
の
涵
養
に
関
し
て
、
学
生
の
ス
キ
ル
の
多
様
性
を
考
慮
し
、
集

合
型
の
画
一
的
な
講
習
会
で
は
な
く
個
別
的
な
人
的
支
援
に
リ
ソ
ー

ス
を
傾
注
す
べ
き
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
講
習
会
の
よ
う
な

も
の
が
な
け
れ
ば
、
学
生
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
支
援
を
得
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
を
認
識
し
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
人
材
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク
で
は
学
習
活
動
を
支
援
す
る
人
材
を
ア

ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ・

ス
ペ
ー
ス
の
中
に
置
い
て
い
る
が
、

こ
こ
で
支
援
す
る
要
員
と
し
て
、
図
書
館
員
だ
け
で
は
な
く
学
生

も
教
員
も
想
定
し
た
。
千
葉
大
学
で
は
２
０
１
２
年
度
に
ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
、
こ
の

制
度
の
枠
内
で
、
Ａア

ル

サ

Ｌ
Ｓ
Ａ
（A

cadem
ic Link Student A

ssis-
tant

）
を
開
始
し
た
。
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ａ
の
活
動
内
容
は
、
学
習
支
援

（A
LSA

-LS

）、
技
術
支
援
（A

LSA
-T

T

）、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
業

務
へ
の
学
生
の
参
加
（A

LSA
-GS

）
の
３
種
類
で
あ
る
が
、
中
で

も
、A

LSA
-LS

は
大
学
院
生
に
よ
る
学
習
支
援
で
あ
り
、
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク
の
活
動
を
特
徴
づ
け
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

授
業
期
間
中
の
午
後
か
ら
夕
刻
の
時
間
帯
（
３
限
か
ら
６
限
の
時

間
帯
）
に
、
数
学
、
物
理
、
化
学
お
よ
び
文
系
（
勉
強
の
し
か
た

や
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
）
と
い
う
科
目
を
掲
げ
て
学
生
の
相
談
に

対
応
し
た
。
２
０
１
２
年
度
に
は
２
３
２
件
の
相
談
が
あ
っ
た
が
、
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こ
れ
が
２
０
１
７
年
度
に
は
７
６
３
件
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

　

図
書
館
員
（
職
員
）
に
よ
る
学
習
支
援
に
関
し
て
は
、
科
学
技

術・
学
術
審
議
会
学
術
分
科
会
研
究
環
境
基
盤
部
会
学
術
情
報
基

盤
作
業
部
会
に
よ
る
『
大
学
図
書
館
の
整
備
に
つ
い
て
：
変
革
す

る
大
学
に
あ
っ
て
求
め
ら
れ
る
大
学
図
書
館
像
』（
２
０
１
０
年
12

月
、
審
議
の
ま
と
め
）
に
お
い
て
、
大
学
図
書
館
が
「
学
習
支
援

お
よ
び
教
育
活
動
へ
の
直
接
の
関
与
」
を
行
う
こ
と
が
提
言
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
中
で
、
学
習
支
援
と
し
て
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン

ズ
、
図
書
館
員
に
よ
る
自
学
自
習
の
支
援
、
院
生
や
学
部
上
級
生

に
よ
る
指
導
体
制
の
組
織
化
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ・

セ
ン
タ
ー
、
学

生
や
教
職
員
の
知
的
交
流
活
動
の
活
性
化
と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク
で
活
躍
す
る
図
書
館
員

（
職
員
）
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
の
審
議
の
ま
と
め
に
描
か
れ
る
よ
う

な
業
務
を
行
う
専
門
的
職
員
で
あ
る
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・
リ
ン
ク

で
は
、
教
員
／
事
務
職
員
と
い
う
二
分
法
に
当
て
は
ま
ら
な
い
中

間
的
な
専
門
職
の
創
出
を
提
案
し
て
き
た
が
、
制
度
面
の
整
備
は

容
易
で
は
な
い
。

５　
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
始

　

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク・

セ
ン
タ
ー
は
２
０
１
５
年
度
に
文

部
科
学
大
臣
か
ら
教
育
関
係
共
同
利
用
拠
点
と
し
て
認
定
を
受
け
、

「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク
教
育・

学
修
支
援
専
門
職
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
２
０
１

７
年
度
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク・

セ
ン
タ
ー
が
開
発
し

た
「
教
育・

学
修
支
援
の
専
門
性
に
必
要
な
能
力
項
目・

能
力
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
（
試
案
）」
に
基
づ
く
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し

た
。
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
設
の
背
景
に
は
、
中
央
教
育
審

議
会
な
ど
で
大
学
職
員
の
専
門
職
化
に
関
す
る
議
論
が
進
ん
で
い

た
こ
と
、
あ
る
い
は
Ｓ
Ｄ
の
義
務
化
と
い
っ
た
要
因
も
あ
る
が
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク
に
お
け
る
実
践
を
通
じ
て
教
育・

学
修

支
援
の
専
門
的
か
つ
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
有
す
る
人
材
の
必
要
性

を
強
く
認
識
し
て
き
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

検
討
、
実
現
の
契
機
と
な
っ
た
。

　

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
基
盤
的
テ
ー
マ
」（
11
コ
ー
ス
）、

総
合
的
テ
ー
マ
と
し
て
の
「
教
育・

学
修
支
援
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
１
、

２
」（
２
コ
ー
ス
）、
総
括
的
テ
ー
マ
と
し
て
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
、
実
習
」（
２
コ
ー
ス
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ｅ
―
ラ
ー

ニ
ン
グ
や
夏
と
春
の
対
面
授
業
、
そ
の
間
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な

ど
を
通
じ
て
２
年
間
で
修
了
で
き
る
。
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

１
期
生
は
、
31
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
履
修
証

明
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
者
が
さ
ら
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
と
し

て
、
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
公
共
学
府
人
文
科
学
専
攻
に
「
教
育・
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学
修
支
援
コ
ー
ス
」
を
開
設
し
た
。

　

千
葉
大
学
で
は
、
２
０
１
６
年
度
の
国
際
教
養
学
部
の
設
置
に

合
わ
せ
て
、
Ｓ
Ｕ
Ｌ
Ａ
と
い
う
名
称
の
教
育・

学
修
支
援
者
の
配

置
を
開
始
し
た
。
Ｓ
Ｕ
Ｌ
Ａ
は
わ
れ
わ
れ
が
提
案
し
て
き
た
中
間

的
な
専
門
職
で
は
な
く
、
事
務
職
員
に
対
す
る
い
わ
ば
呼
称
で
あ

る
が
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
盤
的
コ
ー
ス
を
ス

キ
ル
獲
得
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
す
で
に
実
行
さ
れ
て
い
る
学
生
へ
の
支
援
業
務
の
中
で

緩
や
か
な
専
門
性
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
育・

学
修
支
援

の
質
の
確
実
な
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
実
質
を
伴

う
人
材
の
活
躍
を
通
じ
て
専
門
職
化
へ
の
道
が
開
か
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

６�　
大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
教
育・
学
習
支
援
へ

　

２
０
１
７
年
度
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク
は
第
２
フ
ェ
ー

ズ
に
入
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
構
築
の
開
始
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク

は
、
学
部
生
と
り
わ
け
教
養
教
育
レ
ベ
ル
の
学
習
支
援
に
焦
点
を

当
て
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
き
た
が
、
そ
の
対
象
を
拡
張
す

る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
、
空
間
、
人
的
支
援
の

有
機
的
結
合
と
い
う
基
本
の
枠
組
み
は
維
持
し
つ
つ
も
、
新
た
な

切
り
口
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル・

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
、
リ
サ
ー
チ
コ
モ

ン
ズ
、
ア
ド
バ
ン
ス
ト
Ｓ
Ｕ
Ｌ
Ａ
と
い
う
大
学
院
生
の
学
習
（
ほ

ぼ
研
究
と
同
義
）
を
支
援
す
る
こ
と
に
特
化
し
た
環
境
と
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
構
築
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル・

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
で
は
、
学
習・

研
究
資
源
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
そ
れ
に
よ
る
利
活
用
環
境
の
高
度
化

を
、
リ
サ
ー
チ
コ
モ
ン
ズ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ
ル
獲
得
や
支
援

の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
、
ア
ド
バ
ン
ス
ト
Ｓ
Ｕ
Ｌ
Ａ
で
は

必
要
な
支
援
人
材
の
育
成
と
提
供
を
検
討
し
て
い
る
。
２
０
１
９

年
度
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
附
属
図
書
館
松
戸
分
館
の
増
改
築
に
合

わ
せ
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク
機
能
の
展
開
の
中
で
、
こ
れ
ら

を
試
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

２
０
１
８
年
の
３
月
に
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
図
書
館
に
お

け
る
大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
際
に
つ
い
て
聞

き
取
り
調
査
を
し
て
き
た
若
手
職
員
が
、「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン

ク
は
ず
っ
と
大
学
図
書
館
の
最
先
端
で
特
別
だ
と
思
っ
て
い
た
け

れ
ど
、世
界
か
ら
見
れ
ば
い
た
っ
て
普
通
な
ん
で
す
ね
」
と
帰
国
後

に
語
っ
て
い
た
。わ
れ
わ
れ
は
単
に
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
を
作
る

だ
け
で
は
な
く
、大
学
図
書
館
の
潜
在
的
能
力
を
教
育
、学
習
に
お

い
て
最
大
限
発
揮
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
視
点
で

新
し
い
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。そ
れ
で
も
な
お
、決
し
て
立
ち

止
ま
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
。�
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も
う
30
年
近
く
も
前
の
こ
と
に
な
る
。
当
時

も
い
ま
も
東
京
に
出
張
す
る
と
、
帰
路
の
新
幹

線
用
に
東
京
駅
近
く
の
丸
善
で
本
を
買
い
、
そ

れ
を
読
み
つ
つ
京
都
に
帰
る
の
が
習
慣
で
あ
る
。

そ
の
時
も
丸
善
で
文
庫
本
を
１
冊
購
入
し
、
新

幹
線
に
乗
っ
た
。
書
棚
の
前
に
平
積
み
に
な
っ

て
い
た
新
刊
本
の
１
冊
だ
っ
た
。

　

そ
の
時
に
手
に
と
っ
た
の
は
リ
チ
ャ
ー
ド・

ハ
ー
レ
イ
の
小
説
『
流
刑
地
サ
ー
ト
か
ら
の
脱

出
』（
新
潮
文
庫
）
だ
っ
た
。

　

近
未
来
の
イ
ギ
リ
ス
の
物
語
で
あ
る
。
主
人

公
ア
ン
ソ
ニ
ー・

ラ
ウ
ト
リ
ッ
ジ
は
設
計
積
算

を
生
業
と
す
る
ご
く
平
凡
な
小
市
民
だ
。
そ
の

彼
が
身
に
覚
え
の
な
い
強
姦
殺
人
の
罪
で
終
身

刑
を
言
い
渡
さ
れ
、
孤
島
の
流
刑
地
に
放
り
込

ま
れ
る
。
そ
こ
は
大
西
洋
に
孤
立
す
る
島
で
、

矯
正
も
更
生
も
全
く
不
可
能
と
判
断
さ
れ
た
囚

人
た
ち
を
生
涯
収
容
す
る
世
間
か
ら
隔
絶
し
た

流
刑
地
だ
っ
た
。
作
品
で
は
、
主
人
公
の
絶
望

か
ら
自
立
へ
の
歩
み
、
極
限
状
態
に
お
い
て
も

困
難
に
立
ち
向
か
い
希
望
を
見
い
だ
す
姿
が
感

動
的
に
描
か
れ
る
。
長
く
品
切
れ
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
作
品
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
稿
で
小
説
の
筋
を
紹
介
し
た
い

の
で
は
な
い
。
作
品
中
に
出
て
く
る
フ
レ
ー
ズ

を
紹
介
し
た
い
の
だ
。
30
年
間
私
の
心
か
ら
離

れ
な
い
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。

　

物
語
の
冒
頭
、
主
人
公
ア
ン
ソ
ニ
ー
は
流
刑

地
に
放
り
込
ま
れ
た
直
後
に
あ
る
囚
人
と
出
会

う
。
彼
は
ア
ン
ソ
ニ
ー
が
流
刑
地
で
最
初
に
出

会
う
人
間
だ
。
流
刑
地
の
住
人
な
の
だ
か
ら
も

ち
ろ
ん
凶
悪
な
罪
を
犯
し
矯
正
不
可
能
と
判
断

さ
れ
た
囚
人
の
一
人
で
あ
る
。

　

二
言
三
言
こ
と
ば
を
交
わ
す
中
で
ア
ン
ソ

ニ
ー
は
こ
う
感
じ
る
。
吉
浦
澄
子
さ
ん
の
訳
で

紹
介
す
る
。

「
男
の
声
に
は
教
養
が
感
じ
ら
れ
た
。
本
を
読

み
、
音
楽
に
耳
を
傾
け
る
人
間
の
声
だ
。」

　
原
文
で
は
、The m

an’s voice w
as cultured, 

the voice of som
eone w

ho had read books 
and listened to m

usic 

… 

と
な
っ
て
い
る
。

も
し
か
す
る
と
原
文
の
ほ
う
が
、
読
書
を
積
み

ず
いそう

本を読み音楽を聴く
人間の声
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重
ね
、
音
楽
を
聴
き
込
ん
で
き
た
人
物
の
姿
が

よ
り
伝
わ
り
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

声
か
ら
教
養
が
窺
い
知
れ
る
。
声
に
教
養
、

そ
し
て
そ
の
結
実
で
あ
る
人
格
が
反
映
す
る
。

そ
の
象
徴
が
読
書
で
あ
り
音
楽
だ
と
い
う
の
だ
。

　

こ
の
フ
レ
ー
ズ
に
出
会
い
、
私
も
こ
の
よ
う

な
声
を
持
つ
人
間
に
な
り
た
い
と
痛
切
に
思
っ

た
。
本
を
読
み
続
け
る
人
間
、
音
楽
を
聴
く
人

間
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
本
や

音
楽
に
接
す
る
努
力
を
続
け
ら
れ
る
人
間
で
あ

り
た
い
と
思
っ
た
。
ま
た
、
大
学
人
の
一
人
と

し
て
、
私
が
出
会
う
で
あ
ろ
う
学
生
た
ち
一
人

一
人
に
こ
の
よ
う
な
声
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い

と
心
の
底
か
ら
思
っ
た
。

　

時
が
経
ち
、
若
手
教
員
だ
っ
た
私
も
歳
を
重

ね
、
そ
の
う
ち
に
教
務
部
長
や
副
学
長
な
ど
の

役
職
に
就
く
機
会
も
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
職
務
を
追
求
す
る
上
で
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
い

つ
も
心
の
拠
所
と
な
っ
て
き
た
。

　

大
学
教
育
の
課
題
や
大
学
人
の
責
任
に
つ
い

て
は
多
様
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

私
自
身
は
、
少
な
く
と
も
学
部
教
育
に
お
い
て

は
〈
難
し
い
本
が
読
め
る
学
生
を
育
て
る
〉
こ

と
が
最
も
単
純
で
分
か
り
や
す
い
目
標
だ
と
考

え
て
き
た
。

　
〈
難
し
い
本
〉
と
は
も
ち
ろ
ん
比
喩
で
も
あ

る
。
家
族
や
親
友
の
範
囲
を
越
え
て
、
他
者
と

対
話
的
な
関
係
を
築
く
た
め
に
は
、
自
分
と
は

違
う
世
界
に
生
き
る
人
間
へ
の
想
像
力
が
必
要

に
な
る
。
こ
の
想
像
力
を
培
う
に
は
人
間
と
社

会
へ
の
深
い
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
理
解
は

読
書
に
よ
っ
て
こ
そ
安
定
し
て
形
成
さ
れ
る
と

私
は
信
じ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
理
解
に
彩
り
と
柔
軟
さ
を
添

え
る
の
が
音
楽
だ
ろ
う
。
小
説
家
ロ
ビ
ン・

ホ

ワ
イ
ト
が
言
う
よ
う
に
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

に
希
望
を
、
エ
ル
ガ
ー
に
絶
望
を
、
そ
し
て
シ

ベ
リ
ウ
ス
に
か
す
か
な
狂
気
を
聴
き
取
る
耳
を

持
つ
学
生
が
私
た
ち
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
育
つ

こ
と
を
心
か
ら
期
待
す
る
日
々
で
あ
る
。

梅本 裕●京都橘学園理事長
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文
部
科
学
省
は
、
将
来
の
日
本
を
担
う
若
者
が
、
国
際
的
な
舞
台
で
の
競
争
に
勝
ち
抜
き
、
学
術

研
究
や
文
化・
国
際
貢
献
の
面
で
も
世
界
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
高
等
教
育
な
ど
に
お

け
る
留
学
機
会
を
拡
充
し
、
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を
目
指
す
留
学
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ト

ビ
タ
テ
！　

留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
等
を
推
進
し
て
若
者
の
海
外
留
学
へ
の
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い

る
。
民
間
企
業
な
ど
の
協
力
を
得
た
「
ト
ビ
タ
テ
！　

留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
展
開
や
国
費
に
よ
る
海
外
留
学
支
援
の
推
進
に
よ
り
、
学
生
の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
に
取
り
組

む
な
ど
、
留
学
生
交
流・

国
際
交
流
を
推
進
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
や
各
大
学
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
に
よ
り
、
近
年
、
留
学
制
度
の
充
実
を

図
る
大
学
が
増
え
て
い
る
中
で
、
多
様
な
留
学
（
語
学
、
異
文
化
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
増
加
に
伴

い
、
留
学
生
の
学
修
成
果
や
個
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
客
観
的
な
分
析・

検
証・

評
価
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

各
大
学
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
の
開
発
や
既
存
ツ
ー
ル
の
活
用
を
通
じ
て
、
留
学
体
験

小特集

海
外
留
学
体
験
の
効
果
測
定
に
対
す
る
取
り
組
み

―
海
外
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
―
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の
測
定
に
対
す
る
検
討
、
試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
特
に
学
生
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
海
外
短

期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
手
法
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
試
み
は
、
学
修
成
果
の
可
視
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
個
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
保
証
や
、
新
規
構

留
学
体
験
の
客
観
的
測
定
―
Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
を
用
い
て

―

西
谷 

元

●
広
島
大
学
副
理
事
、
社
会
科
学
研
究
科
教
授

目
的
を
明
確
化
し
た
効
果
測
定
を
目
指
し
て

池
田 

伸
子

●�

立
教
大
学
副
総
長
（
国
際
化
推
進
担
当
）、�

異
文
化
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授

海
外
短
期
留
学
の
効
果
測
定
手
法
を
考
え
る

―
量
的・

質
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
用
性

鈴
木 

理
恵

●�

慶
應
義
塾
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
特
任
講
師�

（
２
０
１
８
年
３
月
ま
で
成
蹊
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
）

学
部
留
学
効
果
測
定

―
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
お
け
る
学
部
留
学
の
効
果

吉
岡 
大
輔

●�

一
般
財
団
法
人 

日
本
ス
タ
デ
ィ・

ア
ブ
ロ
ー
ド・

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン�

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

築
、
実
施
の
見
直
し
な
ど
、
学

内
で
の
検
討
に
際
し
て
重
要
な

材
料
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

本
小
特
集
で
は
、
各
大
学
の
留

学
制
度
に
お
い
て
、
特
に
海
外

短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け

る
海
外
留
学
体
験
の
効
果
測
定

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
に
つ

い
て
、
海
外
留
学
体
験
の
効
果

測
定
の
実
践
と
課
題
、
お
よ
び

今
後
の
展
望
な
ど
を
ご
紹
介
い

た
だ
き
、
海
外
短
期
派
遣
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
お
け
る
留
学
体
験
の

効
果
測
定
の
現
状
と
課
題
を
考

え
る
機
会
と
し
た
い
。
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１　
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
生
は
変
わ
る
の
か

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
た
め
に
海
外
に
〇
〇
人
を
派
遣
す
る
」

　
「
海
外
に
学
生
を
派
遣
す
れ
ば
、
学
生
は
変
化・

成
長
す
る
」

　
「
長
期
派
遣
で
な
け
れ
ば
学
生
は
変
化
し
な
い
」

　
「
短
期
派
遣
は
修
学
旅
行
。
長
期
派
遣
の
ほ
う
が
短
期
派
遣
よ
り

効
果
が
あ
る
」

　

し
ば
し
ば
、
大
学
内
ま
た
社
会
で
、
こ
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
、

特
に
長
期
留
学
を
経
験
し
た
方
々
か
ら
、
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
。

　

派
遣
ま
た
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
学
生
引
率
な
ど
、

現
在
学
生
に
接
し
て
い
る
方
々
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
コ
メ
ン
ト
が

間
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
全
面
的
に
正
し
い
わ
け
で
も

な
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
。
し
か
し
な

が
ら
、「
学
生
を
短
期
で
も
派
遣
す
れ
ば
、
異
文
化
受
容
性
、
ま
た

専
門
科
目
、
語
学
に
対
す
る
態
度
も
変
わ
る
」
と
い
う
担
当
教
職

員
の
個
人
的
な
印
象
に
基
づ
い
て
、
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
特
に
短

期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
擁
護
す
る
議
論
を
行
う
こ
と
は
不
毛
な
こ

と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
も
っ
と
も
前
記
の
よ
う
な
学
内
外
の
コ

メ
ン
ト
も
個
人
の
感
想
で
し
か
な
い
が
）。

　

こ
れ
ら
の
議
論
双
方
に
共
通
す
る
問
題
点
は
、
客
観
的
な
デ
ー

タ
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
他
方
、
学
内
ま
た
社
会
に

対
し
て
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を
証
明
す
る
責
任
は
、
予
算・

リ
ソ
ー
ス
な
ど
を
確
保
す
る
と
い
う
点
を
考
え
る
と
、
当
該
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
側
に
あ
る
。
全
て
の
大
学
に
お
い
て
共
通
す

る
で
あ
ろ
う
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
て
、
広
島
大
学
で
は
留
学

に
参
加
す
る
学
生
、
ま
た
比
較
す
る
た
め
に
全
学
生
を
対
象
と
し

て
、
語
学
力
と
情
動
的・

心
理
的
変
化
を
測
定
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
効
果
の
評
価
を
行
い
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

小
特
集

海
外
留
学
体
験
の
効
果
測
定
に
対
す
る
取
り
組
み
―
海
外
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に

―

留
学
体
験
の
客
観
的
測
定
―
Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
を
用
い
て

―西
谷 

元
●
広
島
大
学
副
理
事
、
社
会
科
学
研
究
科
教
授
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２　
短
期
留
学
に
よ
る
語
学
力
の
向
上

　

広
島
大
学
で
は
、
入
学
直
後
の
５
月
に
全
学
生
を
対
象
と
し
て

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ 
Ｌ
＆
Ｒ
を
実
施
し
、
卒
業
ま
で
に
再
度
指
定
受
験
を

課
し
て
い
る
。
ま
た
、
無
料
の
希
望
受
験
制
度
も
整
備
し
、
毎
年

全
学
生
約
１
万
５
０
０
０
人
の
３
分
の
２
に
相
当
す
る
約
９
０
０

０
人
に
受
験
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
２
週
間
の
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
た
学
生
と
、
非
参
加
学
生
を
比
較
し
、
差
の
差
の
推
定
（
Ｄ

Ｉ
Ｄ
）
ま
たA

badie

（
２
０
０
５
）
で
提
案
さ
れ
た
傾
向
ス
コ
ア

を
用
い
た
Ｄ
Ｉ
Ｄ
の
補
正
も
行
っ
た
（
川
田・

西
谷goo.

gl/5C1hRY

）。
推
計
の
結
果
、
２
週
間
の
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
た
学
生
は
、
非
参
加
学
生
と
比
べ
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス
コ
ア

が
大
き
く
伸
び
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
Ｄ
Ｉ
Ｄ
に
よ
る
短
期

派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
因
果
効
果
推
定
量
は
１
年
間
で
44・
３
点
の

改
善
と
な
っ
た
。
ま
た
傾
向
ス
コ
ア
を
用
い
た
補
正
を
か
け
た
因

果
効
果
推
定
量
は
39
点
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
統
計
的
に
も
有
意

な
値
を
示
し
た
。

　

２
週
間
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
期
間
を
考
慮
す
る
と
、
派
遣
時

に
行
わ
れ
た
授
業
の
み
の
効
果
と
し
て
語
学
力
が
向
上
す
る
の
で

は
な
く
、
派
遣
を
契
機
と
し
て
伸
び
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
広
島
大
学
で
は
、
４
年
ま
た
は
６
年
の
在
学

期
間
に
お
け
る
語
学
力
向
上
の
推
移
を
可
視
化
す
る
た
め
、
全
学

生
に
個
人
別
到
達
期
待
値
を
設
定
し
た
。
各
学
生
の
入
学
時
の
英

語
力
を
基
準
と
し
て
、
卒
業
ま
で
の
半
年
ご
と
に
到
達
す
る
目
標

と
し
て
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ 

Ｌ
＆
Ｒ
の
得
点
を
大
学
が
各
学
生
に
設
定

し
た
。
学
生
は
語
学
力
の
向
上
を
学
生
情
報
シ
ス
テ
ム
上
の
成
績

欄
で
常
に
確
認
で
き
る
と

と
も
に
、
チ
ュ
ー
タ
ー
も

参
照
す
る
こ
と
が
で
き
、

指
導
に
活
用
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。
グ
ラ
フ

に
は
、
同
時
に
、
就
職・

大
学
院
受
験
の
時
期
な
ど

の
タ
イ
ム
ス
パ
ン
、
留
学

の
た
め
に
必
要
な
語
学

力
、
あ
る
い
は
勉
強
方
法

な
ど
も
表
示
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
統
計
、
教
育
、

語
学
、
行
動
経
済
学
の
各

専
門
家
が
、
海
外
派
遣
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
含
む
さ
ま
ざ

図表１　個人別到達期待値
1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

725 750 775
800 820 840900

800

700

600

500

400

300

200

100

0

860 880

就
職
活
動

大
学
院
入
試

学
部
卒
業

留学に必要な語学力=TOEIC730留学に必要な語学力=TOEIC730

あなたの実際の
リーディングスコア

あなたの英語到達期待値

期待値の平均
（学科）

あなたの実際の
リスニングスコア
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ま
な
取
り
組
み
と
語
学
力
向
上
の
関
係
、
ま
た
以
下
に
述
べ
る
Ｂ

Ｅ
Ｖ
Ｉ
ス
コ
ア
と
の
相
関
の
分
析
を
開
始
し
て
い
る
。

３　
留
学
に
よ
る
情
動
的・

心
理
的
変
化
の
測
定

　

海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
語
学
力
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、

学
生
の
情
動
面
な
ど
内
面
的
成
長
も
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
。

⑴　

な
や
み

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
満
足
度
調
査
、
学
生
に
よ
る
主
観
的
評
価

と
い
っ
た
間
接
評
価
、
あ
る
い
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
の
み
の
評

価
で
は
、
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
学
生
の
変
化
を
客
観
的
に
把

握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

自
己
評
価
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
は
、

個
々
の
学
生
の
気
付
き
を
促
す
効
果
が
期
待
で
き
る
。
他
方
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
質
問
項
目
に
よ
っ
て
は
、
質
問
自
体
に
価
値
判
断
が

含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
回
答
に
バ
イ
ア
ス
が
生
じ
る
恐
れ

が
あ
る
。
ま
た
、
自
己
評
価
の
問
題
点
と
し
て
は
、
変
化
の
程
度

を
他
者
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
多
数
の
学
生
ま
た
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
対
象
と
し

て
、
こ
の
よ
う
な
測
定・

評
価
、
評
価
に
基
づ
く
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
行

お
う
と
す
る
場
合
、
調
査
の
実
施・

分
析
に
ど
れ
だ
け
の
時
間・

コ
ス
ト
が
か
か
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
測
定
手
段
を
選
択
す
る

際
の
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
（
現
在
、
広
島
大
学
で
は
全
１

年
生
約
２
５
０
０
名
、
派
遣
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
約
１

０
０
０
名
を
対
象
に
Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
を
実
施
）。

　

そ
の
た
め
広
島
大
学
で
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
を
導
入
し
、
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
受
け
入
れ・

派
遣
）
の
効
果
測
定
と
評
価
を
行
う
こ
と

と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
生
自
身
に
よ
る
主
観

的・

間
接
的
評
価
で
は
な
く
、留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、学
生
の
国
際

感
覚
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
化
な
ど
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た

か
の
、
客
観
的・

直
接
的
評
価
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

⑵　

Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
で
何
が
測
定
で
き
る
か

　

Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
は
、
数
十
年
か
け
て
培
わ
れ
たEquilintegration

理
論
ま
た
Ｅ
Ｉ
セ
ル
フ
に
基
づ
く
直
接
評
価
テ
ス
ト
で
、
人
の
心

理
構
造
の
中
核
部
分
（
欲
求・

自
己
）
か
ら
、
批
判
的
思
考
、
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
、
異
文
化
受
容
性
ま
で
幅
広
く
か
つ
包
括
的
な
測
定

を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
北
米
で
は
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
、

パ
デ
ュ
ー
大
学
な
ど
約
60
の
高
等
教
育
機
関
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

国
内
の
私
立
大
学
で
は
、
す
で
に
龍
谷
大
学
、
関
西
大
学
が
利
用

し
て
お
り
、
上
智
大
学
で
も
本
年
度
の
導
入
が
決
定
し
て
い
る
。

　

Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
は
、
心
理
測
定
学
の
基
準
お
よ
び
手
続
き
に
基
づ
い

て
、
１
９
９
０
年
代
初
頭
に
米
国
で
開
発
が
開
始
さ
れ
た
テ
ス
ト

で
、
日
本
人
学
生
の
デ
ー
タ
も
含
め
て
こ
れ
ま
で
数
万
件
の
デ
ー
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タ
を
対
象
に
７
回
の
因
子
分
析
が
実
施
さ
れ
た
。
質
問
項
目
を
絞

り
込
む
と
と
も
に
、
理
論
と
統
計
デ
ー
タ
と
の
整
合
性
を
取
り
つ

つ
開
発
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
能
力
な
ど
を
客
観
的
に
測
定
す

る
場
合
の
問
題
点
と
し
て
、
あ
る
程
度
社
会
性
の
あ
る
人
で
あ
れ

ば
、
自
分
に
そ
の
能
力
が
あ
る
か
ど
う
か
と
は
関
係
な
く
、
社
会

的
な
価
値
観
に
基
づ
い
て
回
答
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
排
除
す
る
た
め
、
Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
の

質
問
項
目
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
関
す
る
表
現
ま
た
文
化
的
バ

イ
ア
ス
を
排
除
す
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
利
用
が
可
能
で
あ
り

（
所
要
時
間
20
～
30
分
）、
日
本
語
版
：http://w

w
w

.bevi-j.
com

/

、
英
語
版
：http://w

w
w

.bevi-s.com
/

の
双
方
が
利
用
で

き
る
。
背
景
情
報
に
関
す
る
質
問
項
目
、
信
条・
価
値
観・

世
界

観
に
関
す
る
質
問
項
目
、
お
よ
び
三
つ
の
質
的
な
「
経
験
に
対
す

る
内
省
的
」
質
問
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
回
答
デ
ー
タ
は
自

動
的
に
統
計
処
理
が
行
わ
れ
、Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
ツ
ー
ルhttp://w

w
w

.
bevi-adm

in.com
/

か
ら
30
以
上
の
視
点
（
留
学
前
後
の
変
化
、

グ
ル
ー
プ
内
の
分
布
、
性
別・

留
学
な
ど
へ
の
関
心
度
別
な
ど
）

の
分
析
結
果
を
即
座
に
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

⑶　

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
前

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
前
の
グ
ル
ー
プ
の
全
体
的
な
傾
向
の
例
を
次

頁
に
示
す
。

　

約
２
倍
の
応
募
者
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ

ム
Ａ
の
学
生
グ
ル
ー
プ
（
図
表
２
）
と
比
較
し
て
も
、
長
期
留
学

に
派
遣
さ
れ
る
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｂ
の
学
生
グ
ル
ー
プ
（
図
表
３
）

は
、
異
文
化
受
容
性
に
関
す
る
15
、
17
の
尺
度
が
既
に
高
い
数
値

を
示
し
て
い
る
。
他
方
、
尺
度
全
体
に
つ
い
て
は
、
双
方
の
グ
ル
ー

プ
共
に
、
ほ
ぼ
同
じ
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
人

学
生
（
図
表
２
お
よ
び
３
）
と
外
国
人
学
生
（
図
表
４
お
よ
び
５
）

の
比
較
か
ら
は
、
日
本
人
学
生
の
ス
コ
ア
の
パ
タ
ー
ン
が
こ
れ
ら

の
学
生
と
は
全
く
異
な
り
、
出
身
国
に
よ
っ
て
も
パ
タ
ー
ン
が
異

な
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
。

　

Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
は
、
こ
の
よ
う
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始
さ
れ
る
前

に
、
当
該
グ
ル
ー
プ
が
ど
の
よ
う
な
学
生
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の

か
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

始
前
の
学
生
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
た
め
、
以
下
に
示
す
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
の
変
化
を
示
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

⑷　

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
後
の
変
化

　

２
週
間
の
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ａ
）
の

後
、
学
生
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
示
す
グ
ラ
フ
（
図
表

６
）
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
前
（
Ｔ
１
）
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
（
Ｔ
２
）
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に
お
い
て
、
15
、
17
の
尺
度
で
ス
コ
ア
が
上
昇

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

他
方
、
別
の
２
週
間
の
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ

ム
Ｅ
の
例
（
図
表
７
）
で
は
、Ecological Res-

onance

は
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
が
、
他
の
ス

コ
ア
が
下
降
し
て
お
り
、
こ
の
派
遣
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
は
、
異
文
化
受
容
性
の
分
野
で
、
何
ら
か

の
問
題
が
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
使
用
し
た
グ
ラ
フ
は
、
グ
ル
ー
プ

全
体
の
平
均
ス
コ
ア
を
示
し
て
い
る
た
め
、
グ

ル
ー
プ
内
で
の
学
生
の
ス
コ
ア
分
布
が
不
明
で

あ
り
、
ま
た
平
均
で
あ
る
た
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
前

後
の
変
化
が
相
殺
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

図
表
８
の
グ
ラ
フ
は
、
異
文
化
受
容
性
な
ど
を

基
準
と
し
て
、グ
ル
ー
プ
を
下
位
30
％
、中
位
40 

％
、上
位
30
％
の
サ
ブ・

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
こ

れ
ら
の
サ
ブ・

グ
ル
ー
プ
が
17
の
尺
度
に
お
い

て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
示
し
て
い
る
。

　

図
表
６
と
図
表
８
は
同
じ
短
期
派
遣
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
全
体
と
し

て
ス
コ
ア
が
上
昇
し
て
い
る
と
と
も
に
、
最
も

図表２　派遣プログラムＡ
　　　　　　　（日本人学生１年生短期）

図表４　受け入れプログラムＣ

図表３　派遣プログラムＢ
　　　　（日本人学生長期）

図表５　受け入れプログラムＤ

0 20 40 60 80 100

17. Global Resonance
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準
備
の
で
き
て
い
な
か
っ
た
下
位
グ
ル
ー
プ
に
、
大
き
な
変
化
を

生
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑸　

Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
を
実
施
し
た
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実

　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
多
く
の
分
析
か
ら
、
そ
の
多
く
は
常
識

的
で
は
あ
る
が
、
以
下
の
こ
と
を
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・

短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
学
生
は
変
化
す
る

・
�

異
文
化
受
容
性
な
ど
が
低
い
学
生
ほ
ど
変
化
が
生
じ
や
す
い

・
�

異
文
化
受
容
性
な
ど
が
既
に
高
い
学
生
（
長
期
派
遣
に
選
抜
さ

れ
る
学
生
、
帰
国
子
女
）
は
変
化
が
小
さ
い
傾
向

・
�

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作
ら
れ
た
目
的
（
語
学
、
異
文
化
理
解
、

専
門
教
育
、
研
究
）
と
学
生
（
文
系
学
生
と
理
系
学
生
）
に
よ

り
変
化
の
傾
向
が
異
な
る

お
わ
り
に

　

Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
は
、
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
学
生
の
学

修
成
果
を
可
視
化
す
る
の
に
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え

る
。
Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
の
利
用
は
、
単
に
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
分
析・

評
価
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
長
期
派
遣
中
の
学
生
グ
ル
ー

プ
の
モ
ニ
タ
ー
、
帰
国
後
数
ヶ
月
を
経
た
後
の
振
り
返
り
も
含
む

Ｔ
３
で
の
使
用
、
海
外
学
生
と
日
本
人
学
生
を
対
象
と
し
た
受
け

入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

現
在
で
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
以
外
に
も
、
Ｉ
Ｄ
Ｉ
（Intercultural 

D
evelopm

ent Inventory

）
を
始
め
多
数
の
ツ
ー
ル
が
利
用
で

き
、
客
観
的
な
効
果
測
定
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ツ
ー
ル

を
用
い
た
多
様
な
測
定
、
学
生
の
学
修
成
果
の
可
視
化
、
そ
れ
に

基
づ
くT

ransform
ative Learning

と
し
て
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
評
価
、
ま
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
実
施
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。�

図表６　派遣プログラムＡ前後の比較

図表７　派遣プログラムＥ前後の比較

図表８　派遣プログラムＡ前後の比較（サブ・グループ別）
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は
じ
め
に

　

立
教
大
学
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
（
以
下
、
Ｃ
Ｉ

Ｃ
）
は
、
変
化
を
続
け
る
世
界
の
中
で
、
複
数
の
視
点
か
ら
も
の

ご
と
を
考
え
、
柔
軟
な
思
考
力
を
も
っ
て
実
践
的
に
問
題
と
向
き

合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
様
で
「
異
な
る
」
他
者
と
共
生
し
、
持

続
可
能
な
未
来
を
創
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
２
０
０
８
年
に
設
置
さ
れ
た
新
し
い
学
部
で
あ
る
。

学
部
開
設
以
来
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、「
知
識
と
実
践

の
往
還
」、「
自
ら
が
考
え
行
動
す
る
」
と
い
う
視
点
を
意
識
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
し
て
お
り
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ

ま
な
現
場
で
展
開
す
る
科
目
を
数
多
く
学
生
に
提
供
し
て
い
る
。

１　
正
課
と
し
て
の「
海
外
留
学
研
修
」

　
「
海
外
留
学
研
修
」
は
、
原
則
と
し
て
全
て
の
学
生
が
２
年
次
の

秋
学
期
に
履
修
す
る
科
目
で
あ
り
、
参
加
学
生
は
、
半
期
か
ら
１

年
、
海
外
の
大
学
で
そ
れ
ぞ
れ
が
選
択
し
た
科
目
を
履
修
し
な
が

ら
、
学
部
か
ら
の
課
題
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
単
位
を
修
得
す

る
。
こ
の
科
目
は
、
い
わ
ゆ
る
「
留
学
」
で
は
な
い
た
め
、
留
学

先
の
大
学
で
単
位
を
修
得
し
た
と
し
て
も
、
学
部
の
課
題
を
提
出

し
な
け
れ
ば
、
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、

「
海
外
留
学
研
修
」
は
「
留
学
」
で
は
な
く
、
留
学
前
ま
で
の
学
び

を
現
場
で
自
分
の
「
知
」
に
す
る
た
め
に
学
部
が
位
置
付
け
た
正

課
の
「
科
目
」
な
の
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｉ
Ｃ
が
、「
海
外
留
学
研
修
」
を
２
年
次
秋
学
期
に
置
い
て
い

る
の
は
、
３
年
次
、
４
年
次
に
お
け
る
個
々
の
学
生
の
学
び
を
有

意
義
な
も
の
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｃ
に
は
、「
言
語
」「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
通
訳・

翻
訳
」「
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
」
と
い
う
四
つ
の
領
域
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
学
生
は

３
年
次
に
そ
の
中
か
ら
一
つ
の
領
域
を
選
択
し
て
関
連
す
る
科
目

小
特
集

海
外
留
学
体
験
の
効
果
測
定
に
対
す
る
取
り
組
み
―
海
外
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に

―

目
的
を
明
確
化
し
た
効
果
測
定
を
目
指
し
て

池
田 

伸
子
●
立
教
大
学
副
総
長
（
国
際
化
推
進
担
当
）、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
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を
履
修
す
る
と
と
も
に
、
卒
業
研
究
を
完
成
さ
せ
て
い
く
。
い
わ

ゆ
る
、
学
部
内
のLate Specialization

で
あ
る
。
卒
業
時
に
個
々

の
学
生
が
Ｃ
Ｉ
Ｃ
で
の
４
年
間
に
充
実
感・

満
足
感・

達
成
感
を

持
て
る
か
ど
う
か
は
、
３
年
次
に
自
分
が
本
当
に
学
び
た
い
領
域

を
選
択
で
き
た
か
ど
う
か
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
た
め
、
学
生

に
と
っ
て
領
域
の
選
択
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
履
修

要
項
や
履
修
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
そ
れ
を
学
生
に
伝
え
る
だ
け
で
は
、

学
生
を
自
ら
主
体
的
に
考
え
た
履
修
行
動
に
導
く
こ
と
は
難
し
い
。

そ
こ
で
、
１
年
次
か
ら
２
年
次
春
学
期
ま
で
の
学
び
を
振
り
返
り
、

自
分
の
興
味
は
ど
の
方
向
に
向
い
て
い
る
の
か
を
考
え
る
た
め
の

科
目
と
し
て
「
海
外
留
学
研
修
」
を
設
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
海
外
留
学
研
修
」
の
目
的
を
達
成
さ
せ
る
た
め

に
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
で
は
１
年
次
か
ら
２
年
次
春
学
期
に
必
要
な
科
目
を

置
い
て
い
る
。
ま
ず
、
入
学
時
の
学
生
の
多
く
は
Ｃ
Ｉ
Ｃ
で
何
が

学
べ
る
の
か
を
明
確
に
認
識
し
て
い
な
い
た
め
、
１
年
次
に
「
言

語・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
入
門
」、「
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
研
究
入
門
」
と
い
う
科
目
を
設
置
し
、
学
部
で
学
べ
る

領
域
に
つ
い
て
の
理
解
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、「
海
外
留
学
研

修
」
は
「
留
学
」
で
は
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
理
解
さ
せ
、
Ｃ
Ｉ

Ｃ
で
の
４
年
間
の
学
び
を
具
体
的
に
デ
ザ
イ
ン
さ
せ
る
た
め
に
、

「College Life Planning

」
と
い
う
科
目
を
置
き
、「
海
外
留
学
」

が
学
生
の
目
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

科
目
の
目
的
が
い
わ
ゆ
る
「
留
学
」
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ

と
、
３
年
次
以
降
の
科
目
履
修
や
卒
業
研
究
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
伝
え
、
学
生
が
科
目
の
目
的
を
理
解
し
た
状

態
で
「
海
外
留
学
研
修
」
を
履
修
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
参
加
学
生
の
多
く
は
、
い
わ
ゆ
る
「
語
学
」
科
目
を
履
修
す

る
形
態
で
は
な
く
、
海
外
の
大
学
の
専
門
科
目
を
履
修
す
る
形
態

で
「
海
外
留
学
研
修
」
を
履
修
す
る
（
２
０
１
８
年
度
は
、
78
％

が
専
門
科
目
履
修
、
22
％
が
語
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
）
た
め
、
海

外
の
個
々
の
大
学
で
学
べ
る
科
目
に
つ
い
て
の
事
前
学
習
な
ど
も

「College Life Planning

」
の
中
で
行
い
、
海
外
で
学
ん
だ
こ
と

と
帰
国
後
の
Ｃ
Ｉ
Ｃ
で
の
学
び
を
よ
り
強
く
意
識
さ
せ
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

２　
「
海
外
留
学
研
修
」の
効
果
を
ど
う
測
る
か

　

Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
正
課
科
目
で
あ
る
「
海
外
留
学
研
修
」
の
効
果
を
ど

う
測
る
か
に
あ
た
っ
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
が
大
切
に
し
た
の
は
、「
何
の
た

め
に
」「
何
を
測
定
す
る
か
」
と
い
う
２
点
で
あ
る
。
ま
ず
、「
何

の
た
め
に
」
効
果
を
測
る
か
、
つ
ま
り
効
果
測
定
の
目
的
に
つ
い

て
は
、
①
参
加
学
生
が
科
目
の
目
標
を
達
成
し
た
か
ど
う
か
を
評

価
す
る
た
め
、
②
「
海
外
留
学
研
修
」
の
科
目
の
改
善
、
と
い
う
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二
つ
を
設
定
し
た
。
そ
し
て
、「
何
を
測
定
す
る
か
」
に
つ
い
て

は
、
科
目
の
学
習
目
標
に
焦
点
を
合
わ
せ
、「
個
々
の
学
生
が
海
外

留
学
研
修
で
の
学
び
を
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
履
修
に
関
連
付
け
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
か
」
を
測
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
「
留
学
」
の
場
合
、
個
々
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
（
語
学
中

心
な
の
か
、
職
業
体
験
な
の
か
、
大
学
の
専
門
科
目
履
修
な
の
か
）

や
派
遣
先
（
日
本
と
生
活
環
境
が
似
て
い
る
場
所
な
の
か
、
全
く

異
な
る
環
境
な
の
か
）、
さ
ら
に
は
滞
在
形
態
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な

の
か
寮
な
の
か
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
た
学
生
の
「
学
び
」
は
何
で
あ
る
の
か
を
明
確
に
し
た
上

で
、
何
の
た
め
に
何
を
測
定
す
る
か
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
「
留
学
」
の
場
合
、
個
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
す
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
、
そ
の
効
果
を
外

国
語
能
力
の
伸
び
、
異
文
化
適
応
能
力
な
ど
の
観
点
か
ら
測
ろ
う

と
す
る
こ
と
が
多
く
、
前
者
の
場
合
は
外
国
語
の
外
部
試
験
の
ス

コ
ア
、
後
者
の
場
合
は
ア
ン
ケ
ー
ト
や
当
該
の
測
定
ス
ケ
ー
ル
が

用
い
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
が
外
国
語

能
力
の
向
上
や
異
文
化
適
応
能
力
の
習
得
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ

う
し
た
効
果
測
定
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
に
何
の
問
題
も
な
い
。

し
か
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
「
海
外
留
学
研
修
」
の
目
的
は
、
参
加
学
生

が
海
外
の
大
学
の
授
業
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
や
、
海
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
経
験
し
た
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
３
年
次
以
降
の
履

修
に
結
び
付
け
、
さ
ら
に
実
際
の
履
修
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
外
国
語
能
力
の
伸
び
や
異
文

化
適
応
能
力
な
ど
は
あ
く
ま
で
も
副
次
的
な
効
果
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
で
は
科
目
の
学
習
目
標
と
関
連
さ

せ
た
形
で
効
果
を
測
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
単
に
効
果
を
測
定
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
効
果
測
定
そ

の
も
の
が
「
学
び
」
に
つ
な
が
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
す
る
形
式
で
は
な
く
、
半
日
を
か

け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
効
果
の
測
定
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｃ
が
現
在
の
形
式
の
効
果
測
定
に
至
っ
た
の
は
、
前
述
し
た

効
果
測
定
の
目
的
の
②
「
海
外
留
学
研
修
」
の
改
善
を
経
た
結
果

で
あ
る
。「
海
外
留
学
研
修
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
当
時
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
で

は
学
生
に
海
外
か
ら
「
留
学
先
の
言
語
で
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
」
や

「
海
外
体
験
を
通
し
た
学
び
に
つ
い
て
日
本
語
で
書
い
た
レ
ポ
ー

ト
」
を
提
出
さ
せ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
と
い
う
形
で

効
果
を
測
定
し
て
い
た
。
こ
の
場
合
、
学
生
は
留
学
先
か
ら
レ
ポ
ー

ト
を
送
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
と
い
う
形
式
で
あ
る
た
め
、

効
果
測
定
に
Ｃ
Ｉ
Ｃ
が
深
く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
Ｃ
Ｉ
Ｃ

が
個
々
の
学
生
に
「
海
外
留
学
研
修
」
の
目
的
を
再
度
伝
え
た
り
、

Ｃ
Ｉ
Ｃ
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
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な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、「
海
外
留
学
研
修
」
に
参
加
し
た
学

生
の
学
び
は
、「
自
分
の
外
国
語
能
力
の
不
十
分
さ
へ
の
気
付
き
」、

「
自
分
か
ら
積
極
的
に
相
手
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
へ
の

気
付
き
」
な
ど
、
語
学
や
異
文
化
体
験
に
関
連
す
る
も
の
に
集
中

し
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
が
意
図
し
た
「
３
年
次
以
降
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
で
何
を
学
ぶ

か
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
関
連
す
る
学
び
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で

き
た
学
生
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、「
海
外
留
学
研
修
」

の
学
習
目
標
達
成
に
結
び
付
け
る
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
担

当
教
員
が
検
討
し
、
学
び
を
通
し
た
効
果
測
定
と
い
う
形
式
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。

３　
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
形
式
を
用
い
た
効
果
測
定

　

Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
「
海
外
留
学
研
修
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
①
海
外

で
の
自
分
の
生
活
を
振
り
返
る
、
②
海
外
で
の
経
験
の
中
か
ら
最

も
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
か
っ
た
出
来
事
を
一
つ
選
び
、
ス
ト
ー
リ
ー

を
完
成
さ
せ
る
、
③
各
自
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
す

る
、
④
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
学
び
を
見
直
す
、
⑤
今
後
の
学
び
に
つ
い
て
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
、
と
い
う
流
れ
で
進
行
す
る
。「
海
外
留
学
研

修
」
か
ら
帰
国
し
た
学
生
が
一
堂
に
会
し
、
６
人
程
度
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
活
動
を
行
い
、
各
グ
ル
ー
プ
に
配
置
さ
れ
た
す
で

に
「
海
外
留
学
研
修
」
を
経
験
し
た
３
、
４
年
生
が
活
動
を
導
い

て
い
く
。

　

こ
の
活
動
の
中
で
最
も
重
要
な
の
は
、
②
の
ス
ト
ー
リ
ー
作
成

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
が
経
験
し
た
出
来
事
を
、
そ
の
出
来

事
に
至
る
経
緯
や
そ
の
と
き
の
状
況
、
心
情
な
ど
も
織
り
込
み
、

「
他
者
」
に
共
感
し
て
も
ら
え
る
（
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
）

ス
ト
ー
リ
ー
を
作
る
活
動
な
の
だ
が
、
一
人
一
人
の
学
生
が
し
っ

か
り
と
自
分
と
向
き
合
い
、
経
験
や
心
情
を
言
語
化
で
き
な
い
と
、

相
手
の
心
に
響
く
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
ら
な
い
。
い
ま
の
学
生
は
、

あ
る
意
味
「
器
用
」
な
の
で
、
個
々
の
経
験
を
上
手
に
プ
レ
ゼ
ン

す
る
こ
と
は
難
な
く
で
き
る
の
だ
が
、
単
な
る
事
実
の
羅
列
で
は

な
く
、「
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
」「
な
ぜ
そ
う
思
っ
た
の
か
」「
な

ぜ
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
の
か
」
な
ど
を
深
く
内
省
し
た
う
え
で
言

葉
を
絞
り
出
し
て
文
章
化
す
る
経
験
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。

「
箇
条
書
き
で
は
だ
め
で
す
か
？
」「
ポ
イ
ン
ト
だ
け
メ
モ
し
て
お

い
て
、
プ
レ
ゼ
ン
す
る
の
で
は
だ
め
で
す
か
？
」、
多
く
の
学
生
が

同
じ
質
問
を
投
げ
か
け
て
く
る
。
そ
ん
な
学
生
に
対
し
て
、
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
例
を
示
し
、
時
間
を
か
け
て
自
分
な
り
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
作
ら
せ
て
い
く
。
そ
の
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
海
外
留
学
研
修
」
で
の
学
び
を
個
々
の
学
生
が
し
っ
か
り
と

自
分
の
血
肉
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
学
生
が
自
分
の
学
び
を
言
語
化
し
、
自
分
の
血
肉
に

で
き
た
段
階
で
、
次
に
重
要
な
「
④
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
学
び
を
見
直
す
」

活
動
に
入
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
中
で
展
開
さ
れ
る
科
目
と
そ
の
概
要
を

読
み
、「
自
分
の
学
び
と
結
び
付
け
て
」
３
年
次
以
降
に
履
修
し
た

い
科
目
を
選
択
さ
せ
る
。
そ
の
際
に
、
た
だ
い
く
つ
か
の
科
目
を

選
ば
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
ど
の
部
分
が

そ
の
科
目
の
履
修
と
関
係
し
て
い
る
の
か
を
き
ち
ん
と
こ
と
ば
で

説
明
さ
せ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
う

ま
く
話
せ
な
か
っ
た
の
で
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
履
修
し

た
い
」
と
い
っ
た
よ
う
な
浅
い
関
連
付
け
を
指
摘
し
、
意
味
の
あ

る
科
目
履
修
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
「
④
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
学
び
を
見
直
す
」
活
動
を

導
入
す
る
こ
と
に
し
た
の
も
、「
海
外
留
学
研
修
」
の
改
善
を
目
指

し
た
か
ら
で
あ
る
。
導
入
以
前
は
、「
海
外
で
自
分
の
言
い
た
い
こ

と
が
言
え
な
か
っ
た
の
で
、
も
っ
と
外
国
語
科
目
が
履
修
し
た

い
」、「
教
室
に
い
ろ
い
ろ
な
背
景
の
学
生
が
い
た
の
で
多
文
化
共

生
を
履
修
し
た
い
」
な
ど
、
非
常
に
浅
い
内
容
が
多
か
っ
た
が
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
④
の
段
階
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

し
っ
か
り
と
自
分
の
学
び
（
ス
ト
ー
リ
ー
）
に
関
連
付
け
た
科
目

履
修
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、
前
述
し
た
①
か
ら
④
は
主
と
し

て
「
学
び
を
促
す
」
活
動
で
あ
り
、「
海
外
留
学
研
修
」
の
評
価

は
、
最
終
的
に
学
生
が
作
成
し
た
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
行
う
。
海

外
で
の
経
験
と
Ｃ
Ｉ
Ｃ
で
の
学
び
（
選
択
す
る
領
域
や
履
修
し
よ

う
と
す
る
科
目
）
と
の
関
連
性
が
明
確
で
、
一
貫
性
が
あ
り
、
表

面
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
が
評
価
の
基
準
と
な
り
、
教
員
が
２
、

３
名
で
評
価
を
実
施
す
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
学
生

か
ら
は
、
こ
の
活
動
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｉ
Ｃ
で
の
学
び
や
目
標
が
明
確

に
な
っ
た
と
い
う
意
見
が
多
数
聞
か
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
学
び
と

評
価
が
一
体
化
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
は
、
一
定
の
効
果
を

上
げ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
余
談
で
あ
る
が
、
こ
の
活
動
に
参
加

す
る
３
、
４
年
生
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
成
長
に
は
、
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
る
。「
海
外
留
学
研
修
」
の
効
果
を
測
定
す
る
と
い

う
こ
と
が
第
１
の
目
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
参
加
す
る
学
生
全
て

の
学
び
に
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
点
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の

大
き
な
利
点
で
あ
る
。

４　
よ
り
客
観
的
な
効
果
測
定
の
た
め
に

　

い
わ
ゆ
る
「
留
学
」
で
は
な
く
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
「
海
外
留
学
研
修
」
の
効
果
測
定
に

つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
今
後
は
、
さ
ら
に
客
観
的
な
効
果
測
定

を
行
っ
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
現
在
実
施
し
て
い
る
の
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は
、
学
生
の
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
を
用
い
た
効
果
測
定
で
あ
る
た
め
、

そ
れ
が
本
当
に
学
生
の
履
修
行
動
に
結
び
付
い
て
い
る
の
か
、
個
々

の
学
生
の
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
と
ど
の
よ
う
に
結
び
付
い
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

　

今
後
は
、
個
々
の
学
生
の
履
修
行
動
、
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
を

レ
ポ
ー
ト
に
関
連
さ
せ
た
調
査
を
実
施
し
、そ
の
結
果
を
「
海
外
留

学
研
修
」
の
さ
ら
な
る
改
善
に
結
び
付
け
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
の
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
海
外
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｃ
も
例
外
で
は
な
く
、「
海
外

留
学
研
修
」
以
外
に
も
「
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド・

ス
タ
デ
ィ
」、「
海

外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
な
ど
を
学
部
正
課
科
目
と
し
て
展
開
し

て
い
る
。
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
以
上
、
効
果
の
測
定
は

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、「
海
外
＝
外
国
語
能
力
、
異
文
化

適
応
能
力
」
の
よ
う
な
安
易
な
形
の
効
果
測
定
で
は
な
く
、
そ
の

海
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
何
な
の
か
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、

何
の
た
め
に
何
を
測
定
す
る
の
か
を
考
え
て
効
果
を
測
定
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
、
強
く
感
じ
て
い
る
。�
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は
じ
め
に

　

成
蹊
大
学
に
は
夏
期
ま
た
は
春
期
休
暇
中
に
約
１
ヵ
月
間
の
短

期
留
学
を
行
う
制
度
が
あ
り
、
現
在
は
九
つ
の
協
定
校
に
お
い
て
、

語
学
研
修
や
専
門
科
目
の
履
修
、
現
地
学
生
と
の
交
流
な
ど
が
可

能
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
、
中・

長

期
留
学
の
準
備
と
し
て
利
用
す
る
学
生
も
増
え
て
い
る
。
こ
う
し

た
背
景
か
ら
、
拙
論
「
海
外
語
学
短
期
留
学
の
効
果

―
学
生
の

言
語
的・

情
意
的
側
面
に
見
ら
れ
る
変
化

―
」（
２
０
１
４
年
、

林
千
賀
氏
（
成
蹊
大
学
）
と
共
著
）
で
は
、
協
定
校
の
一
つ
で
あ

る
英
国
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
で
の
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

測
定
を
目
的
と
し
て
、
参
加
学
生
の
言
語
面・

情
意
面
に
お
け
る

変
化
を
検
証
し
た
。
本
稿
で
は
当
該
論
文
の
結
果
か
ら
効
果
測
定

方
法
の
妥
当
性
を
検
証
し
、
短
期
留
学
効
果
測
定
研
究
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
手
法
が
望
ま
し
い
と
い
え
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

１　
効
果
測
定
手
法：量
的・

質
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
実
践

　

一
般
に
、
留
学
を
経
験
し
た
学
生
が
留
学
後
に
技
能
や
自
信
を

向
上
さ
せ
、
以
後
の
学
習
に
対
す
る
意
欲
を
高
め
る
傾
向
に
あ
る

と
い
う
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
効
果
が
短
期
留
学
に
お
い
て
も
見
込
め
る
の
か
と
い
う

点
に
お
い
て
は
研
究
者
間
で
意
見
が
分
か
れ
て
お
り
、
実
証
的
研

究
も
い
ま
だ
充
実
し
て
い
る
と
言
い
難
い
。
そ
こ
で
拙
論
で
は
、

留
学
前
後
の
学
生
の
言
語
面
お
よ
び
情
意
面
の
変
化
の
有
無
と
そ

の
内
容
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
に
把
握
す
る
た
め
に
測
定
手
法
と

し
て
量
的・

質
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
両
方
を
取
り
入
れ
た
。
効
果
測

定
に
定
量
的
方
法
の
み
を
用
い
る
場
合
、
各
数
値
の
意
味
や
背
景

要
因
に
つ
い
て
深
く
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
じ
数
値
で
表
さ

れ
た
各
学
生
の
〝
変
化
〟
の
具
体
的
な
内
容
は
、
質
的
調
査
に
よ
っ

て
の
み
、
よ
り
つ
ま
び
ら
か
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
。

小
特
集

海
外
留
学
体
験
の
効
果
測
定
に
対
す
る
取
り
組
み
―
海
外
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に

―

海
外
短
期
留
学
の
効
果
測
定
手
法
を
考
え
る
─
量
的・

質
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
用
性

鈴
木 

理
恵
●
慶
應
義
塾
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
特
任
講
師
（
２
０
１
８
年
３
月
ま
で
成
蹊
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
）
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２　
測
定
方
法
の
詳
細

　

調
査
対
象
は
成
蹊
大
学
の
学
生・

大
学
院
生
の
う
ち
、
２
０
１

１
年
度
夏
期
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
19
名
で
あ
る
。

学
生
は
１
家
庭
に
１
人
ず
つ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
形
式
で
大
学
近
辺

に
滞
在
し
、
午
前
に
英
語
の
授
業
２
コ
マ
、
午
後
に
英
語
の
授
業

１
コ
マ
を
受
講
す
る
ほ
か
、
授
業
に
関
連
し
た
学
外
活
動
（
例
：

街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
美
術
館
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
現
地

の
人
々
と
の
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
に
参
加
し
た
。
な
お
、
実

際
の
授
業
の
雰
囲
気
、
学
生
の
授
業
内
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
積

極
性
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
で
き
る
だ
け
直
接
把
握
す
る
た
め
、

授
業
担
当
者
の
同
意
を
得
て
４
回
分
の
授
業
の
録
画
を
行
っ
た
。

　

英
語
能
力
測
定
に
は
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
（Com

puterized A
ssess-

m
ent System

 for English Com
m

unication

：
㈱
教
育
測
定

研
究
所
）
を
用
い
た
。
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
日
常
生
活
、
学
校
生
活
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
場
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
４
分
野
【
語
彙
の
知
識
】【
表
現
の
知
識
】【
リ
ス

ニ
ン
グ
で
の
大
意
把
握
力
】【
具
体
情
報
の
聞
き
取
り
能
力
】
に

よ
っ
て
測
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
の
試
験
で
あ
る
。
テ
ス
ト

は
分
野
に
応
じ
た
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
て
お
り
、
各
セ
ク
シ
ョ

ン
は
２
５
０
点
配
点
で
合
計
１
０
０
０
点
満
点
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
採
用
は
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

測
定
を
目
的
と
し
、
か
つ
複
数
の
英
語
変
種
を
扱
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
英
語
で
や
り
と
り
す
る
場
合
に

必
要
な
英
語
力
を
学
生
が
ど
の
程
度
身
に
付
け
て
い
る
か
測
定
で

き
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

情
意
面
に
お
け
る
変
化
は
ア
ン
ケ
ー
ト
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
用

い
て
調
査
し
た
。
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
主
に
短
期
留
学
へ
の
思

い
や
英
語
学
習
状
況
の
現
状
に
関
し
て
、
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

主
に
英
語
学
習
状
況
や
学
習
意
欲
に
お
け
る
変
化
の
有
無
、
留
学

後
の
自
身
の
変
化
に
対
す
る
気
付
き
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
ま
た
両

ア
ン
ケ
ー
ト
に
共
通
し
て
、
英
語
能
力
「
リ
ス
ニ
ン
グ
（
Ｌ
）」

「
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
（
Ｓ
）」「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
Ｒ
）」「
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
（
Ｗ
）」
の
各
４
技
能
に
対
す
る
自
己
評
価
（
10
段
階
）、
異
文

化
へ
の
興
味
と
寛
容
度
、
自
分
の
考
え
を
相
手
に
伝
え
る
際
の
心

理
的
抵
抗
感
に
関
す
る
質
問
を
含
め
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
学
生

と
調
査
者
１
対
１
の
半
構
造
化
形
式
を
と
り
、
学
生
の
同
意
を
得

て
ビ
デ
オ
録
画
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
内
容
に
即
し
て
回
答

の
理
由
や
背
景
を
尋
ね
、
約
20
分
間
の
や
り
と
り
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
終
了
直
後
、
５
分
程
度
の
ス
ピ
ー
キ
ン

グ
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。
テ
ス
ト
は
自
己
紹
介
ス
ピ
ー
チ
と
調
査
者

と
の
簡
単
な
会
話
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
自
己
紹
介
ス
ピ
ー
チ
は
、
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事
前
調
査
で
は
留
学
先
で
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
へ
の
紹
介
時
、

事
後
調
査
で
は
次
回
、
海
外
に
出
る
時
に
、
そ
こ
で
出
会
う
人
々

へ
の
紹
介
時
を
想
定
さ
せ
た
。
適
当
な
紹
介
内
容
が
思
い
浮
か
ば

な
い
場
合
を
考
慮
し
、
幾
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
例
を
記
し
た
カ
ー
ド

を
見
せ
、
準
備
時
間
２
分
を
与
え
た
上
で
１
分
間
の
ス
ピ
ー
チ
を

行
わ
せ
た
。
会
話
テ
ス
ト
は
、
調
査
者
が
学
生
に
「
こ
れ
か
ら
数

分
間
英
語
で
会
話
し
ま
し
ょ
う
」
と
伝
え
た
後
、
今
回
の
留
学
に

関
連
し
た
質
問
を
英
語
で
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
や
り

と
り
が
約
２
分
間
続
く
よ
う
に
し
た
。
分
析
の
対
象
は
、
語
彙・

表
現・

文
法
の
正
確
さ
、
言
い
よ
ど
み
や
沈
黙
の
回
数
と
長
さ
、

話
の
内
容
の
深
さ
、
会
話
に
対
す
る
姿
勢
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、

本
テ
ス
ト
は
学
生
に
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
終
了
時
に
知
ら
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
事
前
準
備
の
余
地
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
た
。

３　
測
定
結
果
と
考
察

⑴　

言
語
面
に
お
け
る
変
化

　

参
加
学
生
の
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
を
留
学
前
後
で
比
較
し
た
結

果
、
全
体
の
平
均
点
は
事
前
テ
ス
ト
５
５
５
点
、
事
後
テ
ス
ト
５

７
９
点
と
な
り
、
こ
れ
を
t
検
定
（
対
応
あ
り・

両
側
検
定
）
と

効
果
量
r
に
よ
り
検
証
し
た
結
果
、
伸
び
は
有
意
傾
向
に
と
ど
ま
っ

た
（t=－1.89

（df=18

）, p<0.10, r=0.41

）。
た
だ
し
、
セ
ク
シ
ョ

ン
別
に
見
る
と
、
Ｓ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
３
【
リ
ス
ニ
ン
グ
で
の
大
意

把
握
力
】
に
お
い
て
平
均
点
が
１
４
７
点
か
ら
１
６
１
点
に
有
意

に
上
昇
し
た
（t=－2.698

（df=18

）, p<0.05, r=0.54

）。
す
な
わ

ち
、
留
学
後
の
学
生
の
リ
ス
ニ
ン
グ
力
に
は
一
定
の
肯
定
的
変
化

が
認
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。

　

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
の
結
果
の
質
的
分
析
か
ら
は
、
多
く
の

学
生
の
言
語
使
用
に
文
章
構
成
の
高
度
化
と
流
暢
さ
の
向
上
が
確

認
さ
れ
た
。
同
じ
学
生
の
留
学
前
後
の
自
己
紹
介
を
比
較
し
て
分

析
す
る
と
、
よ
り
豊
か
な
語
彙・

表
現
の
使
用
、
言
い
よ
ど
み
や

沈
黙
の
回
数
の
減
少
、
よ
り
長
い
一
文
の
使
用
、
ス
ピ
ー
チ
内
容

の
充
実
な
ど
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
途
中
ま
で
言
い
か
け
た
文
を

自
ら
修
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
法
的
間
違
い
を
回
避
す
る
行
為

や
、
間
違
い
な
が
ら
も
話
し
続
け
る
ス
タ
イ
ル
が
新
た
に
見
ら
れ

た
。
ス
ピ
ー
チ
自
体
の
文
法
的・

語
彙
的
向
上
に
加
え
、
英
語
で

話
す
こ
と
自
体
へ
の
姿
勢
、
文
法
的
な
間
違
い
へ
の
抵
抗
感
に
も

変
化
が
見
ら
れ
た
と
考
察
さ
れ
る
。

　

前
述
の
結
果
の
背
景
と
し
て
、
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
内
容

や
授
業
外
課
題
の
傾
向
、
お
よ
び
学
生
の
日
々
の
英
語
使
用
頻
度

と
場
面
の
種
類
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
伺
え
る
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
資
料
や
授
業
の
録
画
デ
ー
タ
か
ら
は
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ・

リ

ス
ニ
ン
グ
を
行
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
多
さ
が
確
認
で
き
た
。
ま
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た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
授
業
関
連
活
動

以
外
に
学
生
が
英
語
を
使
用
し
た
場
と
し
て
、
街
で
の
買
い
物
／

交
通
機
関
の
利
用
／
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
会
話
の
場
面
が
報

告
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
面
で
共
通
し
て
求
め
ら
れ
る
の
は
、

「
相
手
が
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
把
握
す
る
力
」
で
あ
る

と
同
時
に
「
相
手
に
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え
き
る
力
」
で
あ
り
、

こ
う
し
た
力
が
授
業
内
外
で
の
経
験
を
通
し
て
鍛
え
ら
れ
た
と
推

測
で
き
る
。

⑵　

情
意
面
に
お
け
る
変
化

　

参
加
学
生
は
英
語
能
力
全
般
（
特
に
産
出
的
技
能
）
へ
の
自
信

を
高
め
、
英
語
学
習
意
欲
を
よ
り
明
確
に
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
対
す
る
積
極
性
を
向
上
さ
せ
た
こ
と
が
ア
ン
ケ
ー
ト
と
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
か
ら
示
さ
れ
た
。

　

英
語
能
力
に
対
す
る
自
信
に
つ
い
て
は
、
各
技
能
の
ポ
イ
ン
ト

平
均
値
を
留
学
前
後
で
比
較
し
、
t
検
定
お
よ
び
効
果
量
r
に
よ

る
検
定
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
全
４
技
能
に
お
い
て
ポ
イ
ン
ト

の
上
昇
が
有
意
に
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
平
均
値
の
高

い
技
能
の
順
序
は
留
学
前
後
で
共
通
し
てL>R>W

>S

で
あ
り
、

変
化
が
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
事
前・

事
後
調
査
間

の
ポ
イ
ン
ト
差
の
大
き
な
順
はS>W

>L>R

で
あ
り
、
学
生
は
他

技
能
に
比
べ
て
自
信
が
低
か
っ
た
技
能
に
対
し
て
、
よ
り
自
信
を

高
め
た
と
い
え
る
。
具
体
的
に
は
、
事
前
調
査
で
の
ポ
イ
ン
ト
が

最
も
低
か
っ
た
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
は
１・

47
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
を
有

意
に
示
し
て
い
る
（t=－4.916, p<0.01, r=0.76

）。
次
に
ポ
イ
ン

ト
が
低
か
っ
た
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
も
、
１・

26
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
を

有
意
に
示
し
て
い
る
（t=－3.618, p<0.01, r=0.65

）。
こ
の
こ
と

は
、
参
加
学
生
が
自
分
の
産
出
的
技
能
に
対
す
る
自
信
の
低
さ
を
、

留
学
に
よ
っ
て
や
や
解
消
さ
せ
た
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
参
加
学
生
の
留
学
前
か
ら
の
英
語
学
習
意
欲
の
高
さ
と

英
語
産
出
的
技
能
へ
の
不
安
、
同
側
面
に
お
け
る
留
学
後
の
変
化

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
参
加
学
生
全

員
が
「
英
語
力
を
伸
ば
し
た
い
」
と
考
え
、
そ
の
多
く
が
こ
れ
を

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
理
由
の
一
つ
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

同
時
に
、
学
生
の
多
く
が
留
学
に
何
ら
か
の
不
安
を
抱
え
て
お
り
、

自
分
の
英
語
の
産
出
的
技
能
に
不
安
が
あ
る
と
答
え
た
者
が
最
も

多
か
っ
た
（
こ
れ
は
、
前
述
の
英
語
能
力
自
己
評
価
の
ポ
イ
ン
ト

値
傾
向
と
も
一
致
す
る
）。
た
だ
、
今
回
の
留
学
へ
の
期
待
と
し
て

は
「
新
し
い
経
験
が
で
き
そ
う
」
と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
、
こ

れ
に
「
英
語
力
が
つ
き
そ
う
」
と
い
う
回
答
が
続
い
た
。
つ
ま
り
、

参
加
学
生
は
普
段
か
ら
英
語
力
向
上
を
願
い
、
現
状
の
自
己
の
英
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語
力
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
不
安
を
感
じ
な
が
ら
も
、
新
し

い
経
験
の
獲
得
や
英
語
力
向
上
を
期
待
し
つ
つ
留
学
を
決
め
る
傾

向
に
あ
っ
た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
事
後
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
、
参
加
学
生
全
員
の
英
語
学
習
意
欲
が
変
化
し
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
自
己
の
英
語
力
不
足

へ
の
気
付
き
と
そ
れ
に
対
す
る
苛
立
ち
、
英
語
力
向
上
の
必
要
性

の
再
認
識
、
向
上
へ
の
願
望
の
高
ま
り
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
語

ら
れ
た
。
ま
た
、
英
語
力
向
上
の
た
め
、
多
く
の
学
生
が
留
学
後

に
明
確
な
目
的
を
も
っ
て
新
た
な
学
習
方
法
を
試
し
た
／
試
そ
う

と
し
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
全
般
に
対
す
る
積
極

性
が
向
上
し
て
い
る
様
子
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ

ス
ト
か
ら
観
察
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
事
後
調
査
に
お
け
る
自
己
紹

介
ス
ピ
ー
チ
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
よ
り
自
己
開
示
度
が
高

い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
聞
き
手
の
立
場
を
よ
り
意
識
し

た
構
成
の
ス
ピ
ー
チ
が
な
さ
れ
て
お
り
、
自
分
の
こ
と
を
相
手
に

分
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
垣
間
見
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
の
背
景
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
回
答
形

式
部
分
お
よ
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
英
語

を
話
す
こ
と
へ
の
抵
抗
の
減
少
が
あ
る
。
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
経
験
を
通
し
て
、
意
識
に
変

化
が
生
じ
た
過
程
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
た
。
第
二
に
、
知
ら

な
い
こ
と
を
人
に
尋
ね
る
場
合
の
羞
恥
心
の
減
少
が
あ
る
。
事
後

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
は
、
恥
ず
か
し
さ
を
恐
れ
ず
に
聞
い
て
み
た
経

験
を
通
し
て
、
よ
り
積
極
的
に
自
ら
情
報
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
言
葉
が
複
数
あ
っ
た
。
第
三
に
、
自
己
開
示
に
対
す
る

抵
抗
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
る
。
実
際
、
同
項
目
に
関
す
る
事
後
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
自
己
開
示
に
「
や
や
抵
抗
が
あ
る
」
を
選
ん
だ

学
生
が
減
少
し
、「
あ
ま
り
抵
抗
が
無
い
」
を
選
ん
だ
学
生
が
増
え

た
。
回
答
に
変
化
が
あ
っ
た
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
尋
ね
る

と
、
意
思
表
示
を
求
め
ら
れ
る
経
験
を
通
し
て
、
意
見
や
考
え
を

相
手
に
は
っ
き
り
と
伝
え
る
こ
と
の
重
要
性
に
気
付
き
、
自
ら
の

意
識
が
変
化
し
て
い
っ
た
過
程
を
詳
細
に
語
っ
た
。
第
四
に
、
物

事
に
対
す
る
自
主
性
の
芽
生
え
も
示
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

中
で
、あ
る
学
生
は
、留
学
環
境
を
「
ど
う
し
て
も
自
分
で
や
ら
な

き
ゃ
い
け
な
い
状
況
」
と
描
写
し
、
自
分
で
問
題
解
決
を
す
る
経

験
を
通
し
て
自
ら
積
極
的
に
動
く
境
地
に
達
し
た
経
緯
を
語
っ
た
。

　

以
上
、
当
該
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
は
学
生
の
言
語
面
に

若
干
の
、
そ
し
て
情
意
面
に
は
比
較
的
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し

た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
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４　
測
定
方
法
の
再
検
討

　

前
項
が
示
す
よ
う
に
、
留
学
の
効
果
を
複
数
の
方
法
を
用
い
て

詳
細
に
測
定
す
る
こ
と
は
、
学
生
の
変
化
を
よ
り
多
角
的
か
つ
深

く
知
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
特
に
、
選
択
回
答
形
式
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
で
明
ら
か
に
な
っ
た
詳
細
や
背
景
を
、
自
由
回
答

形
式
ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
自
分
の
言
葉
で
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

各
学
生
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
に
回
答
し
た
の
か
が
分
か
る
。
そ
の
意
味
で
、
量
的・

質
的
ア

プ
ロ
ー
チ
を
同
時
に
採
用
す
る
こ
と
は
、
留
学
の
効
果
検
証
に
は

不
可
欠
と
い
え
よ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
手
法
の
実
施
に
は
困
難
も
伴
う
。
ま

ず
、
本
調
査
が
調
査
対
象
者
数
の
少
な
さ
ゆ
え
に
可
能
で
あ
っ
た

こ
と
は
否
め
な
い
。
実
際
、
学
生
１
人
当
た
り
に
か
け
ら
れ
た
デ
ー

タ
収
集
時
間
だ
け
で
も
、
事
前・

事
後
調
査
合
わ
せ
て
４
時
間
に

及
ぶ
。
ま
た
、
一
日
に
全
て
の
調
査
を
行
う
こ
と
は
調
査
対
象
者

の
体
力
的・

精
神
的
負
担
が
大
き
く
、
ひ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
や

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
デ
ー
タ
の
精
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
。
質
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
効
果
測
定
に
取
り
込
む
場
合
に
、
調
査

対
象
者
が
増
え
れ
ば
測
定
結
果
の
一
般
性
が
上
が
る
可
能
性
は
見

込
め
る
一
方
で
、
調
査
や
分
析
に
は
莫
大
な
時
間
と
労
力
を
要
す

る
。
こ
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
調
査
者
数
を
増
や
せ
ば
、
例

え
ば
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
に
お
け
る
評
価
基
準
を
ど
の
よ
う
に

調
査
者
間
で
共
有
し
維
持
す
る
か
な
ど
、
方
法
上
の
新
た
な
問
題

も
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
情
意
面
に
お
け
る
変
化
を
意
識

調
査
の
形
式
に
よ
っ
て
定
量
的
手
法
の
み
で
測
定
す
れ
ば
、
結
果

は
表
面
的
な
レ
ベ
ル
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、「
留
学
」
の
ど
の
よ
う
な
要
素
が
学
生
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
の
か
、
学
生
本
人
が
認
識
し
て
い
る
と
は
限
ら
な 

い
。
調
査
者
が
事
前
に
影
響
関
係
要
因
を
可
能
な
限
り
想
定
し
、

そ
れ
を
ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
質
問
群
に
反
映
さ
せ
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
提
示
さ
れ
た
学
生
の
内
省
的
な
語
り
か
ら
実

際
の
関
係
要
因
と
判
断
で
き
る
も
の
を
抽
出
し
、
個
々
の
変
化
の

過
程
に
つ
い
て
分
析
を
重
ね
る

―
こ
の
よ
う
な
地
道
な
手
順
を

踏
ん
で
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
留
学
効
果
測
定
研
究
に
求
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
て
導
か
れ
た
質
的
結
果
と
言

語
面
に
お
け
る
変
化
と
の
相
関
分
析
を
進
め
た
り
、
導
か
れ
た
質

的
結
果
の
さ
ら
な
る
解
明
を
主
眼
と
し
て
次
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
調
整
し
て
い
く
な
ど
、
調
査
目
的
に

応
じ
た
量
的・
質
的
両
ア
プ
ロ
ー
チ
の
効
果
的
な
採
用
が
望
ま
れ

る
。�
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は
じ
め
に

　

一
般
財
団
法
人　

日
本
ス
タ
デ
ィ・
ア
ブ
ロ
ー
ド・

フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
（
以
下
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
は
、
海
外
で
活
躍
し
国
際
社
会
に

貢
献
す
る
日
本
人
を
育
成
す
る
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
下
、
世
界

12
カ
国
約
１
０
０
大
学
と
協
定
を
結
び
、
学
部
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
１
学
期
か
ら
１
学
年
間
の
ビ
ジ
テ
ィ
ン
グ・

ス
タ
デ
ィ
ア
ブ
ロ
ー

ド
）
を
企
画
し
、
設
立
以
来
数
多
く
の
大
学
生
を
海
外
協
定
大
学

へ
送
り
出
し
て
き
た
。
学
部
留
学
に
参
加
す
る
派
遣
生
に
つ
い
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
必
要
と
さ
れ
る
能
力
が
、
学
部
留
学
後
に
ど

の
程
度
備
わ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
の
か
を
測
定
す
べ
く
、
２
０
１

５
年
に
実
験
的
な
試
み
と
し
て
「
学
部
留
学
効
果
測
定
」
を
開
始
。

そ
の
後
、
２
年
間
の
派
遣
生
を
対
象
に
、
留
学
前・

留
学
後
の
自

己
評
価
の
変
化
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
必
要
な
資
質・

能
力
に
つ
い
て
、
例
え
ば�

※文
部
科
学
省
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
」
で
は
、「
広

い
視
野
に
立
っ
て
培
わ
れ
る
教
養
と
専
門
性
、
異
な
る
言
語
、
文

化
、
価
値
を
乗
り
越
え
て
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
と
協
調
性
、（
中
略
）
社
会
貢
献
の
意
識
な
ど
を
持
っ

た
人
間
」
と
定
義
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
提
言
を
踏
ま
え
、

当
団
体
の
考
え
る
学
部
留
学
の
教
育
的
効
果
な
ら
び
に
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
素
養
に
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
５
要
素
「
語
学
力
」「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
問
題
解
決
力
」

「
環
境
適
応
力
」
を
設
定
し
、
各
項
目
に
関
す
る
自
己
評
価
を
留
学

の
前
後
で
比
較
し
た
。

※�http://w
w
w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/shingi/chukyo/�

chukyo3/047/siryo/__icsFiles/afieldfile/2012/02/14/�
1316067_01.pdf

小
特
集

海
外
留
学
体
験
の
効
果
測
定
に
対
す
る
取
り
組
み
―
海
外
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に

―

学
部
留
学
効
果
測
定
─
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
お
け
る
学
部
留
学
の
効
果

吉
岡 

大
輔
●
一
般
財
団
法
人 

日
本
ス
タ
デ
ィ・

ア
ブ
ロ
ー
ド・

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

922018.5　大学時報



１　
効
果
測
定
方
法

　

下
図
の
と
お
り
５
要
素
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
設
問
化
し
、
次
の

よ
う
に
５
段
階
評
価
型
回
答
方
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
し
た
。

　

５
：
率
先
し
て
行
動
が
と
れ
る
、
と
れ
る
自
信
が
あ
る

　

４
：
あ
て
は
ま
る
、
自
信
が
あ
る

　

３
：
行
動
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
、
少
し
自
信
が
あ
る

　

２
：
場
合
に
よ
っ
て
あ
て
は
ま
る
が
、
自
信
は
あ
ま
り
な
い

　

１
：
あ
て
は
ま
ら
な
い

　

派
遣
生
に
は
、
留
学
の
前
後
に
ま
っ
た
く
同
じ
設
問
に
任
意
に

回
答
し
て
も
ら
い
、
留
学
前
後
の
自
己
評
価
を
集
計・

比
較
し
、

留
学
経
験
を
通
し
て
自
己
評
価
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
現
れ
た
か

を
分
析
し
た
。
ま
た
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
で
成
長
し
た
か

を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
留
学
後
に
特
に
派
遣
生
自
身

が
成
長
を
実
感
し
た
点
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
コ
メ
ン
ト
し
て
も

ら
っ
た
。

対
象
：�

Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
学
部
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
15
期
～
16
期
派
遣
生
（
２

０
１
５
年
春・

夏・

秋
派
遣
、
２
０
１
６
年
春・

夏
派
遣
）

有
効
回
答
者
数
：
１
４
９
名

留
学
先
：�

米
国
、
英
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア

2015-2016 学部留学効果測定結果

環境適応力

問題解決力

留学前（平均）

留学後（平均）

リーダーシップ

語学力コミュニケーション力

4.5

4.0

3.5

3.0

2.5

2.0
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各
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
協
定
大
学

留
学
期
間
：
１
学
期
～
１
学
年
間

２　
効
果
測
定
結
果

　

留
学
後
、
５
項
目
全
て
に
お
い
て
、
平
均
数
値
が
上
昇
し
た
。

ま
た
、
留
学
前
は
項
目
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
の
に
対
し
、

留
学
後
は
五
つ
の
能
力
要
素
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
整
っ
て
い
る
。「
語

学
力
」
は
平
均
２・

70
ポ
イ
ン
ト
か
ら
３・

79
ポ
イ
ン
ト
へ
飛
躍

的
に
上
昇
。
個
人
別
に
み
る
と
、
最
高
で
２・

75
ポ
イ
ン
ト
伸
び

た
派
遣
生
も
い
た
。「
留
学
当
初
に
あ
っ
た
、
発
言
す
る
前
に
英
文

を
考
え
て
か
ら
言
葉
に
す
る
と
い
う
過
程
が
無
く
な
っ
た
こ
と
を

実
感
す
る
」、「
授
業
に
お
い
て
も
、
春
よ
り
も
秋
の
ほ
う
が
先
生

の
言
っ
て
い
る
単
語
を
一
語
ず
つ
は
っ
き
り
と
聞
き
取
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」、「
リ
ス
ニ
ン
グ
力
は
留
学
当
初
と
比
べ
て
と
て
も
伸

び
た
と
感
じ
る
」
と
、
成
長
を
実
感
す
る
コ
メ
ン
ト
が
み
ら
れ
た
。

　

次
に
大
き
く
伸
び
た
項
目
は
環
境
適
応
力
で
あ
り
、
平
均
３・

51
か
ら
４・

35
に
上
昇
。
次
い
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が

平
均
３・

00
か
ら
３・

57
、
問
題
解
決
力
が
平
均
３・

09
か
ら
３・

80
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
平
均
３・

50
か
ら
４・

00
へ
と
そ
れ

ぞ
れ
上
昇
し
た
。
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
に
お
い
て

は
、「
米
国
に
来
て
か
ら
、
何
も
言
わ
な
い
で
も
相
手
は
理
解
し
て

く
れ
る
だ
ろ
う
、
言
わ
な
く
て
も
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
考

え
が
通
用
し
な
い
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
。
そ
こ
で
、
ど
ん

な
些
細
な
こ
と
で
も
自
分
の
考
え
や
意
見
を
し
っ
か
り
と
相
手
に

伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
改
め
て
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
」、「
初

対
面
の
人
で
も
壁
を
作
ら
ず
に
話
す
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
学
び
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
面
で
成
長
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
」
な
ど
、
成
長
を
実
感
す
る
コ
メ
ン
ト
が
多
く
み
ら
れ
た
。
ま

た
問
題
解
決
力
に
お
い
て
は
、「
い
ま
ま
で
親
元
を
離
れ
て
過
ご
し

た
こ
と
が
一
度
も
な
く
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
両
親
を
頼

れ
ば
な
ん
と
か
な
る
、
そ
ん
な
甘
い
生
活
を
20
年
間
過
ご
し
て
き

た
が
、
留
学
中
は
良
く
も
悪
く
も
自
分
次
第
。
何
を
す
る
に
し
て

も
自
分
の
意
思
や
決
断
力
が
と
て
も
大
切
だ
と
実
感
し
た
」
と
、

自
己
解
決
力
に
お
け
る
成
長
を
感
じ
る
派
遣
生
も
い
た
。
さ
ら
に
、

環
境
適
応
力
に
つ
い
て
は
「
自
分
の
い
ま
ま
で
生
活
し
て
き
た
環

境
が
ど
こ
に
行
っ
て
も
当
た
り
前
で
は
な
い
こ
と
を
実
際
に
体
験

で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
考
え
方
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
う
」、「
留
学
生
活
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
と
触
れ
合
っ
た
か

ら
こ
そ
、
自
分
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
し
、
価
値
観
の
違
い
や

文
化
の
違
い
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
、
学
部
留
学
を
通
じ

て
、
日
本
で
の
生
活
だ
け
で
は
得
ら
れ
に
く
い
で
あ
ろ
う
気
付
き

や
成
長
を
実
感
し
た
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
み
ら
れ
た
。

942018.5　大学時報



３　
今
後
の
課
題

　

当
効
果
測
定
に
よ
っ
て
、
学
部
留
学
は
、
今
回
測
定
し
た
５
要

素
の
自
己
評
価
に
お
い
て
一
定
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
結
果
は
あ
く
ま
で
派
遣
生
に
よ
る
主
観
的

評
価
で
あ
り
、
今
後
は
、
各
派
遣
生
に
つ
い
て
、
よ
り
長
期
的
で

客
観
的
な
効
果
測
定
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば

留
学
後
、
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
に
就
職
活
動
や
進
学
な
ど
の
進

路
決
定
に
結
び
付
い
た
の
か
、
ま
た
は
職
務
上・

研
究
上
の
能
力

へ
の
効
果
な
ど
を
統
計
的
に
調
べ
る
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
、
将

来
的
に
行
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
留
学
を
通
じ
て
、

地
球
規
模
の
視
点
で
競
争
的
か
つ
協
力
的
に
能
力
を
発
揮
で
き
る

人
材
を
ひ
と
り
で
も
多
く
輩
出
す
る
た
め
、
今
後
も
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
充
実
や
制
度
拡
充
に
努
め
た
い
。�

小特集●海外留学体験の効果測定に対する取り組み
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は
じ
め
に

　

文
部
科
学
省
大
学
入
学
者
選
抜
改
革
推
進
委
託
事
業
（
主
体
性

等
分
野
）
は
、
関
西
学
院
大
学
が
代
表
校
と
な
り
、
早
稲
田
大
学
、

同
志
社
大
学
、
立
命
館
大
学
、
関
西
大
学
、
大
阪
大
学
、
大
阪
教

育
大
学
、
神
戸
大
学
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
し
、「
主
体
性
を

も
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て
学
ぶ
態
度
」（
以
下
、
主
体
性

等
）
の
評
価
手
法
に
つ
い
て
調
査・

研
究・

開
発
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
委
託
事
業
の
成
果
目
標
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
「
主
体

性
等
」
の
評
価
尺
度・

基
準
の
開
発
、
も
う
一
つ
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
評
価
手
法
の
開
発
で
あ
る
。
今
回
は
、
後
者
の
評
価
手
法

の
ツ
ー
ル
と
し
て
開
発
し
た
「
高
大
接
続
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

JA
PA

N
 e-Portfolio

」（
以
下
、
Ｊ
ｅ
ｐ
）
を
活
用
し
た
入
学
者

選
抜
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

１　
一
般
選
抜
入
試
で「
主
体
性
等
」を
評
価
す
る�

　
～
成
果
の
評
価
を
中
心
に
～

　
「
主
体
性
等
」
の
評
価
は
、
面
接
、
集
団
討
議
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
評
価
手
法
を
活
用
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
が
、
志
願
者
が
多
い
一
般
選
抜
入
試
に
お
い
て
は
、
人
員・

費
用・

時
間
の
面
で
こ
う
し
た
評
価
手
法
を
採
用
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
し
か
し
高
大
接
続
改
革
に
お
い
て
は
、
個
別
選
抜
入

試
や
セ
ン
タ
ー
利
用
入
試
（
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試
）
を
含
む
全

て
の
入
試
に
お
い
て
「
主
体
性
等
」
を
含
む
学
力
の
三
要
素
を
評

価
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
調
査
書
や

Ｊ
ｅ
ｐ
に
蓄
積
さ
れ
た
生
徒
の
学
び
の
成
果・

活
動
の
成
果
を
評

価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
選
抜
入
試
で
も
「
主
体
性
等
」
を
評

価
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

各
大
学
が
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
（
Ａ
Ｐ
）
に
基
づ
き
、

尾
木 

義
久
●
関
西
学
院
大
学
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

オ
フ
ィ
サ
ー

文
部
科
学
省
大
学
入
学
者
選
抜
改
革
推
進
委
託
事
業 

（
主
体
性
等
分
野
）
に
つ
い
て 

～
学
力
三
要
素
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
～
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「
主
体
性
等
」
と
し
て
評
価
す
る
項
目
を
決
め
、
そ
の
項
目
の
評
価

基
準
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
き
、
生
徒
が
提
出
し
た
デ
ジ
タ
ル

化
さ
れ
た
情
報
を
機
械
的
に
得
点
化
し
、
筆
記
試
験
の
得
点
と
合

わ
せ
て
合
否
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

２　
各
大
学
は
何
を
ど
う
評
価
す
べ
き
か

　

課
題
は
、
各
大
学
が
「
主
体
性
等
」
を
何
で
ど
う
評
価
す
る
か

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
各
大
学
が
「
主
体
性
等
」
を
評
価
で
き
る
項

目
を
決
め
、
選
抜
制
度
を
構
築
で
き
る
よ
う
「
成
果
①
評
価
尺
度

基
準
の
開
発
」
に
お
い
て
、
専
門
的
知
見
を
有
す
る
教
員
が
調
査・

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｊ
ｅ
ｐ
に
蓄
積
さ
れ
た
調
査
書
の
「
特

別
活
動
」「
指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項
」
に
相
当
す
る
項
目
、
例

え
ば
資
格・

検
定
、
大
会・

コ
ン
テ
ス
ト・

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の

入
賞
履
歴
、
留
学
の
情
報
、
探
究
な
ど
の
取
り
組
み
か
ら
「
主
体

性
等
」
を
含
む
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
項
目
は
何
か
、
そ
れ
を

ど
う
評
価
す
る
か
と
い
う
調
査・

研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
各
大
学
が
評
価
す
べ
き
項
目
や
評
価
の
基
準
を
定
め
た

と
し
て
も
、
選
抜
の
た
め
に
は
生
徒
か
ら
提
出
さ
れ
た
情
報
が
客

観
的
に
正
し
い
も
の
と
し
て
証
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
入
試
事

務
局
は
、
生
徒
か
ら
提
出
さ
れ
た
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
生
徒
の

成
果
な
ど
の
真
偽
を
確
認
す
る
た
め
の
作
業
に
、
多
く
の
時
間
と

人
員
を
割
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
こ
れ
が
一
般
選
抜
入
試

に
お
け
る
評
価
を
阻
む
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
、
Ｊ
ｅ
ｐ
に
高
校

教
員
に
よ
る
承
認
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、「
生
徒
の
成

果
」
の
真
偽
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
入
試

事
務
局
の
エ
ビ
デ
ン
ス
検
証
作
業
は
軽
減
さ
れ
、
さ
ら
に
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
に
よ
り
機
械
的
に
得
点
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
、

短
期
間
に
判
定
を
行
う
必
要
の
あ
る
一
般
選
抜
入
学
試
験
で
、「
主

体
性
等
」
の
評
価
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

３　
一
般
選
抜
入
試
で
の
主
体
性
等
評
価
の
具
体
例

　

一
般
選
抜
入
試
で
Ｊ
ｅ
ｐ
を
活
用
し
た
場
合
の
事
例
で
は
、
以

下
の
三
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

①
出
願
資
格
と
し
て
活
用

②
得
点
化
し
て
活
用

③
選
抜
の
参
考
と
し
て
活
用
（
特
に
合
否
ラ
イ
ン
の
判
定
に
活
用
）

　

出
願
資
格
と
し
て
活
用
す
る
場
合
は
、
大
学
が
「
主
体
性
等
」

を
評
価
で
き
る
成
果
や
取
り
組
み
を
出
願
資
格
と
し
て
設
定
し
、

生
徒
は
Ｊ
ｅ
ｐ
に
蓄
積
さ
れ
た
出
願
資
格
に
関
す
る
情
報
を
提
出

し
て
出
願
を
行
う
。
各
大
学
は
そ
の
情
報
を
活
用
し
て
機
械
的
に

出
願
資
格
審
査
を
行
い
、
出
願
資
格
を
満
た
し
た
者
を
対
象
に
、

筆
記
試
験
の
結
果
で
選
抜
を
行
う
な
ど
と
す
る
方
法
で
あ
る
（
図
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表
１
）。

　

次
に
、
得
点
化
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
実
際
に
２
０
１

９
年
度
入
試
に
お
い
て
、
関
西
学
院
大
学
教
育
学
部
が
、
調
査
書

を
活
用
し
主
体
性
等
を
評
価
す
る
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
入
試
を
実
施

す
る
。
英
語
２
０
０
点
、
国
語・

数
学・

日
本
史・

世
界
史
か
ら

２
科
目
を
選
択
し
合
計
３
０
０
点
、
合
わ
せ
て
５
０
０
点
の
筆
記

試
験
の
成
績
に
、
本
人
が
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

関
す
る
高
等
学
校
で
の
取
り
組
み
を
Ｊ
ｅ
ｐ
の
デ
ー
タ
を
用
い
て

機
械
的
に
10
点
満
点
で
評
価
す
る
（
※
こ
の
段
階
で
は
、
主
体
性

等
の
評
価
方
法
、
内
容
か
ら
、
主
体
性
等
の
得
点
の
重
み
付
け
は

図表１

図表２

© kwansei gakuin university 2017. All rights reserved.

文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野）
代表大学 関西学院大学

共通基準（能⼒）を有した志願者のみによる合否判定
⼊学後のカリキュラムポリシー、ディプロマポリシーとの適性を重視した合否判定
共通テスト、個別選抜と組み合わせ、多⾯的総合的評価を⾏う。

アドミッションポリシーの提⽰と共に
出願基準となる要件を要項に記載

募集要項

・資格、検定
・留学経験
・コンクール出場
・論⽂執筆実績
・評定平均
・出⽋状況 等

JAPAN
e-Portfolio

CSV

合格
判定

出願基準の条件を
指定し、⾃⼤学へ
の出願者の中から
条件を満たす対象
者を抽出

出願の確認と、各種合格ラインの設定、合否判定を実施

⼊試モデル① 主体性等に関する情報を出願基準として設定

© kwansei gakuin university 2017. All rights reserved.

文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野）
代表大学 関西学院大学

200 150 100

英語 国語 ⽇本史

①個別試験(科⽬は⼀例）

記述ラ
ンク

スコア
(国語)

スコア
(数学)

A 100 100
B 50 50
C 30 30

CEFER
ランク スコア

C2 200
C1 150
B2 100
B1 75
A2 50
A1 20

50

②主体性
評価(epf)

JAPAN e-Portfolio
主体性活動記録 スコア

⼤会・コンクール等表彰
国際 50
全国 40

ブロック 30
都道府県 10

○○の資格取得 １級 20
２級 10

部活動における職務歴 部⻑ 10
副部⻑ 5

+ = 500

各⼤学でスコア化

（スコア化の例） （スコア化の例） （スコア化の例）

合計スコア

受験者ALLの
スコアを⼀覧化し
合格ライン設定、
合否判定を実施

総合点による合否判定（私⽴⼤学の⼀般⼊試を想定した選抜）
個別試験のスコア、主体性等に関する情報をスコア化し、多⾯的総合的評価を実施。
⼊学者の学⼒レベルを担保しながら、主体性等を評価する。
アドミッションポリシーの提⽰と共に出願基準となる要件を要項に記載する必要がある。

各⼤学でスコア化 各⼤学でスコア化

⼊試モデル②-3 主体性等に関する情報を得点化し判定（スコア判定）
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低
く
設
定
し
て
い
る
）。
共
通
テ
ス
ト
を
利
用
す
る
入
学
試
験
な
ど

に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
形
で
主
体
性
等
に
関
す
る
項
目
を
得

点
化
し
、
共
通
テ
ス
ト
の
得
点
を
合
わ
せ
て
選
抜
を
実
施
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
よ
う
（
図
表
２
）。

　

最
後
に
、
選
抜
の
参
考
と
し
て
活
用
す
る
事
例
で
あ
る
。
志
願

者
全
体
に
つ
い
て
、
Ｊ
ｅ
ｐ
か
ら
提
出
さ
れ
た
情
報
を
選
抜
の
参

考
と
し
、
例
え
ば
、
特
に
合
否
ラ
イ
ン
の
一
定
の
得
点
帯
の
生
徒

に
つ
い
て
は
詳
細
に
、
Ｊ
ｅ
ｐ
の
「
主
体
性
等
」
に
関
す
る
情
報

を
参
考
に
し
て
合
格
者
を
決
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の

方
法
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
の
情
報
を
時
間
を
か
け
て
評
価
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
得
点
化
し
た
場
合
で
も
相
当
の
重
み
付
け

は
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
３
）。

４�　
Ｊ
ｅ
ｐ
で
学
び
に
向
か
う
力・

人
間
性
を
評
価

す
る
入
学
者
選
抜
～
プ
ロ
セ
ス
の
評
価
を
中
心
に
～

　
「
主
体
性
等
」
と
は
何
か
？　

に
つ
い
て
、
高
大
接
続
改
革
を
推

進
す
る
委
託
事
業
の
立
場
か
ら
、
中
教
審
に
お
い
て
論
点
整
理
さ

れ
た
「
新
し
い
学
習
指
導
要
領
等
が
目
指
す
姿
」
の
資
質・

能
力

の
要
素
を
「
主
体
性
等
」
の
定
義
の
拠
り
所
と
し
て
調
査・

研
究
、

開
発
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。（
以
下
、
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
抜
粋
）

「
ど
の
よ
う
に
社
会・

世
界
と
関
わ
り
、
よ
り
よ
い
人
生
を
送

る
か
（
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
）」

〇�
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
も
含
め
た
学
び
に
向
か
う

力
や
、
自
己
の
感
情
や
行
動
を
統
制
す
る
能
力
、
自
ら
の
思

考
の
プ
ロ
セ
ス
等
を
客
観
的
に
捉
え
る
力
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

図表３

© kwansei gakuin university 2017. All rights reserved.

文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野）
代表大学 関西学院大学

志望理由書

調査書を選抜の参考資料として活⽤する。特に知識・技能、思考⼒・判断⼒・表現⼒に関し、
当該⼤学で学ぶにふさわしい能⼒を備えた⼀定⽔準以上の⽣徒を対象に、主体性等に関する情
報を評価して、多⾯的総合的評価を⾏う。
アドミッションポリシーの提⽰と共に出願基準となる要件を要項に記載する必要がある。

000001

⼭⽥太郎
○×⾼校

探究活動の記録

海外・留学の記録

部活動の記録

⽣徒会・委員会の記録

校外の活動の記録

資格・検定の記録

８

４

６

８

８

10

調査書

+

合否ボーダーライン

ボーダーライン上後で指定した範囲の志願者を抽出

成績分布図から合否ボーダーラインと対象者を特定 JAPAN e-Portfolioから抽出した活動記録、
調査書、志望理由書から⼈物評価を⾏う

⼊試モデル③ 学⼒検査において調査書を参考資料として活⽤する

スコア 主体性に関する記録
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「
メ
タ
認
知
」
に
関
す
る
も
の
。

〇�
多
様
性
を
尊
重
す
る
態
度
と
互
い
の
よ
さ
を
生
か
し
て
協
働

す
る
力
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
態
度
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
感
性
、
優
し
さ
や
思
い
や

り
な
ど
、
人
間
性
等
に
関
す
る
も
の
。

　

今
回
の
入
試
改
革
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
知
識
量
の
多
寡
を

問
う
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
偏
重
の
選
抜
か
ら
、「
思
考
力・

判
断
力・

表
現
力
等
」
と
「
主
体
性
等
」
を
含
め
た
学
力
三
要
素
を
評
価
す

る
総
合
的・

多
面
的
評
価
に
よ
る
選
抜
に
改
善
す
る
こ
と
で
あ
る
。

特
に
、
新
た
な
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
た
「
主
体
的
、
対
話
的

か
つ
深
い
学
び
」
や
「
探
究
」
に
よ
り
育
ま
れ
る
資
質・

能
力
、

な
か
で
も
「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
」
を
大
学
入
試
で
評
価

し
な
け
れ
ば
、
高
等
学
校
の
学
び
が
相
変
わ
ら
ず
知
識・

技
能
に

偏
重
し
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

国
立
大
学
が
次
々
と
特
別
選
抜
入
試
を
導
入
し
、
成
果
を
上
げ

て
い
る
と
の
話
を
各
大
学
の
理
事
、
副
学
長
の
先
生
方
か
ら
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
入
試
内
容
は
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
が
、
ま
さ
に
じ
っ
く
り
と
一
人
一
人
の
「
学
び
に
向
か
う
力
、

人
間
性
」
を
見
つ
め
る
も
の
で
あ
る
と
感
じ
た
。
入
学
者
選
抜
で

当
該
大
学
で
学
ぶ
た
め
の
「
知
識・

技
能
」「
思
考
力・

判
断
力・

表
現
力
等
」
を
も
ち
、
各
大
学
で
学
ぶ
強
い
意
欲
や
「
学
び
に
向

か
う
力
、
人
間
性
」
を
有
す
る
生
徒
を
確
保
し
、
建
学
の
精
神
、

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
（
Ｄ
Ｐ
）
を
具
現
化
し
た
各
大
学
の
特
色

あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
学
生
の
能
力
を
伸
ば
し
、
社
会
に
送

り
出
し
、
評
価
を
得
る
こ
と
が
私
立
大
学
に
お
い
て
重
要
で
あ
ろ

う
。
そ
の
点
で
も
「
学
び
に
向
か
う
力・

人
間
性
」
に
つ
い
て
、

人
員・

費
用・

時
間
の
課
題
は
あ
る
が
、
一
人
一
人
を
じ
っ
く
り

と
見
つ
め
る
選
抜
を
行
う
こ
と
が
大
学
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｊ
ｅ
Ｐ
の
活
用
は
有
益
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
「
探
究
」
に
お
け
る
論
文
を
評
価
す
る

に
あ
た
っ
て
も
、
グ
ル
ー
プ・

共
著
に
よ
る
論
文
の
場
合
は
、
そ

の
内
容
を
評
価
し
選
抜
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

Ｊ
ｅ
Ｐ
に
格
納
さ
れ
た
「
探
究
」
に
関
す
る
記
述
、
メ
タ
認
知
に

関
す
る
記
述
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
学
び
に
向
か
う

力
を
評
価
す
る
選
抜
が
可
能
と
な
る
。
高
等
学
校
１
年
次
か
ら
３

年
次
ま
で
の
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、「
課
題
設
定
を
す
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
プ
ッ
ト
を
し
た
か
」「
失
敗
の
体
験
か
ら
何

を
学
ん
だ
か
」「
仲
間
と
の
対
話
の
中
で
ど
の
よ
う
に
見
方
や
発
想

を
広
げ
た
か
」「
学
ん
で
き
た
こ
と
が
国
内
外
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
現
場
で
活
用
で
き
た
か
」「
理
解
が
深
ま
り
、
新
た
な
課
題
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
」
な
ど
、
Ｊ
ｅ
Ｐ
に
格
納
さ
れ
た
情

報
か
ら
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
面
接
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や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
評
価
手
法
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、「
主
体
的
、
対
話
的
か
つ
深
い
学
び
」
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た

能
力
を
評
価
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
成
果
だ
け
で
は
な

く
プ
ロ
セ
ス
を
評
価
す
る
入
試
を
Ｊ
ｅ
ｐ
が
可
能
に
す
る
。
そ
の

よ
う
な
期
待
が
、
大
学
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
先
導
的
に
「
主

体
的
、
対
話
的
か
つ
深
い
学
び
」
や
「
探
究
」
に
取
り
組
む
Ｓ
Ｓ

Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）、
Ｉ
Ｂ
（
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
）

の
関
係
者
か
ら
も
高
ま
っ
て
い
る
。

５�　
三
つ
の
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の�

た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
と
導
入
教
育・
初
年
次
教
育

　
Ｊ
ｅ
ｐ
へ
の
期
待
は
入
学
者
選
抜
だ
け
で
は
な
く
、
高
等
学
校

教
育
改
革
、
大
学
教
育
改
革
に
も
あ
る
。
大
学
教
育
改
革
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
ｅ
ｐ
を
通
じ
て
取
得
し
た
デ
ー
タ
が
、
Ａ
Ｐ
に
基
づ
い

て
入
学
者
選
抜
が
適
切
に
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る

た
め
の
情
報
と
な
る
。
ま
た
、
初
年
次
教
育
、
導
入
教
育
の
た
め

の
有
益
な
デ
ー
タ
と
な
る
こ
と
か
ら
、
大
学
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

と
の
連
携
に
つ
い
て
も
期
待
が
あ
る
。
高
等
学
校
教
育
改
革
に
お

い
て
も
、
新
た
な
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
学
び
の
促
進
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め
に
Ｊ
ｅ
ｐ
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

Ａ
Ｉ
の
発
展
に
よ
り
急
速
な
変
化
が
予
測
さ
れ
る
こ
れ
か
ら
の

時
代
で
は
、「
生
涯
学
び
続
け
る
力
を
持
つ
こ
と
」
が
重
要
に
な

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
生
徒
が
興
味
、
関
心
を
持
っ
て
主
体
的
に

学
び
、
他
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
知
恵
や
発
想
を
豊
か
に
し
、
知

識
や
技
能
を
組
み
合
わ
せ
、
自
分
の
見
方
や
考
え
方
を
広
げ
、
明

ら
か
に
し
、
実
地
に
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
。
そ
し
て
さ

ら
に
よ
り
深
い
理
解
へ
、
新
し
い
課
題
の
発
見
や
次
の
学
び
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
一

人
一
人
が
学
び
、行
動
し
、成
長
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
の
活
用
は
時
代
の
要
請
で
あ
る
と
い
っ

て
も
い
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
高
等
学
校
教
育
改
革
、
大
学
入
学

者
選
抜
改
革
、
大
学
教
育
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
活
用
す
る
ツ
ー

ル
が
「
高
大
接
続
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
トJA

PA
N

 e-Portfolio

」
で

あ
る
。
教
育
に
携
わ
る
多
く
の
方
々
の
お
力
を
得
て
、「
高
大
接
続

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
トJA

PA
N

 e-Portfolio

」
を
生
徒
、
学
生
の
た

め
に
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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大
学
入
試
に
お
け
る
社
会
科
（
地
理
歴
史
科・

公
民
科
）
は
、

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
や
各
大
学
の
個
別
試
験
に
お
い
て
幅
広

く
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
大
学
入
学
者
選
抜
改
革
の
中
で
、
大
学

に
は
大
き
な
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
２
０
２

２
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
新
た
な
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お

い
て
「
地
理
総
合
」、「
歴
史
総
合
」、「
公
共
」
と
い
っ
た
必
履
修

科
目
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
と
り
わ
け
地

理
歴
史
科・

公
民
科
に
対
応
す
る
大
学
入
試
に
お
い
て
は
、
知
識

偏
重
型
の
入
試
か
ら
脱
却
し
、
思
考
力・

判
断
力・

表
現
力
を
い

か
に
問
い
、
評
価
し
、
各
大
学
が
求
め
る
人
材
を
適
切
に
選
考
す

る
の
か
と
い
っ
た
、
新
た
な
評
価
方
法
の
開
発
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

早
稲
田
大
学
は
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
２
０
１
８
年
度
の
３
カ

年
計
画
の
事
業
で
あ
る
文
部
科
学
省
「
大
学
入
学
者
選
抜
改
革
推

進
委
託
事
業
」
の
人
文
社
会
分
野
（
地
理
歴
史
科・

公
民
科
）
に

採
択
さ
れ
、
東
京
大
学
、
一
橋
大
学
、
同
志
社
大
学
、
関
西
学
院

大
学
と
共
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
し
、「
高
大
接
続
改
革
に
資

す
る
、
思
考
力・

判
断
力・

表
現
力
等
を
問
う
新
た
な
入
学
者
選

抜
（
地
理
歴
史
科・

公
民
科
）
に
お
け
る
評
価
手
法
の
調
査
研
究
」

と
し
て
、
こ
の
課
題
に
対
す
る
調
査
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。
本

事
業
で
は
「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
を
問
う
社
会
科
の
入
試

は
可
能
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、
科
目
ご
と
の
検
討
分
科
会
を

設
置
。
専
門
委
員
が
試
験
問
題
を
試
作
し
、
模
擬
的
な
試
行
試
験

の
実
施
な
ど
を
経
て
、
入
学
者
選
抜
改
革
を
進
め
る
大
学
の
参
考

と
な
る
入
試・

評
価
方
法
の
開
発・

普
及
を
目
指
し
て
い
る
。

　

早
稲
田
大
学
で
は
、
本
事
業
推
進
の
た
め
に
総
長
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
下
、
教
務
担
当
理
事
、
入
試
担
当
理
事
が
各
大
学
担
当
部
局

を
招
集
す
る
「
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
議
」
を
設
置
し
、
全
体
の
取

り
ま
と
め
や
連
携
大
学
と
の
情
報
共
有
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

科
目
や
制
度
に
関
す
る
個
別
具
体
的
な
検
討
は
、
統
括
す
る
人
文

佐
藤 

正
志
●
早
稲
田
大
学
教
務
担
当
理
事
、
政
治
経
済
学
術
院
教
授

地
理
歴
史
科・

公
民
科
入
試
の
ゆ
く
え

―
文
部
科
学
省
委
託
事
業
の
現
場
よ
り
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社
会
分
野
委
員
会
の
下
に
、
教
科
に
関
連
し
た
入
試
改
革
を
検
討

す
る
地
理
、
歴
史
、
公
共
の
各
分
科
会
、
制
度
に
関
連
し
た
入
試

改
革
を
検
討
す
る
制
度
検
討
分
科
会
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
た
。
各

分
科
会
で
は
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
大
学
を
含
め
、
大
学
教
員
や
高

校
教
員
、
教
育
産
業
な
ど
か
ら
も
有
識
者
と
し
て
参
加
を
受
け
入

れ
、
多
様
な
視
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

各
分
科
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
調
査・

検
討
を
行
っ
た
。

⑴�　

学
力
の
三
要
素
等
評
価
と
各
大
学
の
評
価
要
素
、
入
学
者

選
抜
改
革
状
況
の
把
握

⑵�　

高
大
接
続
科
目
群
の
構
想
構
築
と
各
教
科
に
お
け
る
評
価

方
法
開
発

　

⑴
で
は
、
と
り
わ
け
思
考
力・

判
断
力・

表
現
力
を
評
価
す
る

手
段
と
し
て
、
記
述
式・

選
択
式
に
よ
る
試
験
以
外
の
方
法
を
模

索
す
べ
く
、
早
稲
田
大
学
の
附
属
校・

系
属
校
と
も
協
力
し
な
が

ら
、
例
え
ば
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用
し
た
評
価
方
法
な
ど
を
検

討
し
た
。
ま
た
、
全
国
の
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
現
行
の
地
理
歴

史・
公
民
分
野
の
入
試
を
調
査
し
、
入
学
者
選
抜
改
革
に
向
け
て

参
考
と
な
る
「
学
力
の
三
要
素
を
多
面
的・

総
合
的
に
評
価
し
て

い
る
入
試
事
例
」、「
大
学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

ポ
リ
シ
ー
に
記

本事業の概要

事業名称︓⾼⼤接続改⾰に資する、思考⼒・判断⼒・表現⼒等を問う新たな⼊学者選抜（地理歴史科・公⺠科）における
評価⼿法の調査研究

取組⼤学︓早稲⽥⼤学（代表校）、東京⼤学、⼀橋⼤学、同志社⼤学、関⻄学院⼤学
対象分野︓⼈⽂社会分野（地理歴史科・公⺠科）

学習指導要領改訂による地理歴史科・公⺠科改⾰（地理総合、歴史総合、公共など）を踏まえ、思考⼒・
判断⼒・表現⼒等を問う新たな⼊試問題例や作成⼿法等を開発するとともに、 試⾏試験を通じてその課題等を明らかにする。
⾼校・⼤学関係者に広く公開したワークショップ等を開催し、成果の普及を図る。

事業概要

地理
分科会

早稲⽥⼤学総⻑
直轄の⾼⼤接続
全学会議

実 施 体 制

コンソーシアム会議

⼈⽂社会分野委員会

調査研究内容
展開メンバー
全国の⼤学に
参加を募る

ワークショップ・シンポジウムの
実施による情報展開、

意⾒収集
系列⾼校等の協⼒、
試⾏試験実施・検証

学 外 連 携

⼀橋⼤学

同志社
⼤学

関⻄学院
⼤学

連携⼤学 課
題
の
共
有
・
検
証

◆深い理解を前提に知識を活
⽤する⼒、学⼒の三要素を
測る⼊試問題の開発

◆思考⼒等を問う問題の採点
のための評価基準作成

◆多様な⼊試⽅法の開発

調査研究成果

○知識偏重型の⼊試から脱却し、地理歴史科・公⺠科においては「社会的な⾒⽅や考え⽅」や「歴史的思考⼒」等を評価
するため、蓄積した基礎学⼒をどのように活⽤するかを問い、そのための思考プロセスを重視する評価⽅法を開発。

○研究成果を早稲⽥⼤学の今後の新たな⼊試に反映するとともに、各⼤学へ普及。本事業のインパクトにより、中等・⾼等
教育に⼤きな変⾰の波がもたらされることを期待。

東京⼤学

歴史
分科会

公共
分科会

制度
検討
分科会

教科改⾰ 制度改⾰
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載
さ
れ
た
資
質・

能
力
を
重
点
的
に
評
価
し
て
い
る
入
試
事
例
」

の
把
握
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
各
大
学
の
個
別
入
試
の
う
ち
、

い
わ
ゆ
る
一
般
入
試
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
お
い
て
も
、
各
大
学

の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

ポ
リ
シ
ー
に
従
っ
て
、「
知
識・

技
能
」
と

「
思
考
力・

判
断
力・
表
現
力
」
に
関
連
し
た
、
大
学
が
重
視
す
る

能
力
や
適
性
な
ど
を
多
面
的
に
評
価
す
る
た
め
の
工
夫
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

⑵
で
は
、
新
た
な
学
習
指
導
要
領
が
示
さ
れ
る
前
に
、
今
後
の

入
試
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
た
め
に
「
高
大
接
続
科
目
群
の
構

想
の
構
築
」
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、
今
後
の
新
し
い
中
等
教
育

科
目
群
と
接
続
す
る
高
等
教
育
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
人
材
を

必
要
と
す
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
入
学
者
選
抜
に

お
け
る
人
材
選
抜
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
、
必
要
な
入
学
者
選
抜

の
形
式
や
方
法
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
歴
史
、
公
共
分
科
会
を
中
心
に
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
見

据
え
て
、
主
に
以
下
の
項
目
を
検
討
し
た
。

地
理
：「
地
理
総
合
」
の
内
容
を
想
定
し
た
テ
ー
マ
の
検
討

歴
史
：�

グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
基
づ
い
た
歴
史
教
育
の
可

能
性

公
共
：
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
実
践
状
況

　

こ
れ
ら
の
検
討
を
ふ
ま
え
て
、
知
識
偏
重
型
の
入
試
か
ら
脱
却

し
、
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
評
価
法
に
よ
る
入
学
者
選
抜
の

出
題
形
式
や
作
問
方
法
を
設
定
し
た
。

　

ま
ず
、
各
分
科
会
に
お
い
て
、
問
題
作
成
お
よ
び
採
点
時
に
必

要
と
な
る
評
価
基
準
を
設
定
す
べ
く
、「
思
考
力・

判
断
力・

表
現

力
」
の
評
価
基
準
を
ま
と
め
、
定
義
表
を
作
成
し
た
。
科
目
に
よ
っ

て
評
価
特
性
が
異
な
る
た
め
、
定
義
表
は
分
科
会
ご
と
に
作
成
し

た
。
一
例
と
し
て
、
歴
史
分
科
会
で
作
成
し
た
定
義
表
の
案
を
示

す
（
な
お
、
定
義
表
は
今
後
も
適
宜
内
容
を
見
直
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
る
）。
歴
史
分
科
会
で
は
検
討
の
結
果
、

思
考
力
と
判
断
力・

表
現
力
は
不
可
分
で
あ
り
、
長
文
論
述
で
は

な
く
、
穴
埋
め
や
択
一
式
で
あ
っ
て
も
あ
る
程
度
は
表
現
力
を
問

う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。
ま
た
、
知
識
偏
重

を
脱
却
す
る
た
め
、
問
題
文
や
複
数
の
資
料
を
読
み
込
み
、
知
識

を
援
用
し
て
考
え
る
力
を
評
価
す
る
問
題
作
成
方
針
を
定
め
た
。

　

地
理
分
科
会
、
公
共
分
科
会
に
お
い
て
も
同
様
に
、
科
目
特
性

を
考
慮
し
な
が
ら
思
考
力・

判
断
力・

表
現
力
を
問
う
問
題
作
成

の
方
針
を
定
め
た
。

　

現
在
、
各
分
科
会
で
は
、
作
成
し
た
定
義
表
や
議
論
内
容
に
基

づ
い
て
、
２
０
１
８
年
度
に
高
校
生
を
対
象
に
実
施
す
る
試
行
試

験
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
試
行
試
験
は
、
各
分
科
会
で
作
成
し
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た
試
行
問
題
の
実
現
可
能
性
を
検
証
し
、
さ
ら
な
る
課
題
を
抽
出

す
る
た
め
、
作
問・

採
点
な
ど
入
試
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
を
試
行
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

試
行
問
題
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
各
分
科
会
で
具
体
的
な
作

問
方
針
を
設
定
し
た
。一
例
を
挙
げ
る
と
、公
共
分
科
会
の
作
問
方

針
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
作
問
方
針
を
基
に
、
こ

れ
ま
で
に
各
分
科
会
に
お
い
て
試
行
問
題
の
素
案
作
成
を
行
っ
た
。

公
共
分
科
会
に
お
け
る
作
問
方
針

⑴�　

政
治・

経
済・

法・

情
報
の
４
領
域
を
（
可
能
な
限
り
）

横
断
す
る
問
題
の
作
成

⑵�　

表
現
力
を
問
う
要
素
を
盛
り
込
む
（
少
な
く
と
も
各
大
問

の
中
に
１
問
）

⑶�　

複
数
タ
イ
プ
の
資
料
を
活
用
す
る

⑷�　

リ
ー
ド
文
、
資
料・

図
表
を
「
読
み
込
ま
せ
る
」
こ
と
を

意
識
す
る

⑸�　

時
事
的
な
問
題・

テ
ー
マ
に
関
す
る
「
教
育
効
果
」
を
意

識
す
る

　

高
校
生
を
対
象
と
し
た
試
行
試
験
実
施
に
先
行
す
る
予
備
的
な

試
験
と
し
て
、
公
共
分
科
会
で
は
、
２
０
１
８
年
２
月
に
早
稲
田

歴史分科会における定義表（案）
能　力 定　義 大カテゴリー

思考力
→判断力・表現力

　と不可分

知識を活用して歴史
事象を多角的に考察
し、因果関係、歴史
的意義、現代へのイ
ンプリケーションを
説得的に（再）構築
する。

Reading
１）与えられた資料を読んで意味内容を理解

する力
２）知識を活用して歴史事象とその展開を類

推する力

Connection

「関連性」を見いだす力
１）時系列的な把握、複数の時空間での位置

付け
２）領域間の結び付き（接触・交流）
３）事象間、登場主体間の関係（重みの判断

も含む）

Discovery

「多面的・多角的な見方」を発見・尊重する力
１）与えられた資料の中で明示されていない

事柄（当時の文脈、資料の書き手の立場な
ど）の考察

２）資料の複数の解釈の可能性、各資料の重
み・意義の判断

３）異なる次元における位置付けを見いだす
（ビッグピクチャー、歴史的意義の把握）

４）比較の視点

Inference

得られた資料などから、「論理的・経験的に考
え・表現する」力
１）事象間の因果的な関係を把握し、概念や

パターンを抽出する
２）現代的な諸課題とのつながりを考察＋課

題分析への応用
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大
学
政
治
経
済
学
部
の

学
生
（
35
名
）
を
対
象

に
「
プ
レ
試
行
試
験
」

を
実
施
し
た
。
プ
レ
試

行
試
験
被
験
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
も
同
時
に
実
施
し
た

結
果
、
従
来
の
公
民
科

の
試
験
問
題
以
上
に
、

図
表・

資
料
の
読
解
力
、

お
よ
び
こ
れ
ら
を
前
提

と
し
た
思
考
力・

判
断

力・

表
現
力
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
意
見
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ま

た
、
プ
レ
試
行
試
験
に
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
時
事
的

な
ト
ピ
ッ
ク
や
身
近
な
ト
ピ
ッ
ク
へ
の
興
味
関
心
の
喚
起
と
い
う

面
で
も
、
一
定
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

一
方
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
求
め
ら
れ
る
論
点
と
し
て
、「
記

述
式
問
題
の
採
点
基
準
の
公
正
性
、
お
よ
び
採
点
に
要
す
る
時
間・

労
力
」
と
「
知
識
と
思
考
力・

判
断
力・

表
現
力
の
関
係
」
が
挙

げ
ら
れ
た
。
特
に
「
知
識
と
思
考
力・

判
断
力・

表
現
力
の
関
係
」

に
つ
い
て
は
、
公
共
分
科
会
に
限
ら
ず
地
理
、
歴
史
分
科
会
で
も

た
び
た
び
議
論
の
対
象
に
な
っ
た
た
め
、
各
設
問
で
要
求
さ
れ
る

「
前
提
知
識
」
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
を
再
検
討
し
、
明
確

化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
ふ
ま

え
て
問
題
の
修
正
を
行
い
、
試
行
試
験
に
備
え
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
事
業
に
お
け
る
検
討
状
況
を
共
有
す
べ
く
、
こ
れ
ま

で
に
早
稲
田
大
学
主
催
に
よ
る
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
２
回
開

催
し
た
。
２
０
１
８
年
３
月
に
実
施
し
た
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
高
大
接
続
改
革
に
関
心
を
持
つ
多
数
の
高
校
教
員
を
は
じ

め
、
大
学・

予
備
校
の
関
係
者
な
ど
２
０
０
名
あ
ま
り
の
来
場
が

あ
り
、
本
事
業
、
と
り
わ
け

入
試
改
革
へ
の
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
わ
れ
た
。
ま
た
、

質
疑
応
答
に
お
い
て
も
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
特

に
、
入
試
改
革
に
高
校
と
し

て
ど
う
対
応
す
べ
き
か
と

い
っ
た
意
見
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た
。

　

本
委
託
事
業
の
最
終
年
度

で
あ
る
２
０
１
８
年
度
は
、

各
高
校
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

公共プレ試行試験の様子（2018年2月実施）

公開ワークショップの様子（2018年3月実施）
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い
よ
い
よ
地
理・

歴
史・

公
共
の
試
行
試
験
を
実
施
す
る
。
試
行

試
験
は
特
定
大
学
の
入
試
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
試
行

試
験
の
実
施・

評
価
を
基
に
、
こ
れ
か
ら
の
入
学
者
選
抜
試
験
の

あ
り
方
に
つ
い
て
一
定
の
指
針
が
示
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
で
あ
る
。

【
情
報
発
信
サ
イ
ト
の
ご
案
内
】

本
事
業
に
関
す
る
情
報
発
信
、
情
報
共
有
の
場
と
し
て
、
関
係
者
向
け

に
情
報
発
信
サ
イ
ト
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
登
録
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

・

申
請
フ
ォ
ー
ム

（
２
０
１
８
年
６
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
申

請
後
、
事
務
局
か
ら
別
途
登
録
方
法
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
）

https://m
y.w

aseda.jp/application/noauth/application-�
detail-noauth?param

=oyikw
54V

w
i7Lj0bO

2xK
-H

g
・

こ
ち
ら
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
も
お
申

　

込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先
：
早
稲
田
大
学
高
大
接
続
改
革
事
業
事
務
局

�
kodai-w

as@
list.w

aseda.jp
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大
学
生
を
学
問
と
い
う
新
た
な

知
の
領
域
に
い
か
に
触
れ
さ
せ
れ

ば
よ
い
の
か
。
ま
た
そ
こ
で
必
要

と
さ
れ
る
知
の
鍛
錬
を
い
か
に
行

う
べ
き
か
。
こ
う
し
た
問
い
に
対

応
す
る
授
業
の
工
夫
や
課
題
に
つ

い
て
、
私
の
担
当
す
る
日
本
の
近

現
代
文
学
の
授
業
を
例
に
述
べ
て
み
た
い
。

　

６
年
前
に
前
任
校
に
着
任
し
て
教
養
科
目
の
文
学
の
授
業
を
持
っ

た
と
き
、
学
生
に
授
業
履
修
の
動
機
を
聞
く
と
、「
国
語
が
好
き

だ
っ
た
か
ら
」
と
い
う
回
答
が
多
く
返
っ
て
き
た 

。
大
学
生
の
日

本
文
学
の
授
業
の
履
修
動
機
と
し
て
、
こ
の
答
え
は
比
較
的
一
般

的
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
身
の
こ
と
を
考
え
て
も
、
大
学
入
学

の
頃
に
は
高
校
の
国
語
の
イ
メ
ー
ジ
の
延
長
上
で
文
学
の
授
業
を

思
い
描
い
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

高
校
ま
で
の
国
語
の
授
業
で
は
、
教
材
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
文

学
作
品
を
扱
う
。
12
年
を
か
け
て
、
授
業
と
い
う
形
で
作
家
の
名

前
を
目
に
し
、
そ
の
作
品
の
言
葉
に
対
峙
し
て
考
え
て
き
た
経
験

は
、
大
学
で
の
文
学
の
授
業
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
手
が
か
り
に
な

る
。
一
方
で 

、
授
業
担
当
者
と
し
て
悩
ま
し
く
感
じ
た
の
は
、
学

生
が
思
い
描
く
国
語
の
イ
メ
ー
ジ
を
ど
の
程
度
生
か
し
、
ど
の
よ

う
に
差
異
化
し
て
文
学
の
授
業
を

展
開
す
べ
き
か
で
あ
っ
た
。
そ
も

そ
も
何
が
決
定
的
な
違
い
な
の
か
、

自
身
で
も
明
確
に
言
う
こ
と
は
難

し
い
。
そ
こ
で
次
の
展
開
と
し
て

考
え
た
の
は
、「
国
語
と
文
学
の
授

業
は
何
が
違
う
の
か
を
体
感
さ
せ

る
」
こ
と
だ
っ
た
。

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
授
業
に
続
く
回
で
行
っ
た
の
は
、
学
生
に
文
学

作
品
を
読
ま
せ
、「
問
い
を
ひ
た
す
ら
立
て
て
も
ら
う
」
作
業
で
あ

る
。
国
語
の
授
業
で
は
、
教
員
の
側
が
問
い
を
用
意
し
、
生
徒
の

側
が
答
え
を
導
く
。
授
業
の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
て
も
、
教

室
の
前
方
か
ら
問
い
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
教
室
の
後
方
か
ら
答
え

が
返
さ
れ
る
と
い
う
点
は
大
き
く
動
か
な
い
。
だ
が
大
学
の
授
業

は
、
講
義
で
あ
れ
演
習
で
あ
れ
学
生
が
教
員
の
想
定
す
る
正
答
を

返
す
と
い
う
形
に
は
な
り
に
く
い
。
教
員
の
側
は
あ
る
考
え
を
述

べ
る
が
、
そ
れ
は
答
え
が
定
ま
ら
な
い
自
ら
の
問
い
を
投
げ
出
す

感
覚
に
近
い
。そ
の
問
い
に
触
発
さ
れ
て
、学
生
も
異
な
る
角
度
か

ら
自
ら
の
問
い
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

素
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
、
川
端
康
成
の
「
夏
の
靴
」
で

あ
る
。
海
辺
の
街
道
で
乗
合
馬
車
の
馭
者
が
一
人
の
少
女
と
出
会
っ

国
語
か
ら
文
学
へ

―
疑
り
深
さ
の
獲
得

私
の
授
業
実
践
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

戸
塚 

学
●
武
蔵
大
学
人
文
学
部
准
教
授
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て
別
れ
る
物
語
で
、
出
来
事
の
展
開
は
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
解
説

を
加
え
つ
つ
全
体
を
音
読
し
、
人
物
や
出
来
事
の
展
開
を
場
面
ご

と
に
整
理
す
る
。
学
生
は
「
こ
う
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
る
気
が

す
る
」
と
い
っ
た
様
子
で
話
を
聞
く
。
そ
の
上
で
、「
作
品
を
読
ん

で
変
な
と
こ
ろ
、
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
探
し
て
語
句
に
傍
線
を

引
き
、
余
白
に
気
に
な
っ
た
理
由
を
書
く
」
と
指
示
を
出
す
。

　

こ
こ
で
多
く
の
学
生
が
動
き
を
止
め
る
。
教
員
の
問
い
へ
の
答

え
を
導
く
こ
と
に
は
慣
れ
て
い
て
も
、
自
分
が
「
変
」
だ
と
感
じ

る
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
に
は
慣
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
「
考
え
す

ぎ
ず
少
し
で
も
「
変
」
な
ら
線
を
引
く
」、「
合
っ
て
い
る
か
を
気

に
し
な
い
」、「
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
線
を
引
く
」
よ
う
促
す
。
特

に
理
由
の
言
語
化
が
難
し
い
の
で
、
机
の
間
を
回
り
つ
つ
線
を
引

い
た
学
生
を
見
つ
け
、
な
ぜ
線
を
引
い
た
か
を
聞
い
て
考
え
を
引

き
出
す
。
チ
ョ
ー
ク
を
渡
し
、
口
頭
で
答
え
た
こ
と
を
黒
板
に
書

か
せ
る
。
こ
の
辺
り
の
や
り
と
り
は
高
校
の
国
語
風
で
あ
る
。

　

だ
が
そ
の
や
り
と
り
の
結
果
、
学
生
が
黒
板
に
書
く
言
葉
は
小

説
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
潜
在
的
な
問
い
の
リ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る
。

動
物
に
関
す
る
比
喩
が
多
い
、
接
続
詞
の
使
い
方
が
お
か
し
い
、

擬
音
語
や
擬
態
語
が
多
い
、
靴
が
咲
く
と
い
う
表
現
は
お
か
し
い
、

と
い
っ
た
具
合
で
学
生
の
疑
問
が
並
ん
で
い
く
。「
夏
の
靴
」
は
や

や
実
験
的
な
作
風
の
小
説
で
、
こ
う
し
た
疑
問
を
読
者
に
引
き
起

こ
し
や
す
い
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

　

何
か
が
変
だ
と
感
じ
た
そ
の
違
和
感
を
説
明
し
た
文
に
疑
問
詞

を
つ
け
る
と
、
問
い
の
形
に
な
る
。
黒
板
に
書
か
れ
た
学
生
の
言

葉
に
手
を
加
え
て
、「
な
ぜ
人
物
が
動
物
に
喩
え
ら
れ
る
の
か
」、

「
擬
音
語
や
擬
態
語
の
働
き
は
な
に
か
」、「
靴
が
咲
く
と
は
ど
う
い

う
意
味
か
」
な
ど
と
変
換
す
る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
疑
問
を

踏
ま
え
て
テ
ク
ス
ト
の
ど
の
細
部
に
着
目
す
る
と
答
え
に
漸
近
で

き
る
の
か
を
口
頭
で
指
摘
し
て
い
く
。
最
後
に
、
大
学
の
文
学
の

授
業
で
は
答
え
よ
り
も
問
い
の
探
し
方
を
学
ん
で
い
く
と
ま
と
め

て
授
業
を
終
え
る
。
こ
の
「
問
い
の
リ
ス
ト
作
り
」
は
、
そ
の
後

も
文
学
関
連
の
授
業
の
導
入
で
し
ば
し
ば
行
っ
て
い
る
。

　

高
校
ま
で
の
授
業
科
目
で
は
、
教
員
が
投
げ
か
け
る
問
い
の
意

図
を
察
知
し
て
対
応
す
る
と
い
う
素
直
さ
が
無
意
識
に
身
に
つ
い

て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
だ
が
大
学
の
専
門
科
目
で
は
、
答
え

よ
り
問
い
の
方
を
見
い
だ
す
力
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
力
は
最
終

的
に
卒
業
論
文
に
お
け
る
自
分
な
り
の
問
い
の
発
見
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。
問
い
を
探
す
に
は
、
対
象
テ
ク
ス
ト
を
疑
い
つ
つ
読
む

こ
と
が
必
要
と
な
る
。
国
語
か
ら
文
学
へ
の
移
行
は
、
学
生
の
素

直
さ
が
疑
り
深
さ
へ
と
転
換
し
た
時
に
果
た
さ
れ
る
と
い
え
る
。

　

だ
が
、
問
題
は
そ
う
し
た
姿
勢
を
専
門
科
目
の
授
業
の
中
で
い

か
に
持
続
的
に
培
っ
て
い
く
か
で
あ
る
。
結
局
そ
の
た
め
に
は
問
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い
を
立
て
る
経
験
を
積
み
重
ね
る
し
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。
経

験
の
蓄
積
に
有
効
な
の
は
や
は
り
演
習
形
式
の
授
業
だ
ろ
う
。
勤

務
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
演
習
科
目
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
学

生
は
１
年
次
か
ら
４
年
次
ま
で
多
く
の
演
習
科
目
を
履
修
す
る
。

専
門
科
目
の
演
習
で
は
、
20
名
程
度
の
２
～
４
年
生
が
一
つ
の
空

間
を
共
有
し
て
テ
ク
ス
ト
を
精
読
す
る
。
こ
の
演
習
で
問
い
を
発

見
す
る
経
験
を
積
み
重
ね
さ
せ
る
こ
と
を
意
識
し
た
。

　

演
習
は
代
表
学
生
に
よ
る
発
表
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
代
表

学
生
以
外
の
履
修
者
も
テ
ク
ス
ト
を
事
前
に
読
み
、
発
表
者
に
質

問
を
投
げ
か
け
、
議
論
を
行
う
の
が
一
応
の
建
前
で
あ
る
。
だ
が

異
な
る
学
年
の
学
生
が
多
数
参
加
す
る
中
で
、
次
か
ら
次
へ
質
問

が
投
げ
か
け
ら
れ
議
論
が
盛
り
上
が
る
展
開
は
な
か
な
か
想
定
し

が
た
い
。
そ
こ
で
授
業
で
は
履
修
者
全
員
に
Ａ
５
判
の
プ
リ
ン
ト

を
配
付
し
、
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
問
い
を
立
て
、
問
い
へ
の
答
え

を
書
く
小
課
題
を
課
し
た
。
そ
の
上
で
自
由
討
議
の
形
を
と
ら
ず
、

課
題
を
参
考
に
全
員
が
発
言
し
、
発
表
者
や
他
の
発
言
者
の
論
点

に
言
及
す
る
形
を
と
っ
た
。

　

こ
う
し
た
不
自
由
討
議

0

0

0

0

0

の
形
態
は
、
一
つ
の
論
点
を
深
め
る
議

論
に
は
向
か
な
い
が
、
各
自
が
疑
問
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
テ
ク
ス
ト
を
疑
っ
て
読
む
に
は
役
立
つ
。
全
員
が
発
言
す
る

の
で
、
最
初
の
一
言
を
発
す
る
抵
抗
感
は
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
学

生
自
身
が
問
い
を
立
て
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
と
異
な
る
視
点

の
問
い
を
聞
き
、
そ
れ
に
応
答
し
よ
う
と
す
る
過
程
で
他
者
の
問

い
が
共
有
さ
れ
る
。
返
却
さ
れ
た
課
題
の
評
価
を
確
認
し
、
紹
介

さ
れ
る
優
秀
課
題
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
者
の
問
い
と
引
き

比
べ
つ
つ
自
ら
の
問
い
の
有
効
性
を
確
認
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
問
い
を
立
て
る
経
験
の
機
会
を
広
げ
よ
う
と
、
専
門

科
目
の
講
義
の
中
に
も
演
習
を
と
り
入
れ
た
。
14
回
の
授
業
を
半

分
に
割
り
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
７
作
品
を
選
ぶ
。
２
０
１
７
年
度

は
前
期
は
森
鷗
外
、
後
期
は
太
宰
治
の
作
品
を
年
代
順
に
扱
っ
た
。

７
回
を
学
生
の
発
表
と
討
議
の
回
と
し
、
こ
の
回
に
は
演
習
と
同

様
の
小
課
題
と
討
議
を
課
す
。
次
の
回
は
同
じ
作
品
を
教
員
が
講

述
す
る
。
そ
こ
で
も
大
き
な
問
い
を
立
て
、
そ
の
問
い
に
答
え
る

た
め
に
小
さ
な
問
い
を
積
み
重
ね
る
流
れ
を
作
る
。
こ
の
形
式
だ

と
、
学
生
が
自
分
で
立
て
た
問
い
と
教
員
が
立
て
る
問
い
と
を
突

き
合
わ
せ
て
作
品
を
読
む
こ
と
に
な
る
。
取
り
上
げ
る
作
品
の
総

数
は
減
る
が
、
講
義
へ
の
学
生
の
集
中
力
は
上
が
っ
た
。

　

い
ず
れ
の
授
業
の
場
合
も
、
学
生
は
毎
回
の
よ
う
に
自
ら
の
問

い
を
立
て
、
他
者
の
問
い
を
聞
く
。
自
ら
の
問
い
を
教
室
と
い
う

空
間
に
投
げ
か
け
、
他
者
の
間
に
晒
さ
れ
る
と
い
う
シ
ビ
ア
な
経

験
が
、
学
生
を
１
年
で
大
き
く
変
化
さ
せ
た
よ
う
に
見
え
た
。
自

ら
の
問
い
を
追
究
す
る
力
は
、
ひ
い
て
は
社
会
に
出
た
時
に
周
囲
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に
飛
び
交
う
他
者
の
言
葉
に
対
抗
し
て
自
身
を
守
り
、
自
前
の
言

葉
で
も
の
を
考
え
て
生
き
て
い
く
こ
と
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。

　

だ
が
一
方
で
い
ず
れ
の
授
業
に
も
課
題
が
あ
る
。
演
習
で
は
自

由
討
議
の
形
も
と
り
た
い
が
、
そ
う
す
る
と
発
言
の
義
務
感
が
減

じ
て
課
題
の
質
が
落
ち
た
り
、
発
言
者
が
偏
っ
た
り
す
る
。
演
習

形
式
を
と
り
入
れ
た
講
義
科
目
は
、
特
定
の
テ
ー
マ
を
立
て
て
多

く
の
作
品
を
論
じ
よ
う
と
す
る
と
演
習
を
除
い
た
連
続
的
講
述
が

望
ま
し
い
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
授
業
形
態
は
講
述
を

主
と
す
る
授
業
よ
り
も
圧
倒
的
に
履
修
者
が
少
な
く
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
授
業
を
進
め
る
上
で
感
じ
た
課
題
に
つ
い
て
は
、

近
年
、
学
内
外
の
授
業
研
修
で
話
し
合
う
機
会
も
増
え
、
私
自
身

も
専
門
分
野
を
異
に
す
る
先
生
方
と
意
見
交
換
す
る
貴
重
な
機
会

を
得
た
。
こ
う
し
た
授
業
研
修
や
講
演
会
で
し
ば
し
ば
テ
ー
マ
と

な
る
の
が
「
学
生
主
体
」
の
授
業
方
法
で
、
自
身
の
授
業
を
こ
う

し
た
方
法
に
絡
め
て
話
題
に
出
す
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
テ
ク
ス
ト

を
精
読
し
て
議
論
す
る
こ
と
自
体
は
昔
な
が
ら
の
人
文
学
の
授
業

ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
そ
う
し
た
言
説
に
引
き
寄
せ
て
語
る
こ
と
に

は
や
や
違
和
感
も
あ
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
参
加
型
の
授
業
に
は

か
え
っ
て
何
を
学
ぶ
か
を
自
ら
選
択
す
る
と
い
う
意
味
で
の
主
体

性
を
学
生
か
ら
奪
う
側
面
が
あ
る
と
感
じ
る
。

　

国
語
か
ら
文
学
へ
の
転
換
は
学
生
の
疑
り
深
さ
の
獲
得
に
お
い

て
あ
る
と
書
い
た
が
、
教
員
の
側
も
疑
り
深
く
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

授
業
「
改
善
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
も
、
新
し
い
時
代
の
変
化
の
中

で
こ
そ
古
さ
を
生
か
す
べ
き
で
は
と
い
う
疑
い
の
観
点
が
あ
っ
て

も
よ
い
。
自
身
の
学
生
時
代
を
振
り
返
っ
た
時
、
教
員
の
一
言
一

句
が
刺
激
的
で
聞
き
漏
ら
す
ま
い
と
夢
中
で
ノ
ー
ト
を
と
る
講
義

も
あ
っ
た
。
懸
命
に
聴
け
ば
多
く
を
学
べ
る
講
義
は
、
参
加
の
選

択
を
最
終
的
に
学
生
に
委
ね
る
点
で
学
生
「
主
体
」
で
あ
る
。
学

生
の
参
加
で
補
う
と
こ
ろ
の
あ
る
自
身
の
現
行
の
講
義
科
目
も
、

「
古
い
」
講
述
の
形
態
に
引
き
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
る
。

　

学
生
を
触
発
し
て
問
い
を
引
き
出
す
た
め
に
わ
れ
わ
れ
が
な
す

べ
き
こ
と
は
何
か
。
授
業
「
改
善
」
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

や
反
転
授
業
と
い
っ
た
新
た
な
「
方
法
」
に
注
目
が
集
ま
る
が
、

方
法
の
新
規
さ
は
内
実
の
空
虚
さ
を
糊
塗
す
る
こ
と
が
あ
る
点
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
学
生
を
触
発
す
る
に
は
教
員
自
身
が

新
た
な
問
い
を
持
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
そ
う
し
た
問
い
は
日
々

の
授
業
準
備
や
研
究
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
。
教
員
自
身
が
抱
い
た

問
い
を
深
化
さ
せ
、
知
識
の
獲
得
と
思
考
の
鍛
錬
と
を
膨
大
な
手

間
と
時
間
を
か
け
て
進
め
る
こ
と
が
、
結
局
は
授
業
「
改
善
」
の

唯
一
の
近
道
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
が
投
げ
か
け
る
言
葉
が
学

生
の
中
に
大
き
な
変
化
の
感
覚
を
引
き
起
こ
せ
る
よ
う
な
、
魅
力

的
で
質
の
高
い
授
業
を
目
指
し
て
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。
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■
は
じ
め
に

　

私
は
半
世
紀
以
上
首
都
圏
の
大
学
で
働
き
、
２
０
１
４
年
初

め
て
地
方
の
広
島
女
学
院
大
学
学
長
に
就
任
し
、
改
革
に
取
り

組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
「
入
学
定
員
８
０
０
人
未
満

の
私
立
大
学
で
は
72
％
が
定
員
割
れ
を
起
こ
し
て
い
る
」
と
の

記
事
を
目
に
し
て
い
た
が
、
自
ら
地
方
の
大
学
に
身
を
置
い
て

初
め
て
定
員
確
保
の
苦
労
を
実
感
し
た
。

　

広
島
女
学
院
は
創
立
以
来
１
３
０
年
余
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に

基
づ
い
た
平
和
教
育
、
人
格
教
育
を
行
い
優
れ
た
人
物
を
世
に

送
り
出
し
て
き
た
。
し
か
し
近
年
「
既
存
の
文
学
部
」
を
解
体

し
て
13
メ
ジ
ャ
ー
も
有
す
る
「
国
際
教
養
学
部
」
に
改
編
し
た

た
め
、
社
会
的
に
評
価
が
得
ら
れ
ず
定
員
割
れ
が
加
速
し
、
早

急
に
再
改
革
が
求
め
ら
れ
る
事
態
に
陥
っ
た
。
私
は
そ
の
解
決

の
任
を
託
さ
れ
て
学
長
に
就
任
し
た
。

　

就
任
以
来
女
子
大
学
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
模

索
し
、
大
学
全
体
の
再
改
革
を
試
み
２
０
１
８
年
度
の
入
試
に

漕
ぎ
つ
け
た
。「
新
設
人
文
学
部
」
で
は
恒
常
的
な
定
員
割
れ
を

克
服
し
、
定
員
の
約
１・

３
倍
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
安
堵

し
て
い
る
。
本
来
な
ら
ば
新
設
人
文
学
部
の
学
部
長
が
執
筆
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
大
学
全
体
の
改
革
を
実
行
し
た
関
係
か

ら
私
が
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

■
１　
２
学
部「
分
立
型
」か
ら「
融
合
型
」に

　
「
地
域
と
世
界
に
貢
献
で
き
る
女
子
大
学
」
と
し
て
、
女
性
の

一
生
涯
に
有
用
な
力
を
深
く
、
濃
く
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
特
色

と
し
て
２
学
部
５
学
科
に
再
編
し
た
。
す
な
わ
ち
、
人
間
へ
の

理
解
を
深
め
る
「
人
文
学
部
」、
女
性
の
生
涯
に
関
わ
る
資
格
や

広
島
女
学
院
大
学
人
文
学
部

湊 

晶
子
●
広
島
女
学
院
大
学
学
長

い
ま
、
あ
え
て
な
ぜ
人
文
学
部
か
─
女
性
の
一
生
涯
を
視
野
に
入
れ
た
改
革

明日への試み
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知
識
を
養
う
「
人
間
生
活
学
部
」
の
２
学
部
と
し
、
両
学
部
を

つ
な
ぐ
「
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
科
目
」
を
基
礎
科
目
に
加
え
設
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
の
生
涯
に
有
用
な
「
学
問
」
と
「
実

践
」
の
両
方
を
学
べ
る
環
境
を
実
現
し
た
。

　

女
性
の
生
涯
を
生
か
す
基
礎
と
な
る
「
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
科

目
」
を
45
科
目
設
定
し
、
他
学
科
の
科
目
で
自
分
の
将
来
構
想

に
役
立
つ
科
目
を
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
再
編
し
た
。「
ラ

イ
フ
キ
ャ
リ
ア
科
目
」
は
女
性
史
、
女
性
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

な
ど
の
「
自
己
と
の
関
係
科
目
群
」、
対
人
関
係
の
心
理
な
ど
の

「
他
者
と
の
関
係
科
目
群
」、
キ
リ
ス
ト
教
と
社
会
、
ヒ
ロ
シ
マ

と
平
和
な
ど
「
社
会
と
の
関
係
科
目
群
」「
そ
の
他
科
目
群
」
の

４
科
目
群
か
ら
な
り
、
ど
の
学
部・

学
科
に
属
し
て
い
て
も
自

由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
日
本
文
化
学
科
の

学
生
が
食
や
健
康
を
、
ま
た
地
域
貢
献
に
つ
い
て
も
学
び
、
国

際
英
語
学
科
の
学
生
が
日
本
文
化
を
学
び
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
学

科・

管
理
栄
養
学
科・

児
童
教
育
学
科
の
学
生
が
語
学
力
を
培

う
こ
と
も
で
き
る
。
基
礎
科
目
、
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
科
目
、
専

門
科
目
か
ら
な
る
学
び
に
よ
っ
て
女
性
の
一
生
涯
を
視
野
に
入

れ
た
教
育
が
可
能
と
な
る
。

■
２　
本
学
の「
人
文
学
部
」の
特
質

⑴
　
い
ま
あ
え
て
な
ぜ
人
文
学
部
か

　

あ
る
時
期
か
ら
国
際
化
教
育
が
強
調
さ
れ
、
留
学
制
度
の
完

備
が
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
ご
と
く
考
え
ら
れ

た
。
英
語
が
話
せ
る
だ
け
で
は
国
際
人
と
は
い
え
な
い
。
国
際

会
議
に
出
席
し
て
も
、
イ
エ
ス
と
ノ
ー
が
明
確
に
言
え
な
け
れ

図表１　広島女学院大学の学部学科編成
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ば
国
際
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
。
国
際
人
と
は
「
ぶ
れ
な
い

個・

私
」
を
明
確
に
持
っ
た
人
格
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

新
体
制
は
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
」

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
教
育
の
三
本
柱
と
し
、「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
教
育
」
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
立
脚
し
た
人
格
教
育

に
よ
り
冷
静
な
判
断
力
を
備
え
た
「
ぶ
れ
な
い
個
、
私
」
を
育

む
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
」
に
お
い
て
は
、
自
己
の
意
思
を
明
確

に
表
現
し
積
極
的
に
討
論
で
き
る
論
理
的
思
考
力
、
そ
れ
を
伝

達
で
き
る
言
語
力
を
育
成
し
、
海
外
研
修
な
ど
を
通
し
て
国
際

感
覚
を
取
得
す
る
。「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
に
お
い
て
は
、
女
性
の

全
生
涯
に
わ
た
っ
て
活
躍
で
き
る
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
概
念
を
構

築
し
、
地
域
社
会
な
ら
び
に
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
女
性
の

育
成
を
目
指
す
。
新
設
の
人
文
学
部
は
「
国
際
英
語
学
科
」
と

「
日
本
文
化
学
科
」
で
構
成
さ
れ
、
一
見
、
時
代
に
逆
行
す
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
内
容
は
実
に
今
日
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の

で
あ
る
。

⑵
　
人
文
学
部
の
内
容

　

国
際
英
語
学
科
に
お
い
て
は
、す
べ
て
の
専
門
科
目
を
英
語
で

受
講
す
る「
Ｇ
Ｓ
Ｅ（Global Studies in English

）コ
ー
ス
」

と
、
国
際
共
通
語
と
し
て
の
英
語
と
英
語
圏
の
多
文
化
を
学
ぶ

「
英
語
文
化
コ
ー
ス
」
を
設
定
し
て
い
る
。
最
大
10
名
の
少
人
数

ク
ラ
ス
で
の
英
語
教
育
や
、
単
位
認
定
さ
れ
る
授
業
科
目
の
中

で
最
大
４
回
の
海
外
研
修
の
機
会
を
設
け
る
な
ど
英
語
力
の
修

得
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
留
学
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
資

格
試
験
に
向
け
て
、
週
１
回
の
個
別
英
語
指
導
を
実
施
す
る
。

航
空
業
や
旅
行
代
理
店
、
中
学・

高
校
教
員
（
英
語
）
な
ど
、

英
語
を
活
用
す
る
職
種
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
を
展
開
す
る
。

　

日
本
文
化
学
科
に
お
い
て
は
、
日
本
の
文
学
や
文
化
を
深
く

理
解
す
る
と
同
時
に
、
読
む・

書
く・

聞
く・

話
す
と
言
っ
た

日
本
語
能
力
を
向
上
さ
せ
、
日
本
固
有
の
文
化
を
世
界
や
地
域

に
発
信
す
る
力
を
修
得
す
る
。
国
内
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
海

外
研
修
を
実
施
し
、
自
国
と
他
国
の
文
化
や
習
慣
の
違
い
を
体

感
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
国
際
性
豊
か
な
人
物
を
育
て

る
。
も
ち
ろ
ん
中
学・

高
校
教
員
（
国
語
）
を
目
指
す
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
新
設
の
人
文
学
部
は
国
際
英
語
、

日
本
文
化
を
通
し
て
国
際
社
会
で
自
立
し
て
活
躍
で
き
る
人
物

を
育
て
る
。

⑶
　
本
学
人
文
学
部
の
特
質

　

私
に
と
っ
て
「
実
務
系
の
学
科
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
人
間

生
活
学
部
」
が
「
人
文
学
部
」
と
並
立
し
て
あ
る
女
子
大
学
で

仕
事
を
す
る
の
は
初
め
て
の
経
験
で
あ
る
。
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
、
育
児・
介
護
休
業
法
な
ど
も
な
い
時
代
に
３
人
の
子
育

明日への試み
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て
と
仕
事
の
両
立
で
苦
労
し
た
経
験
か
ら
、
広
島
女
学
院
大
学

の
２
学
部
は
、
内
容
的
に
女
子
教
育
の
推
進
に
理
想
的
で
あ
る

と
判
断
し
、
今
回
、
人
文
学
部
再
編
に
と
ど
ま
ら
ず
人
間
生
活

学
部
の
充
実
に
も
取
り
組
ん
だ
。

■
３　
一
生
涯
の
大
学・

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

　

成
果
主
義
の
導
入
や
育
児・

介
護
休
業
法
の
普
及
な
ど
で
、

性
差
に
関
わ
ら
ず
働
け
る
環
境
が
次
第
に
整
っ
て
来
た
が
、
企

業
内
で
責
任
あ
る
地
位
に
就
く
女
性
は
ま
だ
わ
ず
か
で
あ
る
。

共
学
の
大
学
で
は
、
卒
業
と
同
時
に
大
学
と
の
関
係
は
薄
れ
る

が
、
広
島
女
学
院
大
学
の
卒
業
生
に
と
っ
て
母
校
は
「
一
生
涯

の
大
学
」
と
な
り
、
人
生
の
節
目
に
戻
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
よ
う
に
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
を
創
設
し
た
。

　

３
年
目
を
迎
え
る
学
長
講
演
、
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
は
、

広
島
女
学
院
大
学
卒
業
生
が
何
十
年
ぶ
り
に
母
校
に
帰
り
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
職
場
や
家
庭
に

帰
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
学
は
地
域
と
の
連
携
強
化
を

願
い
、「
広
島
女
学
院
大
学
と
広
島

経
済
同
友
会
と
の
包
括
的
連
携
」

を
２
０
１
７
年
８
月
１
日
に
締
結

し
た
。
私
自
身
「
ひ
と
づ
く
り
委

員
会
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」

に
属
し
経
済
界
の
活
動
に
参
加
し

て
い
る
。
今
後
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー
と
広
島
経
済
同
友
会

と
の
交
流
を
深
め
、
女
性
活
躍
時
代
に
貢
献
で
き
る
学
生
を
育

て
る
と
同
時
に
女
性
管
理
職
の
支
援
も
大
学
側
か
ら
発
信
で
き

れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
可
能
に
す
べ
く
、
学
内
に
お
い
て
も
教
育
を
充
実
さ

せ
、
協
力
体
制
を
有
機
的
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
こ
れ
ま
で
学

部
別
に
行
っ
て
い
た
教
授
会
を
「
全
学
教
授
会
」
と
し
て
一
本

化
し
、
意
志
決
定
の
業
務
を
簡
素
化
し
た
こ
と
も
今
回
の
改
革

の
特
質
で
あ
る
。

図表２　ライフキャリアツリー

広島経済同友会と本学の調印式
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１　
秋
山
卓
爾
先
生
の
業
績

　

大
阪
薬
科
大
学
は
、
１
９
０
４
（
明
治
37
）
年
に
設
立
さ
れ
た

大
阪
道ど

う

修し
ゅ
う

薬
学
校
を
そ
の
起
源
と
し
、
２
０
１
８
年
で
創
立
１
１

４
年
に
な
る
。
そ
の
間
、
多
く
の
先
人
の
計
り
知
れ
な
い
ご
苦
労

と
ご
尽
力
に
よ
り
、
今
日
に
至
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
功
績
を
残

さ
れ
た
の
が
秋
山
卓
爾
先
生
で
あ
る
。

　

秋
山
卓
爾
先
生
は
、
１
８
７
３
（
明
治
６
）
年
、
大
和
郡
山
で

生
誕
、
柳
沢
藩
士
の
家
に
長
じ
、
１
８
９
２
（
明
治
25
）
年
郡
山

尋
常
中
学
校
を
卒
業
。
同
年
大
阪
共
立
薬
学
校
入
学
、
１
８
９
４

（
明
治
27
）
年
卒
業
の
翌
年
内
務
省
入
省
。
１
８
９
８
（
明
治
31
）

年
か
ら
大
阪
衛
生
試
験
所
勤
務
。
そ
し
て
１
９
０
４
（
明
治
37
）

年
、
当
時
の
大
阪
衛
生
試
験
所
の
所
長
で
、
大
阪
道
修
薬
学
校
初

代
校
主
、
平
山
松
治
先
生
と
共
に
、
大
阪
道
修
薬
学
校
を
現
在
の

道
修
町
の
塩
野
義
製
薬
本
社
の
地
に
設
立
さ
れ
た
。
秋
山
先
生
は
、

教
員
と
し
て
学
科
を
担
当
し
な
が
ら
、
校
務
の
責
任
者
と
な
っ
た
。

１
９
０
４
（
明
治
37
）
年
は
日
露
戦
争
開
戦
の
年
で
あ
り
、
薬
学

校
設
立
の
背
景
に
は
、
大
国
ロ
シ
ア
と
の
戦
争
と
い
う
非
常
事
態

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
経
営
難
で
廃
校
に
直
面
し
た

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
７
月
、
平
山
校
主
の
廃
校
宣
言
直
後
の

８
月
に
敢
然
と
校
主
を
受
け
継
ぎ
、
未
曾
有
の
困
難
に
対
処
し
、

つ
い
に
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
１
月
に
は
日
本
初
の
女
子
薬
専・

大
阪
道
修
女
子
薬
学
校
の
設
立
を
果
た
し
、
同
年
10
月
に
帝
国
女

子
薬
学
専
門
学
校
と
改
称
し
た
。
秋
山
先
生
は
、
債
務
関
係
書
類

全
て
に
署
名
し
、
運
営
資
金
を
自
ら
提
供
し
、
１
９
３
９
（
昭
和

14
）
年
に
66
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
35
年
の
永
き
に
わ
た
っ
て
献

身
的
尽
力
を
続
け
て
今
日
の
大
阪
薬
科
大
学
の
基
礎
を
築
い
た
。

先
生
の
功
績
は
、
本
学
設
立
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
女
性
に
初
め
て

わ
が

大
学
史
の

一
場
面

日
本
の
近
代
化
と

大
学
の
歴
史

春
沢 

信
哉
●
大
阪
薬
科
大
学
教
授
、
資
料
室
委
員
会
委
員
長

日
本
初
の
女
子
薬
専
設
立
者
、
秋
山
卓
爾
先
生

─
ご
家
族
と
私
の
出
会
い
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薬
学
教
育
の
機
会
を
授
け
た
恩
人
で
あ
り
、
日
本
の
薬
学
界
の
先

駆
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
前
人
未
踏
の
功
績
も
戦
後

の
混
乱
の
中
で
い
つ
し
か
人
々
の
記
憶
か
ら
薄
れ
、
ま
た
ご
家
族

の
消
息
も
不
明
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
森
下
利
明
先
生
（
本

学
名
誉
教
授
）
が
本
学
の
歴
史
資
料
を
丹
念
に
検
証
再
確
認
さ
れ
、

秋
山
先
生
の
功
績
を
私
た
ち
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
『
大
阪
薬

科
大
学
八
十
年
史
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後

も
な
お
ご
家
族
の
消
息
は
依
然
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

私
が
秋
山
卓
爾
先
生
に
つ
い
て
初
め
て
知
っ
た
の
は
、
１
９
９

５
（
平
成
７
）
年
３
月
、
退
職
を
迎
え
た
森
下
利
明
先
生
の
最
終

講
義
の
時
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
森
下
先
生
が
大
学
の
80
年
史
を

編
纂
さ
れ
た
こ
と
に
話
が
及
ん
だ
折
「
本
学
の
幾
人
か
の
功
労
者

の
中
で
誰
が
第
一
の
功
労
者
で
あ
る
か
と
い
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は

秋
山
さ
ん
で
あ
り
、
秋
山
さ
ん
に
い
た
っ
て
は
ど
の
く
ら
い
私
財

を
使
わ
れ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
を
聞
き
、

そ
の
お
言
葉
が
強
く
印
象
に
残
っ
た
。

２　
秋
山
先
生
ご
家
族
と
の
出
会
い

　

２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
10
月
９
日
の
こ
と
で
あ
る
。
私
は
、

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
大
阪
の
催
し
会
場
前
の
ロ
ビ
ー
に
集
う

多
く
の
正
装
の
男
性
や
華
や
か
な
女
性
た
ち
の
中
に
い
た
。
こ
れ

か
ら
始
ま
ろ
う
と
す
る
本
学
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
を
皆
と

待
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
に
は
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
卒
の

黒
紋
付
き
の
ご
高
齢
の
婦
人
が
車
い
す
で
来
ら
れ
、
お
孫
さ
ん
の

若
い
女
性
が
そ
れ
を
押
し
て
お
ら
れ
る
姿
も
あ
っ
た
。
こ
の
賑
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
秋
山
先
生
の
ご
家
族
を
お
招
き
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
寂
し
く
思
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
私
は
札
幌
で
開
催
さ
れ
た
学
会
の
帰
り
に
、
妻
か
ら

頼
ま
れ
て
い
た
名
産
の
ク
ッ
キ
ー
「
白
い
恋
人
」
を
持
ち
帰
っ
た
。

こ
の
北
海
道
土
産
か
ら
思
い
が
け
な
い
展
開
が
始
ま
る
こ
と
に
な

る
。
11
月
６
日
㈯
朝
、
家
内
か
ら
、
テ
ニ
ス
同
好
会
で
こ
の
ク
ッ

キ
ー
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
お
仲
間
の
一
人
、
高
槻
市
在
住
の
小
野

允み
つ

久ひ
さ

様
の
お
爺
様
が
本
学
の
設
立
に
関
わ
っ
た
方
で
あ
る
と
の
話

を
聞
い
た
。
私
は
登
校
し
、
本
学
１
０
０
年
史
の
名
簿
に
評
議
員

小
野
某
の
名
前
を
見
つ
け
た
の
で
、
翌
日
の
夜
、
妻
を
通
じ
て
小

野
さ
ん
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
そ
の
方
と
は
関
係
が
無
く
、

私
の
祖
父
は
秋
山
卓
爾
と
申
し
ま
す
」
と
い
う
短
い
メ
ー
ル
が
す

ぐ
届
い
た
。
そ
れ
は
、
１
０
０
周
年
記
念
式
典
の
ほ
ぼ
１
カ
月
後

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
れ
に
衝
撃
を
受
け
る
と
同
時
に
、
ひ

と
つ
の
懐
か
し
い
記
憶
が
蘇
っ
た
。
小
学
生
の
頃
、
祖
父
が
私
に

曾
祖
父
が
残
し
た
「
其
月
其
日
」
と
題
し
た
新
聞
の
切
り
抜
き
綴

り
の
中
に
女
子
薬
剤
師
の
記
事
が
あ
る
の
を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
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で
あ
る
。
私
は
、
曾
祖
父
の
切
り
抜
き
を
ま
ね
て
夏
休
み
に
新
聞

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
を
作
っ
て
い
た
。
幸
運
な
こ
と
に
、
そ
の

切
り
抜
き
綴
り
は
わ
が
家
に
伝
わ
っ
て
い
て
、
す
ぐ
に
探
し
出
す

こ
と
が
で
き
た
。
記
事
の
見
出
し
は
「
女
子
の
職
業
と
し
て
有
望

な
薬
剤
師
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
女
子
薬
剤
師
の
こ
と

と
、
女
子
薬
専
以
前
の
大
阪
道
修
薬
学
校
（
女
子
部
）
時
代
の
学

生
10
名
ほ
ど
の
勉
学
の
様
子
を
伝
え
る
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
（
写

真
１
）。
こ
の
頃
、
男
子
は
夜
間
部
と
し
、
女
子
は
昼
間
に
授
業
を

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
こ
の
記
事
に
あ
っ
た
。
記
事
の
正
確
な

日
付
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
記
事
は
、
か
つ
て
実
際
に
あ
っ
た
「
大

阪
時
事
新
報
」
の
も
の
で
、
そ
こ
に
挙
が
っ
て
い
る
女
子
生
徒
の

名
前
と
内
容
か
ら
１
９
１
２
（
明
治
45・

大
正
元
）
年
の
も
の
と

特
定
で
き
た
。
記
事
に
あ
る
女
子
生
徒
は
、
い
ず
れ
も
本
学
の
同

窓
会
名
簿
の
１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
か
ら
１
９
１
３
（
大
正
２
）

年
の
間
の
卒
業
生
で
あ
る
。

　「
大
阪
時
事
新
報
」
の
記
事
の
抜
粋
よ
り

⑴�　

女
子
職
業
と
し
て
近
頃
有
望
と
さ
れ
る
の
は
薬
剤
師
で

あ
る
。

⑵�　

授
業
科
目
は
、
物
理
、
化
学
、
植
物
、
生
薬
、
分
析
、

調
剤
、
製
煉
、
局
方
な
ど
で
あ
り
、
毎
日
の
授
業
時
間
は

写真１　「大阪時事新報」の大阪道修薬学校女子部の記事。赤字に生徒の名前が見られる。
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３
時
間
、
２
年
間
で
卒
業
。

⑶�　

目
下
の
在
学
生
１
学
年
22
名
、
２
学
年
10
名
で
い
ず
れ

も
山
陰
、
四
国
、
九
州
か
ら
上
阪
し
市
内
の
者
は
皆
無
と

い
っ
て
良
い
ほ
ど
。
生
徒
の
家
庭
は
、
い
ず
れ
も
相
当
な

資
産
を
有
す
る
。

⑷�　

大
分
か
ら
来
た
祥
雲
藤
枝
、
妹
の
松
代
は
、
姉
妹
競
争

の
態
で
勉
学
し
て
い
る
。

⑸�　

高
知
の
大
宮
操
は
、
薬
屋
の
一
人
娘
で
養
子
を
迎
え
置

い
て
、
自
分
は
薬
剤
師
の
免
状
を
得
ね
ば
故
郷
の
土
を
踏

ま
ぬ
と
の
固
い
決
心
で
来
阪
す
る
と
、
友
達
の
堀
池
岩
江

は
、
教
員
を
辞
し
て
操
の
後
を
追
う
て
入
学
し
た
。

⑹�　

同
校
の
出
身
で
明
治
40
年
８
月
以
来
薬
剤
師
の
免
状
を

得
た
者
は
、
観
音
寺
せ
つ
子
、
佐
藤
た
か
え
、
五
井
ひ
さ
、

南
つ
つ
え
、
澤
田
た
ね
等
で
あ
る
が
、
現
今
の
大
阪
市
内

に
は
十
四
五
名
の
女
子
薬
剤
師
が
在
留
し
て
、
つ
い
此
程

女
子
薬
剤
師
会
な
る
も
の
を
組
織
し
た
そ
う
だ
（
こ
こ
に

出
て
い
る
５
名
は
明
治
40
、
41
年
卒
業
）。

　

翌
日
、
当
時
の
資
料
室
整
備
委
員
長
の
坂
田
勝
治
教
授
に
こ
の

二
つ
の
発
見
を
報
告
す
る
と
大
変
喜
ば
れ
、
二
人
で
そ
の
記
事
に

あ
る
学
生
を
同
窓
会
名
簿
で
確
認
し
た
り
し
た
。
続
い
て
、
翌
年

発
足
し
た
資
料
室
運
営
委
員
会
の
委
員
長
、
石
田
寿
昌
教
授
は
、

秋
山
卓
爾
先
生
の
ご
家
族
を
本
学
に
ご
招
待
す
る
こ
と
を
委
員
会

の
最
初
の
活
動
と
し
て
提
案
さ
れ
、
矢
内
原
学
長
は
、
１
０
０
周

年
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
準
備
は
主
に

石
田
先
生
、
坂
田
先
生
と
運
営
委
員
の
一
員
で
あ
る
私
が
相
談
し
、

ま
た
小
野
允
久
様
に
は
秋
山
家
の
ご
親
族
へ
の
連
絡
と
取
り
ま
と

め
役
と
し
て
熱
心
に
動
い
て
い
た
だ
い
た
。

　

小
野
様
が
最
初
に
私
を
訪
ね
ら
れ
た
時
に
、
秋
山
先
生
と
奥
様

エ
ツ
様
の
貴
重
な
写
真
を
持
参
さ
れ
た
（
写
真
２
）。
空
襲
で
ご
親

族
に
は
ほ
と
ん
ど
遺
品
が
残
っ
て
い
な
い
中
、
お
孫
さ
ま
の
石
田

恵
子
様
（
京
都
市
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
私
は
、

写真２　秋山卓爾先生と奥様エツ様
　　（大正14年５月９日）
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こ
の
写
真
の
重
要
性
を
直
感
し
た
の
で
、
す
ぐ
に
森
下
利
明
先
生

に
見
て
い
た
だ
く
と
、「
大
正
14
年
５
月
９
日
、
守
口
校
舎
校
門
前

で
日
本
最
初
の
専
門
学
校
昇
格
と
創
立
20
周
年
を
兼
ね
て
の
祝
賀

会
の
記
念
写
真
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

ご
家
族
を
本
学
に
ご
招
待
す
る
準
備
を
進
め
る
中
で
、
さ
ら
に

偶
然
は
続
い
た
。
秋
山
先
生
は
、
郡
山
尋
常
中
学
校
を
卒
業
さ
れ

た
が
、
郡
山
尋
常
中
学
は
現
在
の
奈
良
県
立
郡
山
高
等
学
校
で
あ

る
こ
と
を
、
郡
山
高
校
の
同
窓
会
（
冠
山
会
）
幹
事
の
杉
井
辰
彦

先
生
に
確
認
し
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
私
も
郡
山
高
校
の
卒
業
生
、

森
下
先
生
は
、
大
学
卒
業
後
の
最
初
の
赴
任
地
が
郡
山
高
校
、
期

せ
ず
し
て
３
人
は
郡
山
高
校
で
結
ば
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
私

は
こ
の
時
、
必
然
と
し
て
秋
山
先
生
に
引
き
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に

感
じ
た
。
郡
山
高
校
は
、
旧
制
時
代
２
度
の
大
火
で
明
治
時
代
の

資
料
が
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
、
１
８
９
２
（
明
治
25
）
年
の
卒
業
生

15
名
の
中
に
は
、
秋
山
先
生
の
名
前
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
杉

井
先
生
か
ら
、
秋
山
先
生
を
次
回
の
名
簿
編
纂
時
に
掲
載
す
る
の

に
何
か
書
面
な
ど
が
あ
れ
ば
と
い
う
連
絡
が
入
っ
た
の
で
、
倉
庫

で
探
し
た
と
こ
ろ
、
秋
山
先
生
自
筆
の
履
歴
書
が
見
つ
か
っ
た
（
写

真
３
）。
そ
の
履
歴
書
の
最
後
に
は
、「
一
、
大
正
十
年
八
月
大
阪

道
修
薬
学
校
ノ
設
立
者
ト
ナ
ル　

右
ノ
通
り
相
違
無
之
候
也　

大

正
十
二
年
十
二
月
五
日　

右　

秋
山
卓
爾　

印
」
と
あ
り
、
大
阪

写真３　秋山先生自筆の履歴書
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道
修
女
子
薬
学
校
設
立
許
可
申
請
の
た
め
の
書
類
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
ま
さ
に
秋
山
先
生
ご
自
身
が

創
設
者
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
通
常
、
本
学

の
創
立
は
明
治
37
年
と
さ
れ
て
い
る
が
、
１
９
２
１
（
大
正
10
）

年
８
月
が
今
に
続
く
大
阪
薬
科
大
学
の
真
の
起
源
で
あ
る
。

３　
秋
山
先
生
ご
家
族
の
本
学
訪
問
と
そ
の
後

　

か
く
し
て
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
７
月
31
日
、
暑
い
夏
の
盛

り
に
秋
山
先
生
の
直
系
の
お
孫
様
、
秋
山
寿
一
様
（
埼
玉
県
狭
山

市
）
を
は
じ
め
と
し
た
11
家
族
15
名
の
方
々
に
全
国
か
ら
お
越
し

い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
当
日
は
、
２
時
に
皆
様
タ
ク
シ
ー
で

玄
関
に
到
着
さ
れ
、
ま
ず
資
料
室
と
本
学
の
歴
史
ビ
デ
オ
を
見
て

い
た
だ
き
、
３
時
か
ら
は
、
大
会
議
室
で
理
事
長
、
学
長
を
含
む

本
学
関
係
者
30
名
ほ
ど
が
参
加
し
て
記
念
行
事
を
開
催
し
た
。
最

初
に
本
学
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
秋
山
寿
一
様
か
ら
秋
山

家
を
代
表
し
て
ご
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
先
の
秋
山
先
生
ご
夫

妻
の
お
写
真
や
関
連
資
料
が
ス
ク
リ
ー
ン
で
披
露
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
森
下
利
明
先
生
か
ら
秋
山
先
生
に
関
す
る
お
話
を
伺
っ
た
。

森
下
先
生
の
お
話
は
秋
山
先
生
の
ご
業
績
だ
け
で
な
く
、
80
年
史

に
は
出
て
い
な
い
奥
様
エ
ツ
様
の
本
学
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
ご

尽
力
に
つ
い
て
も
話
を
さ
れ
た
。
奥
様
自
身
が
寄
付
集
め
に
奔
走

さ
れ
た
話
、
さ
ら
に
、

お
二
人
は
熱
心
な
キ

リ
ス
ト
教
信
者
で
あ

り
、
ご
夫
妻
は
心
の

中
で
信
仰
と
人
格
が

し
っ
か
り
と
深
く
結

び
つ
い
て
い
た
こ
と

を
お
聞
き
し
た
。
ま

た
、
秋
山
先
生
が
や

さ
し
く
高
潔
な
お
人

柄
の
た
め
、
い
か
に

学
生
に
慕
わ
れ
た
か

の
証
と
し
て
、
１
９

２
５
（
大
正
14
）
年

の
女
子
薬
専
昇
格
と

創
立
20
周
年
記
念
式

典
に
お
い
て
、
学
生

が
恩
師
の
秋
山
先
生

ご
夫
妻
を
表
彰
し
た

と
い
う
こ
と
。
さ
ら

に
、
薬
専
昇
格
後
の

写真４　秋山卓爾先生のご親族と本学関係者（2005年7月31日）
前列１列目、右から２人目は森下利明名誉教授、同５人目は秋山寿一様
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学
校
組
織
の
改
組
後
は
、
校
長・

理
事
長
は
野
崎
先
生
、
理
事
は

野
崎・
秋
山・

別
所・

佐
藤
、
幹
事
は
、
神
山・

井
宮
の
６
名
の

先
生
方
が
薬
専
の
役
員
と
な
り
、
固
い
結
束
に
よ
っ
て
多
く
の
困

難
を
打
開
し
て
い
っ
た
こ
と
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
お
話
の
内

容
と
と
も
に
、
森
下
先
生
の
慈
愛
の
こ
も
っ
た
語
り
口
に
参
加
者

は
一
様
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
（
森
下
先
生
の
講
演
録
は
大
阪
薬

科
大
学
紀
要
２
０
０
７
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
）。
最
後
に
、
記
念
写
真
の
撮
影
で

お
開
き
と
な
っ
た
。（
写
真
４
）。
今
回
お
越
し
に
な
っ
た
方
々
は

皆
様
お
孫
様
以
降
の
世
代
で
あ
り
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
長
い
年
月

を
感
じ
た
。
し
か
し
、
そ
の
場
の
空
気
は
熱
く
、
予
定
し
た
１
時

間
を
は
る
か
に
す
ぎ
て
３
時
間
近
く
に
も
及
ん
だ
。

　

後
日
、
ご
家
族
か
ら
ご
礼
状
を
い
た
だ
き
、
全
国
に
離
れ
離
れ

に
な
っ
た
秋
山
家
の
人
々
が
こ
の
機
に
再
び
親
交
を
深
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
や
、
秋
山
先
生
ご
夫
妻
の
逸
話
の
い
く
つ
か
が
寄
せ
ら

れ
た
。
秋
山
先
生
ご
夫
妻
に
は
一
男
四
女
の
お
子
様
が
お
ら
れ
た

が
、
皆
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
い
ま
は
お
孫
様
の
世
代
に
な
ら
れ

て
い
る
。
い
た
だ
い
た
お
手
紙
に
は
、
一
様
に
秋
山
先
生
の
子
ど

も
た
ち
で
あ
る
親
の
世
代
が
戦
後
と
て
も
苦
労
し
た
こ
と
、
親
が

生
き
て
い
た
ら
こ
の
出
来
事
を
ど
ん
な
に
喜
ん
だ
こ
と
か
と
書
か

れ
て
あ
っ
た
。
そ
の
お
孫
様
の
一
人
、
池
川
擴
子
様
（
大
阪
市・

小
野
様
の
お
姉
様
）
の
手
紙
に
は
、
母
（
二
女
順
子
）
か
ら
「
秋

山
の
お
祖
父
さ
ん
、
お
祖
母
さ
ん
は
、
小
さ
な
子
供
達
を
家
の
大

き
な
柱
に
ひ
も
で
く
く
っ
て
年
上
の
お
姉
さ
ん
や
私
が
面
倒
を
見

て
い
る
間
に
薬
学
の
た
め
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
た
の
よ
と
何
度
も

聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
お
母
様
か
ら
父
（
秋
山
先
生
）
が
亡

く
な
っ
た
二
、
三
年
は
青
い
空
を
見
上
げ
る
と
キ
リ
ス
ト
さ
ま
の

よ
う
な
顔
が
現
れ
た
も
の
で
す
。
今
で
も
よ
く
青
空
の
中
に
同
じ

温
顔
が
浮
か
び
ま
す
（
原
文
マ
マ
）」。
直
系
の
秋
山
寿
一
様
か
ら

は
秋
山
性
の
由
来
が
あ
り
、
元
々
は
甲
斐
の
秋
山
郷
の
出
身
で
、

池
波
正
太
郎
の
人
気
時
代
小
説
「
剣
客
商
売
」
の
秋
山
小
兵
衛
、

大
治
郎
親
子
と
同
じ
出
で
あ
る
こ
と
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
郡
山
藩

祖
の
柳
沢
吉
里
（
五
代
将
軍
綱
吉
の
側
用
人
、
柳
沢
吉
保
の
長
男
）

は
、
甲
斐
か
ら
郡
山
に
移
封
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
家
臣
の
秋
山

家
も
郡
山
に
移
っ
た
と
な
る
。
ま
た
、
小
野
允
久
様
は
本
学
の
近

所
に
お
住
ま
い
で
あ
り
、
写
真
が
趣
味
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

よ
く
大
学
の
撮
影
を
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
ご
親
族
は

お
し
な
べ
て
、
自
分
か
ら
大
学
の
功
労
者
の
血
筋
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
明
か
さ
な
い
で
過
ご
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
現
代
に
は

な
く
な
っ
た
武
門
の
矜
恃
と
明
治
人
の
気
質
が
よ
く
残
っ
て
い
る

た
め
と
思
わ
れ
る
。
秋
山
卓
爾
先
生
は
、
現
在
、
大
和
郡
山
市
九

条
に
あ
る
光
傳
寺
の
秋
山
家
の
お
墓
に
眠
っ
て
お
ら
れ
る
。
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４　
お
わ
り
に

　

薬
学
６
年
制
が
施
行
さ
れ
て
12
年
あ
ま
り
が
経
ち
、
私
立
薬
科

大
学
の
経
営
は
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
世
の
中
が
混
迷
と

退
廃
の
度
を
深
め
つ
つ
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
薄
闇
の
現
代

に
こ
そ
、
秋
山
先
生
の
業
績
は
鮮
や
か
な
色
彩
を
放
つ
。
故
を
溫

ね
、
新
し
き
を
創
成
す
る
た
め
に
、
い
ま
こ
こ
で
森
下
利
明
先
生

の
紀
要
の
中
の
言
葉
を
引
用
す
る
。
す
な
わ
ち
「（
秋
山
先
生
は
）

学
校
の
た
め
生
徒
の
た
め
、
ひ
い
て
は
人
の
た
め
世
の
中
の
た
め

に
、
私
を
犠
牲
に
し
て
少
し
も
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
」。
私
は
、
こ

の
秋
山
先
生
の
崇
高
な
生
き
方
、
偉
大
な
功
績
に
学
ぶ
こ
と
こ
そ

が
、
本
学
の
教
育
、
研
究
、
経
営
に
、
さ
ら
に
は
人
と
し
て
の
生

き
か
た
へ
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
指
針
に
な
る
と
考
え
る
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　
「
多
摩
探
検
隊
」
と
は

　
「
多
摩
探
検
隊１」
は
、
10
分
間
の
地
域
再
発
見
番
組
で
あ
り
、
制

作
し
て
い
る
の
は
、
中
央
大
学
Ｆ
Ｌ
Ｐ２ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
プ
ロ
グ

ラ
ム・

松
野
良
一
ゼ
ミ
。
企
画
、
取
材
、
撮
影
、
編
集
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
全
て
を
学
生
が
行
っ
て
い
る
。
ポ
リ
シ
ー
は
、
多
摩
地
域
に

埋
も
れ
て
い
る
話
題
、
人
物
、
物
語
を
掘
り
起
こ
し
伝
え
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
。
番
組
は
月
１
本
の
ペ
ー
ス
で
制
作
さ
れ
、
２
０

０
４
年
５
月
の
ス
タ
ー
ト
以
来
、
こ
れ
ま
で
に
放
送・

配
信
さ
れ

た
本
数
は
１
６
９
本
を
数
え
る
（
２
０
１
８
年
５
月
現
在
）。

　

放
送
エ
リ
ア
は
少
し
ず
つ
拡
大
し
、
現
在
で
は
、
東
京・

多
摩

地
域
３
局
、J:CO

M

系
列
15
局
、
九
州
地
域
２
局
の
計
20
局
（
視

聴
可
能
世
帯
数
：
計
約
３
０
０
万
）
に
。
番
組
は
、
放
送
と
同
時

に
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
と
ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ 

Ｕ
で
配
信
さ
れ
て
い
る
。

　

大
学
の
ゼ
ミ
活
動
と
し
て
、
毎
月
10
分
間
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

番
組
を
制
作
し
、
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
放
送・

配
信
し
て
い
る

例
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
と
思
わ
れ
る
。

２　

シ
リ
ー
ズ
「
中
央
大
学
と
戦
争
」

　

番
組
の
内
容
は
、
地
域
の
歴
史
、
特
産
物
、
職
人
、
動
植
物
、

中
央
大
学
関
連
な
ど
で
あ
り
、
大
学
（
文
系
）
が
所
在
す
る
「
多

摩
」
に
徹
底
し
て
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
地
元
の
話
題
が
全
国
、
外

国
に
つ
な
が
っ
て
い
る
場
合
は
、
多
摩
を
飛
び
出
し
て
現
地
取
材

に
出
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。
最

近
で
は
、
朝
鮮
戦
争
中
に
東
京

都
小
平
市
に
墜
落
し
た
米
軍
輸

送
機
「
グ
ロ
ー
ブ
マ
ス
タ
ー
」

に
関
す
る
取
材
の
た
め
、
米
国

２
都
市
に
出
向
い
た
。

　

ま
た
、
シ
リ
ー
ズ
「
中
央
大

学
と
戦
争
」
は
全
国
規
模
の
映

像
祭
で
入
賞
す
る
な
ど
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。
戦
争
の
時
代

を
生
き
た
先
輩
た
ち
の
証
言
を
、

学
生
制
作
番
組「
多
摩
探
検
隊
」の

放
送・
配
信 

―
15
年
目
を
迎
え
て

［
中
央
大
学
］

松
野 

良
一
●
中
央
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授

《
オ
ー
プ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編
》

写真１　シリーズ「中央大学と戦争」３作目、
『後に続くを信ず』の一場面
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平
和
な
時
代
を
生
き
る
後
輩
た
ち
が
記
録
し
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

作
品
と
し
て
後
世
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
が
、
１
３
０
年
の
歴
史
を
有
す
る
大
学
と
し
て
の
責
務
で
も
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

３　

多
様
な
能
力
の
開
発

　

番
組
「
多
摩
探
検
隊
」
の
制
作
活
動
は
、
大
学
の
地
域
貢
献
の

み
な
ら
ず
、
学
生
の
多
様
な
能
力
の
開
発
に
も
大
き
な
効
果
を
発

揮
し
て
い
る
。

　

番
組
を
完
成
さ
せ
る
に
は
、
資
料
収
集
、
事
前
取
材
、
企
画
書

作
成
、
取
材
交
渉
、
撮
影
、
ラ
ッ
シ
ュ
、
構
成
表
作
成
、
編
集
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
作
業
、
各

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
へ
の

納
品
、
配
信
作
業
な
ど
の

プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
撮
影
の
許
諾
を
得

る
た
め
に
は
、
対
象
者
や

団
体
と
粘
り
強
く
交
渉
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ

ら
に
、
完
成
間
際
に
は
試

写
会
が
催
さ
れ
、
先
輩
た

ち
か
ら
厳
し
い
批
評
を
受
け
る
。
こ
う
し
て
作
り
上
げ
た
10
分
間

の
番
組
は
、
学
生
に
と
っ
て
は
「
一
生
の
宝
物
」
に
な
る
。

　
「
企
画
―
撮
影
―
編
集
―
放
送・

配
信
」
と
い
う
制
作
活
動
の
サ

イ
ク
ル
は
、
そ
の
ま
ま
、
多
様
な
能
力
の
開
発
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。
交
渉
力
、
企
画
力
、
協
調
性
、
積
極
性
を
は
じ
め
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
そ
し
て
、

最
終
的
に
は
「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
自
己
効
力
感
が
育
成
さ

れ
て
い
く
。
こ
れ
が
、
就
職
活
動
を
乗
り
切
る
大
き
な
力
に
な
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

実
際
に
、「
多
摩
探
検
隊
」
の
制
作
に
関
わ
っ
た
学
生
の
多
く
が

そ
の
経
験
を
生
か
し
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
出
版
、
広
告
な
ど
の
マ

ス
コ
ミ
を
は
じ
め
、
地
域
と
関
係
の
深
い
通
信
、
運
輸
な
ど
の
業

種
に
就
職
し
て
い
る
。

●
注

１　

http://w
w

w
.tam

atan.tv/

２　

Ｆ
Ｌ
Ｐ
はFaculty-Linkage Program

の
略
。
中
央
大
学
の

特
色
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。
Ｆ
Ｌ
Ｐ
の
ゼ
ミ
は
、
全
学
部
か
ら
選
抜
さ
れ
た
学
生
で
構

成
さ
れ
る
。「
環
境・

社
会・

ガ
バ
ナ
ン
ス
」「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」

「
国
際
協
力
」「
ス
ポ
ー
ツ・

健
康
科
学
」「
地
域・

公
共
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
の
５
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
。

写真２　「多摩探検隊」のホームページ
（2018年４月版）
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

明
治
大
学
は
、
２
０
１
０
年
８
月
、
日
本
に
お
け
る
ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ

ｅ
ｓ 

Ｕ
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
、
慶
應
義
塾
大
学・

東
京
大

学・

早
稲
田
大
学
と
共
に
初
期
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
し
た
。

現
在
で
は
、
約
２
０
０
０
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
し
て
い
る
が
、

開
始
当
初
は
学
内
か
ら
か
き
集
め
た
３
０
０
に
満
た
な
い
コ
ン
テ

ン
ツ
数
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

１　

人
気
コ
ン
テ
ン
ツ
と
視
聴
者
層
に
関
す
る
考
察

　

ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ 

Ｕ
で
は
、
管
理
者
画
面
で
各
コ
ン
テ
ン
ツ
の
配

信
状
況
や
ア
ク
セ
ス
数
、
コ
ン
テ
ン
ツ
全
体
の
国
別
ア
ク
セ
ス
割

合
な
ど
、
詳
細
な
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
参
考
ま
で

に
、
ア
ク
セ
ス
数
の
多
い
本
学
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
い
く
つ
か
紹
介

し
た
い
。

　
『
マ
ク
ロ
経
済
学
』『
ミ
ク
ロ
経
済
学
』：
ど
ち
ら
も
本
学
商
学
部

の
対
面
授
業
を
収
録
し
た
映
像
で
、数
年
前
に
は
、ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ 

Ｕ
日
本
ス
ト
ア
に
お
い
て
、
人
気
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
体
１
位
と

３
位
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
（
両
コ
ン
テ
ン
ツ
と
も
ピ
ー
ク
時
に

は
１
週
間
で
約
２
０
０
０
回
の
視
聴
が
あ
っ
た
）。

　
『
中
級
日
本
語
口
頭
表
現
教
材
「
日
本
語
で
話
そ
う
！
」』：
２
０

１
５
年
９
月
か
ら
公
開
し
て
い
る
、
日
本
語
を
学
ぶ
外
国
人
留
学

生
向
け
の
教
材
で
あ
る
が
、
こ
こ
数
年
、
本
学
で
最
も
多
く
の
ス

ト
リ
ー
ミ
ン
グ
数・

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
が
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ

て
い
る
。
２
０
１
８
年
４
月
１
日
現
在
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数・

ス

ト
リ
ー
ミ
ン
グ
数
の
合
計
は
、
７
万
回
を
超
え
て
い
る
。

　

視
聴
者
（
受
講
者
）
と
双
方
向
性
が
あ
り
、
そ
の
属
性
が
特
定

可
能
な
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
と
違
い
、
ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ 

Ｕ

は
、
ど
の
よ
う
な
層
の
視
聴
者
が
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
の
か
分
か

り
に
く
い
。
し
か
し
、
日
本
語
教
材
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多
く
の
視
聴

者
を
得
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
日
本
の
文
化・

教
養
に
興
味

関
心
の
あ
る
主
に
ア
ジ
ア
圏
（
中
国・

台
湾
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が

全
体
の
３
割
以
上
を
占
め
る
）
の
若
年
層
が
中
心
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
を
日
本
へ
の
留
学
生
予
備
軍
と
捉
え
、
教

育
を
公
開
す
る
副
次
的
な
効
果
と
し
て
、
留
学
生
の
増
加
や
大
学

広
報
に
貢
献
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

動
画
配
信
へ
の
取
り
組
み
と
課
題

［
明
治
大
学
］

中
村 

達
●
明
治
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
部　

ユ
ビ
キ
タ
ス
教
育
推
進
事
務
室

《
オ
ー
プ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編
》
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２　

動
画
配
信
の
目
的
と
課
題

　

本
学
が
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
す
る
目
的
は
、
大
き
く
二
つ

あ
る
。
一
つ
は
、
国
内
外
の
多
く
の
大
学
や
機
関
が
公
開
し
て
い

る
膨
大
な
数
の
教
育
リ
ソ
ー
ス
の
一
部
分
と
し
て
、
人
々
が
学
び

を
深
め
る
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
本

学
の
学
生
や
教
職
員
の
た
め
に
配
信
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
部
署
で
収
録・
配
信
す
る
講
義
や
イ
ベ
ン
ト
は
、

毎
年
お
お
む
ね
50
件
以
上
あ
る
が
、
ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ 

Ｕ
に
特
化
し

て
制
作
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ

ｅ
ｓ 

Ｕ
は
、
相
手
を
特
定
し
た
配
信
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ 

Ｕ
は
あ
く
ま
で
も
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
公
開
す
る
た

め
の
一
つ
の
手
段
で
あ
り
、
自
前
の
配
信
サ
ー
バ
ー
に
よ
る
公
開

や
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
な
ど
も
活
用
し
て
い
る
。
ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ 
Ｕ
の
よ
う

に
全
世
界
に
向
け
て
完
全
に
オ
ー
プ
ン
な
形
で
配
信
す
る
こ
と
が

難
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら

の
み
視
聴
で
き
る
配
信
方
法
や
、
専
用
の
Ｉ
Ｄ・

パ
ス
ワ
ー
ド
を

設
定
し
、
特
定
少
数
の
視
聴
者
に
向
け
て
配
信
す
る
な
ど
、
そ
の

性
質
に
よ
っ
て
最
適
な
配
信
メ
デ
ィ
ア・

配
信
方
法
を
選
択
し
て

い
る
。

　

ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ 

Ｕ
に
よ
る
配
信
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、

大
学
が
講
義
や
講
演
会
な
ど
の
映
像
を
配
信
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

一
番
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
、
著
作
権
の
処
理
に
関
す
る
作
業
で

あ
る
。
講
義
や
講
演
会
に
は
、
画
像
や
映
像
の
ほ
か
、
新
聞
や
書

籍
の
一
部
分
な
ど
、
多
様
な
著
作
物
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
に
つ
い
て
、
一
つ
一
つ
権
利
者
を
確
認
し
、
公
開
に
つ
い
て
許

諾
を
得
る
作
業
が
必
要
と
な
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
画
像
の
差

し
替
え
や
使
用
料
を
支
払
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
そ
の
手
続
き・

管

理
に
は
相
当
量
の
技
術
的・

事
務
的
作
業
が
伴
う
。
ま
た
、「
引

用
」
と
し
て
扱
う
場
合
に
も
、
適
切
な
出
典
情
報
の
記
載
が
あ
る

か
な
ど
、
必
要
な
確
認
作
業
を
配
信
前
に
実
施
し
て
い
る
。

　

本
学
に
お
け
る
著
作
権
処
理
は
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
（
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
）
の
制
作・

運
用
を
担
当
す
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
教
育
推
進
事
務

室
が
一
元
的
に
担
っ
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
教
材
な
ど
と
と

も
に
、
一
般
に
公
開
す
る
動
画
に
つ
い
て
も
著
作
権
処
理
の
専
門

ス
タ
ッ
フ
を
置
い
て
対
応
し
て
い
る
。
よ
り
一
層
の
普
及・

発
展

の
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
こ
の
部
分
の
「
ス
ピ
ー
ド
を
早
く
」「
事
務
的

負
荷
を
軽
く
」
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。現
在
、国
に
お

い
て
著
作
権
法
改
正
に
向
け
た
動
き
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、

期
待
を
込
め
て
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

※�iT
unes

は
米
国
お
よ
び
他
の
国
々
で
登
録
さ
れ
たA

pple Inc.

の

商
標
で
す
。iT

unes U

はA
pple Inc.

の
商
標
で
す
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

２
０
１
４
年
度
、
東
海
大
学
海
洋
学
部
は
、
ネ
ッ
ト
配
信
型
公

開
講
座
「
海
か
ら
考
え
る
こ
の
星
の
未
来
：
海
洋
学
へ
の
誘
い
」

を
、
日
本
オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
推
進
協
議
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ

Ｃ
）
公
認
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
の
せ
て
配
信
し
た
。
周
知
の
通

り
、
ネ
ッ
ト
配
信
講
座
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
は
、
米
国
発
と
な
る
大
学
の
新

し
い
授
業
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
時
間
と
場
所
を
超
え
、
大
学
の
授

業
を
無
料
で
万
人
に
提
供
で
き
る
こ
と
か
ら
、
米
国
で
は
教
育
格

差
や
地
理
的
課
題
に
対
す
る
解
決
法
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

大
学
に
と
っ
て
も
、
埋
も
れ
て
い
る
人
材
を
発
掘
で
き
る
点
で
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
わ
が
国
で
は
、
先
述
の
Ｊ

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
が
２
０
１
３
年
に
一
般
社
団
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
、

本
格
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
米

国
と
異
な
る
点
は
、
日
本
版
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
が
い
わ
ゆ
る
「
産
学
連
携

型
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
講
座
を
配
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
配
信
さ
れ
る
講
座
内
容
を
見
て
も
、
大
学
の

み
な
ら
ず
専
門
学
校
や
企
業
体
と
連
携
し
た
実
学
志
向
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
目
に
つ
く
。
社
会
人
の
学
び
直
し
な
ど
、
知
識
と
技
術
の

修
得
を
目
指
し
た
産
学
連
携
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
日
本
版
Ｍ
Ｏ
Ｏ

Ｃ
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、
東
海
大
学
の
ネ
ッ
ト
講
座
開
講
は
、
こ
う
し
た
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
の
効
果
を
主
眼
と
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
い
。
む
し

ろ
、
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
教
育
改
革
や
そ
の
学
習

成
果
を
評
価
す
る
た
め
の
入
試
改
革
、
つ
ま
り
は
「
主
体
性
等
」

評
価
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
活
用
に
一
定
の
効
果
を
期
待
し
て
の

こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
特
徴
と
し
て
、
成
績
評
価

を
受
講
生
同
士
の
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
学
習
者
同
士
が
互
い
の
意
見
交
換
や
情
報
交
換
を
通
し
て
、

自
ら
の
学
習
に
幅
を
も
た
ら
し
深
化
さ
せ
て
い
く
。
こ
う
し
た
学

習
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
、
学
習
動
機
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
開
講
者
で
あ
る
大
学
は
、
個
々
の

学
習
者
の
ア
ク
セ
ス
頻
度
と
相
互
採
点
の
あ
り
方
を
ア
セ
ス
メ
ン

ト
（
査
定
）
す
る
、
つ
ま
り
、
主
体
性
の
プ
ロ
セ
ス
評
価
を
し
て

い
く
わ
け
で
あ
る
。
今
後
、
大
学
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
学

習
者
の
主
体
性
等
の
評
価
に
、
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
評
価

オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
の 

入
試
活
用
を
考
え
る

［
東
海
大
学
］

川
上 
哲
太
朗
●
東
海
大
学
海
洋
学
部
長
、
教
授

《
オ
ー
プ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編
》
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方
式
は
大
い
に
参
考
に
な
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
主
体
的
学
習
を
担
保
し
て
い
る
の
は
、

多
様
な
社
会
的
背
景
を
有
す
る
受
講
者
の
質
と
量
で
あ
る
。
現
在
、

Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
登
録
者
数
は
約
25
万
人
で
あ
る
が
、
延
べ
学
習
者

受
講
者
は
約
61
万
人
を
超
え
て
お
り
、
受
講
者
が
継
続
的
な
学
習

意
欲
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
受
講
者
の
平
均
年
齢

は
約
44
歳
で
あ
り
、
大
学
以
上
の
卒
業
者
が
６
割
を
占
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
学
習
者
の
質
は
相
当
に
高
い
と
み
て
よ
い
。
10
代
の

受
講
者
は
全
体
の
２
％
弱
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
若
者
が

多
世
代
で
構
成
さ
れ
る
学
習
者
と
共
に
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
参
入
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
彼
ら
の
主
体
力
は
大
い
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
こ
こ
に
、
今
日
の
大
学
が
取
り
組
む
べ
き
「
主
体
性
評
価
」

の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
東
海
大
学
で
は
２
０
１
６
年
度
に
海
洋
学
部
Ａ
Ｏ
入
試

に
お
い
て
ネ
ッ
ト
配
信
講
座
の
活
用
を
開
始
し
た
が
、
そ
の
理
由

の
一
つ
に
２
０
１
４
年
度
に
配
信
さ
れ
た
当
該
講
座
に
特
徴
的
な

傾
向
が
み
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
20
歳
以
下
の
登
録
者

が
全
体
の
７・

８
％
も
占
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
相
互
評
価
に

つ
い
て
も
、
積
極
的
に
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
っ

た
。
こ
う
し
た
強
い
主
体
性
を
も
っ
た
若
者
を
入
試
に
導
い
て
い

き
た
い
。
検
討
に
勢
い
が
つ
い
た
。
さ
ら
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
も
適

切
で
あ
る
。
講
座
は
学
部
教
育
全
体
に
わ
た
る
内
容
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
学
部
の
教
育
方
針
お
よ
び
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー

に
照
ら
し
て
適
切
性
を
有
し
て
い
た
。
当
該
講
座
を
再
利
用
す
る

形
で
入
試
導
入
が
決
定
し
た
。
入
試
要
項
で
は
、
先
述
し
た
講
座

の
視
聴
登
録
を
志
願
者
が
行
い
、
全
31
回
の
講
座
を
受
講
し
た
上

で
課
題
を
作
成
し
て
提
出
、
出
願
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、

当
該
年
度
Ａ
Ｏ
入
試
出
願
者
の
22・

９
％
に
相
当
す
る
高
校
生
が

講
座
の
視
聴
登
録
を
行
っ
た
。
そ
の
ア
ク
セ
ス
数
も
ロ
グ
と
し
て

記
録
さ
れ
て
お
り
、
２
０
０
回
以
上
講
座
に
ア
ク
セ
ス
し
た
志
願

者
も
い
た
。

　

た
だ
し
、
オ
ー
プ
ン
な
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
よ
る
講
座
配
信
は

入
試
と
い
う
性
格
上
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
講
座
は
志
願
者
の
み

に
配
信
す
る
形
態
に
留
め
ら
れ
た
。
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
利
点
で
あ
る
多

世
代
の
学
習
者
に
よ
る
相
互
評
価
体
制
が
活
用
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

近
い
将
来
、
オ
ン
ラ
イ
ン
型
大
学
入
試
が
導
入
さ
れ
て
い
く
で

あ
ろ
う
。
オ
ン
ラ
イ
ン
型
入
試
は
、
こ
う
し
た
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
活
用

を
通
し
て
「
主
体
性
等
」
を
評
価
で
き
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る

と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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た
ま
た
ま
始
め
た
テ
レ
ビ
シ
ョッ
ピ
ン
グ
か
ら 

現
在
は
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
へ

脇
浜　
本
日
は
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
お
な

じ
み
の
株
式
会
社
ト
ー
カ
堂
の
北
義
則
様
に
お
話

を
伺
い
ま
す
。

　

博
多
近
郊
に
あ
る
ト
ー
カ
堂
さ
ん
の
本
社
に
お

じ
ゃ
ま
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
は
い
わ
ゆ
る
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
で
は
な
く
、
ま
る
で
北
米
の
郊
外
に
あ
る

邸
宅
の
よ
う
な
外
観
で
す
。
こ
の
素
敵
な
建
物
が

見
え
た
と
き
は
ち
ょ
っ
と
驚
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
北
さ
ん
の
ご
趣
味
で
し
ょ
う
か
。

北　
い
え
い
え
、
全
く
違
い
ま
す
。
友
人
が
カ
ナ

ダ
か
ら
の
輸
入
住
宅
を
扱
う
仕
事
を
し
て
お
り
、

ま
た
私
の
妻
の
実
家
の
土
地
が
空
い
て
い
た
の
で

建
て
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
妻
の
実
家
近
く
に

あ
っ
た
借
家
の
一
室
で
た
ま
た
ま
始
め
た
の
で
す

が
、
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
い
つ
だ
め
に
な
る
か
分
か

ら
な
い
と
い
う
リ
ス
キ
ー
な
性
格
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
な
っ
た
ら
、
こ
の
外
国
風
の
お
し
ゃ
れ
な
建

ク ロ ー ズ ア ッ プ

・

イ ン タ ビ ュ ー

株
式
会
社
ト
ー
カ
堂
　
代
表
取
締
役

北 

義
則
さ
ん
に
聞
く

き
た・

よ
し
の
り

福
岡
大
学
体
育
学
部
（
現 

ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
）
卒
業
。
’53

福
岡
県
生
ま
れ
。
’81
に
陶
器

を
扱
う
陶
華
堂
を
創
業
、
’91

に
株
式
会
社
ト
ー
カ
堂
を
設

立
し
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
な
ど
の
通
販
事
業
を
展 

開
。
自
ら
出
演
す
る
テ
レ
ビ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
番
組
は
全

国
に
放
映
さ
れ
、
独
特
の
柔

ら
か
い
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に

フ
ァ
ン
も
多
い
。

聞
き
手 

脇
浜
紀
子
さ
ん
●
京
都
産
業
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授
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物
を
使
っ
て
レ
ス
ト
ラ
ン
を
始
め
よ
う
か
な
、
な

ど
と
考
え
た
の
で
す
。

脇
浜　
そ
う
で
し
た
か
。
い
ま
、「
た
ま
た
ま
、
テ

レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
始
め
た
」
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
が
、
現
在
の
メ
イ
ン
は
や
は
り
テ
レ
ビ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
す
か
。

北　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
を
連
動
さ
せ
た
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
を
展
開

し
て
お
り
、
私
の
長
男
が
12
年
く
ら
い
前
か
ら
、

次
男
は
６
～
７
年
前
か
ら
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
５
～
６
年
前
か
ら
は
太
陽
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
、
こ
れ
は
別
会
社
と
し
て
手

掛
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
30
分
や
１
時
間
と
い
う
決
ま
っ
た

枠
の
番
組
で
や
っ
て
き
た
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

が
、
時
代
の
流
れ
で
だ
ん
だ
ん
変
わ
っ
て
き
た
と

い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
か
私
の
子
ど
も
た

ち
の
代
に
な
っ
た
頃
に
は
、
も
っ
と
変
わ
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
。

　

企
業
は
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
、
ア
メ
ー
バ

の
よ
う
に
姿
を
変
え
て
い
か
な
い
と
生
き
残
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
一
本
で
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
つ
も
り
は
少

し
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

脇
浜　
そ
れ
は
意
外
で
す
ね
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
パ
ン
屋
さ
ん
へ
、 

さ
ら
に
陶
器
の
卸
業
へ

脇
浜　
事
業
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う

お
話
も
、
の
ち
ほ
ど
詳
し
く
お
伺
い
し
た
い
の
で

す
が
、
そ
の
前
に
、
北
さ
ん
と
い
え
ば
、
や
は
り

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
独
特
の
ト
ー
ク
を
皆
さ

ん
も
よ
く
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
れ
は
ご
自

分
で
演
出
と
い
う
か
、
意
図
し
て
な
さ
っ
て
い
る

の
で
す
か
。
最
初
か
ら
、
い
ま
の
よ
う
に
ス
ラ
ス

ラ
と
お
話
し
に
な
れ
ま
し
た
か
。

北　
し
ゃ
べ
れ
ま
せ
ん
よ
（
笑
）。
演
出
で
は
な

く
、
自
然
な
ス
タ
イ
ル
で
す
。
現
在
の
よ
う
な
１

時
間
番
組
と
い
う
形
の
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、

福
岡
が
発
祥
の
地
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
私
が
初
め

て
参
加
し
た
頃
は
陶
器
の
卸
業
を
営
ん
で
い
た
た

め
、
有
田
焼
の
大
き
な
飾
り
壷
や
、
陶
画
と
い
っ

て
陶
製
の
額
な
ど
を
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
販

売
し
て
い
ま
し
た
。

脇
浜　
ト
ー
カ
堂
さ
ん
の
前
身
と
い
い
ま
す
か
、

発
祥
は
陶
器
を
扱
う
会
社
だ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

北　
え
え
、
陶
器
の
前
は
パ
ン
屋
さ
ん
で
す
。
27

歳
の
時
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
辞
め
て
、
パ
ン
屋
さ

ん
で
独
立
し
ま
し
た
。
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か
つ
て
、
福
岡
に
博
多
米
軍
キ
ャ
ン
プ
と
い
う

基
地
が
あ
り
、
父
が
そ
こ
で
働
い
て
い
た
た
め
、

私
は
18
歳
ま
で
基
地
内
の
社
宅
で
育
ち
ま
し
た 

が
、
そ
こ
は
ま
さ
に
日
本
の
中
の
米
国
で
し
た
。

学
校
は
基
地
の
外
に
あ
る
日
本
の
学
校
に
通
い
ま

し
た
が
、
そ
う
い
う
環
境
だ
っ
た
の
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
食
生
活
も
同
様
で
、

基
地
内
で
よ
く
食
べ
て
い
た
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や

ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
が
、
な
ぜ
日
本
に
は
な
い
の
か
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
。
パ
ン
屋
さ
ん
で
そ
う
い
う

も
の
を
売
っ
て
、
チ
ェ
ー
ン
展
開
し
よ
う
と
志
し

ま
し
た
。

脇
浜　
そ
の
パ
ン
が
陶
器
に
な
っ
た
の
は
、
ど
う

い
う
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

北　
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
作
っ
て
販
売
し
た
と
こ
ろ
、

周
囲
に
パ
ン
屋
さ
ん
が
何
軒
も
で
き
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
そ
の
た
め
、
小
売
り
で
は
な
く
、
幼
稚

園
や
小・

中
学
校
、
高
校
な
ど
に
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

を
納
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
妻

と
二
人
で
夜
中
の
１
時
頃
か
ら
作
り
は
じ
め
る
と

い
う
昼
夜
逆
転
の
生
活
が
続
き
、
多
い
と
き
で
１

日
に
１
０
０
０
個
も
作
っ
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
、

と
う
と
う
体
を
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
有
田
焼
の
窯
元
に
い
る
叔
父
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
う
ち
の
倉
庫
に
あ
る
も
の
を
売
っ

て
こ
い
と
言
わ
れ
て
、
陶
華
堂
と
い
う
名
前
で
始

め
ま
し
た
。
１
９
８
１
年
の
春
で
し
た
ね
。

脇
浜　
で
は
、
最
初
は
通
信
販
売
と
は
全
然
関
係

が
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。

北　
そ
れ
で
も
、
後
に
通
販
を
始
め
て
最
初
に
扱
っ

た
の
は
パ
ン
焼
き
器
で
し
た
。
家
庭
で
パ
ン
が
焼

け
る
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
が
、
確
か
１
万
９
８
０

０
円
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

毎
回
、企
業
と
し
て
の
生
死
を
か
け
て 

新
し
い
ア
イ
デ
ア
で
試
行
錯
誤

脇
浜　
社
名
を
陶
華
堂
か
ら
カ
タ
カ
ナ
の
「
ト
ー

カ
堂
」
に
変
え
た
の
は
、
何
か
き
っ
か
け
が
お
あ

り
で
し
た
か
。

北　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し

て
は
、
漢
字
３
文
字
の
「
陶
華
堂
」
は
ち
ょ
っ
と

堅
い
し
、
取
り
扱
い
商
品
が
陶
器
に
限
定
さ
れ
る

イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
の
で
、
創
業
か
ら
10
年
後
の
１

９
９
１
年
に
、「
ト
ー
カ
堂
」
と
い
う
現
在
の
社
名

に
し
ま
し
た
。

脇
浜　
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、「
よ
し
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
は
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
だ
」
と
お
思
い

に
な
り
ま
し
た
か
。

北　
い
え
、
そ
う
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
ま
た
ま
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
お
話
を
い

た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
広
告
代
理
店
か
ら

連
絡
が
あ
っ
て
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
ス
ポ

ン
サ
ー
企
業
に
陶
器
を
卸
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の

が
始
ま
り
で
し
た
。

北 

義
則
さ
ん
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か
つ
て
の
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
事
業
は
、

い
つ
だ
め
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
非
常
に

不
安
定
な
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
的
な
性
格
が
あ
り

ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
何
社
か
の
ス
ポ
ン
サ
ー

企
業
が
集
ま
っ
て
１
時
間
の
番
組
を
作
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
売
れ
る
と
こ

ろ
と
売
れ
な
い
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
の
で
す
。
し

か
し
、
一
緒
に
番
組
を
作
っ
て
い
る
の
で
、
売
れ

な
い
か
ら
と
い
っ
て
１
社
だ
け
途
中
で
抜
け
る
こ

と
が
難
し
い
。
全
く
売
れ
な
く
て
も
、
費
用
は
売

れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
同
じ
よ
う
に
出
て
い
く
わ
け

で
す
。
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
が
ま
ん
を
し
て
続
け
た
結

果
、
最
後
は
倒
産
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

毎
回
毎
回
、
企
業
と
し
て
の
生
死
が
か
か
っ
て
い

た
の
で
、私
と
し
て
は
い
つ
や
め
よ
う
か
、い
つ
や

め
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。「
川
の
流
れ
に

身
を
任
せ
」
と
い
い
ま
す
か
、
私
は
そ
う
や
っ
て

続
け
て
き
て
、
い
い
と
き
も
悪
い
と
き
も
あ
り
ま

し
た
が
、
幸
い
節
目
節
目
で
ヒ
ッ
ト
商
品
が
生
ま

れ
た
お
か
げ
で
今
日
が
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

い
ま
で
は
大
手
の
テ
レ
ビ
局
の
ほ
と
ん
ど
が
テ

レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
子
会
社
を
作
っ
て
、
テ
レ

ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
こ
れ
だ
け
盛
ん
に
な
っ
た
の

で
、
他
社
の
成
功
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
参
考
に
す
る

こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
た
ち
が

始
め
た
頃
は
他
に
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、
ま
ね
の
し
よ
う
も
な
い
。
毎
回
、
新
し

い
ア
イ
デ
ア
を
考
え
て
試
行
錯
誤
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
始
め
る
企

業
が
増
え
、
売
り
上
げ
を
大
き
く
伸
ば
す
と
こ
ろ

が
出
て
く
る
と
、
テ
レ
ビ
局
も
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
と
優
先
的
に
手
を
組
む
な
ど
、
競
争
が
激
化
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
海
外
ま

で
出
向
い
て
仕
入
れ
を
す
る
な
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
の
あ
る
新
し
い
商
材
を
生
み
出
す
不
断
の
努

力
を
怠
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

自
分
が
商
品
に
感
動
し
な
い
と 

お
客
様
に
は
伝
わ
ら
な
い

脇
浜　
社
長
自
ら
商
品
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
も
、
ア
イ
デ
ア
の
一
つ

だ
っ
た
の
で
す
ね
。

北　
そ
う
な
ん
で
す
。
私
は
、「
自
分
が
商
品
に
感

動
し
な
い
と
お
客
様
に
は
伝
わ
ら
な
い
」
と
信
じ

て
い
ま
す
。
一
方
、
家
電
製
品
は
量
販
店
や
電
気

屋
さ
ん
に
行
け
ば
同
じ
よ
う
な
も
の
が
置
い
て
あ

る
。
し
か
も
対
面
販
売
で
す
か
ら
、
お
客
様
が
詳

し
い
説
明
を
聞
い
た
り
値
切
っ
た
り
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
テ
レ
ビ
は
そ
れ
が
で
き
な
い
の
で
、

値
段
が
高
い
と
思
わ
れ
た
ら
絶
対
に
売
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
が
最
初
の
頃
に
や
っ
て
い
た

の
は
、
家
電
製
品
の
新
し
い
機
種
が
発
売
さ
れ
る

前
に
、
現
在
の
機
種
を
安
く
販
売
す
る
と
い
う
方

脇
浜 

紀
子
さ
ん
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法
で
す
。
次
い
で
、
家
電
メ
ー
カ
ー
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生

産
に
よ
っ
て
差
別
化
し
た
製
品
を
販
売
し
た
と
こ

ろ
、
う
ま
く
い
き
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と

他
の
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
同
じ
こ
と
を
始
め

ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
競
争
が
激
し
い
中
で

生
き
残
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
も

う
や
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
す
。

企
業
は
ア
メ
ー
バ
の
よ
う
に 

環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
べ
し

脇
浜　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
市
場
が
伸
び
て
、

地
元
の
九
州
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
か
ら
競
争
相

手
が
出
て
く
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
ネ
ッ
ト
通
販
の
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

ｅ
コ
マ
ー
ス
は
、
２
０
１
８
年
度
に
は
10
兆
円
を

超
え
る
規
模
に
な
る
と
い
う
予
想
も
あ
り
ま
す
。

北　
私
が
始
め
た
頃
は
、
ま
だ
７
０
０
０
億
円
く

ら
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
時
は
、

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
顧
客
リ
ス
ト
を
手
に
入
れ
、
二
次
的
、
三
次
的

な
通
信
販
売
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
の
が
基
本

的
な
戦
略
で
し
た
。

脇
浜　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
市
場
規
模
が
拡

大
し
て
い
く
中
で
、
そ
の
形
態
も
、
テ
レ
ビ
番
組

を
買
い
取
る
「
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
」
や
、
通

販
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
テ
レ
ビ
局
自
体
が
手
掛
け

る
な
ど
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。

北　
私
も
、
Ｃ
Ｓ
放
送
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
一
つ
、

買
わ
な
い
か
と
い
う
話
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
当
時
は
１
カ
月
に
１

億
５
０
０
０
～
２
億
円
く
ら
い
の
媒
体
料
を
払
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
た

よ
う
に
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
か
ら
急
に
撤
退

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
企
業
を
い
く
つ
も
見
て
き

た
の
で
、
私
自
身
も
同
じ
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
か
、
い
つ
や
め
よ
う
か
な
ど
と
考
え
な
が
ら
続

け
て
い
た
わ
け
で
す
。
ヒ
ッ
ト
商
品
が
出
れ
ば
い

い
の
で
す
が
、
そ
れ
が
ず
っ
と
続
く
保
証
は
あ
り

ま
せ
ん
。

脇
浜　
常
に
身
軽
に
し
て
お
き
た
い
と
考
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
ね
。

北　
そ
の
と
お
り
で
す
。
企
業
と
い
う
も
の
は
常

に
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軽
く
し
て
、
ア
メ
ー
バ
の
よ

う
に
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
な
け
れ
ば
い
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け
な
い
。
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
買
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
そ
れ
が
で
き
な
く
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
い

ま
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
手
掛
け
て

い
る
の
も
、
変
化
へ
の
対
応
の
一
つ
で
す
。

脇
浜　
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
買
う
の
で
は
な
く
、

あ
え
て
い
ま
の
形
態
で
継
続
し
て
い
る
と
い
う
わ

け
で
す
ね
。
テ
レ
ビ
局
が
通
販
に
進
出
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

北　
わ
れ
わ
れ
と
は
、
ち
ょ
っ
と
考
え
方
が
違
う

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
テ
レ
ビ
を
使
っ
て
商

品
を
販
売
す
る
と
い
う
方
法
は
新
規
参
入
し
や
す

い
の
で
、
そ
こ
で
い
か
に
お
客
様
の
役
に
立
つ
情

報
を
提
供
し
、
利
益
を
得
る
か
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
基
本
的
に
は
薄
利
多
売
の
ギ
リ
ギ
リ
の
と

こ
ろ
で
ど
こ
ま
で
頑
張
れ
る
か
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス

で
あ
り
、
販
売
数
は
減
っ
て
も
利
益
を
厚
く
す
る

と
い
う
方
法
は
長
続
き
し
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
テ
レ
ビ
局
が
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
行
う
場
合
、
そ
こ
で
利
益
を
上
げ
る
た

め
な
の
か
、
も
し
く
は
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る

媒
体
を
有
効
利
用
す
る
た
め
な
の
か
、
そ
の
違
い

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

当
然
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
局
な
り
の
や
り
方
も
あ
っ

て
い
い
わ
け
だ
し
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

お
客
様
が
お
求
め
に
な
る
も
の
を
ご
提
供
し
て
い

く
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
確
か
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
な
り
ま
す
が
、
な
る
べ
く
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー

を
出
す
よ
う
に
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

脇
浜　
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
こ
と
で
は
、

い
ま
注
目
さ
れ
て
い
る
新
し
い
ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス
、

生
番
組
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
て
も
ら
う
と
い

う
形
態
は
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

北　
私
も
以
前
は
生
放
送
に
出
て
い
ま
し
た
が
、

生
放
送
が
い
ち
ば
ん
勢
い
と
い
う
か
、
独
特
の
空

気
感
が
あ
っ
て
、
非
常
に
よ
く
売
れ
ま
し
た
。
た

だ
、
私
は
で
き
れ
ば
人
前
で
話
し
た
く
な
い
も
の

で
す
か
ら
（
笑
）、
い
ま
は
「
生
放
送
な
ん
か
と
ん

で
も
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

体
育
の
教
員
を
目
指
し
て 

福
岡
大
学
体
育
学
部
に
入
学

脇
浜　
学
生
時
代
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

北　
高
校
時
代
に
、
先
輩
か
ら
誘
わ
れ
て
ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
に
入
部
し
、
九
州
大
会
に
出

た
と
こ
ろ
、
優
勝
し
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
私
と

同
じ
階
級
に
出
場
し
た
の
は
も
う
一
人
し
か
い
な

か
っ
た
の
で
、
そ
の
選
手
に
勝
っ
て
「
優
勝
」
と

な
っ
た
の
で
す
が
（
笑
）。

　

将
来
は
体
育
の
教
員
に
な
ろ
う
と
思
い
、
地
元

の
福
岡
大
学
の
体
育
学
部
（
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
）
に
入
学
し
、
重
量
挙
げ
部
に
入
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
１
年
生
の
夏
に
現
在
の
妻
と
知
り
合
っ

て
、
毎
日
の
よ
う
に
会
っ
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
、

重
量
挙
げ
に
は
身
が
入
ら
な
く
な
り
、
ボ
ク
シ
ン

グ
部
に
転
部
し
ま
し
た
。

　

入
学
し
て
か
ら
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
は

体
育
学
部
の
学
生
が
２
４
０
人
以
上
で
、
そ
の
う

ち
で
教
員
に
な
れ
た
の
は
１
割
程
度
。
才
能
の
あ

る
学
生
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
が
、
教
員
は
本
当

に
狭
き
門
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
母
校
で
あ
る
東
福

岡
高
校
に
教
育
実
習
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
部
活
の

監
督
か
ら
「
君
は
教
員
は
難
し
い
か
ら
、
他
の
と
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こ
ろ
に
就
職
を
決
め
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
旅
行

会
社
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

　

面
接
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
採
用
が
終
わ
っ

て
い
た
も
の
の
、
会
っ
て
い
た
だ
い
た
支
店
長
か

ら
、
医
療
機
器
や
雑
貨
を
薬
局
な
ど
に
ル
ー
ト
セ
ー

ル
ス
を
す
る
近
く
の
会
社
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

翌
日
か
ら
そ
の
会
社
の
倉
庫
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

華
丸
さ
ん
の
も
の
ま
ね
は 

あ
ま
り
似
て
い
な
い（
笑
）

脇
浜　
結
局
、
当
初
の
志
望
と
は
違
う
道
に
お
進

み
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
が
現
在
の
仕
事

に
つ
な
が
っ
て
い
る
部
分
は
あ
り
ま
す
か
。

北　
全
然
関
係
な
い
よ
う
で
い
て
、
実
は
あ
る
の

で
す
。
例
え
ば
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
健
康

食
品
の
青
汁
を
販
売
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

青
汁
は
よ
そ
で
も
扱
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
青

汁
に
ク
ロ
レ
ラ
を
添
加
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を

思
い
つ
い
た
の
は
、
ま
さ
し
く
経
験
が
役
立
っ
た

か
ら
で
す
。
ま
た
、
同
じ
頃
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

か
ら
ユ
ー
カ
リ
の
蜂
蜜
を
輸
入・

販
売
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
商
品
を
新
た
に
扱
う

際
に
あ
ら
か
じ
め
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
や
す
い
の
は
、

薬
局
の
ル
ー
ト
セ
ー
ル
ス
の
経
験
が
あ
る
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

脇
浜　
福
岡
大
学
は
大
規
模
な
大
学
で
す
が
、
自

由
な
学
風
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

北　
そ
う
で
す
ね
。
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
が
い
い
し
、

私
も
学
生
生
活
を
楽
し
ん
だ
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

脇
浜　
漫
才
の
博
多
華
丸
さ
ん
が
、
北
さ
ん
の
ト
ー

ク
の
も
の
ま
ね
で
有
名
で
す
ね
。

北　
博
多
華
丸・

大
吉
さ
ん
も
福
岡
大
学
の
学
生

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
私
の
と
こ
ろ
に
お
い
で
に
な
っ

て
、「
も
の
ま
ね
を
し
て
も
い
い
で
す
か
」
と
了
解

を
と
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

脇
浜　
華
丸
さ
ん
の
も
の
ま
ね
を
見
て
、
ご
自
分

で
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
か
。

北　
テ
レ
ビ
で
見
て
、
あ
ま
り
似
て
い
な
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
（
笑
）。

脇
浜　

華
丸
さ
ん
の
も
の
ま
ね
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、
北
さ
ん
の
ま
わ
り
の
反
応
が
変
わ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

北　
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
は
な
り
ま
し
た
ね
。

社
会
人
に
な
る
一
歩
手
前
の 

ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
置
い
た
時
代
を
大
切
に

脇
浜　
大
学
時
代
を
振
り
返
っ
て
、
あ
れ
を
や
っ

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
、
も
し
く
は
や
っ
て
お
い
て

よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
お
あ
り
で
し
ょ
う
か
。

北　
大
学
時
代
と
い
う
の
は
、
自
由
な
発
想
や
感

覚
が
持
て
る
、「
社
会
人
に
な
る
一
歩
手
前
の
ワ
ン

ク
ッ
シ
ョ
ン
置
い
た
時
代
」
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
時
間
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

北義則さん（右）と脇浜紀子さん
（2018年4月9日 株式会社トーカ堂本社にて）
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一
般
的
に
い
っ
て
、
大
学
を
卒
業
し
た
ら
企
業

な
ど
に
就
職
す
る
か
自
分
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る

か
、
大
別
す
る
と
こ
の
二
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
大

き
な
会
社
に
入
っ
て
比
較
的
安
定
し
た
生
活
を
送

る
の
も
い
い
し
、
自
分
で
商
売
を
始
め
て
、
時
間

的
な
自
由
は
手
に
入
る
も
の
の
、
紆
余
曲
折
が
あ
っ

て
浮
い
た
り
沈
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
た
ま
た
ま
流

れ
に
乗
っ
て
う
ま
く
い
く
場
合
も
あ
れ
ば
、
何
を

や
っ
て
も
思
い
ど
お
り
に
い
か
な
い
時
期
も
あ
る
。

そ
う
い
う
い
ろ
い
ろ
な
人
生
が
あ
る
中
で
、
自
分

は
ど
う
し
た
い
の
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

将
来
、
結
婚
し
て
家
庭
を
持
っ
て
も
何
と
か
食
べ

て
い
く
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
自

信
の
よ
う
な
も
の
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

脇
浜　
そ
う
い
う
感
覚
を
、
大
学
時
代
の
自
由
な

時
間
の
中
で
培
っ
た
の
で
す
ね
。

北　
そ
う
で
す
ね
。
い
ま
の
学
生
さ
ん
に
も
、
大

学
生
で
あ
る
間
に
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

脇
浜　
ち
な
み
に
、
そ
う
い
う
北
さ
ん
の
生
き
方

を
、
奥
様
は
ず
っ
と
サ
ポ
ー
ト
な
さ
っ
て
き
た
の

で
す
か
。

北　
い
え
、
正
反
対
で
す
。
商
売
な
ん
か
絶
対
に

や
め
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
（
笑
）。
や

は
り
、
安
定
し
た
生
活
と
は
い
い
難
い
人
生
で
し

た
か
ら
。

　

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
始
め
て
１
年
く
ら
い

た
っ
た
と
き
に
、
今
回
だ
め
だ
っ
た
ら
撤
退
し
よ

う
と
本
気
で
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
と
い

う
の
は
、
同
じ
番
組
で
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
機
器
を

販
売
し
て
い
た
会
社
が
他
の
番
組
に
移
っ
た
た
め

に
枠
が
空
き
、
私
の
と
こ
ろ
で
代
わ
り
に
や
ら
な

い
か
と
い
う
話
が
来
た
の
で
す
が
、
引
き
受
け
た

と
こ
ろ
、
大
変
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
が
分
か
っ

た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
と
き
、
必
要
な
資
金
を
妻
が
自
分
の
貯
金

か
ら
出
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
私
は
そ

れ
ま
で
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
を
扱
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
た
め
、
仕
入
れ
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
妻
に
出
し
て
も
ら
っ
た
資
金
を

持
っ
て
東
京
の
家
電
量
販
店
へ
行
き
、
現
金
で
仕

入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
や
っ
て
背
水
の
陣
で
臨
ん
だ
と
こ
ろ
、
結

果
的
に
１
億
円
の
売
り
上
げ
と
な
り
、
し
か
も
そ

れ
以
降
、
家
電
製
品
の
売
り
上
げ
が
ず
っ
と
好
調

だ
っ
た
の
で
す
。

脇
浜　
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
も
の
で
す

ね
。
し
か
し
、
常
に
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軽
く
し
て
、

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
素
早
く
動
く
と
い
う
北
さ
ん

な
ら
で
は
の
姿
勢
が
生
か
さ
れ
た
よ
う
に
も
思
い

ま
す
。

北　
そ
う
な
ん
で
す
。
ま
た
、
他
の
番
組
に
移
っ

た
会
社
と
同
じ
よ
う
な
商
品
を
販
売
す
る
わ
け
で

す
か
ら
、
勝
つ
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と

こ
と
ん
考
え
て
、
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
と
三
脚
も
付
け

て
販
売
し
ま
し
た
。
同
じ
金
額
だ
っ
た
ら
、
そ
う

い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
品
が
あ
っ
た
ほ
う
が
う
れ
し
い

で
す
よ
ね
。
こ
れ
が
大
好
評
で
、
こ
の
と
き
に
生

ま
れ
た
「
セ
ッ
ト
組
み
」
と
い
う
形
が
、
い
ま
主

流
の
「
こ
れ
に
、
こ
れ
と
こ
れ
を
付
け
ま
し
た
」

と
い
う
販
売
形
式
に
な
り
ま
し
た
。

脇
浜　
本
当
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
す
ね
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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山や
ま

崎ざ
き 
一か

ず

穎ひ
で

学
校
法
人
跡
見
学
園
理
事
長

　

山
田
徹
雄
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
っ
て
、

山
崎
一
穎
理
事
長
を
代
表
と
し
た
。
山
崎

は
１
９
３
８
年
長
野
県
に
生
ま
れ
、
早
稲

田
大
学
教
育
学
部
国
語
国
文
学
科
を
経
て
、

同
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
を

修
了
。博
士（
文
学
）。日
本
近
代
文
学
専
攻
。

　

山
崎
は
１
９
７
０
年
跡
見
学
園
女
子
大

学
文
学
部
国
文
学
科
の
専
任
講
師
と
な
り
、

１
９
７
８
年
教
授
に
就
任
。そ
の
秋
、学
長

に
就
任
し
、
１
９
８
９
年
７
月
ま
で
の
10

年
余
、大
学
改
革
に
努
め
た
。21
世
紀
を
生

き
る
女
性
の
育
成
を
目
指
す
社
会
科
学
系

の
学
部
創
設
に
あ
た
っ
て
、
１
９
９
８
年

４
月
山
崎
が
再
び
学
長
に
就
任
し
、
２
０

０
６
年
ま
で
２
期
８
年
の
任
期
を
務
め
た
。

文
学
部
の
改
組
、
臨
床
心
理
学
科
の
設
置
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
の
創
設
、
大
学
院
修

士
課
程
の
設
置
と
大
学
の
改
革
に
努
め
た
。

２
０
０
３
年
短
期
大
学
部
の
学
長
な
ら
び

に
学
務
担
当
常
務
理
事
に
就
任
。
２
０
０

７
年
短
期
大
学
閉
学
に
向
け
た
対
応
に

当
っ
た
。
跡
見
純
弘
理
事
長
の
要
請
に
よ

り
、
２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１
２
年
ま
で

跡
見
学
園
中
学
校
高
等
学
校
の
校
長
を
務

め
、
２
０
０
９
年
10
月
に
跡
見
純
弘
理
事

長
の
後
を
継
い
で
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
大
学
の
１・
２
年
生

は
埼
玉
県
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
、３・
４
年
生

は
東
京
都
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ん
で
い

る
。
山
崎
は
理
事
長
に
就
任
す
る
や
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
一
元
化
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
た
め
に
学
外
か
ら
理

事
な
ら
び
に
教
学
監
査
の
監
事
を
招
聘
し

た
。
教
職
員
は
、
直
面
す
る
難
題
に
対
処

す
る
こ
と
を
山
崎
に
期
待
し
て
い
る
。

阿あ

久く

戸ど 

光み
つ

晴は
る

福
岡
女
学
院
大
学
学
長

　

高
島
一
路
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
後

任
と
し
て
、
福
岡
女
学
院
大
学
学
長
に
４

月
１
日
付
で
就
任
し
た
。
任
期
は
３
年
。

　

阿
久
戸
光
晴
新
学
長
は
１
９
５
１
年
東

京
都
生
ま
れ
。一
橋
大
学
（
社
会
学
部・

法

学
部
）
卒
業
、
民
間
企
業
に
11
年
間
勤
務

の
後
、
東
京
神
学
大
学
大
学
院
を
修
了
し
、

１
９
９
０
年
か
ら
米
国・

エ
モ
リ
ー
大
学

（
神
学
部
大
学
院
）
留
学
を
兼
ね
て
聖
学
院

ア
ト
ラ
ン
タ
国
際
学
校
の
創
設
と
経
営
に

従
事
し
た
。
１
９
９
５
年
帰
国
後
は
聖
学

院
大
学
に
迎
え
ら
れ
、
教
授
、
チ
ャ
プ
レ

ン
、
副
学
長
、
学
長
、
理
事
長
院
長
を
歴

任
。
２
０
１
７
年
３
月
末
の
任
期
満
了
後

は
日
本
基
督
教
団
滝
野
川
教
会
で
牧
会
を

続
け
な
が
ら
荒
川
区
芸
術
文
化
振
興
財
団

な
ど
地
方
自
治
行
政
を
助
け
、
ま
た
聖
書

共
同
訳
編
集
委
員
も
し
ば
ら
く
担
当
し
た
。

　

専
門
分
野
は
「
人
権
の
神
学
」、
著
書
は

『
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
思
想
の
根
源
』『
地

域
力
の
時
代
』『
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
形
成

と
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で

多
数
。
新
学
長
に
は
、
Ａ
Ｉ
時
代
を
迎
え

て
、
大
学
を
取
り
巻
く
厳
し
い
社
会
情
勢

の
中
、
女
子
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
人
格
教
育

を
創
立
以
来
１
３
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て

守
っ
て
き
た
九
州
の
名
門
女
子
大
学
の
さ

ら
な
る
発
展
の
た
め
、
今
後
の
方
向
性
を

力
強
く
打
ち
出
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
学
生

一
人
一
人
の
名
前
を
覚
え
、
教
職
員
と
小

ま
め
に
会
話
し
て
意
思
の
疎
通
を
図
ろ
う

と
す
る
新
学
長
の
爽
や
か
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
人
柄
が
、
長
い
伝
統
に
新
風
を
吹

き
込
む
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

跡
見
学
園

新
会
員
代
表
者
紹
介

福
岡
女
学
院
大
学
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郭か
く 
洋や

ん

春ち
ゅ
ん

立
教
大
学
総
長

　

吉
岡
知
哉
前
総
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
１
日
付
で
立
教
大
学
総
長
に
就
任
。

　

郭
新
総
長
は
１
９
５
９
年
東
京
都
生
ま

れ
。
１
９
８
３
年
法
政
大
学
経
済
学
部
経

済
学
科
卒
業
後
、
立
教
大
学
大
学
院
経
済

学
研
究
科
経
済
学
専
攻
に
進
み
、
１
９
８

５
年
同
博
士
課
程
（
前
期
課
程
）
修
了
、

１
９
８
８
年
同
博
士
課
程
（
後
期
課
程
）

単
位
取
得
退
学
。
１
９
８
８
年
に
立
教
大

学
経
済
学
部
助
手
に
就
任
し
、
そ
の
後
、

専
任
講
師
、
助
教
授
を
経
て
、
２
０
０
１

年
教
授
と
な
っ
た
。

　

学
内
で
は
、
２
０
０
９
年
４
月
か
ら
２

０
１
１
年
３
月
、
２
０
１
３
年
４
月
か
ら

２
０
１
５
年
３
月
ま
で
の
二
度
に
わ
た
り
、

経
済
学
部
長
兼
経
済
学
研
究
科
委
員
長
。

２
０
１
１
年
４
月
～
２
０
１
３
年
３
月
ま

で
、
教
務
部
長
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
な
ど
大
学
の
教
学
の
充
実
に
尽
力
し
た
。

　

専
攻
は
開
発
経
済
学
、
ア
ジ
ア
経
済
、

平
和
経
済
学
、
研
究
テ
ー
マ
は
途
上
国
の

経
済
開
発
で
あ
る
。
民
主
主
義
、
平
和
、

環
境
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
を
取
り
入
れ
た

開
発
経
済
学
の
再
構
築
を
、
主
な
研
究
活

動
と
し
て
い
る
。『
開
発
経
済
学
』『
現
代

ア
ジ
ア
経
済
論
』『
国
家
戦
略
特
区
の
正

体
』
な
ど
、
こ
の
分
野
に
関
す
る
多
数
の

著
書
、
論
文
が
あ
る
。

　

立
教
大
学
総
長
就
任
に
あ
た
り
、
建
学

の
精
神
に
立
ち
返
り
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
、
自
ら
の
立
ち

位
置
、
進
む
べ
き
道
を
再
確
認
し
、
社
会

に
影
響
を
与
え
貢
献
で
き
る
大
学
を
つ
く

り
た
い
と
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。

佐さ

伯え
き 

孝た
か

弘ひ
ろ

清
泉
女
子
大
学
　
学
長

　

杉
山
晃
前
学
長
の
後
任
と
し
て
、
本
年

度
よ
り
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
の
佐

伯
孝
弘
教
授
が
第
13
代
学
長
に
就
任
し
た
。

　

新
学
長
は
１
９
８
６
年
に
東
京
大
学
文

学
部
国
文
学
専
修
課
程
を
卒
業
、
１
９
９

３
年
同
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
国

語
国
文
学
専
攻
博
士
課
程
を
修
了
、
１
９

９
６
年
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
取
得
。

１
９
９
３
年
か
ら
本
学
教
員
。
学
内
の
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
、
入
試
部
長
、
図
書

館
長
、
副
学
長
等
を
歴
任
し
て
い
る
。

　

日
本
近
世
（
江
戸
時
代
）
文
学
が
専
門
。

学
生
時
代
に
読
ん
だ
上
田
秋
成
の
『
雨
月

物
語
』
に
ひ
か
れ
、
こ
の
分
野
を
専
門
に

研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
世
の
小
説
、

特
に
浮
世
草
子
や
近
世
前
期
の
怪
異
小
説・

笑
話
等
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

　

主
な
著
書
に
『
江
島
其
磧
と
気
質
物
』

（
若
草
書
房
）、
共
著・

共
編
に
『
西
鶴
と

浮
世
草
子 

研
究
Vol
２
〈
特
集・

怪
異
〉』

（
笠
間
書
院
）、『
浮
世
草
子
研
究
資
料
叢

書
』
全
７
巻
（
ク
レ
ス
出
版
）、『
古
典
文

学
の
常
識
を
疑
う
』（
勉
誠
出
版
）、『
浮
世

草
子
大
事
典
』（
笠
間
書
院
）
等
が
あ
る
。

　

大
学
の
経
営
に
関
し
て
は
「
大
学
に
体

力
の
あ
る
う
ち
の
改
革
」
が
モ
ッ
ト
ー
で

あ
り
、
学
生
生
活
が
充
実
し
た
も
の
に
な

る
よ
う
、
五
つ
の
特
命
チ
ー
ム
を
結
成
し
、

改
革
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

忙
し
い
仕
事
の
合
間
に
豆
か
ら
挽
く
ド

リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
を
自
ら
淹
れ
る
の
が
、

目
下
、
新
学
長
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
。

訪
問
者
や
ス
タ
ッ
フ
に
も
こ
の
喫
茶
店
顔

負
け
の
コ
ー
ヒ
ー
を
ご
ち
そ
う
し
て
く
れ

る
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
な
学
長
で
あ
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

立
教
大
学

新
会
員
代
表
者
紹
介

清
泉
女
子
大
学
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茂も

里り 
一か

ず

紘ひ
ろ東

京
女
子
大
学
学
長

　

小
野
祥
子
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
１
日
付
で
茂
里
一
紘
氏
が
学
長
に
就

任
し
た
。
任
期
は
４
年
。

　

茂
里
新
学
長
は
１
９
４
５
年
生
ま
れ
、

石
川
県
出
身
。
１
９
６
７
年
東
京
大
学
工

学
部
卒
業
。
同
大
大
学
院
工
学
研
究
科
博

士
課
程
修
了
（
工
学
博
士
）。
広
島
大
学
名

誉
教
授
。
専
門
分
野
は
、
船
舶
海
洋
工
学
、

流
体
工
学
、
工
学
教
育
。
主
な
著
書
は
、

「
大
学
改
革
」「
数
値
流
体
力
学
」
な
ど
。

　

東
京
大
学
工
学
部
講
師
を
務
め
た
後
、

１
９
７
２
年
10
月
広
島
大
学
講
師
と
し
て

着
任
。
助
教
授
を
経
て
１
９
８
７
年
教
授

に
就
任
。
同
大
で
は
工
学
部
長
、
学
長
補

佐
、副
学
長
、教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
長

な
ど
を
歴
任
し
、
教
育
研
究
の
発
展
に
尽

力
し
た
。
２
０
０
３
年
か
ら
２
０
１
１
年

ま
で
広
島
工
業
大
学
学
長
。
２
０
１
１
年

か
ら
２
０
１
６
年
ま
で（
国
研
）海
上
技
術

安
全
研
究
所
理
事
長
を
務
め
た
。
２
０
１

２
年
か
ら
本
法
人
の
理
事・

評
議
員
と
し

て
、
ま
た
本
学
の
教
育
研
究
の
中
長
期
計

画
を
審
議
す
る
将
来
計
画
推
進
委
員
会
の

委
員
と
し
て
教
育
改
革
に
携
わ
っ
て
き
た
。

　

２
０
１
８
年
は
創
立
１
０
０
周
年
と
い

う
記
念
の
年
で
あ
る
。「
キ
リ
ス
ト
教
主

義
」「
女
子
高
等
教
育
」「
リ
ベ
ラ
ル・

ア
ー

ツ
教
育
」
を
継
承
し
、
次
の
１
０
０
年
に

向
け
た
第
一
歩
を
着
実
に
踏
み
出
す
た
め
、

全
学
の
指
揮
を
執
る
。
茂
里
学
長
は
、
変

化
の
激
し
い
時
代
に
こ
そ
女
性
の
視
点
と

能
力
が
必
要
で
あ
る
と
語
る
。
女
子
教
育

へ
の
熱
い
思
い
と
豊
富
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
で
教
学
改
革
の
更
な
る
取
り
組
み
が
期

待
さ
れ
る
。

ウ
ス
ビ・

サ
コ

京
都
精
華
大
学
学
長

　

竹
宮
惠
子
前
学
長
の
あ
と
を
受
け
て
、

４
月
１
日
付
でO

ussouby SA
CK

O
 

（
ウ
ス
ビ・

サ
コ
）
人
文
学
部
教
授
が
学
長

に
就
任
し
た
。
任
期
は
２
０
２
２
年
３
月

31
日
ま
で
の
４
年
間
。

　

サ
コ
新
学
長
は
１
９
６
６
年
マ
リ
共
和

国
の
首
都
バ
マ
コ
生
ま
れ
。
高
校
卒
業
後
、

北
京
語
言
大
学
で
中
国
語
、
東
南
大
学
で

建
築
学
を
学
ぶ
。
１
９
９
１
年
に
来
日
し
、

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
建
築
学
専

攻
で
修
士
課
程
、
博
士
後
期
課
程
を
修
了
。

博
士
（
工
学
）。
研
究
対
象
は
「
居
住
空

間
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
」「
世
界
文
化

遺
産
の
保
存・

改
修
」
な
ど
、
社
会
と
建

築
空
間
の
関
係
性
に
つ
い
て
幅
広
い
角
度

か
ら
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。
著
書
に

『
知
の
リ
テ
ラ
シ
ー・

文
化
』
な
ど
。

　

２
０
０
１
年
に
京
都
精
華
大
学
人
文
学

部
専
任
教
員
に
着
任
し
た
。
２
０
１
３
年

４
月
か
ら
２
期
４
年
間
、
人
文
学
部
長
を

務
め
た
。
２
０
１
５
年
に
同
学
部
を
再
編

し
、
３
専
攻
を
中
心
に
、
社
会
と
つ
な
が

る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
る
な

ど
、
国
内
外
の
学
生
に
よ
る
現
場
調
査
活

動
を
推
進
し
た
。

　

京
都
精
華
大
学
は
１
９
６
８
年
に
開
学

し
、
２
０
１
８
年
に
創
立
50
周
年
を
迎
え

た
。
サ
コ
学
長
は
、
設
立
当
時
の
理
念
に

あ
る
「
人
間
尊
重
」「
自
由
自
治
」
を
受
け

継
ぎ
、
大
学
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
基

盤
と
し
た
「
表
現
の
総
合
大
学
」
作
り
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

東
京
女
子
大
学

新
学
長
紹
介

京
都
精
華
大
学
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川か
わ

島し
ま

明あ
き

子こ

園
田
学
園
女
子
大
学
学
長
。
九
州
大
学

農
学
部
食
糧
化
学
工
学
科
卒
。博
士（
農
学
）。専
門
は

食
品
衛
生
学
。人
間
健
康
学
部
長
、法
人
評
議
員
な
ど

を
経
て
、’15
か
ら
現
職
。主
著『
食
品
衛
生
学
』
ほ
か
。

新あ
ら

井い

　
一は

じ
め

順
天
堂
大
学
学
長
。
’79
順
天
堂
大
学
医

学
部
卒
業
。
医
学
博
士
。
’02
順
天
堂
大
学
脳
神
経
外

科
学
教
授
。
’08
順
天
堂
医
院
院
長
、
’11
医
学
研
究
科

長・

医
学
部
長
を
経
て
、
’16
か
ら
現
職
。

塘と
も 

利り

枝え

子こ

同
志
社
女
子
大
学
女
性
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
、現
代
社
会
学
部
教
授
。’95
白
百
合

女
子
大
学
大
学
院
博
士
課
程
退
学
。
博
士
（
文
学
）。

主
著
：『
ア
ジ
ア
の
教
科
書
に
見
る
子
ど
も
』
な
ど
。

武た
け

石い
し

恵え

美み

子こ

法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部

長
。
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科

博
士
課
程
修
了
。博
士（
社
会
科
学
）。労
働
省
な
ど
を

経
て
、’07
か
ら
現
職
。主
著『
キ
ャ
リ
ア
開
発
論
』な
ど
。

石い
し

川か
わ

康や
す

宏ひ
ろ

神
戸
女
学
院
大
学
文
学
部
教
授
。
’95
京

都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得

退
学
。
’04
か
ら
現
職
。
著
書
『
若
者
よ
、マ
ル
ク
ス
を

読
も
う
』『
輝
い
て
は
た
ら
き
た
い
ア
ナ
タ
へ
』
ほ
か
。

肥ひ

塚づ
か

直な
お

美み

東
京
女
子
医
科
大
学
理
事
、
名
誉
教
授
、

女
性
医
療
人
キ
ャ
リ
ア
形
成
セ
ン
タ
ー
長
。
’79
東
京

女
子
医
科
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。
医
学
博
士
。

専
門
は
内
分
泌
内
科
学
。

兼か
ね

高た
か

聖ま
さ

雄お

日
本
大
学
芸
術
学
部
教
授
。
’90
慶
應
義

塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
社

会
心
理
学・

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
専

攻
。
主
著
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
入
門
』
ほ
か
。

村む
ら

居い

昌ま
さ

俊と
し

共
立
女
子
大
学
図
書
課
担
当
課
長
。
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
会
社
を
経
て
、
’10
共
立
女
子
学
園

入
職
。
’14
か
ら
現
職
。

岡お
か 

友ゆ

美み

子こ

近
畿
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

事
務
室
室
長 
兼 

中
央
図
書
館
事
務
部
次
長
。
’83
に

近
畿
大
学
入
職
し
、
中
央
図
書
館
に
24
年
間
勤
務
。

そ
の
後
、
管
理
部
、
学
生
部
を
経
て
、
’14
か
ら
現
職
。

竹た
け

内う
ち

康や
す

弘ひ
ろ

学
校
法
人
京
都
女
子
学
園
法
人
本
部

長
。
’90
龍
谷
大
学
文
学
部
卒
。
同
年
京
都
女
子
学
園

職
員
、
’13
か
ら
現
職
。

板い
た

木き

雅ま
さ

彦ひ
こ

立
命
館
大
学
国
際
関
係
学
部
教
授
。
’84

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課

程
中
退
。
’06
博
士
（
経
済
学
）。
’00
か
ら
現
職
。
主
著

『
国
際
過
剰
資
本
の
誕
生
』
な
ど
。

寺て
ら

島し
ま

哲て
っ

平ぺ
い

常
磐
大
学
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研

究
会
代
表
、
人
間
科
学
部
専
任
講
師
。
’14
に
同
研
究

会
を
開
始
。
図
書
館
ガ
イ
ダ
ン
ス
以
外
に
も
新
人
教

員
研
修
会
や
自
己
紹
介
を
ゲ
ー
ム
化
。

竹た
け

内う
ち

比ひ

呂ろ

也や

千
葉
大
学
人
文
科
学
研
究
院
教
授
。
’11

か
ら
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ン
ク・

セ
ン
タ
ー
長
、
附

属
図
書
館
長
、
’14
か
ら
副
学
長
（
学
修
支
援
）。
主
著

『
変
わ
り
ゆ
く
大
学
図
書
館
』。

梅う
め

本も
と

　
裕ゆ

た
か

学
校
法
人
京
都
橘
学
園
理
事
長
。
東
京

大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退

学
。
京
都
橘
女
子
大
学
教
務
部
長
、
副
学
長
を
経

て
、
’07
か
ら
現
職
。
教
育
方
法
学
を
専
攻
。

西に
し

谷た
に

　
元は

じ
め

広
島
大
学
副
理
事
（
Ｓ
Ｇ
Ｖ
担
当
）、
社

会
科
学
研
究
科
教
授
。
’85M

Jur

（A
uckland

）、
’87 

D
ipEI

（A
m

sterdam

）、
’92
～
’94H

arvard Law
 

School

、UC Berkeley Law
 School

客
員
教
授
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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池い
け

田だ

伸の
ぶ

子こ

立
教
大
学
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
教
授
。
’97
国
際
基
督
教
大
学
大
学
院
教
育
学

研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
中
退
。
博
士
（
教
育

学
）。
九
州
大
学
を
経
て
、
’08
４
月
か
ら
現
職
。

鈴す
ず

木き

理り

恵え

慶
應
義
塾
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
特
任
講

師
。
’09
エ
セ
ッ
ク
ス
大
学
大
学
院
社
会
学
部
博
士
課

程
修
了
。
博
士
（
社
会
学
）。
成
蹊
大
学
国
際
教
育
セ

ン
タ
ー
を
経
て
、
’18
か
ら
現
職
。

吉よ
し

岡お
か

大だ
い

輔す
け

一
般
財
団
法
人 

日
本
ス
タ
デ
ィ・
ア
ブ

ロ
ー
ド・

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

尾お

木ぎ

義よ
し

久ひ
さ

関
西
学
院
大
学
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

オ

フ
ィ
サ
ー
、
文
部
科
学
省
大
学
入
学
者
選
抜
改
革
推

進
委
託
事
業
（
主
体
性
等
分
野
）
担
当 

学
長
特
命
、

高
大
接
続
セ
ン
タ
ー
次
長
。

佐さ

藤と
う

正せ
い

志し

早
稲
田
大
学
教
務
担
当
理
事・

政
治
経

済
学
術
院
教
授
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
文
部
科
学
省
大

学
入
学
者
選
抜
改
革
推
進
委
託
事
業
実
施
責
任
者
。

戸と

塚つ
か

　
学ま

な
ぶ

武
蔵
大
学
人
文
学
部
准
教
授
。
’12
東
京

大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
。
博
士
（
文
学
）。
常
葉
大
学
を
経
て
、
’17
か

ら
現
職
。
専
門
は
日
本
近
現
代
文
学
。

湊み
な
と　

晶あ
き

子こ

広
島
女
学
院
院
長・

学
長
。
ホ
ィ
ー
ト

ン
大
学
（
神
学
修
士・

’80
名
誉
博
士
）。
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
客
員
研
究
員
、
東
京
女
子
大
学
学
長
。
’14
か
ら

現
職
。
’10
瑞
宝
中
綬
章
。
主
著
『
女
性
を
生
き
る
』。

春は
る

沢さ
わ

信し
ん

哉や

大
阪
薬
科
大
学
薬
学
部
教
授
。
薬
学
博

士
（
有
機
合
成
化
学
）。
’82
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院

薬
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
’83
か
ら
大
阪
薬

科
大
学
に
勤
務
、
’06
か
ら
現
職
。
主
な
研
究
：
ヘ
テ

ロ
重
原
子
の
有
機
合
成
へ
の
応
用
と
機
能
性
分
子
の

創
製
。

松ま
つ

野の

良り
ょ
う

一い
ち

中
央
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
。
’03
中

央
大
学
大
学
院
総
合
政
策
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
。
博
士
（
総
合
政
策
）。
Ｔ
Ｂ
Ｓ
を
経
て
’05
か
ら
現

職
。
主
著
「
市
民
メ
デ
ィ
ア
論
」
な
ど
。

中な
か

村む
ら

　
達た

つ

明
治
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
部
ユ
ビ
キ
タ

ス
教
育
推
進
事
務
室
。
’00
明
治
大
学
理
工
学
部
卒
。

放
送
局
技
術
職
を
経
て
、
’11
明
治
大
学
入
職
。
同
年

か
ら
現
職
。

川か
わ

上か
み

哲て
つ

太た

朗ろ
う

東
海
大
学
副
学
長
、
海
洋
学
部
長
、

教
授
。
’88
東
海
大
学
大
学
院
海
洋
学
研
究
科
博
士
課

程
後
期
修
了
。
工
学
博
士
。
’03
東
海
大
学
海
洋
学
部

教
授
、
’14
東
海
大
学
副
学
長
、
’17
か
ら
現
職
。

北き
た

　
義よ

し

則の
り

福
岡
大
学
体
育
学
部
（
現 

ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
）
卒
業
。
’53
福
岡
県
生
ま
れ
。
’81
に
陶
器
を
扱

う
陶
華
堂
を
創
業
、
’91
に
株
式
会
社
ト
ー
カ
堂
を
設

立
し
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
通
販
事
業
を

展
開
。
自
ら
出
演
す
る
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
番

組
は
全
国
に
放
映
さ
れ
、
独
特
の
柔
ら
か
い
セ
ー
ル

ス
ト
ー
ク
に
フ
ァ
ン
も
多
い
。

脇わ
き

浜は
ま

紀の
り

子こ

京
都
産
業
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授
。

神
戸
大
学
法
学
部
卒
。
’90
読
売
テ
レ
ビ
入
社
。
’10
大

阪
大
学
大
学
院
国
際
公
共
政
策
研
究
科
博
士
後
期
課

程
修
了
。
博
士
（
国
際
公
共
政
策
）。

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。
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●
３
月
６
日
㈫

　

第
11
回
常
務
理
事
会
に
出
席

●
３
月
16
日
㈮

　

自
由
民
主
党
主
催・

鎌
田
会
長
講
演
会
を
開

催
　

自
由
民
主
党
の
主
催
に
よ
る
鎌
田
会
長
（
全

私
学
連
合・

代
表
）
の
講
演
が
開
催
さ
れ
た
。

「
教
育
再
生
と
私
学
振
興
」
と
題
し
て
、
多
く
の

国
会
議
員
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

●
３
月
20
日
㈫

　

第
10
回
理
事
会
、
第
３
回
春
季
総
会
に
出
席

●
３
月
27
日
㈫

　

財
務
省
主
計
局
に
説
明

　

連
合
会
に
お
い
て
、
鎌
田
会
長
、
村
田
副
会

長
、
大
沼
副
会
長
が
、
高
等
教
育
の
無
償
化
に

対
す
る
意
見
お
よ
び
新
た
な
修
学
支
援
ス
キ
ー

ム
の
提
言
に
つ
い
て
、
財
務
省
主
計
局
次
長
に

説
明
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

●
３
月
28
日
㈬

　

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会・

第
１
１
５
回

役
員
会
、
第
81
回
総
会
に
出
席

　

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
「
私
立
大
学
の

振
興
に
関
す
る
協
議
会
」
に
出
席

　
「
私
立
大
学
の
振
興
に
関
す
る
協
議
会
」
を
開

催
し
、
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
文
教
関
係
国
会
議
員

に
「
新
た
な
修
学
支
援
ス
キ
ー
ム
の
提
言
」
を

説
明
し
、
理
解
を
求
め
た
。

●
４
月
24
日
㈫

　

第
１
回
記
者
懇
談
会・

懇
親
会
に
出
席

　

私
大
連
は
私
立
大
学
の
将
来
像
を
と
り
ま
と

め
、
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
に
よ
る
記
者

懇
談
会
を
開
催
し
た
。

●
４
月
25
日
㈬

　

公
財
政
政
策
委
員
会
に
出
席

　

公
財
政
政
策
委
員
会
に
鎌
田
会
長
が
出
席
し
、

財
務
省
主
計
官
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
高
等

教
育
政
策
の
基
幹
と
な
る
私
立
大
学
の
重
要
性

を
説
明
し
た
。

平
成
30
年
春
の
叙
勲
（
連
盟
事
業
関
係
者
）

旭
日
重
光
章

　

新
家　

莊
平
（
兵
庫
医
科
大
学
理
事
長
）

瑞
宝
中
綬
章

　

佐
藤　

眞
一
（
上
智
大
学
名
誉
教
授
）

瑞
宝
中
綬
章

　

髙
橋　

敏
夫
（
拓
殖
大
学
名
誉
教
授
）

瑞
宝
小
綬
章

　

市
村　

隆
哉
（
日
本
大
学
名
誉
教
授
）

『
大
学
時
報
』
全
文
検
索
シ
ス
テ
ム
と

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
推
進

　

大
学
時
報
に
つ
い
て
は
、
本
連
盟
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
内
に
「
全
文
検
索
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
に
デ

ジ
タ
ル
版
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）
を
公
開
し
て

い
ま
す
。『
大
学
時
報
』
を
よ
り
多
く
の
方
に
有

効
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
順
次
進
め

て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
４
月
現
在
、
第
３
２

４
号
（
２
０

０
９
年
１
月

発
行
）
か
ら

全
文
公
開
中

で
す
。

会
長
の
動
き
２
０
１
８
年

３
月
▼
４
月

私立大学の将来構想を説明
（会長・役員との記者懇談会）

本連盟ウェブサイトの
『大学時報』のページ

連盟ニュース
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◆
今
春
、
全
国
大
学
生
協
連
合
会

か
ら
、
前
年
に
も
増
し
て
大
学
生

の
読
書
時
間
が
二
極
化
し
て
い
る

と
い
う
調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。

こ
れ
に
呼
応
し
た
訳
で
は
な
い
が
、

本
学
で
は
昨
年
度
に
続
き
、
入
学

式
で
、
本
や
新
聞
と
向
き
合
う
決

意
を
求
め
る
学
長
式
辞
が
新
入
生

に
贈
ら
れ
た
。

　

読
書
と
図
書
館
利
用
が
必
ず
し

も
議
論
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
と
向
き

合
え
る
環
境
の
提
供
や
理
想
空
間

の
創
出
、
さ
ら
に
は
そ
の
活
用
に

つ
い
て
、
高
等
教
育
機
関
と
し
て

「
い
ま
」
ま
さ
に
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
代
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
学
生
を

は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
図
書
館

利
用
者
の
生
活
様
態
は
、
日
々
変

化
し
続
け
て
い
る
。
学
習
形
態
や

嗜
好
さ
れ
る
環
境
、
教
育
手
法
も

常
に
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
中
、
大
学
図
書
館

の
最
新
事
例
は
本
誌
で
何
年
か
ご

と
に
取
り
上
げ
る
べ
き
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
る
。
今
回
の
６
編
の

原
稿
は
、「
い
ま
」
の
図
書
館
を
追

求
す
る
各
大
学
の
知
恵
と
汗
を

絞
っ
た
真
剣
な
取
り
組
み
の
好
事

例
で
あ
る
。
ご
寄
稿
に
感
謝
し
、

共
に
大
学
図
書
館
の
あ
り
方
を
議

論
し
追
求
し
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。（
広
報・

情
報
部
門
会
議

（
大
学
時
報
）
委
員・

関
西
大
学
総

合
企
画
室
広
報
課
長 

依
藤 

康
正
）

◆
小
特
集
「
海
外
留
学
体
験
の
効

果
測
定
に
対
す
る
取
り
組
み
」
の

企
画
の
背
景
に
は
、
量
か
ら
質
へ

と
重
点
が
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
に
お
い
て
、

①
学
生
自
身
の
成
長
を
ど
の
よ
う

に
測
り
本
人
へ
の
意
識
付
け
を
行

う
か
、
②
増
え
続
け
る
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
評
価
を
ど
の
よ
う
に
行

う
か
、
と
い
う
二
つ
の
問
題
意
識

が
あ
っ
た
。

　

今
回
寄
せ
ら
れ
た
事
例
を
み
て

も
、
留
学
の
形
態
が
多
様
化
し
て

い
る
こ
と
が
逆
に
み
て
と
れ
る
。

昨
今
、
ま
す
ま
す
忙
し
く
な
っ
て

い
る
学
生
は
、
よ
り
短
期
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
希
望
す
る
傾
向
が
あ
る

が
、
海
外
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

な
ど
の
拡
充
に
よ
り
、「
留
学
」
の

概
念
に
も
変
化
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

つ
ま
り
、
必
ず
し
も
外
国
に
行

か
な
い
「
留
学
」
も
増
え
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
否
定
す
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
留
学
を
経
験

し
た
者
と
し
て
は
、
た
と
え
短
期

で
あ
っ
て
も
異
国
に
身
を
置
い
て

学
ぶ
意
義
は
や
は
り
大
き
い
と
考

え
る
し
、
同
じ
よ
う
に
考
え
る
関

係
者
は
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い

か
。
海
外
で
学
ぶ
意
義
や
成
果
を

よ
り
実
の
あ
る
も
の
に
し
、
さ
ら

に
先
の
学
び
へ
と
つ
な
げ
る
た
め

の
工
夫
や
試
行
錯
誤
に
今
後
も
注

目
し
て
い
き
た
い
。（
広
報・

情
報

部
門
会
議
（
大
学
時
報
）
委
員・

上
智
大
学
総
務
局
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
推

進
室
長 

中
山 

映
）

◆
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
株
式
会
社
ト
ー
カ

堂
代
表
取
締
役
の
北
義
則
さ
ん
に

お
話
を
伺
っ
た
。

　

ト
ー
カ
堂
は
、
１
９
９
１
年
の

設
立
以
降
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
な
ど
の
通
販
事
業
を
展
開
し
、

現
在
も
全
国
に
放
映
さ
れ
る
テ
レ

ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
番
組
を
も
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
ト
ー
カ
堂
は
金

利・

手
数
料
を
無
料
に
す
る
こ
と

や
販
売
す
る
商
品
に
関
連
の
あ
る

商
品
を
特
典
と
し
て
付
け
る
な
ど
、

次
々
と
新
し
い
手
法
を
編
み
出
し

て
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
手

法
を
他
社
に
真
似
さ
れ
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
他
社
の
手
法
を
真
似

し
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

　

真
似
を
す
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
柄
を
容
易
に
実
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
以
上
の
進

展
は
な
い
。

　

現
在
、
ト
ー
カ
堂
は
、
テ
レ
ビ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
以
外
の
次
の
展
開

を
考
え
て
い
る
と
い
う
。
北
さ
ん

は
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
界
の

先
駆
者
で
あ
り
、
創
造
者
で
も

あ
っ
た
。（
日
本
私
立
大
学
連
盟
事

務
局 

佐
藤 

義
文
）

次号
（7月号） 予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会	「私立大学の将来構想」
特　集	「留学（送り出し）に伴う問題への取り組み」
小特集	「海外大学とのダブルディグリー・プログラムの現状と効果」
表紙 ・大学点描 東京女子大学　　だいがくのたから 聖心女子大学
クローズアップ ・インタビュー：
	 「冨田 洋之さん（順天堂大学スポーツ健康科学部准教授）」

編
集
後
記


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2018
5月号

中　山　　　映（上智大学総務局SGU事業推進室長）
依　藤　康　正（関西大学広報課長）
筒　井　弘　幸（関西学院大学高大接続センター課長）
田　上　雅　徳（慶應義塾大学法学部教授）
クーロン・ダヴィッド（南山大学外国語学部教授）
兼　高　聖　雄（日本大学芸術学部教授）
長　野　　　香（立教大学広報室長）
五　坪　智　彰（立命館大学総合企画部広報課長）
山　田　健　太（専修大学文学部教授）
西　﨑　公　哉（園田学園女子大学教学支援部教務課課長）
平　盛　聖　樹（大正大学事務局長）
鈴　木　宏　隆（早稲田大学広報室副室長）
落　合　保　雄（日本私立大学連盟事務局）
佐　藤　義　文（日本私立大学連盟事務局）

編 集 人	 音　　好 宏（上智大学文学部教授）

発 行 人	 松 岡 　 敬（同志社大学学長）

発 行 所　一般社団法人 日本私立大学連盟	
	 〒102-0073　東京都千代田区九段北４－２－25	
� 私学会館別館	
	 電話 03－3262－4362　　FAX 03－3262－4363	
� http://www.shidairen.or.jp

編　　集	 株式会社 進 研 アド
	 〒530-0003　大 阪 市 北 区 堂 島 ２ － ４ － 27 	
� 新藤田ビル	

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡 見 学 園 女 子 大 学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学⎫� ⎜獨 協 医 科 大 学⎬� ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫
� ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫
� ⎬福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫
� ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫
� ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫
� ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学

皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松 山 東 雲 女 子 大 学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮 城 学 院 女 子 大 学
桃 山 学 院 大 学⎫
� ⎬桃山学院教育大学⎭
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学⎫
� ⎬大 阪 薬 科 大 学⎭
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫
� ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学

成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫
� ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫
� ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園 田 学 園 女 子 大 学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東 北 公 益 文 科 大 学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東 京 医 療 保 健 大 学
東 京 女 子 大 学
東 京 女 子 医 科 大 学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫
� ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫
� ⎬四日市看護医療大学⎭

一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧 （大学名ＡＢＣ順
 ｝は同一学校法人 ）

（124大学　平成30年 5 月20日現在）

第67巻380号（通巻394号）
平成30年 5 月20日発行

Ⓒ無断転載はご遠慮下さい。落丁 ・ 乱丁本はお取り替えいたします。
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